


は し が き

財団法人 資産評価 システム研究センターは、適切な地域政策の樹立に資す るため、地域の資産

状況及びその評価 の方法 に関す る調査研究等の事業を実施す ることを目的 として昭和53年 に設立

され今年度で第20期 目を迎えま した。

当評価セ ンターにおける調査研究は、資産評価の基礎理論及び地方公共団体等における資産評価

技法の両面にわたって、学識経験者及び地方公共団体等の関係者 をもって構成す る土地、家屋 、資

産評価 システム及び償却資産の各部門 ごとの研究委員会において行われてお りま したが、本年度 よ

り、 これ らの委員会に加 えて固定資産のよ り基本的な問題に焦点をあわせ て調査研究を行 うために

「固定資産評価の基本問題に関する研究委員会」 を発足 させ る とともに、従来の委員会 につきま し

ては、発展的な見直 しを行い、資産の特性 に応 じたよ り適切な評価のあ り方について調査研究をす

す めてまい りま した。

本年度の家屋研究委員会の調査研究テーマは、(1)木 造家屋再建築評点基準表の整理統合 に関す

る調査研究、(2)非 木造家屋 の主体構造部等 に係 る標準量 に関する調査研究、(3)建 築設備の評価

の取扱いに関す る調査研究の3項 目であ ります。

上記(1)の 調査研究は、木造家屋の再建築費評点基準表の中には、現在ではほとん ど建築 されな

い用途の基準表が含まれ てお り、家屋評価の簡素化、合理化の一環 と してこれ らの整理統合が求 め

られてお り、本調査研究において、使用頻度の低い用途の基準表の整理統合の方法及び実際に整理

統合 した場合の当該用途家屋 の新増分家屋評価、在来分家屋評価替 えの対応について、具体的に調

査研 究を行 いま した。

上記(2)の 調査研究は、鉄骨鉄筋 コンクリー ト造、鉄筋 コンクリー ト造及び鉄骨造の住宅 ・アパ

ー ト用家屋及び事務所 ・店舗用家屋並びに鉄骨造の工場 ・倉庫用家屋 について主要構造部の施工数

量の実態を調査 し、現行 の固定資産評価基準の標準量 との比較 ・検討の調査研究を行いま した。

上記(3)の 調査研究は、現行の固定資産評価において、最 も評価が困難である建築設備 の中で、

本年度は空調設備 を主体 に評価上の問題点を洗い出す こと、現在 の建築設備 の普及状況 ・建築設備

の更新 ・陳腐に関す る資料 を収集 し、その評価方法や新 しい設備の評価の対応、建築設備 の評価の

あ り方の検討を(社)日 本建築学会に委託 し、その結果 をとりま とめま した。

この程、その調査研 究の成果 をとりま とめ、ここに、公表する運び とな りま したが、この機会に

熱心にご研究、ご審議 をいただきま した委員及び専門員に対 し、心から感謝申 し上げます。

なお、当評価センターは、今後 とも、所期の 目的にそって、事業内容の充実及び地方公共団体等

に役立つ調査研究に努力 をいたす所存でありますので、地方公共団体 をは じめ関係団体の皆様のな

お一層のご指導、ご援助 をお願 い申 し上げます。

最後に、この調査研究事業は、(財)日 本船舶振興会(日 本財団)の 補助金の交付を受けて実施 した

ものであ り、改めて深 く感謝の意 を表す るものであ ります。

平成10年3月

財団法人 資産評価 システム研究センター

理 事 長 湊 和 夫
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Ⅰ 調査研究の 目的

固定資産税における家屋の評価は再建築価格方式 を採用 してお り、固定資産評価基準の中に家屋

を評価するため再建築費評点基準表が定められている。

現行固定資産評価基準が昭和39年 度に導入 され てか らすでに30年 以上経過 し、この間、社会 ・経

済の変化、建築技術 の進歩、新 しい資材の開発等によ り建物の態様が絶えず変貌 を遂げる中で、再

建築費評点基準表に示す評点項 目及び再建築費評点数については、基準年度 ごとにその時々の状況

に適合す るよ う改正を重ねてきた ところであるが、木造家屋29種 類、非木造家屋12種 類に及ぶ再建

築費評点基準表そのものについては見直 しがなされ ていない。

特に木造家屋 の再建築費評点基準表の中には、現在ではほ とん ど建築 されない用途の基準表 も含

まれ てお り、家屋評価の簡素化、合理化の一環 としてこれ らの整理統合が求め られているところで

ある。

そこで、本調査研究においては、木造家屋再建築費評点基準表に関 し、使用頻度の低い基準表の

整理統合 の方法及び実際に整理統合 した場合 の当該用途家屋の新増分家屋評価 、在来分家屋評価替

えの対応 について具体的に研究 し、家屋評価の簡 素合理化の検討 に資す ることを目的 とす るもので

ある。
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Ⅱ 木造家屋再建築費評点基準表の整理統合方針

1「 家屋評価の簡素合理化に関する調査研究報告書(平 成6年 度)」 における木造家屋再建築費

評点基準表の整理統合案

木造家屋再建築費評点基準表の整理統合については、平成6年 度に自治省に設け られた家屋評

価研究委員会による 「家屋評価の簡素合理化に関す る調査研究報告書」(以 下、 「平成6年 度報

告書」 とい う。)に おいて、下記の とお り方針が示 されていた ところであるので、これ を踏 まえ

て検討を行 うこととした。

◎平成6年 度報告書にお ける木造家屋再建築費評点基準表の整理統合案

(1)基 準表の整理統合の基本方針

現在、29種 類 の用途別 に区分 されている木造家屋再建築費評点基準表について、使用頻度の

少ない用途 に係 る基準表を概要調書における用途別区分及び標準量の類似性か ら見て、図1の

とお り半数程度 に整理 ・統合す る。

(2)整 理統合後の基準表の作成方針

整理統合後の基準表の作成方針 については、次のよ うに具体的な考 え方が示 され た。

＜案① ＞

部分別 に統合元の標準量を統合先の標準量で除 した係数を 「建て方の区分」の補正率 として

表示す る。なお、複数の標準量で構成 されている部分別 「屋根」、 「基礎」及び 「柱」につい

ては、主要部分の標準量の比率による補正率を 「建て方の区分」の補正係数 として用いる。

＜案② ＞

複数の標準量で構成 されている部分別 「屋根」、 「基礎」及 び 「柱」については、主要部分

に対する誤差の問題が生 じるため、

ア 「屋根」は小屋組 と屋根仕上げを分離 して表示す る。

イ 「基礎」は布基礎、独立基礎 、水盛 り遺方 ・敷地整理を分離 して表示す る。

ウ 「柱」については、柱 と土台を分離 して表示する。

こととし、他 の部分別 は案① と同様 とす る。

この2案 について、簡素合理化のメリッ トが大きいことから案①によることが適 当とされ た。

さらに、これ らの案に加えて、委員会、作業部会 を通 じて、

(1)個 別の標準量に基づ く補正率については、誤差が小さいな らば、許容 して標準量は同一 と考

え、 「建て方の区分」補正を設 定 しなくともよいのではないか。

(2)部 分別 区分 ごとに補正率を乗 じてい くのではな く、一棟 トー タルで補正す る方法では どうか。

とい う考え方 も意見 として出 され、この ような考え方については、今後検討す ることとされた。
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図1平 成6年 度報告書における木造家屋再建築費評点基準表整理統合案

基準表の種類

1 専用住宅用建物普通建

2 専用住宅用建物町屋建

3 専用住宅用建物長屋建

4 共同住宅用建物

5 寄宿舎用建物

6 併用住宅用建物

7 漁業者住宅用建物

8 農家住宅用建物

9 養蚕住宅用建物

10 蚕室用建物

酪農舎用建物

12 煙草乾燥場用建物

13 ホテル用建物

14 普通旅館、料亭用建物

15 団体旅館用建物

16 簡易旅館用建物

17 待合用建物

18 事務所用建物

19 銀行用建物

20 店舗用建物

21 劇場用建物

22 映画館用建物

23 公衆浴場用建物

24 病院用建物

25 工場用建物

26 倉庫用建物

27 附属家用建物

28 簡易附属家用建物

29 土蔵用建物

概 要 調 書 区 分

1 専用住宅

2 共同住宅・寄宿舎

3 併用住宅

4 漁業者住宅

5 農家住宅

6 養蚕住宅

平成6年 度報告書基準表統合案

1 専用住宅用建物

2 共同住宅及び寄宿舎用建物

3 併用住宅用建物

4
農家住宅、漁業者住宅及び

養蚕住宅用建物

(参考)

経年減点補正率基準表区分

1

専用住宅、共同住宅、

寄宿舎及び併用住宅

用建物

2
漁業者住宅、農家住宅、

及び養蚕住宅用建物

(参考)

非 木造家屋基準表 区分

2 住 宅、 アパ ー ト用 建物

9
住 宅用 コンク リー ト

ブ ロ ック用建 物

10
軽鉄造住宅、アパート

用建物

7 ホテル ・簡易旅館 ・団体旅館

8 普通 旅館 ・料 亭 ・待合

5 ホテル、簡易旅館及び団体旅館用建物

6 普通旅館、料亭及び待合用建物
3
ホテル、旅館、料亭

及び待合用建物

9 事務所 ・銀行

10 店舗

11 劇場 ・映画館

12 公衆浴場

13 病院

14 工場

15 倉庫

16 附属家

17 土蔵

7 事務所及び銀行用建物

8 店舗用建物

9 劇場及び映画館用建物

10 公衆浴場用建物

11 病院用建物

12 工場及び倉庫用建物

13 附属家用建物

14 土蔵用建物

4
事務所、銀行及び

店舗用建物

5
劇場、映画館及び

病院用建物

6 公衆浴場用建物

7 工場及び倉庫用建物

8 附属家用建物

9 土蔵用建物

3 病院、ホテル用建物

1
事務所、店舗、百貨店

用建物

12
軽鉄造事務所、店舗、

百貨店用建物

5 銀行用建物

4
劇場、娯楽場用等のホール

型建物

6 工場、倉庫、市場用建物

11
軽鉄造工場、倉庫、市場

用建物

7、8水 力発電所用建物
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2木 造家屋再建築費評点基準表の整理統合に関する指定都市等へのアンケー ト調査

上記1の 平成6年 度報告書の基準表の整理統合案 について、指定都市等に対 してアンケー ト調

査等を実施 し、意見聴取を行い、具体的に整理統合 を行 うための基本方針を決定することとした。

このアンケー ト調査の結果は表1の とお りであった

表1木 造家屋再建築費評点基準表の整理 ・統合 に関する指定都市等の主な意見

※指定都市等 札幌市、仙台市、千葉市、東京都、横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪市、

神戸市、広島市、福岡市、北九州市

1木 造家屋 再 建築 費評 点基準 表 の整 理 ・統合(案)に つ いて

○ 現 行 の 評 価 と概 ね 差 の な い 評 価 が 行 え る の で あ れ ば 、 評 価 の 簡 素 合 理 化 と

な る の で 積 極 的 に 整 理 統 合 を進 め る べ きで あ る 。

○ 使 用 頻 度 の 少 な い 用 途 に 係 る 基 準 表 の 整 理 統 合 を して も、 市 町 村 へ の 影 響

は ほ とん どな い の で 整 理 統 合 を 進 め るべ きで あ る。

○ 使 用 頻 度 の 低 い 用 途 に つ い て は 、 廃 止 を含 め 整 理 統 合 が 必 要 で あ る 。

○ 標 準 量 の 違 い に よ る 差 が 大 き い もの に お け る 「建 て 方 の 区 分 」 補 正 に つ い

て は 、 一棟 全 体 の 補 正 率 と して 設 定 す るの が 良 い と考 え る 。

2整 理統 合 に係 る問題 点等 に つ いて

○ 用 途別区分 を統合 した場合 には、在来分家屋の評価替 えを比準評価(変 動

率 方式)で 行 う場 合 の 「変 動率 」 の算 出が問題 となる。

○項 目別補正 は標準評点数の基礎 となった用途の標準家屋 に対 して比較する

ものであるか ら、統 合された用途 ごとの差異 を 「建て方の区分」補正等に

よ り適 宜 補 正 しな け れ ば な らな い とす れ ば 、 か え っ て 煩 瑣 に な る と思 わ れ

る 。
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3木 造家屋再建築費評点基準表の整理統合方針

木造家屋再建築費評点基準表の整理統合についての具体的な整理統合方針 については、上記の

指定都市等の意見等も踏 まえ、以下の とお りとした。

(1)木 造家屋再建築費評点基準表の整理統合 の基本方針

①近年の新増築分棟数が極めて少ない用途の基準表については廃止する。

②被統合対象 の用途 については、統合先の用途に併記(一 部名称変更)す る とともに、評点基

準表に新たに 「建て方の区分」(仮 称)と い う補正項 目を設 ける。

③ 「建て方の区分」の補正項 目については、部分別に設けるのではな く、一棟 トータルで設 け

るもの とし、具体的には、被統合用途の家屋 の再建築費評点数を統合先の用途の再建築費評

点基準表で置 き換 え、置き換 え前の再建築費評点数を置き換 え後の再建築費評点数で除 した

係数によるものとす る。

④③ によって求めた 「建て方の区分」の補正係数が1.00に 近い ものであれば、許容範囲内 とし

て、 「建て方の区分」の補正項 目を設定 しない。

(2)用 途別整理統合方針

平成6年 度報告書において、整理統合の対象 とされた用途に係 る基準表 ごとの整理統合方針

(案)に ついては、上記(1)の 基本方針に基づいて、表2の とお りとする。

なお、廃止の対象 となる用途については、近年の年間新増分棟数が50棟 未満で、今後、新増

築が行われ ることが極 めて少ないものと考 えられ るものを対象 とする。

また、平成6年 度報告書で整理統合の対象 となっていた 工場用建物及び附属家用建物 につい

ては、近年の新増分棟数にかな りの数が 認め られるこ と及び構造・規模 の点でもかな りの差が

認 められ ることか ら、現行 どお りとす ることが適 当と考え られ、整理統合の対象か ら除外する

もの とす る。
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表2 木造家屋再建築費評点基準表の用途別整理統合方針一覧

整理統合の対象となって

いる基準表の種類
H6報 告書(案) 整理統合(案) 備 考

2専 用住宅用建物町屋建 専用住宅用建物に統合 報告書案のとおり 平成5、6年新増分棟数518棟 。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

3専 用住宅用建物長屋建 専用住宅用建物に統合 報告書案のどおり 平成5、6年新増分棟数276棟。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

5寄 宿舎用建物 共同住宅用建物と併記 報告書案のとおり 平成5、6年新増分轍549棟 。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

7漁 業者住宅用建物 農家住宅用建物と併記 新増分棟数が極少のため廃 止 平成7年新増分棟数3棟。

9養 蚕住宅用建物 農家住宅用建物と併記 新増分棟数が極少のため廃 止 平成7年新増分棟数6棟。

10蚕 室用建物 附属家用建物に統合 新増分棟数が極少のため廃 止 平成5、6年新増分轍18棟

11酪 農舎用建物 附属家用建物に統合 報告書案のとおり 平成5、6年新増分棟数232棟 。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

12煙 草乾燥場用建物 附属家用建物に統合 新増分棟数が極少のため廃 止 平成5、6年新増分棟数75棟。

15団 体旅館用建物 ホテル 用建物 と併記 報告書案のとおり 平成5、6年新増分轍107棟 。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

16簡 易旅館用建物 ホテル 用建物 と併 記 報告書案のとおり 平成5、6年新増分轍259棟 。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そのものを設定しない。

17待 合用建物 普通旅館、料亭用建物と併記 新増分棟数が極少のため廃 止 平成5、6年新増分棟数31棟。

19銀 行用建物 事務所用建物 と併記 報告書案のとおり 平成5、6年新増分棟数142棟。 「建て方の区分」補正を設定。ただし、補正率が僅少なら補正そめものを設定しない。

22映 画館用建物 劇 場 用 建 物 と 併 記 新増分棟数が砂 のため廃 止 平成5、6年新増分棟数5棟。

25工 場用建物 倉 庫 用 建 物 と併 記 現行どおり 平成 7年新増分棟数1,550棟 。 新増分棟数多数。

28簡 易附属家用建物 附属 家用建物 と統合 現 行どおり 平成5、6年新増分棟数2,215棟 。 新増分棟数多数。附属家用建物との差大



Ⅲ 「建て方の区分」補正等に関す る調査

上記 Ⅱ3の 基本方針 に沿って基準表の整理統合 を行 うに当たって、 「建て方の区分」補正の設定

及び廃止又は統合 され た用途の在来分家屋の評価替 えの方法について、検討を行 う必要が生 じた。

そ こで、各都道府県あてに次によ り調査依頼を行 った。

1調 査 目的

木造家屋再建築費評点基準表の整理統合 については、固定資産税の家屋評価の簡素合理化の一

環 と して、近年の新増分棟数が極 めて少ない用途に係 る基準表 を廃止す るとともに、使用頻度の

低い用途の基準表 については、標準量等か らみて類似の基準表に統合 を行 うもの としている。

上記後段 の基準表の統合に当たっては、被統合用途の家屋 の評価 を行 う場合、統合先の用途の

基準表の中に新たに 「建て方の区分」 とい う補正項 目を設け、統合先の用途 の基準表 により付設

した再建築費評点数に 「建て方の区分」の補正係数を乗 じて当該被統合用途 に係 る再建築費評点

数 を算出する方法 を検討することと している。

本調査においては、この被統合用途 ごとの 「建て方の区分」補正について検討 を行 うため、必

要な調査を行 うものである。

2調 査方法

(1)調 査概要

被統合対象 となる7用 途(専 用住宅用建物町家建、専用住宅用建物長屋建、寄宿舎用建物、

酪農舎用建物 、団体旅館用建物、簡易旅館用建物及び銀行用建物)に 係 る家屋 の再建築費評点

数 を統合先の用途の再建築費評点基準表 で置き換 え、当該家屋 の置き換え前の再建築費評点数

を置 き換 え後の再建築費評点数で除 した係数を算出 し、当該係数を基に 「建て方の区分」補正

について検討 を行 う。

(2)調 査対象棟数

各都道府県ごとに被統合対象用途 ごとに1棟 ずつ選定 し、1都 道府県で最大7棟 を調査対象

家屋 とす る。

(3)調 査対象家屋の選定

調査対象家屋の選定に当たっては次によるもの とす る。

①都道府県においては、被統合対象用途 ごとに当該用途に係 る家屋 を多数有す る市町村 を優先

し、調査対象団体 として選定す る(都 道府県において最大7市 町村から7棟 選択することに

な る。)。

②調査対象団体 となった市町村においては、被統合対象用途ごとに、当該団体内においてその

態様 が中庸な もので、なるべ く建築年次の新 しい ものから対象家屋の選定を行 う。

③その他詳細 については、巻末の別紙記載要領による。
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Ⅳ 「建て方の区分」補正等に関す る調査結果

上記 Ⅲに基づいて行った 「建て方の区分」補正等に関す る調査の結果は以下の とお りであった。

1調 査団体及び調査対象家屋

この調査においては、各都道府県 ごとに、被統合対象用途 ごとに1市 町村1棟 ずつ選定 して も

らい、1用 途について48市 町村48棟(東 京都は特別区 と特別区以外の2つ を調査対象 とした。)

を調査対象 とす ることとしていたが、調査対象 となる用途の家屋が存在 しない場合や、存在 して

いるものの建築年次が古 く再建築費評点付設表の保存期限切れ となってお り評点の置 き換 えが行

えない等の理由によ り、実際 に回答のあった家屋は表3の とお りとなった。

回答のあっ た家屋の中か ら、各用途 ごとに地域性 を考慮 して、表4の とお り調査対象家屋 とし

て20棟 ずつ抽 出 し、 「建て方の区分」補正等 について具体的 に検討を加 えることとした。
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表3 調査回答団体一覧

No 都道府県名専 住 町 家建 専 住 長 屋 建 寄宿舎用建物酪農舎用建物団体旅館用建物簡易旅館用建物銀 行 用 建 物

1 北 海 道 札幌市 札幌市 三石町 登別市 富良野市 函館市

2 青 森 県 三沢市 十和田市 むつ市 深浦町 弘前市 鶴田町

3 岩 手 県 北上市 北上市 岩手町 大船渡市 雫石町 盛岡市

4 宮 城 県 気仙沼市 仙台市 仙台市 仙台市 石巻市

5 秋 田 県 秋田市 大館市 鹿角市 平鹿町 秋田市

6 山 形 県 南陽市 酒田市 南陽市 金山町 酒田市 羽黒町 酒田市

7 福 島 県 梁川町 郡山市 郡山市 福島市 いわき市

8 茨 城 県 土浦市 土浦市 日立市 大子町 土浦市 土浦市 日立市

9 栃 木 県 佐野市

10 群 馬 県 渋川市 桐生市 伊勢崎市 伊勢崎市

11 埼 玉 県 大宮市 蕨市 岡部町 蕨市

12 千 葉 県 松戸市 千葉市 千葉市 千葉市

13 東 京 都 特別区

13 東 京 都 小金井市 三鷹市 瑞穂町

14 神 奈 川 県 横浜市 大和市 横浜市 平塚市 鎌倉市 横浜市 藤沢市

15 新 潟 県 新潟市 新潟市 新発田市 新潟市

16 富 山 県 新湊市 高岡市 小矢部市 氷見市 富山市 高岡市 井波町

17 石 川 県 金沢市 金沢市 金沢市 珠洲市 珠洲市

18 福 井 県 武生市 小浜市 福井市 小浜市 大野市 武生市 小浜市

19 山 梨 県 富士吉田市 富士吉田市

20 長 野 県 駒ヶ根市 長野市 長野市 軽井沢町 茅野市 上田市

21 岐 阜 県 美濃市 大垣市 羽島市 真正町 加子母村 白川村 高山市

22 静 岡 県 焼津市 焼津市 沼津市 富士宮市 伊東市 浜松市

23 愛 知 県 東海市 佐織町 半田市

24 三 重 県 名張市 名張市 鈴鹿市 阿山町 熊野市 鈴鹿市 伊勢市

25 滋 賀 県 近江八幡市 八日市市 大津市 守山市 長浜市 朽木村

26 京 都 府 京都市 舞鶴市 亀岡市 園部町 網野町

27 大 阪 府 和泉市 堺市 堺市 和泉市 東大阪市 和泉市

28 兵 庫 県 高砂市 宝塚市 尼崎市 三原町 豊岡市 姫路市

29 奈 良 県 奈良市 香芝市 榛原町 吉野町

30 和 歌 山 県 新宮市 海南市 橋本市

31 鳥 取 県 鳥取市 鳥取県

32 島 根 県 浜田市 出雲市 松江市 大田市 津和野町 羽須美村

33 岡 山 県 笠岡市

34 広 島 県 広島市 広島市 広島市 三次市 呉市

35 山 口 県 徳山市 岩国市 柳井市 光市 防府市 宇部市 宇部市

36 徳 島 県 小松島市 徳島市 松茂町 市場町 阿南市 鳴門市

37 香 川 県 善通寺市 高松市 観音寺市 善通寺市 丸亀市

38 愛 媛 県 宇和島市 松山市 松山市 三瓶町 松山市 宇和島市 松山市

39 高 知 県 中村市 安芸市 高知市 大豊町

40 福 岡 県 久留米市 北九州市 福岡市 北九州市 杷木町 杷木町

41 佐 賀 県 佐賀市 伊万里市 伊万里市

42 長 崎 県 長崎市 佐世保市 国見町

43 熊 本 県 熊本市 熊本市 熊本市 熊本市 熊本市 水俣市

44 大 分 県 津久見市 大分市 中津市 九重町 竹田市 九重町 中津市

45 宮 崎 県 宮崎市 延岡市 宮崎市 日向市 延岡市

46 鹿 児 島 県 加治木町 鹿児島市 鹿児島市 加治木町 指宿市 菱刈町 頴娃町

47 沖 縄 県 南大東村 沖縄市 座間味村 恩納村

県 計 22 39 46 42 25 41 24
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表4 調査対象家屋一覧

1専 住町家建 2専 住長屋建 3寄 宿舎用建物 4酪 農舎用建物 5団 体旅館用建物 6簡 易旅館用建物 7銀 行用建物

No 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積 団体名 建築年 床面積

1 南陽市 S62 46.37 北上市 H8 72.04 札幌市 S53 227.96 三石町 H7 145.45 大船渡市 H6 531.68 富良野市 H8 298.11 函館市 S54 169.54

2 土浦市 S38 79.33 酒田市 H5 231.40 十和田市 H6 131.39 仙台市 S46 601.64 仙台市 S25 483.63 弘前市 H2 290.90 盛岡市 S63 222.02

3 横浜市 H5 84.46 渋川市 H8 128.09 仙台市 H6 77.45 大館市 H5 426.45 酒田市 M27 471.73 石巻市 H2 482.64 秋田市 H5 286.51

4 新湊市 H9 167.79 松戸市 H8 172.20 南陽市 H8 409.13 郡山市 H7 208.68 土浦市 S40 43.06 福島市 H6 463.31 酒田市 S62 237.83

5 金沢市 S48 100.85 小金井市 H7 70.64 日立市 S56 113.06 伊勢崎市 S53 294.21 鎌倉市 S38 171.07 伊勢崎市 S48 72.99 いわき市 S61 147.10

6 武生市 S45 112.38 金沢市 S56 142.92 千葉市 H8 200.67 千葉市 S62 382.10 富山市 S41 206.01 蕨市 S60 114.94 日立市 S60 84.60

7 美濃市 H7 127.52 小浜市 S27 44.06 横浜市 H2 378.67 平塚市 H8 221.12 軽井沢町 H5 439.60 千葉市 H4 280.09 藤沢市 H8 97.20

8 焼津市 T15 153.71 駒ヶ根市 H9 198.73 小矢部市 S34 240.65 氷見市 S53 826.65 加子母村 S63 357.42 新潟市 S58 164.42 珠洲市 H4 105.61

9 名張市 S60 139.11 名張市 S52 59.62 福井市 H3 170.36 長野市 H3 117.61 伊東市 S42 275.17 富士吉田市 H7 165.62

―

小浜市 T14 270.02

10 近江八幡市 不明 88.26 舞鶴市 H8 134.12 羽島市 H6 298.10 富士宮市 H9 99.98 熊野市 S49 74.05 茅野市 H1 129.74 上田市 S63 233.62

11 京都市 H5 133.32 宝塚市 H5 227.97 沼津市 H4 220.76 大津市 S55 190.00 守山市 S58 315.95 浜松市 S56 155.76 高山市 S18 339.07

12 和泉市 S41 185.66 奈良市 S63 358.15 八日市市 S63 181.44 榛原町 S59 346.49 東大阪市 S33 555.76 長浜市 S47 44.62 伊勢市 S63 89.99

13 高砂市 S47 91.37 新宮市 S39 50.47 堺市 H4 215.28 大田市 H4 148.77 豊岡市 H7 437.00 姫路市 H6 186.97 羽須美村 S47 125.03

14 浜田市 S60 131.67 出雲市 H9 175.58 香芝市 H7 289.95 広島市 S57 317.99 三次市 S49 518.76 橋本市 H6 218.72 呉市 S28 217.34

15 徳山市 S16 94.72 広島市 H5 198.74 鳥取市 H5 354.00 善通寺市 S63 164.56 防府市 T11 503.93 笠岡市 S57 144.91 宇部市 S42 30.05

16 小松島市 S41 62.71 高松市 H6 137.18 広島市 S63 203.70 安芸市 S53 69..30 阿南市 H7 331.70 鳴門市 H5 84.83 松山市 S28 93.60

17 宇和島市 S41 119.62 北九州市 H7 120.89 柳井市 H7 90.50 伊万里市 H6 556.10 松山市 S43 140.40 高知市 S60 73.19 水俣市 S29 170.24

81
久留米市 S43 140.24 長崎市 H8 232.07 松山市 S43 266.76 熊本市 S62 518.41 竹田市 S47 104.70 伊万里市 H5 28.56 中津市 S41 64.68

19 熊本市 H8 139.12 大分市 H7 138.65 佐世保市 H8 100.80 宮崎市 S60 356.17 指宿市 H5 218.40 熊本市 H3 415.23 延岡市 H8 139.72

20 津久見市 H6 125.86 南大東村 T13 30.00 鹿児島市 H8 157.93 沖縄市 H2 691.08 座間味村 H1 953.44 日向市 S57 198.07 頴娃町 S27 197.65



2「 建て方の区分」の補正率の状況

各用途 ごとの 「建て方 の区分」の補正率の状況 については、次のとお りであった。

なお、調査対象家屋個別の 「建て方の区分」の補正率等の詳細については、巻末の参考資料の

とお りで あ る。

(1)専 用住宅用建物町家建(→ 専用住宅用建物普通建)

専用住宅用建物町家建の 「建て方の区分」 の補正率の状況については、図2の とお りであっ

た 。

調査対象家屋の補正率はすべて1.00を 下回ってお り、焼津市及び近江八幡市の補正率が0.93

で、統合先の専用住宅用建物普通建の再建築費評点基準表で評点付設を行う場合との評点数の

乖 離 が最 も大 きか っ た。 ま た 、平均 値 は0.95、 標 準 偏 差 は0.013で 、それ ぞれ の数 値 に はそれ

ほどばらつ きは見 られなかった。
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図2 専用住宅用建物町家建

(専用住宅用建物普通建)
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(2)専 用住宅用建物長屋建(→ 専用住宅用建物普通建)

専用住宅用建物長屋建の 「建て方の区分」の補正率の状況については、図3の とお りであっ

た。

調査対象家屋の補正率はすべて1.00を 下回ってお り、大分市及び南大東村の補正率が0.91で 、

統合先の専用住宅用建物普通建の再建築費評点基準表で評点付設を行 う場 合 との評点数の乖離

が最 も大きかった。 また、平 均値 は0.94、 標準偏差は0.016で 、それぞれの数値 にはそれほ ど

ばらつ きは見 られなかった。
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図3 専用住宅用建物長屋建

(専用住宅用建物普通建)
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(3)寄 宿舎用建物(→ 共同住宅用建物)

寄宿舎用建物の 「建て方の区分」の補正率の状況については、図4の とお りであった。

調査対象家屋の補正率は1.00を 上回るもの もあったが、大半は1.00を 下回ってお り、札幌市

の補正率 が0.94で 、統合先の共同住宅用建物 の再建築費評点基準表で評点付設を行 う場合 との

評 点数 の乖離 が最 も大 きかった。 また、平均値は0.97、 標準偏差は0.016で 、それぞれ の数値

にはそれ ほ どば らつきは見られなかった。
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図4 寄宿舎用建物

(共同住宅用建物)
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(4)酪 農舎用建物(→ 附属家用建物)

酪農舎用建物の 「建て方の区分」 の補正率の状況については、図5の とお りであっ た。

調査対象家屋の補正率はすべて1.00を 上回ってお り、広島市の補正率が1.31で 、統合先の附

属家用建物の再建築費評点基準表で評点付設 を行 う場合 との評点数の乖離が最 も大 きかった。

また、平均値は1.17、 標準偏差は0.067で 、それぞれの数値にかな りのばらつ きが見 られた。
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図5 酪農舎用建物

(附属家用建物)
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(5)団 体旅館用建物(→ ホテル用建物)

団体旅館用建物の 「建て方の区分」の補正率の状況 については、図6の とお りであった。

調査対象家屋の補正率はすべて1.00を 下回ってお り、酒 田市の補正率が0.84で 、統合先のホ

テル用建物の再建築費評点基準表で評点付設 を行 う場合 との評点数の乖離が最 も大 きかった。

また、平均値 は0.89、 標準偏差は0.027で 、それぞれの数値に多少 のば らつきが見 られた。

補正係数

平均(0.89)
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図6 団体旅館用建物

(ホテル用建物)
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(6)簡 易旅館用建物(→ ホテル用建物)

簡易旅館用建物の 「建て方の区分」の 補正率の状況については、図7の とおりで あっ た。

調査対象家屋の補正率 は1.00を 上回るもの もあったが、大半は1.00を 下回ってお り、高知市

の補正率が0.97で 、統合先のホテ ル用建物 の再建築費評点基準表で評点付設を行 う場合 との評

点数の乖離が最 も大きかった。 また、平均値は0.99、 標準偏差は0.012で 、そ れぞれ の数値 に

はそれほどばらつ きは見 られ なかった。
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図7 簡易旅館用建物

(ホテル用建物)
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(7)銀 行用建物(→ 事務所用建物)

銀行用建物の 「建て方の区分」の補正率の状況については、図8の とお りであった。

調査対象家屋の補正率は1.00を 上回るものもあったが、大半 は1.00を 下回ってお り、伊勢市

及 び呉市の補正率が0.97で 、統合先の事務所用建物の再建築費評点基準表で評点付設を行 う場

合 との評点数 の乖離が最 も大きかった。 また、平均値は0.98、 標準偏差 は0.009で 、それぞれ

の数値にはそれ ほ どば らつきは見られなかった。
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図8 銀行用建物

(事務所用建物)
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Ⅴ 「建て方 の区分」補正等の検討

1「 建て方の区分」補正の検討

(1)木 造家屋再建築費評点基準表の用途別区分 と標準量

現行の木造家屋再建築費評点基準表は専用住宅用建物普通建以下29用 途に区分 され ているが、

この差は各部分別 ごとの標準量の差によるものである。言い換 えれ ば、再建築費評点数は各評

点項 目別の単位 当た り単価に標準量 を乗 じて求め られ るものであ り、標準量が同 じであれ ば再

建築費評点数は同一のものとなる。

本調査の対象 とした7用 途に係る部分別の標準量及び統合先の用途の標準量 との差について

は表5の とお りである。

表5用 途別標準量比較一覧(置 き換え調査対象用途のみ)

①専用住宅用建物町屋建及び専用住宅用建物長屋建→専用住宅用建物普通建

専住普通建a 専住町家建b b/a 専住長屋建c c/a

屋 根 (㎡) 1.40 1.30 0.929 1.30 0.929

基 礎 布基礎延長(m) 0.90 0.77 0.856 0.72 0.800

布基礎独立基礎(個) 0.04 0.09 2.250 0.12 3.000

独立基礎(個) ― 0.61 ― 0.61 ―

外 壁 (㎡) 1.20 1.40 1.167 0.90 0.750

(平面の形状)基準床面積(㎡) 100.00 66.00 0.660 116.00 1.160

柱 柱使用本数(本) 0.70 0.64 0.914 0.67 0.957

土台延長(m) 0.97 0.94 0.969 0.83 0.856

造 作 ― ― ― ― ―

内 壁 2.60 2.20 0.846 2.30 0.885

天 井 (㎡) 1.00 1.00 1.000 1.00 1.000

床 (㎡) 1.00 1.00 1.000 1.00 1.000

建 具 (㎡) 0.60 0.78 1.300 0.72 1.200

その他工事 ― ― ― ― ―

建築設備 ― ― ― ― ―
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②共同住宅用建物→寄宿舎用建物

共同住宅d 寄宿舎e e/d

屋 根 (㎡) 1.30 1.30 1.000

基 礎 布基礎延長(m) 0.66 0.55 0.833

布基礎独立基礎(個) 0.15 0.30 2.000

独立基礎(個) 0.70 0.61 0.871

外 壁(㎡) 1.00 1.00 1.000

(平面の形状)基 準床面積(㎡) 165.00 198.00 1.200

柱 柱使用本数(本) 0.61 0.64 1.049

土台延長(m) 0.94 0.77 0.819

造 作 ― ― ―

内 壁 2.80 2.50 0.893

天 井(㎡) 1.00 1.00 1.000

床(㎡) 1.00 1.00 1.000

建 具 (㎡) 0.60 0.60 1.000

その他工事 ― ― ―

建築設備 ― ― ―

③酪農舎用建物→附属家用建物

附属家f 酪農舎g g/f

屋 根 (㎡) 1.30 1.30 1.000

基 礎 布基礎延長(m) 0.38 0.55 1.447

布基礎独立基礎(個) 0.21 ― ―

独立基礎(個) 0.48 ,― ―

外 壁(㎡) 0.80 1.40 1.750

(平面の形状)基 準床面積(㎡) 66.00 99.00 1.500

柱 柱使用本数(本) 0.42 10 .55 1.310

土台延長(m) 0.55 0.72 1.309

造 作 ― ― ―

内 壁 1.20 1.40 1.167

天 井 (㎡) 1.00 1.00 1.000

床 (㎡) 1.00 1.00 1.000

建 具(㎡) 0.60 0.21 0.350

その他工事 ― ― ―

建築設備 ― ― ―
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④団体旅館用建物及び簡易旅館用建物→ホテル用建物

一 ホテルh 団体旅館i i/h 簡易旅館j j/h

屋 根 (㎡) 1.30 1.30 1.000 1.30 1.000

基 礎 布基礎延長(m) 0.55 0.55 1.000 0.55 1.000

布基礎独立基礎(個) 0.21 0.18 0.857 0.30 1.429

独立基礎(個) ― ― ― ― ―

外 壁 (㎡) 1.10 0.90 0.818 1.10 1.000

(平面の形状)基 準床面積(㎡) 132.00～ 330.00 2.500 132.00 1.000

柱 柱使用本数(本) 0.70 0.48 0.686 0.70 1.000

土台延長(m) 0.77 0.94 1.221 0.77 1.000

造 作 ― ― ― ― ―

内 壁 2.60 2.00 0.769 2.60 1.000

天 井 (㎡) 1.00 1.00 1.000 1.00 1.000

床 (㎡) 1.00 1.00 1.000 1.00 1.000

建 具 (㎡) 0.72 0.60 0.833 0.72 1.000

その他工事 ― ― ― ― ―

建築設備 ― ― ― ― ― ―

⑤銀行用建物→事務所用建物

事務所k 銀行l l/k

屋 根(㎡) 1.30 1.30 1.000

基 礎 布基礎延長(m) 0.61 0.38 0.623

布基礎独立基礎(個) 0.06 0.06 1.000

独立基礎(個) ― ― ―

外 壁 (㎡) 1.20 1.10 0.917

(平面の形状)基準床面積(㎡) 165.00 198.00 1.200

柱 柱使用本数(本) 0.39 0.48 1.231

土台延長(m) 0.77 0.50 0.649

造 作 ― ― ―

内 壁 2.10 2.10 1.000

天 井 (㎡) 1.00 1.00 1.000

床(㎡) 1.00 1.00 1.000

建 具(㎡) 0.36 0.45 1.250

その他工事 ― ― ―

建築設備 ― ― ―
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ここで、木造家屋再建築費評点基準表について見ると、木造家屋再建築費評点基準表の各部分

別には 「施工量の多少」 とい う基準 となる標 準量 と評 価対象家屋の施工数量の差 に係 る補正項 目

が定め られてお り、基準 となる標準量 と異なる施工量を有す る家屋を評価す る際に、この 「施工

量の多少」の補正 を行 うこ とによって、基準 となる標準量 との乖離を再建築費評点数の差 に転化

して示す ことができる仕組み となっている。

したがって、専用住宅用建物町家建 を専用住宅用建物普通建の再建築費評点基準表で評点付設

を行 う場合 のよ うに、あ る再 建築費評点基準表 において、当該再建築費評点基準表の示す用途 と

異 な る構造用途を有する家屋 を評価する場合には、部分別 ごとに 「施工量の多少」の補正 を行 う

ことで理論的 には標準量の差は埋ま り、当該再建築費評点基準表 によっても的確な再建築費評点

数 を算出することは可能 とい うことになる。すなわち、木造家屋の再建築費評点基準表の整理統

合 に当たっては、補正の増加に伴 う評価事務の煩雑化 とい う問題点を除 くな らば、理論的には 「建

て方の区分」補正等 を行 うことな しに、整理統合を行 うことで足 りうるとい うことになる。

このため、本調査に当たっては、調査の結果、整理統合の対象 となる用途の うち、 「建て方の

区分」の補正率が1.00に 極めて近い ものは、通常市町村 において行われてい る 「施工量の多少」

の補正の範囲内で対応可能なものと考え られ るところであり、評価事務の簡素化にかんがみ、 こ

れ を設定 しないものと し、1.00か らかな りの乖離が見 られるもののみについて 「建て方の区分」

補正による整理統合の検討を行 うことと していた ところである。
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(2)「 建て方の区分」補正の検討

①専用住宅用建物町家建 、専用住宅用建物長屋建、寄宿舎用建物 、簡易旅館用建物及び銀行用

建物

本調査の結果、調査対象 とした7用 途の うち 、専用住宅用建物町家建 、専用住宅用建物長

屋建、寄宿舎用建物、簡易旅館用建物及び銀行用建物 の5用 途 の 「建て方の区分」の補正率

は、概ね平均値ベースで0.94以 上 で、1.00に 極めて近いものであった。 また、表6に 見られ

る よ うに、これ らの用途については、標準量の差に基づ く再建築費評点数の大 きな乖離がす

べての部分別 に見られるわけではなく、これ らの用途の家屋 の評価を当該用途に最 も類似す

る用途の再建築費評点基準表による場合 において、部分別の 「施工量の多少」の補正を通常

どお り行えば、従前 と同様 の評価額 を算出できるものである。 したがって、 これ らの用途に

ついては 「建て方の区分」の補正項 目を設定す る必要はない ものと考 えられる。
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表6 「建て方の補正率」の部分別平均値一覧(1)

区 分 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数

構成比
統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

1専 住町家建 屋根 782,528 824,085 0.95 9.14 9.17

基礎 362,902 410,874 0.88 4.24 4.57

外壁 878,393 753,246 1.17 10.26 8.38

柱 903,858 966,785 0.94 10.56 10.76

造作 546,677 580,506 0.94 6.39 6.46

内壁 1,442,862 1,705,231 0.85 16.85 18.97

天井 676,879 676,879 1.00 7.91 7.53

床 927,444 927,444 1.00 10.83 10.32

建具 915,594 902,099 1.02 10.69 10.04

その他工事 397,023 406,945 0.98 4.64 4.53

建築設備 727,095 834,729 0.87 8.49 9.29

合 計 8,561,255 8,988,823 0.95 100.00 100.00
2専 住長屋建 屋根 932,335 981,354 0.95 8.86 8.73

基礎 469,053 564,114 0.83 4.46 5.02

外壁 973,353 1,297,826 0.75 9.25 11.55

柱 835,760 901,970 0.93 7.94 8.03

造作 402,650 399,658 1.01 3.83 3.56

内壁 1,620,359 1,831,898 0.89 15.39 16.30

天井 703,054 703,053 1.00 6.68 6.26

床 1,199,729 1,199,729 1.00 11.40 10.67

建具 939,740 888,015 1.06 8.93 7.90

その他工事 651,044 683,933 0.95 6.19 6.09

建築設備 1,798,756 1,787,661 1.01 17.09 15.91

合 計 10,525,833 11,239,211 0.94 100.00 100.00
3寄 宿舎 屋根 1,375,438 1,375,438 1.00 9.50 9.21

基礎 619,315 693,702 0.89 4.28 4.65

外壁 1,350,459 1,350,459 1.00 9.33 9.04

柱 1,208,254 1,247,163 0.97 8.35 8.35

造作 640,565 645,855 0.99 4.43 4.33

内壁 2,798,751 3,149,929 0.89 19.34 21.10

天井 935,566 935,566 1.00 6.46 6.27

床 1,862,109 1,862,109 1.00 12.87 12.47

建具 1,395,933 1,379,494 1.01 9.65 9.24

その他工事 613,653 613,653 1.00 4.24 4.11

建築設備 1,671,816 1,677,751 1.00 11.55 11.24

合 計 14,471,859 14,931,119 0.97 100.00 100.00
6簡 易旅館 屋根 1,285,397 1,456,335 0.88 8.65 9.73

基礎 543,660 537,584 1.01 3.66 3.59

外壁 1,432,674 1,432,674 1.00 9.64 9.57

柱 1,116,969 1,116,969 1.00 7.51 7.46

造作 530,163 534,324 0.99 3.57 3.57

内壁 2,909,944 2,909,944 1.00 19.58 19.44

天井 1,175,107 1,175,107 1.00 7.90 7.85

床 1,797,856 1,797,856 1.00 12.09 12.01

建具 1,178,924 1,199,448 0.98 7.93 8.01

その他工事 479,604 479,603 1.00 3.23 3.20

建築設備 2,415,308 2,329,454 1.04 16.25 15.56

合 計 14,865,606 14,969,298 0.99 100.00 100.00
7銀 行 屋根 1,551,596 1,449,688 1.07 12.56 11.54

基礎 415,628 605,971 0.69 3.36 4.82

外壁 1,546,663 1,682,739 0.92 12.52 13.39

柱 1,027,789 989,186 1.04 8.32 7.87

造作 293,792 279,555 1.05 2.38 2.23

内壁 1,911,450 1,911,450 1.00 15.48 15.22

天井 931,187 931,187 1.00 7.54 7.41

床 1,285,557 1,285,557 1.00 10.41 10.23

建具 928,970 907,472 1.02 7.52 7.22

その他工事 912,379 941,553 0.97 7.39 7.49

建築設備 1,546,548 1,578,447 0.98 12.52 12.56

合 計 12,351,559 12,562,805 0.98 100.00 100.00
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②酪農舎用建物及び団体旅館用建物

一方
、酪農舎用建物及び団体旅館用建物の 「建て方の区分」の補正率は、平均値ベースで

それぞれ1.17と0.89で 、かな りの乖離が見 られ、この点か らすれば 「建て方の区分」補正に

よる整理統合の対象 と成 りうるもの となった。

しか しなが ら、 この うち酪農舎用建物 については、調査地象家屋 によ り 「建て方の区分」

の補正率にかな りのば らつ きがあ り、この ことか ら、その規模や程度等において様 々な もの

があると考 えられ、そのよ うな ものを一律に 「建て方の区分」補正で処理す ることは適当で

はないと考 えられる。 また、酪農舎用建物 については、表7の とお り、ほ とん どの部分別に

ついて、標準量の差に基づ く再建築費評点数の乖離 が見 られ、上記①の5用 途 のように、類

似の用途 の再建築費評点基準表の部分別の 「施工量の多少」の補正によると した場合には、

市町村の評価事務量はこれ まで以上になると考 えられる。 したがって、酪農舎用建物につい

ては、整理統合の対象か ら除外 し、現状 どお り当該用途の再建築費評点基準表 を存続 させ る

ことが合理的であると考え られ る。

また、団体旅館用建物については、乖離の原因は表8に 見 られるよ うに再建築費評点数の

構成割合の高い部分別 「内壁」の標準量の差 によるところが大 きいものであるが、部分別の

「施工量の多少」の補正を通常 どお り行 えば、結果 として上記の5用 途同様、従前 と同様の

評価額 を算出できるものであるため、 「建て方の区分」の補正項 目を設定す る必要はない も

のと考 えられ る。

表7「 建て方の補正率」 の部分別平均値一覧(2)

区 分 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数
構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補 正率a/b 統合元 統合先
4酪 農舎 屋根 2,078,050 2,078,050 1.00 24.10 28.15

基礎 814,761 621,763 1.31 9.45 8.42

外壁 1,155,103 660,403 1.75 13.40 8.95

柱 1,568,390 1,157,844 1.36 18.19 15.68

造作 203,719 130,030 1.57 2.36 1.76

内壁 252,445 216,409 1.17 2.93 2.93

天井 16,241 16,241 1.00 0.19 0.22

床 1,459,967 1,459,967 1.00 16.93 19.78
建具 412,993 773,949 0.53 4.79 10.48

その他工事 446,994 77,581 5.76 5.18 1.05

建築設備 212,438 190,208 1.12 2.46 2.58

合 計 8,621,101 7,382,445 1.17 100.00 100.00
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表8 「建て方の補正率」の部分別平均値一覧(3)

区 分 部分別 部分別再建 費評点数
部分別再建築費評点数
構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

5団 体旅館 屋根 2,111,265 2,406,107 0.88 8.04 8.15

基礎 979,428 981,679 1.00 3.73 3.32

外壁 2,516,349 3,075,307 0.82 9.58 10.42

柱 2,380,445 2,937,503 0.81 9.06 9.95

造作 1,302,334 1,579,886 0.82 4.96 5.35

内壁 5,074,719 6,596,681 0.77 19.31 22.34

天井 2,228,946 2,228,946 1.00 8.48 7.55

床 3,202,588 3,202,588 1.00 12.19 10.85

建具 2,178,522 2,355,309 0.93 8.29 7.98

その 他工事 2,038,387 1,970,683 1.03 7.76 6.67
建t築設備 2,260,708 2,189,681 1.03 8.60 7.42

合 計 26,273,691 29,524,370 0.89 100.00 100.00

↓

◎ 統 合 先 に 内 壁 の 補 正(6,596,681×0.77=5,079,444)を 行 っ た 場 合

区 分 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数
構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
5団 体旅館 屋根 2,111,265 2,406,107 0.88 8.04 8.59

基礎 979,428 981,679 1.00 3.73 3.51

外壁 2,516,349 3,075,307 0.82 9.58 10.98

柱 2,380,445 2,937,503 0.81 9.06 10.49

造作 1,302,334 1,579,886 0.82 4.96 5.64

内壁 5,074,719 5,079,444 1.00 19.31 18.14
天井 2,228,946 2,228,946 1.00 8.48 7.96

床 3,202,588 3,202,588 1.00 12.19 11.43

建具 2,178,522 2,355,309 0.93 ,8.29 8.41

その他工事 2,038,387 1,970,683 1.03 7.76 7.04

建築設備 2,260,708 2,189,681 1.03 8.60 7.82
合計 26,273,691 28,007,133 0.94 100.00 100.00

※＜参考 ＞ ホテル用建物の再建築費評点基準表 部分別 「内壁」 の補正項 目

項

目

別

補

正

方

式

間仕切
の
多少

1.3

多 い も の

1.0

普 通 の も の
0.7

少 な い も の

開口率
の
大小

1.3
小 さ い も の

1.0

普 通 の も の
0.8

大 き い も の

柱の

長さ

1.2

3.6m程 度 の

も の

1.0

3.0m程 度 の

も の

0.8

2.4m程 度 の

も の

施工
の程
度

1.2
程 度 の 良 い
もの

1.0
普 通 の もの

0.9
程 度 の 悪 い
も の

総合

補
正
方
式

施工
量の
多少

2.0
多 い も の

1.0

普 通 の も の
0.4

少 な い も の

施工
の程
度

1.2
程 度 の 良 いも
の

1.0
普 通 の も の

0.9
程 度 の 悪 いも
の
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2被 統合用途に係る在来分家屋の評価について

在来分家屋の評価替 えに当たっては、いわゆる乗率方式 による総合比準評価が一般的に採用 さ

れており、この乗率については、モデル家屋の評価替え年度に適用される再建築費評点基準表で

算出した再建築費評点数とその前年度に適用される再建築費評点基準表で算出した再建築費評点

数 を比較 して算定 されているところである。上記1の とお り 「建て方の区分」の補正項 目を設定

す ることなく、再建築費評点基準表の統合 を行 うならば、統合 され る用途に係 る再建築費評点数

め算出が簡単には算 出できず、当該用途についての乗率 も簡単には算定できな くなる とい う問題

がある。

しか しなが ら、 この点については、統合 される用途 については最 も類似す る用途の再建築費評

点基準表 に統合 され るものであるから、事務の簡便性 にかんがみ、統合 された用途に係るモデル

家屋 の再建築費評点数の比較により乗率 を求めることな く、統合先の用途のモデル家屋の再建築

費評点数の比較に より求められた乗率を、当該統合 された用途 に係 る家屋 の乗率 とす ることで特

段支障のない運用を図 ることができるもの と考えられ るところである。

3廃 止される用途に係や家屋の評価について

これまでの ところでは、本調査の対象 とした専用住宅用建物町家建等の7用 途について考察 し

てきたが、近年の新増築分棟数が極めて少な く、当初か ら再建築費評点基準表 を廃止する予定で

あった漁業者住宅用建物等の6用 途については、新増築分家屋の場合 には、固定資産評価基準第

2章 第2節 二1(2)の 「木造家屋の構造等か らみて直ちに適用すべ き木造家屋評点基準表を定め

ることが困難なものについては、当該木造家屋 の構造等か らみて最 も類似 している建物にかかる

木造家屋評点基準表 を適用するものとす る。」に従い評価を行 うこととな り、在来分家屋の場合

には、上記2の 統合 され る6用 途の在来分家屋 の評価に倣 うことで、特段支障のない運用が図ら

れ るもの と考え られ る。
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Ⅵ おわ りに

冒頭 に述べた ように、現行の固定資産税の家屋評価制度が創設 されて以来、社会 ・経済の変化等

に伴い、建築 され る建物の構造や用途 も大きく変化 している また、この間、社会の大きな変化の

波は、各市町村において も同様 にその影響を及 ぼ している 過去においては家屋評価の専門家 とし

て永 くその業務に携わる専門的知識 を持ったベテ ランの職員が多 く見受け られ たが、最近は職員の

異動サイクルが早 まる傾向にあ り、各市町村の家屋評価担 当者 も例外ではない。

このよ うな状況の中、短期間に家屋評価の仕組みを理解 し、公平な評価 を行 うために、評価制度

の簡素化、合理化が求め られているものであるが、現在ではほ とん ど見 られな くなった用途の基準

表の整理統合 もその一環 として位置づけ られ ると言えよ う。

今回の調査研究を行った結果、かな り大胆 に再建築費評点基準表 の廃止、統合が進められ るので

はないか との印象 を持った。

今回、整理統合の対象 となっている用途の家屋 は、全国4,500万 棟余 り存在する木造家屋の うち、

いずれ も年間新増分棟数 が300棟 未満の もので、なかには漁業者住宅用建物 のよ うに3棟 とい うも

のもある。

したがって、現状において、木造家屋再建築費評点基準表については、図9の とお り現行29種 類

の基準表 を17種 類 に整理統合す ることが適当 と考 えられる ところであるが、今後 も社会情勢等の変

化 に伴い、固定資産税の家屋の評価が適切に対応できるよ うに、適宜、再建築費評点基準表そのも

ののの見直 しを図ることは重要であ り、その場合 には、今回のよ うに使用頻度 の少ない基準表の整

理統合を行 うのみならず、近年増加する用途の家屋に係 る基準表 を追加す る等 も視野に入れなが ら

検討 を行 う必要があるもの と考え られ る
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図9木 造家屋再建築費評点基準表整理統合案

基 準 表 の 種 類

1専 用住 宅 用建物普 通建

2専 用住宅用建物町家建

3専 用住宅用建物長屋建

4共 同住 宅 用建物

5寄 宿 舎用 建物

6併 用住宅用建物

7漁 業者住宅用建物

8農 家 住宅 用建 物

9養 蚕住宅用建物

10蚕 室 用建 物

11酪 農 舎用 建物

12煙 草乾燥場用建物

13ホ テル用 建物

14普 通 旅館 、料 亭用建 物

15団 体 旅館 用建 物

16簡 易旅館 用建 物

17待 合 用建物

18事 務 所用 建物

19銀 行 用建 物

20店 舗 用 建 物

21劇 場 用建 物

22映 画 館用 建物

23公 衆 浴場 用建 物

24病 院 用建 物

25工 場 用 建 物

26倉 庫 用建 物

27附 属 家用 建物

28簡 易附属 家用 建物

29土 蔵 用建 物

基 準 表 改 正 案

1専 用住 宅用建物

2共 同住宅及び寄宿舎用建物

,3併 用 住 宅 用 建 物

廃止

4農 家住宅用建物

廃止

廃止

5酪 農 舎用建物

廃止

6ホ テル、団 体旅館 及 び簡 易旅館 用建物

7普 通 旅館及 び料亭用建 物

廃止

8事 務所及び銀行用建物

9店 舗 用建物

10劇 場 用建物

廃止

11公衆浴場用建物

12病 院 用建物

13工 場 用 建 物

14倉 庫 用建物

15附 属 寒用建 物

16簡 易附属家 用建物

17土 蔵 用 建 物
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＜別紙記載要領＞

Ⅰ 本調査は、調査対象となる用途の家屋について団体内で標準的なものを-棟 選択 し、当該家屋について平成9年 度基準により評点付設を行い、

さらに別添の 「木造家屋評点基準表整理統合(案)」 に従い、統合先の評点基準表によって評点数の置き換えを行うものであること。

なお、平成7年10月23日 付け事務連絡 「平成9年 度評価替えに係る参考資料の提出について(依 頼)」 に基づいて、再建築費評点基準表

の提出を行った家屋について本調査の対象とすることについても差し支えないものであること。

Ⅱ 平成9年 度基準により評点付設を行う際、評点項目が既に削除されているものについては、類似の評点項目により評点付設を行うものとする

こと。

Ⅲ統合先の評点基準表により再建築費評点数の置き換えを行う際には、以下の点に留意するものであること。

1評 点項 目が統合先の評点基準表に該当するものがない場合にあっては転用して置き換えるものとするが、部分別 「基礎」の一部については、

評点項目が統合先になく、かつ転用が不可能なものがあるので、これについては表1の 「置換点数」によるものであること。

表1 部分別 「基礎」の転用不可能なものに係る置換点数一覧

種 別 不一致項 目 置換前点数 置換点数

①専用住宅用建物町屋建

↓

専用住宅用建物普通建

布基礎 ・独立基礎あ り ・無筋30×15

45×15

60×15

3,420

4,380

5,690

3,860

4,980

6,510

独立基礎 のみ 玉石基礎18～21

沓石基礎

780

5,030

820

5,700



②専用住宅用建物長屋建

↓

専用住宅用建物普通建

布 基 礎 ・独 立 基 礎 あ り ・無 筋30×15

45×15

60×15

3,250
4,150
5,380

3,860

4,980

6,510

独立基礎のみ 玉石基礎18～21

沓石基礎

780

5,030

820

5,700

③酪農舎用建物

↓

附属家用建物

布基礎 ・独立基礎な し ・無筋30×15

45×15

60×15

2,600

3,290

4,220

1,990

2,470

3,120

2評 点項 目の程度別区分(例:日 本瓦「 特上」、 「特」、 「上」等)に ついては、例 えば、被統合用途の評点項 目の程度区分が 「中」であれば、

統合先の程度区分も 「中」で置 き換 えを行 うものであるが、部分別 「建具」、「 その他工 事」及び 「建築設備」の総合評点方 式については、次

の とお り取 り扱 うもので あること。

【1】 部分別 「建具」(総 合評点方式)

部分別 「建具」の総合評点方式については、評点基準表が異なると評 点項 目が異 なる場合があるほか、評点項 目名が同 じで も用途 に応 じて

積算基礎 に含め られる 「建具」の種類や数量等が異 なる場合があるが、再建築費評 点数 の置 き換え に当た っては、下記例及び表2を 参考 に、

統合元の評点数 と統合先 の評点数を比較 して、最 も近 いものか ら選択するものである こと。

例:専 用住宅用建物町屋建 を専用住宅用建物普通建で置き換えを行う場合

統合元の評 点項 目、評点数及び補正:建 具 「中」、9,330点

↓

統合先の評 点項目 、評点数及び補正:建 具 「上 」,、9,850点



表2 部分別 「建具」(総 合評点方式)の 程度別置換点数一覧

(1)専 用住宅用建物町家建→専用住宅用建物普通建

①アルミサッシュ使用したもの

置き換え前 専用住宅用建物町家建 特 上 中 並 並下 下
13,220 11,610 9,330 8,160 5,880 5,730

置き換え後 専用住宅用建物普通建 特 特 上 中 並下 並下
10,850 10,850 9,850 7,280 5,100 5,100

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 並下 下
10,850 9,850 7,280 6,790 5,100 4,970

② アル ミサ ッシュ使用 しない もの

置き換え前 専用住宅用建物町家建 特 上 中 並 並下 下
11,420 9,340 7,720 6,160 4,590 4,440

置き換え後 専用住宅用建物普通建 特 特 上 中 並 並下
9,240 9,240 7,850 5,850 5,000 3,940

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 並下 下
9,240 7,850 5,850 5,000 3,940 3,810

(2)専 用住宅用建物長屋建→専用住宅用建物普通建

①アルミサッシュ使用したもの

置き換え前 専用住宅用建物長屋建 上 中 並 並下 下
10,550 8,400 7,300 5,410 5,210

置き換え後 専用住宅用建物普通建 特 中 中 並下 並下
10,850 7,280 7,280 5,100 5,100

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 並下 下
10,850 9,850 7,280 6,790 5,100 4,970



② アル ミサ ッシ ュ使用 しないもの

置き換え前 専用住宅用建物長屋建 上 中 並 並下 下
8,520 6,910 5,370 4,130 3,930

置き換え後 専用住宅用建物普通建 上 上 並 並下 並下
7,850 7,850 5,000 3,940 3,940

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 並下 下
9,240 7,850 5,850 5,000 3,940 3,810

(3)寄 宿舎用建物→共同住宅用建物

①アルミサッシュ使用したもの

置き換え前 寄 宿 舎 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
10,350 9,330 7,090 6,500 4,980 4,830

置き換え後 共 同 住 宅 用 建 物 上 上 中 並 並下 並下
9,430 9,430 6,970 6,370 4,900 4,900

参 考 共 同 住 宅 用 建 物 上 中 並 並下 下
9,430 6,970 6,370 4,900 4,700

②アル ミサ ッシュ使用 しない もの

置き換え前 寄 宿 舎 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
8,550 7,300 5,590 4,580 3,700 3,550

置き換え後 共 同 住 宅 用 建 物 上 上 中 並 並下 下
7,540 7,540 5,580 4,580 3,720 3,520

参 考 共 同 住 宅 用 建 物 上 中 並 並下 下
7,540 5,580 4,580 3,720 3,520



(4)団 体旅館用建物→ホテル用建物

①アルミサッシュ使用したもの

置き換え前 団 体 旅 館 用 建 物 上 中 並 並下 下
9,050 6,810 5,930 4,510 4,260

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 中 並 並下 下 下
8,360 7,730 5,840 5,590 5,590

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 並下 下
11,830 8,360 7,730 5,840 5,590

② アル ミサ ッシュ使 用 しない もの

置き換え前 団 体 旅 館 用 建 物 上 中 並 並下 下
7,550 5,690 4,470 3,530 3,280

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 中 並 下 下 下
6,900 5,970 4,490 4,490 4,490

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 並下 下
9,730 6,900 5,970 4,740 4,490

(5)簡 易旅館用建物→ホテル用建物

① アル ミサ ッシュ使 用 した もの

置き換え前 簡 易 旅 館 用 建 物 上 中 並 並下 下
11,210 8,200 7,600 5,730 5,530

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 並下 下
11,830 8,360 7,730 5,840 5,590

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 並下 下
11,830 8,360 7,730 5,840 5,590



② アル ミサ ッシ ュ使用 しないもの

置き換え前 簡 易 旅 館 用 建 物 上 中 並 並下 下
8,790 6,530 5,580 4,490 4,290

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 下 下
9,730 6,900 5,970 4,490 4,490

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 並 並下 下
9,730 6,900 5,970 4,740 4,490

(6)銀 行用建物→事務所用建物

① アル ミサ ッシュ使用 した もの

置き換え前 銀 行 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
7,090 6,730 5,350 5,070 3,990 3,940

置き換え後 事 務 所 用 建 物 特 特 上 上 並 並
5,830 5,830 5,470 5,470 4,040 4,040

参 考 事 務 所 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
5,830 5,470 4,290 4,040 3,160 3,110

② アル ミサ ッシュ使用 しない もの

置き換え前 銀 行 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
5,220 4,750 3,870 3,110 2,670 2,620

置き換え後 事 務 所 用 建 物 特 特 上 中 並 並
4,450 4,450 3,980 3,170 2,580 2,580

参 考 事 務 所 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
4,450 3,980 3,170 2,580 2,170 2,120



(7)酪 農舎用建物→附属家用建物

① アル ミサ ッシュ使用 した もの

置き換え前 酪 農 舎 用 建 物 中 並 下
3,070 3,030 2,280

置き換え後 附 属 家 用 建 物 下 下 下
5,030 5,030 5,030

参 考 附 属 家 用 建 物 中 並 下
7,370 6,990 5,030

② アル ミサ ッシ ュ使用 しないの もの

置き換え前 酪 農 舎 用 建 物 中 並 下
2,540 2,320 1,790

置き換え後 附 属 家 用 建 物 下 下 下
4,130 4,130 4,130

参 考 附 属 家 用 建 物 中 並 下
6,060 5,480 4,130



【2】 部分別 「その他工事」

部分別 「その他工事」 についても、 「建具」 と同様 に、評 点基準表が異なると評点項 目が異なる場合が あるほか、評 点項 目名が 同じで も用

途 に応 じて積算基礎 に含 まれる 「その他工事」の種類や数量等が異 なる場合があるが、再建築費評点数の置き換 えに当た っては、 「建具」 と

同様の取扱いと し、表3を 参 考に、統合元の評点数 と統合先の評点数を比較 して、最 も近 いものか ら選択す るもの とする こと。

表3部 分別 「その他工事」の程度別置換点数一覧

(1)専 用住宅用建物町家建→専用住宅用建物普通建

置き換え前 専用住宅用建物町家建 特 上 中 並 並下 下
9,140 4,490 3,850 2,710 1,660 750

置き換え後 専用住宅用建物普通建 上 並 並 下 下 下
9,180 4,100 4,100 2,340 2,340 2,340

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 下
12,500 9,180 5,160 4,100 2,340

(2)専 用住宅用建物長屋建→専用住宅用建物普通建

置き換え前 専用住宅用建物長屋建 上 中 並 並下 下
7,830 4,260 3,600 2,160 380

置き換え後 専用住宅用建物普通建 上 並 並 下 下
9,180 4,100 4,100 2,340 2,340

参 考 専用住宅用建物普通建 特 上 中 並 下
12,500 9,180 5,160 4,100 2,340



(3)寄 宿舎用建物→共同住宅用建物

置き換え前 寄 宿 舎 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
9,310 6,570 3,590 1,590 970 630

置き換え後 共 同 住 宅 用 建 物 上 上 中 並 並下 下
6,570 6,570 3,590 1,590 970 630

参 考 共 同 住 宅 用 建 物 上 中 並 並下 下
6,570 3,590 1,590 970 630

(4)団 体旅館用建物→ホテル用建物

置き換え前 団 体 旅 館 用 建 物 上 中 並 並下 下
7,530 6,570 4,630 3,200 1,820

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 上 上 上 中 下
5,920 5,920 5,920 2,310 1,210

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 下
5,920 2,310 1,210

(5)簡 易旅館用建物→ホテル用建物

置き換え前 簡 易 旅 館 用 建 物 上 中 下
5,920 2,310 1,210

置き換え後 ホ テ ル 用 建 物 上 中 下
5,920 2,310 1,210

参 考 ホ テ ル 用 建 物 上 中 下
5,920 2,310 1,210



(6)銀 行用建物→事務所用建物

置き換え前 銀 行 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
15,110 7,450 6,640 5,770 4,070 2,780

置き換え後 事 務 所 用 建 物 特 中 並 並 並下 下
13,170 7,710 6,420 6,420 4,630 2,710

参 考 事 務 所 用 建 物 特 上 中 並 並下 下
13,170 9,310 7,710 6,420 4,630 2,710

(7)酪 農舎用建物→附属家用建物

置き換え前 酪 農 舎 用 建 物 上 中 下
3,850 2,710 1,560

置き換え後 附 属 家 用 建 物 並 並 並
380 380 380

参 考 附 属 家 用 建 物 並
380



【3】部分別「建築設備」(総 合評点方式)

部分別 「建築設備」の総合評点方式については、用途ごとに基準となる家屋の規模にかなりの差があるが、再建築費評点数の置き換えに当

たっては、対象家屋の規模の近似値により統合先の規模別を決定し、適用するものであること。なお、再建築費評点数の置き換え前に 「規模

補正」を行っているものについては、下記例を参考に、統合先の用途により適宜規模補正を行うものとすること。

例:銀 行用建物(290㎡)を 事務所用建物で置き換えを行う場合

4,320点 〔
事務所規模165㎡

の標準評点数 〕
-3,860点 〔

事務所規模330㎡

の標準評点数 〕

330㎡-165㎡

460点

165㎡

=2 .78

3,860点+{(330㎡-290㎡(置 き換 え対 象 家 屋 の床 面積))×2.78}

3,860

=1028・ ・・・・補 正 率

3「 補正」

再建築費評点数の置き換え前に補正を行っているものについては、置き換えの際、置き換え前の補正係数をそのまま適用するものとし、当該

補正に係る連乗補正係数を調査表中 「連乗補正係数」に記入すること。ただし、建築設備(総 合評点方式)の 規模補正を行っているものについ

ては、置き換え前と置き換え後で補正係数が異なることになるが、この場合 「連乗補正係数」には置き換え後の補正係数を記入することとし、

「単位当たり再建築費評点数」には 「統合元用途」と 「統合先用途」でそれぞれ置き換え前の補正係数と置き換え後の補正係数を乗じた数値を

記入すること。

また、統合先の評点基準表に該当する 「補正項目」がない場合にあっては、補正を行わないものとして置き換えを行うものとすること。

4上 記1、2に よ り評点項 目の転用等 を行い、統合先 の用途 によ り再建築費評点数 に置 き換 えを行 った場合 には、調査表 中 「転用等 の有無」 に

「有」 と記入す るとともに、備考欄 にその 内容 を記載す ること。

また、上記3「 補正」 に関 して、 当該連乗補正係数 に係 る内容(「 補正項 目」及び 「補正係数」)を 備考欄 に記載す ること。

Ⅳ その他、調査表の記載 に当た っては、別添の記載例 によるものであ ること。



(別添)木 造家屋再建築費評点基準表整理統合案

基 準 表 の 種 類 基 準 表 改 正 案

1専 用住 宅物 建物普通 建
2専用住宅用建物普通 建

3専用住宅用建物長屋 建

1専用住宅用建物

※ 置き換えは専住普通建で行 う。

4共 同住 宅用 建物

5寄宿舎用 建物

2共同住宅 及び寄宿舎物建物

6併 用住 宅物建 物 3併 用住 宅用建物

7漁 業者住 宅物 建物 削除

8農 家住 宅物建 物 4農 家住 宅用建物

9養 蚕住 宅物建 物 削除

10蚕 室物 建物 削除

11酪農舎用建 物

12煙 草乾燥 場 物建物 削除

13ホ テ ル 用 建 物 5ホテル、 団体旅館及 び簡易旅館 用建物

14普 通旅館 、料 亭物建 物 6普 通旅館及び料亭用建物
15団体旅館用建 物

16簡易旅館用建 物

17待合用建 物 削除

18事務所用 建 物

19銀行用建 物

7事務所 及 び銀行用建 物

20店 舗 用建 物 8店 舗 物建物

21劇 場用建 物 9劇 場物建物

22映 画館 用建 物 削除

23公 衆 浴場 用 建物 10公 衆 浴場物建 物

24病 院用 建物 11病 院 用 建 物

25工 場物 建物

26倉 庫物 建物

27附 属家 用建 物

28簡 易 附属家角 建物

12工 場物建物

13倉 庫 物建物

14附属家用建物

15簡 易附属家 用建物

29土 蔵物 建物 16土 蔵 用建物

(注)1「 基準 表の種 類」 の網掛 けにつ いては、本 調査の対象 となる用途(7物

途)で あ る。

2「 基準 表改 正案」 の網掛 けに ついては、基 準表の統合先となるものであ

る 。
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調 査 表

家屋の用途：

建て床面積：㎡
延べ床面積 ：㎡

統合 先

平成9年 度基準 団体名：

部 分 別 評点項目

標準 評点 数

施工割合

(%)

(B)

平 均 標 準 評 点 数
統 合 後
連乗

補正係数

(D)

再 建 築
単 位 当 た り
費 評 点 数

計算単位

(F)

部 分 別 再 建 築 費 評 点 数 転 用 等

の 有 無
備 考統合元用途

(a)

統合先用途

(A)

統合元用途

(a)×(B)

(c)

統合先用途
(A)×(B)

(C)

統合元用途

(c)×(D)

(e)

統合先用途

(C)×(D)

(E)

統合元用途

(e)×(F)

(g)

統合先用途

(E)×(F)

(G)

補 正 率

(g)/(G)

屋根

基 礎

外 壁

柱

造 作

内 壁

建築年月日:



調 査 表

家屋の用途：

建て床面積：㎡
延べ床面積：㎡

統合 先：
平成9年 度基準 団体名：

部 分 別 評点項目

標準評 点 数

統合元用途

(a)

統合先用途

(A)

施工割合

(%)

(B)

平 均 標 準評 点 数
統合元用途

(a)×(B)

(c)

統合先用途

(A)×(B)

(C)

統合 後
連兼

補正係数

(D)

単 位 当 た り
再 建 築 費 評 点 数
統合元用途

(c)×(D)

(e)

統合先用途

(C)×(D)

(E〕

部 分 別 再 建 築 費 評 点 数
計算単位

(F〕

統合元用途

(e)x(F)

(g)

統合先用途

(E)x(F)

(G)

補 正 率

(g)/(G)

転 用 等

の 有 無
備 考

天 井

床

その他工事

建築設備

合 計

建 具

:建築年月日



記載例
調査 表

家屋の用途:専 住長屋建
建築年月日:H6.1.21

建て床面積:116.76㎡

延べ床面積:198.74㎡

部 分 別 評点項目

統合 先:専 用住宅普通建
平成9年度基準

標準評 点 数

統合元用途

(a)

統合先用途(A)施工割合(%)

(B)

平 均 標準 評 点 数
統合元用途

（ａ)×(B)

(c)

統合先用途

(A)×(B)

(C)

団体名:

統合 後
連乗

補正係数

(D)

単 位 当 た り
再 建 築 費 評 点 数
統合元用途

(c)×(D)

(e)

統合先用途

(C)×(D)

(E)

計算単位

(F)

部 分 別 再 建 築 費 評 点 数

統合元用途

(a)×(F)

(g)

統合先用途

(E)x(F)

(G)

補 正 率(g)
/(G)

転 用 等

の 有 無
備 考

屋 根

日本瓦(並) 10,460 10,980 100 10,460 10,980 1.0000 10,460 10,980 116.76 1,221,309 1,282,024 0,952

基 礎

布基礎

独立基礎 有 り

(無筋)40×15

4,150 4,980 100 4,150 4,980 1.5200 6,308 7,569 116.76 736,522 883,756 0.833 有り ◎「布基礎・独立基礎有・無筋」が統合先の評点項目にない

ため置き換え点敷を採用

◎統合前補正係数については「施工量の多少(1.45)」 と
「施工の程度(1.05)」の連乗

外 壁

石綿セメント板着
色板

4,950 6,600 100 4,950 6,600 1.4500 7,177 9,570 198.74 1,426,356 1,901,941 0.749 有り ◎統合前補正については「施工量の多少(1.45)」

柱

米栂(並)10.5 5,370 5,810 ,100 5,370 5,810 1.3700 7,356 7,959 198.74 1,461,931 1,581,771 0.924 ◎補正については「本数の補正(1.37)」

造 作

和風 7,356 7,959 100 ,,7,356 7,959 0.5000 3,678 3,979 198.74 730,965 790,786 0.924 ◎補正については「和風 部分の1㎡ 当たり柱評点数×0.5」

内 壁

合成樹脂壁紙
(並)下地合板
ラワン合板
繊維壁(繊維上
のもの)(並)下
地合板

10,580

5,630

10,230

11,900

6,370

11,570

58

19

23

6,136

1,069

2,352

6,936

1,210

2,661

1.1800 11,277 12,752 198.74 2,241,190 2,534,332 0.884 ◎補正については「施工量の多少(1.18)」



記載例

調査表

家屋の用途:專 住長屋建
建築年月日:H6.1.21

建 床面積:116.76㎡

延べ床面積:198.74州

部 分 別 評点項目

統 合 先専 用住宅普通建
平成9年 度基準 団体名:

標準評 点 数

統合元用途

(a)

統合先用途

(A)

施工割合

(%)

(B)

平 均 標 準 評 点 数
統合元用途

(a)x(B)

(c)

統合先用途

(A)x(B}

(C)

統合 後

連乗補正係数

(D)

単 位 当 た り
再 建 築 費 評 点数
統合元用途

(c)×(D)

(e)

統合先用途

(C)×(D)

(E)

計算単位

(F)

部 分別再建築費 評 点 数
統合元用途

(e)×(F)

(g)

統合先用途

(E)×(F)

(G)

補 正 率

(g)/(G)

備 考

天 井

竿縁一重(並)

ラワン合板

合成樹脂壁紙

(並)

石膏ボード(吸

音板)

断熱 ・吸音材

7,600

2,500

4,600

3,300

380

7,600

2,550

4,600

3,300

380

37

8

42

13

58

2,812

204

1,932

429

220

2,812

204

1,932

429

220

1.0000 5,597 5,597 198.74 1,112,347 1,112,347 1.000

床

一階床組

二階床組和風

土間コンクリート打

畳(並)

ラワン合板

軟質クッションフロア

(中)下地板張

角タイル(下地コン)

フローリング張(ナラ)

2,150

5,600

3,500

3,900

2,550

4,100

7,400

6,800

2,150

5,600
3,500

3,900

2,500

4,100

7,400

6,800

59

38

3

40 8

6

3

43

1,268

2,128

105

1,560

204

246

222

2,924

1,268

2,128

105

1,560

204

246

222

2,924

1.0000 8,657 8,657 198.74 1,720.492 1,720,492 1.000

アルミ使用(並) 7,300 6,790 100 7,300 7,280 0.9400 6.862 6,843 198.74 1,363,753 1,359,977 1.002 有り ◎統合先用途の標準評点数は専住普通建、建具:アルミ使用

(中)を適用
◎補正については「施工の程度(0.94)」

その他工事 並 3,600 4,100 3,600 4,100 1.0000 3,600 4,100 198.74 715,464 814,834 0.878 ◎統合先用途の標準評点数は専住普通建、その他工事(並)
を適用

建築設備

総合評点方式
洋式洗浄なし
洗面台(陶器)
ユニットバス給湯式

ステンレス流し台

3,600

49,300

53,200

257,700
62,100

3,780

49,300

53,200

257,700
62,100

3,600

49,300

53,200

257,700

62,100

3,780

49,300

53,200

257,700

62,100

0.8900

1.0000

1.0000

1.1000

1.0000

3,780

49,300

53,200

283,470

117,990

3,364

49,300

53,200

283,470
117,990

198.74
3.00

3.00

3.00
3.00

2,263,117 2,180,441 1.037 ◎総合評点方式

統合前の連乗補正係数は「 規模補正(1.05)」

統合後の連乗補正係数は 「規模補 正(0.89)」

◎ユニットバス給湯式の補正については「施工の程度(1.1)」

◎ステンレス流 し台の補正については「大きさ(1.9)」

(サイズ90×180)

合 計 14,993,446 16,162,701 0.927

建 具



参考資料

区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
1専 住町家建 1山 形県

南陽市

屋根 381,532 399,663 0.96 12.23 12.28

基礎 164,474 187,010 0.88 5..27 5.75

外壁 353,617 302,935 1.17 11.33 9.31

柱 252,160 271,079 0.93 8.08 8.33

造作 141,011 150,656 0.94 4.52 4.63

内壁 452,014 534,228 0.85 14.48 16.41

天井 294,495 294,495 1.00 9.44 9.05

床 335,626 335,626 1.00 10.75 10.31

建具 428,273 452,153 0.95 13.72 13.89

その他工事 142,819 152,093 0.94 4.58 4.67

建築設備 174,800 174,800 1.00 5.60 5.37

合 計 3,120,821 3,254,738 0.96 100.00 100.00

2茨 城県

土浦市

屋根 486,054 507,156 0.96 10.41 10.27

基礎 250,127 284,398 0.88 5.36 5.76

外壁 494,781 424,098 1.17 10.60 8.59

柱 454,560 488,672 0.93 9.74 9.90

造作 227,280 244,336 0.93 4.87 4.95

内壁 884,846 1,045,728 0.85 18.96 21.18

天井 415,292 415,292 1.00 8.90 8.41

床 530,955 530,955 1.00 11.37 1075

建具 488,672 464,080 1.05 10.47 9.40

その他工事 214,984 185,632 1.16 4.61 3.76

建築設備 220,537 346,672 0.64 4.72 7.02

合 計 4,668,088 4,937,019 0.95 10000 100.00
3神 奈川県

横浜市

屋根 461,362 485,433 0.95 5.57 5.59

基礎 278,718 318,878 0.87 3.37 3.67

外壁 898,232 769,515 1.17 10.85 8.85

柱 693,247 746,035 0.93 8.37 8.58

造作 453,127 475,425 0.95 5.47 5.47

内壁 1,208,707 1,428,387 0.85 14.60 16.44

天井 558,111 558,111 1.00 6.74 6.42

床 716,980 716,980 1.00 8.66 8.25

建具 1,060,052 1,099,748 0.96 12.80 12.65

その他工事 325,171 346,286 0.94 3.93 3.98

建築設備 1,627,598 1,745,842 0.93 19.65 20.09

合 計 8,281,305 8,690,640 0.95 100.00 100.00

4富 山県

新湊市

屋根 1,295,499 1,369,241 0.95 9.95 9.90

基礎 442,545 503,178 0.88 3.40 3.64

外壁 315,989 270,631 1.17 2.43 1.96

柱 1,304,274 1,402,044 0.93 10.02 10.13

造作 646,042 676,953 0.95 4.96 4.89

内壁 2,227,043 2,632,067 0.85 17.11 19.03

天井 1,577,594 1,577,594 1.00 12.12 11.40

床 1,528,373 1,528,373 1.00 11.74 11.05

建具 752,259 794,256 0.95 5.78 5.74

その他工事 1,176,601 1,074,464 1.10 9.04 7.77

建築設備 1,753,200 2,005,857 0.87 13.47 14.50

合 計 13,019,419 13,834,658 0.94 100.00 100.00

―49―



区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補 正率a/b 統合元 統合先

1専 住町家建 5石 川県

金沢市

屋根 490,757 515,177 0.95 7.29 7.49

基礎 280,249 318,640 0.88 4.16 4.63

外壁 632,026 541,766 1.17 9.39 7.87

柱 658,550 708,773 0.93 9.78 10.30

造作 399,265 423,166 0.94 5.93 6.15

内壁 1,119,031 1,322,647 0.85 16.62 19.22

天井 780,881 780,881 1.00 11.60 11.35

床 834,533 834,533 1.00 12.39 12.13

建具 592,493 528,554 1.12 8.80 7.68

その他工事 273,303 235,989 1.16 4.06 3.43

建築設備 672,540 672,540 1.00 9.99 9.77

合 計 6,733,628 6,882,666 0.98 100.00 100.00

6福 井県

武生市

屋根 1,108,824 1,171,976 0.95 10.09 10.17

基礎 296,788 337,444 0.88 2.70 2.93

外壁 1,026,816 880,272 1.17 9.35 7.64

柱 1,357,428 1,459,591 0.93 12.36 12.67

造作 950,172 1,021,646 0.93 8.65 8.87

内壁 1,850,336 2,186,802 0.85 16.85 18.98

天井 792,391 792,391 1.00 7.21 6.88

床 1,001,867 1,001,867 1.00 9.12 8.70

建具 1,569,836 1,390,028 1.13 14.29 12.06

その他工事 389,396 414,682 0.94 3.55 3.60

建築設備 640,138 865,123 0.74 5.83 7.51

合 計 10,983,992 11,521,822 0.95 100.00 100.00

7岐 阜県

美濃市

屋根 1,028,006 1,087,758 0.95 10.12 10.16

基礎 374,808 374,808 1.00 3.69 3.50

外壁 1,071,805 918,654 1.17 10.55 8.58

柱 1,139,773 1,229,420 0.93 11.22 11.49

造作 740,763 799,040 0.93 7.29 7.46

内壁 1,158,774 1,369,564 0.85 11.41 12.79

天井 968,386 968,386 1.00 9.53 9.05

床 1,101,007 1,101,007 1.00 10.84 10.29

建具 1,189,761 1,256,072 0.95 11.71 11.73

その他工事 490,952 522,832 0.94 4.83 4.88

建築設備 895,747 1,076,825 0.83 8.82 10.06

合 計 10,159,782 10,704,366 0.95 100.00 100.00

8静 岡県

焼津市

屋根 881,673 925,504 0.95 8.86 8.63

基礎 369,190 419,764 0.88 3.71 3.91

外壁 699,380 599,469 1.17 7.03 5.59

柱 1,187,409 1,277,791 0.93 11.94 11.91

造作 771,777 830,495 0.93 7.76 7.74

内壁 2,000,228 2,363,906 0.85 20.11 22.03

天井 584,098 584,098 1.00 5.87 5.44

床 1,312,529 1,312,529 1.00 13.19 12.23

建具 1,067,977 1,085,961 0.98 10.74 10.12

その他工事 591,783 630,211 0.94 5.95 5.87

建築設備 481,855 700,123 0.69 4.84 6.53

合計 9,947,899 10,729,851 0.93 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
1専 住町家建 9三 重県

名張市

屋根 827,176 868,298 0.95 8.46 8.53

基礎 519,555 590,727 0.88 5.32 5.80

外壁 1,317,510 1,129,294 1.17 13.48 11.09

柱 827,565 890,443 0.93 8.47 8.74

造作 426,789 406,757 1.05 43.7 3.99

内壁 1,693,942 2,002,210 0.85 17.33 19.66

天井 527,505 527,505 1.00 5.40 5.18

床 1,050,419 1,050,419 1.00 10.75 10.32

建具 908,110 810,176 1.12 9.29 7.96

その他工事 535,573 570,351 0.94 5.48 5.60

建築設備 1,138,771 1,336,307 0.85 11.65 13.12

合 計 9,772,915 10,182,487 0.96 100.00 100.00

10滋 賀県

近江八幡市

屋根 1,255,939 1,327,430 0.95 17.72 17.40

基礎 610,759 701,667 0.87 8.62 9.20

外壁 179,785 162,574 1.11 2.54 2.13

柱 1,067,239 1,147,468 0.93 15.06 15.04

造作 693,635 745,797 0.93 9.79 9.77

内壁 984,187 1,163,090 0.85 13.89 15.24

天井 441,917 441,917 1.00 6.23 5.79

床 569,012 569,012 1.00 8.03 7.46

建具 681,367 692,841 0.98 9.61 9.08

その他工事 358,776 309,792 1.16 5.06 4.06

建築設備 245,362 368,926 0.67 3.46 4.83

合 計 7,087,978 7,630,514 0.93 100.00 100.00

11京 都府

京都市

屋根 933,301 983,119 0.95 8.74 8.86

基礎 449,993 511,642 0.88 4.22 4.61

外壁 1,451,054 1,243,075 1.17 13.59 11.20

柱 1,195,480 1,170,682 1.02 11.20 10.54

造作 628,042 659,372 0.95 5.88 5.94

内壁 1,330,133 1,571,976 0.85 12.46 14.16

天井 592,207 592,207 1.00 5.55 5.33

床 1,061,627 1,061,627 1.00 9.95 9.56

建具 1,243,875 1,313,202 0.95 11.65 11.83

その他工事 513,282 546,612 0.94 4.81 4.92

建築設備 1,275,382 1,448,698 0.88 11.95 13.05

合 計 10,674,376 11,102,212 0.96 100.00 100.00

12大 阪府

和泉市

屋根 1,388,210 1,465,333 0.95 11.01 11.36

基礎 356,432 402,289 0.89 2.83 3.12

外壁 1,603,731 1,374,626 1.17 12.72 10.66

柱 1,004,420 1,078,684 0.93 7.97 8.36

造作 502,210 539,342 0.93 3.98 4.18

内壁 2,297,542 2,715,277 0.85 18.23 21.05

天井 1,553,974 1,553,974 1.00 12.33 12.05

床 1,349,191 1,349,191 1.00 10.70 10.46

建具 1,143,665 1,086,111 1.05 9.07 8.42

その他工事 503,138 434,444 1.16 3.99 3.37

建築設備 901,400 901,400 1.00 7.15 6.99

合 計 12,603,913 12,900,671 0.98 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

1専 住町家建 13兵 庫県

高砂市

屋根 465,404 490,905 0.95 6.61 6.66

基礎 263,851 299,995 0.88 3.75 4.07

外壁 610,168 523,001 1.17 8.66 7.09

柱 968,247 1,044,084 0.93 13.75 14.16

造作 484,078 521,996 0.93 6.87 7.08

内壁 1,268,763 1499,473 0.85 18.02 20.34

天井 515,600 515,600 1.00 7.32 6.99

床 815,385 815,385 1.00 11.58 11.06

建具 894,695 798,208 1.12 12.71 10.83

その他工事 297,135 256,566 1.16 4.22 3.48

建築設備 458,596 607,072 0.76 6.51 8.23

合 計 7,041,922 7,372,285 0.96 100.00 100.00

14島 根県

浜田市

屋根 999,243 1057,310 0.95 7.89 7.95

基礎 418,315 505,876 0.83 3.30 3.81

外壁 1,807,039 1,548,965 1.17 14.27 11.65

柱 1,300,109 1,396,755 0.93 10.27 10.51

造作 1,068,502 1,116,956 0.96 8.44 8.40

内壁 1,685 ,244 1,991,508 0.85 13.31 14.98

天井 1,143,027 1,143,027 1.00 9.03 8.60

床 1,166,069 1,166,069 1.00 9.21 8.77

建具 1,475,230 1,543,304 0.96 11.65 11.61

その他工事 608,315 647,816 0.94 4.81 4.87

建築設備 988,481 1,175,452 0.84 7.81 8.84

合 計 12,659,574 13,293,038 0.95 100.00 100.00

15山 口県

徳 山市

屋根 617,869 648,140 0.95 11.68 11.69

基礎 6117,290 714,181 0.86 11.67 12.88

外壁 532,421 456,360 1.17 10.06 8.23

柱 488,471 525,127 0.93 9.23 9.47

造作 293,063 315,038 0.93 5.54 5.68

内壁 1,036,331 1,224,729 0.85 19.59 22.09

天井 351,127 351,127 1.00 6.64 6.33

床 618,805 618,805 1.00 11.69 11.16

建具 525,127 498,700 1.05 9.92 8.99

その他工事 128,345 110,822 1.16 2.43 2.00

建築設備 82,400 82,400 1.00 156 149

合 計 5,291,249 5,545,429 0.95 100.00 100.00

16徳 島県

小松島市

屋根 290,812 303,456 0.96 5.69 5.65

基礎 237,654 271903 0.87 4.65 5.06

外壁 283,135 242,687 1.17 5.54 4.52

柱 1,087,077 1,175,498 0.93 21.26 21.89

造作 706,553 764,058 0.93 13.82 14.23

内壁 841,003 993,953 0.85 16.45 18.51

天井 326,781 326,781 1.00 6.39 6.08

床 438,844 438,844 1.00 8.58 8.17

建具 502,181 476,909 1.05 9.82 8.88

その他工事 169,944 146,741 1.16 3.32 2.73

建築設備 229,850 229,850 1.00 4.49 4.28

合 計 5,113,834 5,370,680 0.95 100.00 100.00

―52―



区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比
統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

1専 住町家建 17愛 媛県

宇和島市

屋根 651,050 682,435 0.95 8.95 8.81

基礎 292,772 332,878 0.88 4.02 4.30

外壁 1,194,764 1,024,186 1.17 16.42 13.22

柱 807,435 869,876 0.93 11.10 11.23

造作 484,461 521,902 0.93 6.66 6.73

内壁 1,638,554 1,936,408 0.85 22.52 24.99

天井 569,989 569,989 1.00 7.83 7.36

床 755,161 755,161 1.00 10.38 9.74

建具 400,846 347,735 1.15 5.51 4.49

その他工事 107,658 335,892 0.32 1.48 4.33

建築設備 372,880 372,880 1.00 5.13 4.81

合 計 7,275,570 7,749,342 0.94 100.00 100.00

18福 岡県

久留米市

屋根 553,982 581,522 0.95 8.89 8.89

基礎 45,370 47,754 0.95 0.73 0.73

外壁 539,924 462,792 1.17 8.66 7.08

柱 626,031 672,731 0.93 10.04 10.29

造作 313,015 336,295 0.93 5.02 5.14

内壁 2,005,432 2,370,056 0.85 32.17 36.25

天井 193,531 193,531 1.00 3.10 2.96

床 857,707 857,707 1.00 13.76 13.12

建具 915,206 793,898 1.15 14.68 12.14

その他工事 93,119 131,264 0.71 1.49 2.01

建築設備 90,600 90,600 1.00 1.45 1.39

合 計 6,233,917 6,538,150 0.95 100.00 100.00

19熊 本県

熊本市

屋根 799,940 841,676 0.95 7.05 7.02

基礎 548,132 589,868 0.93 4.83 4.92

外壁 1,499,713 1,285,468 1.17 13.21 10.72

柱 827,764 888,976 0.93 7.29 7.41

造作 519,195 548,132 0.95 4.57 4.57

内壁 2,042,142 2,413,592 0.85 17.99 20.13

天井 798,270 798,270 1.00 7.03 6.66

床 1,225,925 1,225,925 1.00 10.80 10.22

建具 1,297,989 1,370,332 0.95 11.44 11.43

その他工事 535,612 570,392 0.94 4.72 4.76

建築設備 1,255,921 1,457,357 0.86 11.06 12.15

合 計 11,350,603 11,989,988 0.95 100.00 100.00

20大 分県

津久見市

屋根 733,936 770,171 0.95 7.97 8.07

基礎 441,020 504,577 0.87 4.79 5.29

外壁 1,055,965 904,555 1.17 11.47 9.48

柱 829,920 891,969 0.93 9.02 9.34

造作 484,561 512,753 0.95 5.26 5.37

内壁 1,132,991 1,339,024 0.85 12.31 14.03

天井 552,399 552,399 1.00 6.00 5.79

床 1,278,863 1,278,863 1.00 13.89 13.40

建具 1,174,273 1,239,721 0.95 12.76 12.99

その他工事 484,561 516,026 0.94 5.26 5.41

建築設備 1,035,850 1,035,850 1.00 11.25 10.85

合 計 9,204,339 9,545,908 0.96 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

1専 住町家建

平 均

屋根 782,528 824,085 0.95 9.14 9.17

基礎 362,902 410,874 0.88 4.24 4.57

外壁 878,393 753,246 1.17 10.26 8.38

柱 903,858 966,785 0.94 10.56 10.76

造作 546,677 580,506 0.94 6.39 6.46

内壁 1,442,862 1,705,231 0.85 16.85 18.97

天井 676,879 676,879 1.00 7.91 7.53

床 927,444 927,444 1.00 10.83 10.32

建具 915,594 902,099 1.02 10.69 10.04

その他工事 397,023 406,945 0.98 4.64 4.53

建築設備 727,095 834,729 0.87 8.49 9.29

合 計 8,561,255 8,988,823 0.95 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
2専 住長屋建 1岩 手県

北上市

屋根 484,973 505,144 0.96 8.49 8.18

基礎 527,332 639,931 0.82 9.23 10.36

外壁 579,561 772,412 0.75 10.15 12.51

柱 358,759 387,575 0.93 6.28 6.28

造作 261,361 226,493 1.15 4.58 3.67

内壁 693,240 783,795 0.88 12.14 12.69

天井 231,320 231,320 1.00 4.05 3.75

床 482,235 482,235 1.00 8.44 7.81

建具 653,546 566,378 1.15 11.44 9.17

その他工事 27,375 168,573 0.16 0.48 2.73

建築設備 1,411,600 1,411,600 1.00 24.72 22.86

合 計 5,711,302 6,175,456 0.93 100.00 100.00

2山 形県

酒 田市

屋根 870,526 906,740 0.96 5.14 5.05

基礎 725,323 872,378 0.83 4.28 4.86

外壁 1,244,932 1,659,832 0.75 7.35 9.25

柱 1,272,700 1,376,830 0.92 7.52 7.67

造作 508,154 508,154 1.00 3.00 2.83

内壁 2,642,356 2,986,911 0.89 15.60 16.65

天井 1,750,078 1,750,078 1.00 10.33 9.75

床 2,068,947 2,068,947 1.00 12.22 11.53

建具 1,269,536 1,269,536 1.00 7.50 7.08

その他工事 985,764 948,740 1.04 5.82 5.29

建築設備 3,595,600 3,595,600 1.00 21.23 20.04

合 計 16,933,916 17,943,746 0.94 100.00 100.00
3群 馬県

渋川市

屋根 984,243 1,040,218 0.95 10.14 9.99

基礎 414,627 497,501 0.83 4.27 4.78

外壁 844,625 1,125,654 0.75 8.70 10.81

柱 987,958 1,069,679 0.92 10.18 10.27

造作 397,975 405,276 0.98 4.10 3.89

内壁 1,259,637 1,424,104 0.89 12.98 13.67

天井 599,589 599,589 1.00 6.18 5.76

床 1,183,423 1,183,423 1.00 12.20 11.36

建具 935,057 932,495 1.00 9.64 8.95

その他工事 530,292 603,944 0.88 5..46 5.80

建築設備 1,566,232 1,534,210 1.02 16.14 14.73

合 計 9,703,658 10,416,093 0.93 100.00 100.00
4千 葉県

松戸市

屋根 959,548 1,009,611 0.95 8.34 8.25

基礎 444,359 533,175 0.83 3.86 4.36

外壁 1,119,472 1,492,113 0.75 9.73 12.19

柱 959,154 1,036,644 0.93 8.34 8.47

造作 317,192 275,003 1.15 2.76 2.25

内壁 2,451,094 2,770,870 0.89 21.31 22.64

天井 751,997 751,977 1.00 6.54 6.14

床 1,399,297 1,399,297 1.00 12.16 11.43

建具 793,325 687,594 1.15 6.90 5.62

その他工事 733,572 706,020 1.04 6.38 5.77

建築設備 1,575,240 1,575,240 1.00 13.69 12.87

合 計 11,504,250 12,237,544 0.94 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

2専 住長屋建 5東 京都

小金井市

屋根 471,197 496,858 0.95 8.25 8.46

基礎 161,195 193,876 0.83 2.82 3.30

外壁 387,813 517,084 0.75 6.79 8.81

柱 407,592 425,252 0.96 7.14 7.24

造作 237,350 205,703 1.15 4.16 3.50

内壁 975,538 1,102,902 0.89 17.09 18.79

天井 364,926 364,926 1.00 6.39 6.22

床 690,364 690,364 1.00 12.09 11.76

建具 593,376 514,259 1.15 10.39 8.76

その他工事 300,926 289,624 1.04 5.27 4.93

建築設備 1,118,012 1,068,988 1.05 19.59 18.21

合 計 5,708,289 5,869,836 0.97 100.00 100.00

6石 川県

金沢市

屋根 668,958 702,214 0.95 6.52 6.42

基礎 382,302 462,600 0.83 3.73 4.23

外壁 667,579 890,105 0.75 6.50 8.14

柱 774,769 850,088 0.91 7.55 7.78

造作 402,319 420,613 0.96 3.92 3.85

内壁 1,317,579 ,1,489,655 0.88 12.84 13.62

天井 812,357 812,357 1.00 7.92 7.43

床 1,184,663 1,184,663 1.00 11.54 10.84

建具 1,043,316 1,040,457 1.00 10.17 9.52

その他工事 514,512 585,972 0.88 5.01 5.36

建築設備 2,494,720 2,494,720 1.00 24.31 22.82

合 計 10,263,074 10,933,444 0.94 100.00 100.00

7福 井県

小浜市

屋根 506,954 532,156 0.95 17.71 17.65

基礎 114,556 136,057 0.84 4.00 4.51

外壁 128,478 171,481 0.75 4.49 5.69

柱 236,690 255,592 0.93 8.27 8.47

造作 126,275 127,774 0.99 4.41 4.24

内壁 456,505 516,118 0.88 15.95 17.11

天井 278,679 278,679 1.00 9.74 9.24

床 272,819 272,819 1.00 9.53 9.05

建具 375,391 345,871 1.09 13.12 11.47

その他工事 126,892 144,516 0.88 4.43 4.79

建築設備 239,056 234,782 1.02 835 7.78

合 計 2,862,295 3,015,845 0.95 100.00 100.00

屋根 1,381,967 1,455,733 0.95 9.29 9.188長 野県

駒 ヶ根市 基礎 671,773 812,871 0.83 4.52 5.13

外壁 1,343,812 1,791,153 0.75 9.04 11.29

柱 1,029,421 1,112,490 0.93 6.92 7.02

造作 514,710 556,245 0.93 3.46 3.51

内壁 2,461,469 2,783,014 0.88 16.55 17.55

天井 801,279 801,279 1.00 5.39 5.05

床 1687,018 1,687,018 1.00 11.34 10.64

建具 951,519 824,530 1.15 6.40 5.20

その他工事 846,589 814,793 1.04 5.69 5.14

建築設備 3,183,388 3,219,159 0.99 21.40 20.30

合 計 14,872,945 15,858,285 0.94 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先
2専 住長屋建 9三 重県

名張市

屋根 623,625 654,627 0.95 13.17 12.92

基礎 272,165 326,598 0.83 5.75 6.45

外壁 357,064 476,125 0.75 7.54 9.40

柱 332,441 359,508 0.93 7.02 7.10

造作 171,944 178,502 0.96 3.63 3.52

内壁 868,544 982,001 0.88 18.34 19.39

天井 200,203 200,203 1.00 4.23 3.95

床 410,185 410,185 1.00 8.66 8.10

建具 452,635 451,383 1.00 9.56 8.91

その他工事 214,632 244,442 0.88 4.53 4.83

建築設備 832,852 781,579 1.07 17.58 15.43

合 計 4,736,290 5,065,153 0.94 100.00 100.00

10京 都府

舞鶴市

屋根 536,843 567,455 0.95 5.58 5.61

基礎 244,893 312,666 0.78 2.54 3.09

外壁 1,008,716 1,344,955 0.75 10.48 13.30

柱 791,844 855,819 0.93 8.22 8.46

造作 415,772 370,707 1.12 4.32 3.67

内壁 1,548,013 1,750,131 0.89 16.08 17.31

天井 661,479 661,479 1.00 6.87 6.54

床 1,130,899 1,130,899 1.00 11.74 11.18

建具 1,039,802 927,141 1.12 10.80 9.17

その他工事 857,026 824,838 1.04 8.90 8.16

建築設備 1,394,009 1,366,112 1.02 14.48 13.51

合 計 9,629,296 10,112,202 0.95 100.00 10000

11兵庫県

宝塚市

屋根 1,467,316 1,553,068 0.95 10.14 9.92

基礎 591,974 716,437 0.83 4.09 4.58

外壁 1,314,019 1,752,177 0.75 9.08 11.19

柱 1,469,722 1,583,707 0.93 10.16 10.12

造作 806,557 805,873 1.00 5.58 5.15

内壁 2,138,814 2,418,077 0.89 14.79 15.44

天井 1,043,874 1,043,874 1.00 7.22 6.67

床 1,192,283 1,192,283 1.00 8.24 7.62

建具 1,913,808 1,908,564 1.00 13.23 12.19

その他工事 820,692 934,677 0.88 5.67 5.97

建築設備 1,706,487 1,747,521 0.98 11.80 11.16

合 計 14,465,546 ,15,656,258 0.92 100.00 100.00

12奈 良県

奈良市

屋根 2,404,619 2,523,524 0.95 9.85 9.52

基礎 1,136,768 1375,296 0.83 4.65 5.19

外壁 2,462,281 3,285,668 0.75 1008 12.40

柱 2,196,175 2,367,729 0.93 8.99 8.94

造作 1,214,128 1,243,854 0.98 4.97 4.69

内壁 3,672,828 4,152,032 0.89 15.04 15.67

天井 1,526,435 1,526,435 1.00 6.25 5.76

床 3,183,953 3,183,953 1.00 13.04 12.02

建具 2,614,495 2,607,332 1.00 10.71 9.84

その他工事 1,289,340 1,468,415 0.88 5.28 5.54

建築設備 2,719,552 2,764,321 0.98 11.14 10.43

合 計 24,420,574 26,498,559 0.92 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

2専 住長屋建 13和 歌山県

新宮市

屋根 527,916 554,160 0.95 18.96 18.99

基礎 209,450 251,340 0.83 7.52 8.61

外壁 106,491 142,325 0.75 3.82 4.88

柱 187,344 202,283 0.93 6.73 6.93

造作 93,672 101,141 0.93 3.36 3.47

内壁 514,440 581,565 0.89 18.47 19.93

天井 232,162 232,162 1.00 8.34 7.95

床 306,857 306,857 1.00 11.02 10.51

建具 273,042 257,397 1.06 9.81 8.82

その他工事 54,507 59,049 0.92 1.96 2.02

建築設備 278,695 230,193 1.21 10.01 7.89

合 計 2,784,576 2,918,472 0.95 100.00 100.00

14島 根県

出雲市

屋根 989,393 1,042,242 0.95 6.55 6.58

基礎 546,404 655,791 0.83 3.61 4.14

外壁 1,856,934 2,475,151 0.75 12.28 15.63

柱 941,811 1,000,806 0.94 6.23 6.32

造作 533,763 506,021 1.06 3.53 3.20

内壁 1,273,657 1,440,107 0.88 8.43 9.10

天井 702,320 702,320 100 4.65 4.44

床 1,275,413 1,275,413 1.00 8.44 8.06

建具 1,474,872 1,278,222 1.15 9.76 8.07

その他工事 1,720,332 1,655,719 1.04 11.38 10.46

建築設備 3,800,850 3,800,850 1.00 25.14 24.01

合 計 15,115,749 15,832,642 0.96 100.00 100.00

15広 島県

広島市

屋根 1,661,494 1,756,070 0.95 11.12 10.80

基礎 736,522 883,756 0.83 4.93 5.44

外壁 1,596,279 2,128,505 0.75 10.69 13.09

柱 1,461,931 1,581,771 0.92 9.79 9.73

造作 730,965 790,786 0.92 4.89 4.86

内壁 2,067,293 2,337,977 0.88 13.84 14.38

天井 1,006,618 1,006,618 1.00 6.74 6.19

床 1,630,264 1,630,264 1.00 10.91 10.03

建具 1,363,753 1,359,977 1.00 9.13 8.37

その他工事 715,464 814,834 0.88 4.79 5.01

建築設備 1,967,034 1,967,034 1.00 13.17 12.10

合 計 14,937,617 16,257,592 0.92 100.00 100.00

16香 川県

高松市

屋根 986,598 1,041,470 0.95 8.95 9.01

基礎 383,692 464,354 0.83 3.48 4.02

外壁 857,375 1,144,081 0.75 7.78 9.90

柱 720,195 778,084 0.93 6.54 6.73

造作 452,694 412,774 1.10 4.11 3.57

内壁 2,174,165 2,457,854 0.89 19.73 21.27

天井 705,516 705,516 1.00 6.40 6.10

床 1,536,827 1,536,827 1.00 13.95 13.30

建具 1,152,312 998,670 1.15 10.46 8.64

その他工事 584,386 562,438 1.04 5.30 4.87

建築設備 1,464,066 1455,698 1.01 13.29 12.59

合 計 11,017,826 11,557,766 0.95 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

2専 住長屋建 17福 岡県

北九州市

屋根 934,122 988,713 0.95 10.25 10.04

基礎 455,419 493,529 0.92 5.00 5.01

外壁 1,138,300 1,517,048 0.75 12.49 15.40

柱 694,150 749,518 0.93 7.62 7.61

造作 333,172 338,733 0.98 3.66 3.44

内壁 1,189,678 1,344,901 0.89 13.06 13.65

天井 599,493 599,493 1.00 6.58 6.09

床 1,081,723 1,081,723 1.00 11.87 10.98

建具 785,422 783,246 1.00 8.62 7.95

その他工事 1,435,204 495,649 0.88 4.78 5.03

建築設備 1,464,202 1,457,674 1.00 16.07 14.80

合 計 9,110,885 9,850,227 0.93 100.00 100.00

18長 崎県

長崎市

屋根 1,094,210 1,151,299 0.95 6.71 6.73

基礎 761,421 921,549 0.83 4.67 5.39

外壁 1,256,891 1675,777 0.75 7.70 9.80

柱 1,211,173 1,309,571 0.93 7.42 7.65

造作 401,481 386,396 1.04 2.46 2.26

内壁 2,497,305 2,822,899 0.89 15.31 16.50

天井 1,051,741 1,051,741 1.00 6.45 6.15

床 2,009,262 2,009,262 1.00 12.31 11.74

建具 760,261 658,846 1.15 4.66 3.85

その他工事 1,300,118 1,262,987 1.03 7.97 7.38

建築設備 3,972,715 3,857,144 1.03 24.35 22.55

合 計 16,316,578 17,107,471 0.95 100.00 100.00

19大 分県

大分市

屋根 888,885 934,362 0.95 9.35 8.92

基礎 579,834 710,442 0.82 6.10 6.78

外壁 1,099,217 1,465,114 0.75 11.56 13.98

柱 574,981 621,429 0.93 6.04 5.93

造作 133,519 133,104 1.00 1.40 1.27

内壁 1,941,238 2,194,690 0.89 20.41 20.95

天井 661,360 661,360 1.00 6.95 6.31

床 1,228,993 1,228,993 1.00 12.92 11.73

建具 334,007 333,037 1.00 3.51 3.18

その他工事 898,452 1,023,237 0.88 9.45 9.77

建築設備 1,171,280 1,171,280 1.00 12.31 11.18

合 計 9,511,766 10,477,048 0.91 100.00 100.00

20沖 縄県

南大東村

屋根 203,310 211,410 0.96 22.34 21.13

基礎 21,060 22,140 0.95 2.31 2.21

外壁 97,230 129,750 0.75 10.68 12.97

柱 106,380 115,020 0.93 11.69 11.50

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 263,790 298,350 0.88 28.98 29.82

天井 79,650 79,650 1.00 8.75 7.96

床 39,150 39,150 1.00 4.30 3.91

建具 15,327 15,366 1.00 1.68 1.54

その他工事 64,800 70,200 0.92 7.12 7.02

建築設備 19,520 19,520 1.00 2.14 1.95

合 計 910,217 1,000,556 0.91 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先
2専 住長屋建

平 均

屋根 932,335 981,354 0.95 8.86 8.73

基礎 469,053 564,114 0.83 4.46 5.02

外壁 973,353 1,297,826 0.75 9.25 11.55

柱 835,760 901,970 0.93 7.94 8.03

造作 402,650 399,658 1.01 3.83 3.56

内壁 1,620,359 1,831,898 0.89 15.39 16.30

天井 703,054 703,053 1.00 6.68 6.26

床 1,199,729 1,199,729 1.00 11.40 10.67

建具 939,740 888,015 1.06 8.93 7.90

その他工事 651,044 683,933 0.95 6.19 6.09

建築設備 1,798,756 1,787,661 1.01 17.09 15.91

合 計 10,525,833 11,239,211 0.94 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
3寄 宿舎 1北 海道

札幌市

屋根 1,043,164 1,043,164 1.00 6.81 6.37

基礎 1,110,959 1,061,490 1.05 7.25 6.48

外壁 1,879,758 1,879,758 1.00 12.27 11.47

柱 1,365,480 1,550,128 0.88 8.91 9.46

造作 682,740 775,064 0.88 4.46 4.73

内壁 2,122,307 2,971,230 0.71 13.85 18.13

天井 873,542 873,542 1.00 5.70 5.33

床 2,227,169 2,227,169 1.00 14.54 13.59

建具 1,105,606 1,096,487 1.01 7.22 6.69

その他工事 982,051 982,051 1.00 6.41 5.99

建築設備 1,925,895 1,925,895 1.00 12.57 11.75

合 計 15,318,671 16,385,978 0.94 100.00 100.00

2青 森県

十和田市

屋根 473,264 473,264 1,00 4.98 4.95

基礎 251,301 290,018 0.87 2.64 3.03

外壁 1,035,353 1,035,353

1

1.00 10.89 10.82

柱 641,051 659,183 0.97 6.74 6.89

造作 432,414 439,630 0.98 4.55 4.60

内壁 1,390,631 1,557,628 0.89 14.62 16.29

天井 749,054 749,054 1.00 7.88 7.83

床 1,165,560 1,165,560 1.00 12.25 12.19

建具 1,225,868 1,239,007 0.99 12.89 12.95

その他工事 208,910 208,910 1.00 2.20 2.18

建築設備 1,938,012 1,747,102 1.11 20.38 18.27

合 計 9,511,418 9,564,709 0.99 100.00 100.00

3宮 城県

仙台市

屋根 607,208 607,208 1.00 11.59 11.65

基礎 354,875 402,662 0.88 6.77 7.72

外壁 364,557 364,557 1.00 6.96 6.99

柱 465,242 479,415 0.97 8.88 9.19

造作 219,648 215,930 1.02 4.19 4.14

内壁 838,938 939,545 0.89 16.01 18.02

天井 256,824 256,824 1.00 4.90 4.93

床 540,368 540,368 1.00 10.31 10.36

建具 549,120 539,826 1.02 10.48 10.35

その他工事 61,572 61,572 1.00 1.17 1.18

建築設備 982,814 806,228 1.22 18.75 15.46

合 計 5,241,166 5,214,135 1.01 100.00 100.00

4山 形県

南陽市

屋根 2,184,786 2,184,786 1.00 8.83 8.57

基礎 747,817 859,560 0.87 3.02 3.37

外壁 1,813,264 1,813,264 1.00 7.33 7.11

柱 2,048,104 2,110,292 0.97 8.28 8.28

造作 1,373,858 1,388,587 0.99 5.56 5.45

内壁 4,483,655 5,022,070 0.89 18.13 19.70

天井 1,431,136 1,431,136 1.00 5.79 5.61

床 3,465,740 3,465,740 1.00 14.01 13.59

建具 3,435,464 3,472,286 0.99 13.89 13.62

その他工事 1,468,776 1,468,776 1.00 5.94 5.76

建築設備 2,277,805 2,277,805 1.00 9.21 8.93

合 計 24,730,405 25,494,302 0.97 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
3寄 宿舎 5茨 城県

日立市

屋根 519,245 519,245 1.00 7.18 7.20

基礎 245,626 282,329 0.87 3.40 3.91

外壁 732,628 732,628 1.00 10.13 10.16

柱 581,128 600,348 0.97 8.04 8.32

造作 290,564 300,174 0.97 4.02 4.16

内壁 1,560,114 1,747,455 0.89 21.57 24.23

天井 369,706 369,706 1.00 5.11 5.13

床 1,096,795 1,096,795 1.00 15.17 15.21

建具 734,890 720,192 1.02 10.16 9.99

その他工事 179,765 179,765 1.00 2.49 2.49

建築設備 921,811 664,034 1.39 12.75 9.21

合 計 7,232,272 7,212,671 1.00 100.00 100.00

6千 葉県

千葉市

屋根 1,397,940 1,397,940 1.00 9.43 9.15

基礎 363,768 412,696 0.88 2.45 2.70

外壁 1,179,939 1,179,939 1.00 7.96 7.72

柱 1,057,530 1,089,638 0.97 7.13 7.13

造作 569,100 559,467 1.02 3.84 3.66

内壁 3,404,567 3,812,930 0.89 22.97 24.96

天井 1,145,625 1,145,625 1.00 7.73 7.50

床 2,067,904 2,067,904 1.00 13.95 13.53

建具 1,422,750 1,398,669 1.02 9.60 9.15

その他工事 720,405 720,405 1.00 4.86 4.71

建築設備 1,493,950 1,493,950 1.00 10.08 9.78

合 計 14,823,478 15,279,163 0.97 100.00 100.00

7神 奈川県

横浜市

屋根 2,783,322 2,783,322 1.00 10.64 10.28

基礎 921,118 1,058,872 0.87 3.52 3.91

外壁 2,475,744 2,475,744 1.00 9.46 9.15

柱 2,070,946 2,130,776 0.97 7.92 7.87

造作 1,231,813 1,215,152 1.01 4.71 4.49

内壁 4,903,019 5,490,715 0.89 18.74 20.28

天井 1,781,642 1,781,642 1.00 6.81 6.58

床 3,398,184 3,398,184 1.00 12.99 12.55

建具 3,006,216 2,960,775 1.02 11.49 10.94

その他工事 1,359,425 ,1,359,425 1.00 5.20 5.02

建築設備 2,228,858 2,414,406 0.92 8.52 8.92

合 計 26,160,287 27,069,013 0.97 100.00 100.00

8富 山県

小矢部市

屋根 1,258,599 1,258,599 1.00 8.61 8.23

基礎 411,511 466,861 0.88 2.81 3.05

外壁 1,275,445 1,275,445 1.00 8.72 8.34

柱 1,299,510 1,335,607 0.97 8.89 8.73

造作 844,,681 868,024 0.97 5.78 5.67

内壁 4,692,675 5,255,796 0.89 32.10 34.36

天井 1,277,851 1,277,851 1.00 8.74 8.35

床 1,757,226 1,757,226 1.00 12.02 11.49

建具 1,102,177 1,102,177 1.00 7.54 7.21

その他工事 233,430 233,430 1.00 1.60 1.53

建築設備 465,700 465,700 1.00 3.19 3.04

合 計 14,618,805 15,296,716 0.96 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
3寄 宿舎 9福 井県

福井市

屋根 866,280 866,280 1.00 6.78 6.62

基礎 370,533 425,900 0.87 2.90 3.25

外壁 1,349,251 1,349,251 1.00 10.55 10.31

柱 966,963 994,220 0.97 7.56 7.59

造作 483,140 474,963 1.02 3.78 3.63

内壁 2,737,514 3,065,968 0.89 21.41 23.42

天井 1,230,680 1,230,680 1.00 9.63 9.40

床 1,638,692 1,638,692 1.00 12.82 12.52

建具 1,207,852 1,187,409 1.02 9.45 9.07

その他工事 733,910 733,910 1.00 5.74 5.61

建築設備 1,200593 1,125,464 1.07 9.39 8.60

合 計 12,785,408 13,092,737 0.98 100.00 100.00

10岐 阜県

羽島市

屋根 2,295,370 2,295,370 1.00 9.83 9.54

基礎 1,568,900 1,803,505 0.87 6.72 7.49

外壁 1,596,325 1,596,325 1.00 6.84 6.63

柱 3,479,423 3,499,694 0.99 14.90 14.54

造作 1,739,711 1,749,847 0.99 7.45 7.27

内壁 2,606,884 2,919,591 0.89 11.16 12.13

天井 1,236,816 1,236,816 1.00 5.30 5.14

床 2,961623 2,961,623 1.00 12.68 12.30

建具 1,162,590 1,139,338 1.02 4.98 4.73

その他工事 473,979 473,979 1.00 2.03 1.97

建築設備 4,233,128 4,394,102 0.96 18.13 18.26

合 計 23,354,749 24,070,190 0.97 100.00 100.00

11静 岡県

沼津市

屋根 1,619,053 1,619,053 1.00 8.52 8.22

基礎 806,657 927,192 0.87 4.25 4.71

外壁 1,553,267 1,553,267 1.00 8.17 7.89

柱 1,041,987 1,068,478 0.98 5.48 5.42

造作 500,683 492,294 1.02 2.63 2.50

内壁 3,998,184 4,478,116 0.89 21.04 22.74

天井 647,268 647,268 1.00 3.41 3.29

床 2,284,645 2,284,645 1.00 12.02 11.60

建具 1,252,150 1,230,957 1.02 6.59 6.25

その他工事 792,528 792,528 1.00 4.17 4.02

建築設備 4,505,234 4,602,810 0.98 23.71 23.37

合 計 19,001,656 9,696,608 0.97 100.00 100.00
12滋 賀県

八 日市市

屋根 491,702 491,702 1.00 5.85 5.61

基礎 410,417 471,744 0.87 4.89 5.38

外壁 894,499 894,499 1.00 10.65 10.21

柱 829,543 855,671 0.97 9.87 9.76

造作 354,352 356,711 0.99 4.22 4.07

内壁 1,607,195 1,800,792 0.89 19.13 20.55

天井 550,851 550,851 1.00 6.56 6.29

床 1,295,663 1,295,663 1.00 15.42 14.78

建具 937,319 920,082 1.02 11.16 10.50

その他工事 209,018 209,018 1.00 2.49 2.39

建築設備 820,486 916,830 0.90 9.77 10.46

合 計 8,401,045 8,763,563 0.96 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

3寄 宿舎 13大 阪府

堺市

屋根 1,245,450 1,245,450 1.00 8.16 8.06

基礎 607,671 590,235 1.03 3.98 3.82

外壁 1,941,825 1,941,825 1.00 12.73 12.57

柱 1,252,714 1,286,082 0.97 8.21 8.32

造作 691,909 683,729 1.01 4.54 4.43

内壁 3,096,587 3,179,039 0.97 20.30 20.58

天井 731,952 731,952 1.00 4.80 4.74

床 1,851,623 1,851,623 1.00 12.14 11.98

建具 1,602,544 1,575,419 1.02 10.50 10.20

その他工事 772,855 772,855 1.00 5.07 5.00

建築設備 1,461,523 1,591,337 0.92 9.58 10.30

合 計 15,256,653 15,449,546 0.99 100.00 100.00

14奈 良県

香芝市

屋根 1,683,979 1,683,979 1.00 9.13 8.87

基礎 703,957 809,234 0.87 3.82 4.26

外壁 2,348,595 2,348,595 1.00 12.74 12.38

柱 1,528,036 1,574,428 0.97 8.29 8.30

造作 822,298 808,380 1.02 4.46 4.26

内壁 3,522,892 3,945,349 0.89 19.11 20.79

天井 1,103,549 1,103,549 1.00 5.98 5.82

床 2,461,675 2,461,675 1.00 13.35 12.97

建具 2,055,745 2,020,951 1.02 11.15 10.65

その他工事 1,040,920 1,040,920 1.00 5.65 5.49

建築設備 1,167,603 1,179,201 0.99 6.33 6.21

合 計 18,439,249 18,976,261 0.97 100.00 100.00

15鳥 取県

鳥取市

屋根 4,071,000 4,071,000 1.00 18.82 18.14

基礎 956,154 1,085,010 0.88 4.42 4.83

外壁 1,771,770 1,771,770 1.00 8.19 7.89

柱 1,492,464 1,537,776 0.97 6.90 6.85

造作 501,972 493,476 1.02 2.32 2.20

内壁 4,181,448 4,683,420 0.89 19.33 20.86

天井 1,125,720 1,125,720 1.00 5.20 5.01

床 2,959,440 2,959,440 1.00 13.68 13.18

建具 1,254,930 1,233,690 1.02 5.80 5.50

その他工事 1,270,860 1,270,860 1.00 5.87 5.66

建築設備 2,049,040 2,215,420 0.93 9.47 9.87

合 計 21,634,798 22,447,582 0.96 100.00 100.00

屋根 1,347,321 1,347,321 1.00 10.38 10.0516広 島県

広島市 基礎 750,247 862,416 0.87 5.78 6.43

外壁 1,307,142 1,307,142 1.00 10.07 9.75

柱 1, 248,884 1,290,235 0.97 9.62 9.62

造作 624,340 645,117 0.97 4.81 4.81

内壁 ,2,276,347 2,549,916 0.89 17.54 19.02

天井 1,133,997 1,133,997 1.00 8.74 8.46

床 1,790,319 1,790,319 1.00 13.79 13.35

建具 979,797 960,038 1.02 7.55 7.16

その他工事 323,883 323,883 1.00 2.50 2.42

建築設備 1,197,690 ,1,197,690 1.00 9.23 8.93

合 計 12,979,967 13,408,074 0.97 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数

構成比
統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先

3寄 宿舎 17山 口県

柳井市

屋根 787,350 787,350 1.00 13.63 13.34

基礎 259,916 294,939 0.88 4.50 5.00

外壁 366,525 366,525 1.00 6.34 6.21

柱 381,548 393,132 0.97 6.60 6.66

造作 256,658 252,314 1.02 4.44 4.28

内壁 751,964 842,283 0.89 13.01 14.28

天井 490,872 490,872 1.00 8.49 8.32

床 628,613 628,613 1.00 10.88 10.65

建具 641,645 630,785 1.02 11.10 10.69

その他工事 87,785 87,785 1.00 1.52 1.49

建築設備 1,125,640 1,125,640 1.00 19.48 19.08

合 計 5,778,516 5,900,238 0.98 100.00 100.00
18愛 媛県

松山市

屋根 1,224,428 1,224,428 1.00 7.35 7.07

基礎 777,338 893,646 0.87 4.67 5.16

外壁 1,815,568 1,815,568 1.00 10.90 10.48

柱 1,139,598 1,174,544 0.97 6.84 6.78

造作 569,799 587,138 0.97 3.42 3.39

内壁 3,701,561 4,146,250 0.89 22.23 23.94

天井 1,652,844 1,652,844 1.00 9.93 9.54

床 1,438,103 1,438,103 1.00 8.64 8.30

建具 2,687,607 2,633,721 1.02 16.14 15.21

その他工事 424,148 424,148 1.00 2.55 2.45

建築設備 1,220,293 1,327,797 0.92 7.33 7.67

合 計 16,651,287 17,318,187 0.96 100.00 100.00
19長 崎県

佐世保市

屋根 579,600 579,600 1.00 7.59 7.53

基礎 437,774 496,692 0.88 5.73 6.45

外壁 554,400 554,400 1.00 7.26 7.20

柱 525,873 541,800 0.97 6.88 7.04

造作 285,868 281,030 1.02 3.74 3.65

内壁 1,892,419 2,119,521 0.89 24.77 27.54

天井 315,100 315,100 1.00 4.12 4.09

床 784,526 784,526 1.00 10.27 10.19

建具 714,672 702,576 1.02 9.35 9.13

その他工事 361,872 361,872 1.00 4.74 4.70

建築設備 1,189,061 959,237 1.24 15.56 12.46

合 計 7,641,165 7,696,354 0.99 100.00 100.00
20鹿 児島県

鹿児島市

屋根 1,029,703 1,029,703 1.00 10.43 10.01

基礎 329,757 379,032 0.87 3.34 3.68

外壁 753,326 753,326 1.00 7.63 7.32

柱 749,061 771,803 0.97 7.58 7.50

造作 335,759 330,073 1.02 3.40 3.21

内壁 2,206,124 2,470,972 0.89 22.34 24.02

天井 606,293 606,293 1.00 6.14 5.89

床 1,428,318 1,428,318 1.00 14.46 13.89

建具 839,713 825,500 1.02 8.50 8.03

その他工事 566,968 566,968 1.00 5.74 5.51

建築設備 1,031,184 1,124,362 0.92 10.44 10.93

合 計 9,876,206 10,286,350 0.96 100.00 100.00

―65―



区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

3寄 宿舎

平 均

屋根 1,375,438 1,375,438 1.00
19
.50 9.21

基礎 619,315 693,702 0.89 4.28 4.65

外壁 1,350,459 1,350,459 1.00 9.33 9.04

柱 1,208,254 1,247,163 0.97 8.35 8.35

造作 640,565 645,855 0.99 4.43 4.33

内壁 2,798,751 3,149,929 0.89 19.34 21.10

天井 935,566 935,566 1.00 6.46 6.27

床 1,862,109 1,862,109 1.0 0 12.87 12.47

建具 1,395,933 1,379,494 1.01 9.65 9.24

その他工事 613,653 613,653 1.00 4.24 4.11

建築設備 1,671,816 1,677,751 1.00 11.55 11.24

合 計 14,471,859 14,931,119 0.97 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
4酪 農舎 1北 海道

三石町

屋根 1,151,964 1,151,964 1.00 22.71 27.11

基礎 961,424 697,723 1.38 18.96 16.42

外壁 559,982 290,900 1.93 11.04 6.85

柱 438,822 438,822 1.00 8.65 10.33

造作 131,632 131,632 1.00 2.60 3.10

内壁 979,896 839,973 1.17 19.32 19.77

天井 ERR 0.00 0.00

床 ERR 0.00 0.00

建具 286,391 475,476 0.60 5.65 11.19

その他工事 394,169 55,271 7.13 7.77 1.30

建築設備 167,400 167,400 1.00 3.30 3.94

合 計 5,071,680 4,249,161 1.19 100.00 100.00

2宮 城県

仙台市

屋根 3,008,200 3,008,200 1.00 21.06 23.62

基礎 625,705 502,971 1.24 4.38 3.95

外壁 1,579,305 902,460 1.75 11.05 7.09

柱 1,898,174 1,123,863 1.69 13.29 8.83

造作 569,151 336,918 1.69 3.98 2.65

内壁 875,987 750,846 1.17 6.13 5.90

天井 ERR 0.00 0.00

床 3,129,731 3,129,731 1.00 21.91 24.58

建具 1,395,804 2,484,773 0.56 9.77 19.51

その他工事 938,558 228,623 4.11 6.57 1.80

建築設備 266,250 266,250 1.00 1.86 2.09

合 計 14,286,865 12,734,635 1.12 100.00 100.00

3秋 田県

大館市

屋根 3,715,232 3,715,232 1.00 34.86 38.25

基礎 579,119 443,081 1.31 5.43 4.56

外壁 701,510 400,863 1.75 6.58 4.13

柱 1,051,199 626,881 1.68 9.86 6.45

造作 315,146 188,064 1.68 2.96 1.94

内壁 457,580 392,334 1.17 4.29 4.04

天井 177,403 177,403 1.00 1.66 1.83

床 1,590,658 1,590,658 1.00 14.93 16.38

建具 930,087 1,544,175 0.60 8.73 15.90

その他工事 665,262 162,051 4.11 6.24 1.67

建築設備 473,150 473,150 1.00 4.44 4.87

合 計 10,656,346 9,713,892 1.10 100.00 100.00
4福 島県

郡山市

屋根 2,357,040 2,357,040 1.00 28.68 33.34

基礎 1,056,755 803,835 1.32 12.86 11.37

外壁 949,494 542,568 1.75 11.55 7.67

柱 1,400,242 833,259 1.68 17.04 11.79

造作 420,072 227,252 1.85 5.11 3.21

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,022,532 1,022,532 1.00 12.44 14.46

建具 475,790 1,049,660 0.45 5.79 14.85

その他工事 325,540 79,298 4.11 3.96 1.12

建築設備 210,766 154,423 1.37 2.56 2.18

合 計 8,218,231 7,069,867 1.16 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先

4酪 農舎 5群 馬県

伊勢崎市

屋根 1,357,484 1,357,484 1.00 23.36 28.70

基礎 696,689 523,105 1.33 11.99 11.06

外壁 1,022,968 584,595 1.75 17.61 12.36

柱 544,582 324,807 1.68 9.37 6.87

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 50,309 43,248 1.16 0.87 0.91

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,297,466 1,297,466 1.00 22.33 27.43

建具 160,344 266,260 0.60 2.76 5.63

その他工事 458,967 111,799 4.11 7.90 2.36

建築設備 221,100 221,100 1.00 3.81 4.67

合 計 5,809,909 4,729,864 1.23 100.00 100.00

6千 葉県

千葉市

屋根 1,853,567 1,853,567 1.00 20.27 22.91

基礎 993,460 760,379 1.31 10.87 9.40

外壁 1,257,109 718,348 1.75 13.75 8.88

柱 1,780,586 1,058,417 1.68 19.47 13.08

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,872,290 1,872,290 1.00 20.48 23.14

建具 683,959 1,578,073 0.43 7.48 19.50

その他工事 596,076 145,198 4.11 6.52 1.79

建築設備 106,000 106,000 1.00 1.16 1.31

合 計 9,143,047 8,092,272 1.13 100.00 100.00

7神 奈川県

平塚市

屋根 11 ,665,033 1,665,033 1.00 18.88 23.54

基礎 796,253 615,155 1.29 9.03 8.70

外壁 1,454,969 831,411 1.75 16.50 11.76

柱 1,105,600 654,515 1.69 12.54 9.25

造作 331,680 196,354 1.69 3.76 2.78

内壁 758,441 650,092 1.17 8.60 9.19

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,083,488 1,083,488 1.00 12.29 15.32

建具 678,838 1,112,233 0.61 7.70 15.73

その他工事 719,082 100,830 7.13 8.16 1.43

建築設備 223,331 163,628 1.37 2.53 2.31

合 計 8,816,715 7,072,739 1.25 100.00 100.00

8富 山県

氷見市

屋根 3,528,968 3,528,968 1.00 20.72 25.06

基礎 1,712,818 1,332,559 1.29 10.06 9.46

外壁 1,874,842 1,118,457 1.68 11.01 7.94

柱 3,428,117 2,036,865 1.68 20.13 14.46

造作 1,028,352 610,894 1.68 6.04 4.34

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 5,188,880 5,188,880 1.00 30.47 36.84

建具 ERR 0.00 0.00

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 267,400 267,400 1.00 1.57 1.90

合 計 17,029,377 14,084,023 1.21 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
4酪 農舎 9長 野県

長野市

屋根 967,695 967,695 1.00 26.08 27.49

基礎 456,562 337,540 1.35 12.30 9.59

外壁 344,832 196,879 1.75 9.29 5.59

柱 415,516 247,804 1.68 11.20 7.04

造作 124,548 191,586 0.65 3.36 5.44

内壁 500,195 428,688 1.17 13.48 12.18

天井 ERR 0.00 0.00

床 411,635 411,635 1.00 11.09 11.69

建具 389,877 638,857 0.61 10.51 18.15

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 99,850 99,850 1.00 2.69 2.84

合 計 3,710,710 3,520,534 1.05 100.00 100.00

10静 岡県

富士宮市

屋根 767,346 767,346 1.00 32.46 40.49

基礎 421,915 311,937 1.35 17.85 16.46

外壁 464,707 265,546 1.75 19.66 14.01

柱 394,721 235,452 1.68 16.70 12.42

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 314,937 314,937 100 13.32 16.62

建具 ERR 0.00 0.00

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 ERR 0.00 0.00

合 計 2,363,626 1,895,218 1.25 100.00 100.00

11滋 賀県

大津市

屋根 954,370 954,370 1.00 29.35 34.60

基礎 400,140 306,090 1.31 12.31 11.10

外壁 705,280 402,990 1.75 21.69 14.61

柱 254,600 150,860 1.69 7.83 5.47

造作 76,380 75,430 1.01 2.35 2.73

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 665,000 665,000 1.00 20.45 24.11

建具 11,400 19,000 0.60 0.35 0.69

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 184,600 184,600 1.00 5.68 6.69

合 計 3,251,770 2,758,340 1.18 100.00 100.00
12奈 良県

榛原町

屋根 2,404,987 2,404,987 1.00 23.72 28.20

基礎 900,874 689,515 1.31 8.88 8.09

外壁 1,091,443 623,682 1.75 10.76 7.31

柱 2,444,486 1,462,187 1.67 24.11 17.15

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 20,442 17,670 1.16 0.20 0.21

天井 10,048 10,048 1.00 0.10 0.12

床 1,212,715 1,212,715 1.00 11.96 14.22

建具 789,997 1,742,844 0.45 7.79 20.44

その他工事 938,987 131,666 7.13 9.26 1.54

建築設備 325,700 232,148 1.40 3.21 2.72

合 計 10,139,679 8,527,462 1.19 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

4酪 農舎 13島 根県

大田市

屋根 420,114 420,114 1.00 17.93 20.75

基礎 268,097 212,956 1.26 11.44 10.52

外壁 489,453 279,687 1.75 20.89 13.81

柱 349,311 208,287 1.68 14.91 10.29

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 569,789 569,789 1.00 24.32 28.14

建具 137,017 224,493 0.61 5.85 11.09

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 109,400 109,400 1.00 4.67 5.40

合 計 2,343,181 2,024,726 1.16 100.00 100.00

14広 島県

広島市

屋根 1,961,998 1,961,998 1.00 22.60 29.51

基礎 847,125 635,980 1.33 9.76 9.56

外壁 745,368 426,106 1.75 8.59 6.41

柱 1,399,791 834,723 1.68 16.12 12.55

造作 419,746 250,258 1.68 4.84 3.76

内壁 54,376 46,744 1.16 0.63 0.70

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,558,151 1,558,151 1.00 17.95 23.43

建具 308,132 511,645 0.60 3.55 7.69

その他工事 1,120,278 157,087 7.13 12.90 2.36

建築設備 266,420 266,420 1.00 3.07 4.01

合 計 8,681,385 6,649,112 1.31 100.00 100.00

15香 川県

善通寺市

屋根 1,071,779 1,071,779 1.00 25.50 27.79

基礎 256,713 196,484 1.31 6.11 5.10

外壁 502,730 287,157 1.75 11.96 7.45

柱 160,610 95,444 1.68 3.82 2.47

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 1,221,035 1,046,601 1.17 29.05 27.14

天井 ERR 0.00 0.00

床 725,709 725,709 1.00 17.27 18.82

建具 168,838 372,399 0.45 4.02 9.66

その他工事 46,076 11,190 4.12 1.10 0.29

建築設備 49,600 49,600 1.00 1.18 1.29

合 計 4,203,090 3,856,363 1.09 100.00 100.00

16高 知県

安芸市

屋根 575,883 575,883 1.00 24.14 28.98

基礎 321,690 237,837 1.35 13.48 11.97

外壁 250,796 143,312 1.75 10.51 7.21

柱 422,730 251,559 1.68 17.72 12.66

造作 126,819 75,467 1.68 5.31 3.80

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 339,570 339,570 1.00 14.23 17.09

建具 160,776 286,209 0.56 6.74 14.40

その他工事 108,108 26,334 4.11 4.53 1.33

建築設備 79,695 51,282 1.55 3.34 2.58

合 計 2,386,067 1,987,453 1.20 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数
部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
4酪 農舎 17佐 賀県

伊万里市

屋根 3,473,956 3,473,956 1.00 42.85 46.15

基礎 504,938 413,738 1.22 6.23 5.50

外壁 105,102 60,058 1.75 1.30 0.80

柱 711,251 424,304 1.68 8.77 5.64

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 2,724,890 2,724,890 1.00 33.61 36.20

建具 61,770 61,770 1.00 0.76 0.82

その他工事 207,981 50,605 4.11 2.57 0.67

建築設備 318,000 318,000 1.00 3.92 4.22

合 計 8,107,888 7,527,321 1.08 100.00 100.00
18熊 本県

熊本市

屋根 3,598,283 3,598,283 1.00 29.85 33.76

基礎 1,213,079 928,472 1.31 10.06 8.71

外壁 1,469,692 839,824 1.75 12.19 7.88

柱 1,770,888 1,056,001 1.68 14.69 9.91

造作 530,851 316,748 1.68 4.40 2.97

内壁 130,639 111,976 1.17 1.08 1.05

天井 137,378 137,378 1.00 1.14 1.29

床 1,778,146 1,778,146 1.00 14.75 16.69

建具 649,567 1,498,723 0.43 5.39 14.06

その他工事 363,923 88,648 4.11 3.02 0.83

建築設備 413,172 302,751 1.37 3.43 2.84

合 計 12,055,618 10,656,950 1.13 100.00 100.00
19宮 崎県

宮崎市

屋根 3,720,907 3,720,907 1.00 35.57 44.42

基礎 657,133 489,377 1.34 6.28 5.84

外壁 905,027 517,158 1.75 8.65 6.17

柱 543,159 323,046 1.68 5.19 3.86

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00

天井 ERR 0.00 0.00

床 1,246,595 1,246,595 1.00 11.92 14.88

建具 971,275 1,612,381 0.60 9.28 19.25

その他工事 2,056,881 203,016 10.13 19.66 2.42
建築設備 359,731 263,565 1.37 3.44 3.15

合 計 10,460,708 8,376,045 1.25 100.00 100.00
20沖 縄県

沖縄市

屋根 3,006,198 3,006,198 1.00 11.70 13.59

基礎 2,624,721 1,996,530 1.32 10.22 9.02

外壁 6,627,457 3,776,061 1.76 25.80 17.07

柱 10,853,411 10,769,790 1.01 42.25 48.68

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 ERR 0.00 0.00
天井 ERR 0.00 0.00
床 2,467,155 2,467,155 1.00 9.61 11.15

建具 ERR 0.00 0.00

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 107,200 107,200 1.00 0.42 0.48

合 計 25,686,142 22,122,934 1.16 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

4酪 農舎

平 均

屋根 2,078,050 2,078,050 1.00 24.10 28.15

基礎 814,761 621,763 1.31 9.45 8.42

外壁 1,155,103 660,403 1.75 13.40 8.95

柱 1,568,390 1,157,844 1.36 18.19 15.68

造作 203,719 130,030 1.57 2.36 1.76

内壁 252,445 216,409 1.17 2.93 2.93

天井 16,241 16,241 1.00 0.19 0.22

床 1,459,967 1,459,967 1.00 16.93 19.78

建具 412,993 773,949 0.53 4.79 10.48

その他工事 446,994 77,581 5.76 5.18 1.05

建築設備 212,438 190,208 1.12 2.46 2.58

合 計 8,621,101 7,382,445 1.17 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比
統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先

5団 体旅館 1岩 手県

大船渡市

屋根 2,020,915 2,403,725 0.84 6.34 6.91

基礎 803,900 808,685 0.99 2.52 2.32

外壁 3,037,487 3,709,531 0.82 9.53 10.66

柱 2,675,413 3,233,677 0.83 8.40 9.29

造作 1,526,453 1,759,860 0.87 4.79 5.06

内壁 3,495,796 4,544,268 0.77 10.97 13.06

天井 3,094,909 3,094,909 1.00 9.71 8.89

床 4,578,828 4,578,828 1.00 14.37 13.16

建具 3,765,357 4,274,175 0.88 11.82 12.28

その他工事 1,701,376 1,228,180 1.39 5.34 3.53

建築設備 5,159,235 5,159,235 1.00 16.19 14.83

合 計 31,859,669 34,795,073 0.92 100.00 100.00
2宮 城県

仙台市

屋根 2,699,257 3,094,699 0.87 6.61 6.65

基礎 1,441,459 1,444,095 1.00 3.53 3.10

外壁 3,525,662 4,309,143 0.82 8.63 9.26

柱 2,019,638 2,432,175 0.83 4.95 5.23

造作 1,248,732 1,495,867 0.84 3.06 3.21

内壁 10,156,230 13,203,099 0.77 24.87 28.37

天井 5,671,529 5,671,529 1.00 13.89 12.19

床 4,105,051 4,105,051 1.00 10.05 8.82

建具 2,133,291 2,105,241 1.01 5.22 4.52

その他工事 3,470,528 4,437,788 0.78 8.50 9.54

建築設備 4,370,632 4,240,052 1.03 10.70 9.11

合 計 40,842,009 46,538,739 0.88 100.00 100.00

3山 形県

酒 田市

屋根 3,829,279 4,341,961 0.88 15.13 14.38

基礎 1,625,535 1,629,135 1.00 6.42 5.39

外壁 1,145,994 1,400,825 0.82 4.53 4.64

柱 4,823,439 6,237,685 0.77 19.06 20.65

造作 3,135,235 4,054,495 0.77 12.39 13.42

内壁 5,948,855 7,732,333 0.77 23.51 25.60

天井 1,104,992 1,104,992 1.00 4.37 3.66

床 1,391,120 1,391,120 1.00 5.50 4.61

建具 2,108,633 2,118,067 1.00 8.33 7.01

その他工事 ERR 0.00 0.00

建築設備 193,500 193,500 1.00 0.76 0.64

合 計 25,306,582 30,204,113 0.84 100.00 100.00

4茨 城県

土浦市

屋根 162,120 194,415 0.83 7.57 7.77

基礎 72,340 72,771 0.99 3.38 2.91

外壁 145,112 177,407 0.82 6.77 7.09

柱 233,600 280,363 0.83 10.90 11.21

造作 116,778 140,160 0.83 5.45 5.60

内壁 210,994 274,292 0.77 9.85 10.97

天井 109,803 109,803 1.00 5.12 4.39

床 341,250 341,250 1.00 15.93 13.64

建具 245,011 257,068 0.95 11.44 10.28

その他工事 199,367 254,915 0.78 9.31 10.19

建築設備 306,156 398,735 0.77 14.29 15.94

合 計 2,142,531 2,501,179 0.86 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

5団 体旅館 5神 奈川県

鎌倉市

屋根 1,389,088 1,645,693 0.84 14.42 15.01

基礎 458,467 460,178 1.00 4.76 4.20

外壁 1,247,100 1,524,233 0.82 12.95 13.90

柱 814,293 987,073 0.83 8.46 9.00

造作 405,778 399,619 1.02 4.21 3.64

内壁 1,423,986 1,850,977 0.77 14.79 16.88

天井 598,916 598,916 1.00 6.22 5.46

床 910,776 910,776 1.00 9.46 8.31

建具 1,014,445 999,048 1.02 10.53 9.11

その他工事 792,054 1,012,734 0.78 8.22 9.24

建築設備 575,050 575,050 1.00 5.97 5.24

合 計 9,629,953 10,964,297 0.88 100.00 100.00

6富 山県

富山市

屋根. 1,559,571 1,714,086 0.91 9.43 9.34

基礎 380,106 382,167 1.00 2.30 2.08

外壁 694,253 848,761 0.82 4.20 4.63

柱 1,676,921 2,068,340 0.81 10.14 11.27

造作 838,460 1,034,170 0.81 5.07 5.64

内壁 3,930,670 5,109,872 0.77 23.76 27.85

天井 978,547 978,547 1.00 5.92 5.33

床 1,822,158 1,822,158 1.00 11.02 9.93

建具 1,402,928 1,592,457 0.88 8.48 8.68

その他工事 1,353,485 1,219,579 1.11 8.18 6.65

建築設備 1,904,150 1,575,174 1.21 11.51 8.59

合 計 16,541,249 18,345,311 0.90 100.00 100.00

7長 野県

軽井沢町

屋根 3,162,482 3,558,122 0.89 7.22 7.41

基礎 1,512,224 1,515,740 1.00 3.45 3.16

外壁 6,717,088 8,207,332 0.82 15.35 17.09

柱 2,048,536 2,474,948 0.83 4.68 5.15

造作 1,580,362 1,794,007 0.88 3.61 3.74

内壁 7,282,413 9,462,829 0.77 16.64 19.71

天井 2,837,178 2,837,178 1.00 6.48 5.91

床 4,345,446 4,345,446 1.00 9.93 9.05

建具 3,951,564 4,485,238 0.88 9.03 9.34

その他工事 4,303,244 3,383,161 1.27 9.83 7.05

建築設備 6,032,598 5,953,470 1.01 13.78 12.40

合 計 43,773,135 48,017,471 0.91 100.00 100.00

8岐 阜県

加子母村

屋根 1,191,844 1,497,969 0.80 3.96 4.45

基礎 684,605 688,316 1.00 2.27 2.04

外壁 2,743,913 3,354,029 0.82 9.12 9.96

柱 5,024,610 6,259,853 0.80 16.69 18.59

造作 2,791,450 3,477,696 0.80 9.27 10.33

内壁 3,465,901 4,504,921 0.77 11.51 13.38

天井 2,495,863 2,495,863 1.00 8.29 7.41

床 3,638,178 3,638,178 1.00 12.09 10.81

建具 2,914,402 2,897,961 1.01 9.68 8.61

その他工事 2,348,249 2,115,926 1.11 7.80 6.28

建築設備 2,803,164 2,738,829 1.02 9.31 8.13

合 計 30,102,179 33,669,541 0.89 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先

5団 体旅館 9静 岡県

伊東市

屋根 1,245,690 1,432,543 0.87 5.86 5.96

基礎 488,310 491,217 0.99 2.30 2.04

外壁 2,132,292 2,606,135 0.82 10.03 10.84

柱 2,216,769 2,821,042 0.79 10.43 11.73

造作 1,108,384 1,410,521 0.79 5.21 5.87

内壁 4,743,930 6,166,834 0.77 22.31 25.64

天井 1,853,269 1,853,269 1.00 8.72 7.71

床 2,503,221 2,503,221 1.00 11.77 10.41

建具 1,713,208 1,687,342 1.02 8.06 7.02

その他工事 1,807,866 1,629,006 1.11 8.50 6.77

建築設備 1,447,100 1,447,100 1.00 6.81 6.02

合 計 21,260,039 24,048,230 0.88 100.00 100.00

10三 重県

熊野市

屋根 928,438 1,039,513 0.89 22.08 21.72

基礎 248,808 250,289 0.99 5.92 5.23

外壁 213,264 260,656 0.82 5.07 5.45

柱 384,319 468,736 0.82 9.14 9.79

造作 249,770 304,641 0.82 5.94 6.36

内壁 644,975 838,468 0.77 15.34 17.52

天井 367,288 367,288 1.00 8.73 7.67

床 236,960 236,960 1.00 5.64 4.95

建具 439,116 432,452 1.02 10.44 9.03

その他工事 342,851 438,376 0.78 8.15 9.16

建築設備 149,300 149,300 1.00 3.55 3.12

合 計 4,205,089 4,786,679 0.88 100.00 100.00

11滋 賀県

守山市

屋根 1,685,277 1,926,979 0.88 7.40 7.34

基礎 733,635 735,215 1.00 3.22 2.80

外壁 2,061,573 2,519,701 0.82 9.06 9.59

柱 3,114,635 3,981,285 0.78 13.68 15.16

造作 1,557,317 1,990,485 0.78 6.84 7.58

内壁 3,918,175 5,093,263 0.77 17.21 19.39

天井 1,671,786 1,671,786 1.00 7.34 6.37

床 2,947,112 2,947,112 1.00 12.95 11.22

建具 1,873,583 1,845,148 1.02 8.23 7.03

その他工事 1,462,848 1,870,424 0.78 6.43 7.12

建築設備 1,738,123 1,681,252 1.03 7.64 6.40

合 計 22,764,064 26,262,650 0.87 100.00 100.00

12大 阪府

東大阪市

屋根 4,026,273 4,567,343 0.88 8.77 8.56

基礎 1,538,247 1,541,824 1.00 3.35 2.89

外壁 3,570,758 4,363,827 0.82 7.78 8.18

柱 4,094,839 5,095,207 0.80 8.92 9.55

造作 2,047,419 2,547,603 0.80 4.46 4.78

内壁 12,026,646 15,634,640 0.77 26.20 29.32

天井 4,568,347 4,568,347 1.00 9.95 8.57

床 5,152,450 5,152,450 1.00 11.22 9.66

建具 2,484,247 2,495,362 1.00 5.41 4.68

その他工事 2,573,168 3,290,099 0.78 5.61 6.17

建築設備 3,821,018 4,071,110 0.94 8.32 7.63

合 計 45,903,412 153,327,812 0.86 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
5団 体旅館 13兵 庫県

豊岡市

屋根 2,965,045 3,351,790 0.89 10.14 10.75

基礎 1,738,386 1,738,386 1.00 5.95 5.57

外壁 1,500,658 1,834,089 0.82 5.13 5.88

柱 2,547,710 3,175,679 0.80 8.71 10.18

造作 583,205 716,053 0.81 1.99 2.30

内壁 3,999,861 5,199,863 0.77 13.68 16.67

天井 2,395,197 2,395,197 1.00 8.19 7.68

床 4,045,746 4,045,746 1.00 13.84 12.97

建具 1,457,832 1,654,919 0.88 4.99 5.31

その他工事 2,871,090 2,587,040 1.11 9.82 8.29

建築設備 5,132,753 4,495,170 1.14 17.56 14.41

合 計 29,237,483 31,193,932 0.94 100.00 100.00

14広 島県

三次市

屋根 2,434,021 2,791,966 0.87 6.61 6.86

基礎 1,561,467 1,565,098 1.00 4.24 3.84

外壁 4,538,112 5,546,581 0.82 12.32 13.62

柱 3,041,489 3,646,364 0.83 8.26 8.95

造作 1,520,485 1,822,922 0.83 4.13 4.48

内壁 6,732,467 8,750,443 0.77 18.28 21.49

天井 2,789,372 2,789,372 1.00 7.57 6.85

床 4,337,871 4,337,871 1.00 11.78 10.65

建具 3,179,480 3,609,013 0.88 8.63 8.86

その他工事 3,906,262 3,071,059 1.27 10.61 7.54

建築設備 2,789,370 2,789,370 1.00 7.57 6.85

合 計 36,830,396 40,720,059 0.90 100.00 100.00

15山 口県

防府市

屋根 3,615,132 3,973,312 0.91 9.21 9.06

基礎 1,959,849 1,962,101 1.00 4.99 4.47

外壁 4,310,113 5,268,084 0.82 10.98 12.01

柱 3,226,159 3,908,985 0.83 8.22 8.91

造作 2,580,625 3,126,885 0.83 6.58 7.13

内壁 7,206,199 9,368,058 0.77 18.36 21.35

天井 4,975,804 4,975,804 1.00 12.68 11.34

床 5,382,476 5,382,476 1.00 13.71 12.27

建具 2,867,361 3,008,462 0.95 7.31 6.86

その他工事 2,317,574 2,088,285 1.11 5.90 4.76

建築設備 806,500 806,500 1.00 2.05 1.84

合 計 39,247,792 43,868,952 0.90 100.00 100.00

16徳 島県

阿南市

屋根 1,380,535 1,594,481 0.87 6.39 6.95

基礎 1,169,574 1,172,227 1.00 5.42 5.11

外壁 1,289,649 1,576,238 0.82 5.97 6.87

柱 1,581,213 1,921,538 0.82 7.32 8.37

造作 790,441 960,603 0.82 3.66 4.18

内壁 2,973,027 3,864,968 0.77 13.77 16.84

天井 1,987,214 1,987,214 1.00 9.20 8.66

床 3,242,035 3,242,035 1.00 15.01 14.12

建具 2,258,877 2,564,041 0.88 10.46 11.17

その他工事 2,179,269 1,963,664 1.11 10.09 8.55

建築設備 2,741,635 2,108,825 1.30 12.70 9.19

合 計 21,593,469 22,955,834 0.94 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補 正率a/b 統合元 統合先

5団 体旅館 17愛媛県

松山市

屋根 730,360 837,766 0.87 8.39 8.37

基礎 240,505 241,909 0.99 2.76 2.42

外壁 1,139,767 1,393,048 0.82 13.10 13.91

柱 564,688 677,149 0.83 6.49 6.76

造作 282,344 338,504 0.83 3.24 3.38

内壁 1,133,449 1,473,498 077 13.03 14.71

天井 1,274,551 1,274,551 1.00 14.65 12.73

床 752,122 752,122 1.00 8.64 7.51

建具 697,928 792,136 0.88 8.02 7.91

その他工事 650,052 831,168 0.78 7.47 8.30

建築設備 1,235,244 1,402,320 0.88 14.20 14.00

合 計 8,701,010 10,014,171 0.87 100.00 100.00

18大 分県

竹 田市

屋根 1,204,050 1,361,100 0.89 14.60 14.56

基礎 369,381 371,580 0.99 4.48 3.97

外壁 772,686 944,394 0.82 9.37 10.10

柱 547,581 654,375 0.84 6.64 7.00

造作 355,875 425,291 0.84 4.32 4.55

内壁 1,896,431 2,465,266 0.77 23.00 26.37

天井 517,427 517,427 1.00 6.27 5.53

床 777,397 777,397 1.00 9.43 8.31

建具 713,007 809,331 0.88 8.65 8.66

その他工事 687,879 619,824 1.11 8.34 6.63

建築設備 404,300 404,300 1.00 4.90 4.32

合 計 8,246,014 9,350,285 0.88 100.00 100.00

19鹿 児島県

指宿市

屋根 1,128,036 1,291,836 0.87 7.65 7.70

基礎 433,851 434,725 1.00 2.94 2.59

外壁 1,046,354 1,279,168 0.82 7.09 7.63

柱 1,021,675 1,246,190 0.82 6.93 7.43

造作 523,504 614,796 0.85 3.55 367

内壁 2,901,225 3,771,549 0.77 19.67 22.49

天井 1,188,096 1,188,096 1.00 8.05 7.08

床 1,942,012 1,942,012 1.00 13.16 11.58

建具 1,338,573 1,519,408 0.88 9.07 9.06

その他工事 910,072 1,163,635 0.78 6.17 6.94

建築設備 2,319,423 2,319,423 1.00 15.72 13.83

合 計 14,752,821 16,770,838 0.88 100.00 100.00

20沖 縄県

座間味村

屋根 4,867,890 5,502,832 0.89 6.71 6.70

基礎 2,127,914 2,127,914 1.00 2.93 2.59

外壁 8,495,150 10,382,961 0.82 11.71 12.64

柱 5,951,372 7,179,403 0.83 8.20 8.74

造作 2,804,067 3,183,536 0.88 3.87 3.88

内壁 17,403,140 22,624,177 0.77 23.99 27.54

天井 4,098,838 4,098,838 1.00 5.65 4.99

床 11,599,551 11,599,551 1.00 15.99 14.12

建具 7,011,597 7,959,317 0.88 9.67 9.69

その他工事 6,890,510 6,208,801 1.11 9.50 7.56

建築設備 1,284,900 1,284,900 1.00 1.77 1.56

合計 72,534,929 82,152,230 0.88 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
5団 体旅館

平 均

屋根 2,111,265 2,406,107 0.88 8.04 8.15

基礎 979,428 981,679 1.00 3.73 3.32

外壁 2,516,349 3,075,307 0.82 9.58 10.42

柱 2,380,445 2,937,503 0.81 9.06 9.95

造作 1,302,334 1,579,886 0.82 4.96 5.35

内壁 5,074,719 6,596,681 0.77 19.31 22.34

天井 2,228,946 2,228,946 1.00 8.48 7.55

床 3,202,588 3,202,588 1.00 12.19 1085

建具 2,178,522 2,355,309 0.93 8.29 7.98

その他工事 2,038,387 1,970,683 1.03 7.76 6.67

建築設備 2,260,708 2,189,681 1.03 8.60 7.42

合計 26,273,691 29,524,370 0.89 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
6簡 易旅館 1北 海道

富良野市

屋根 1,585,647 1,585,647 1.00 7.33 7.32

基礎 1,590,714 1,590,714 1.00 7.35 7.34

外壁 2,515,750 2,515,750 1.00 11.62 11.61

柱 1,107,478 1,107,478 1.00 5.12 511

造作 440,010 448,357 0.98 2.03 2.07

内壁 3,769,600 3,769,600 1.00 17.42 17.39

天井 1,825,923 1,825,923 1.00 8.44 8.43

床 2,875,270 2,875,270 1.00 13.29 13.27

建具 1,100,025 1,121,489 0.98 5.08 5.18

その他工事 688,634 688,634 1.00 3.18 3.18

建築設備 4,141,957 4,141,957 1.00 19.14 19.11

合 計 21,641,008 21,670,819 1.00 100.00 100.00

2青 森県

弘前市

屋根 1,272,344 1,513,335 0.84 5.79 6.79

基礎 1,047,713 1,038,759 1.01 4.76 4.66

外壁 2,181,750 2,181,750 1.00 9.92 9.80

柱 1,637,767 1,637,767 1.00 7.45 7.35

造作 706,014 719,686 0.98 3.21 3.23

内壁 4,641,891 4,641,891 1.00 21.11 20.84

天井 1,596,750 1,596,750 1.00 7.26 7.17

床 2,671,916 2,671,916 1.00 12.15 12.00

建具 1,765,181 1,799,507 0.98 8.03 8.08

その他工事 1,007,968 1,007,968 1.00 4.58 4.53

建築設備 3,464,289 3,464,289 1.00 15.75 15.55

合 計 21,993,583 22,273,618 0.99 100.00 100.00

3宮 城県

石巻市

屋根 2,191,668 2,582,606 0.85 7.03 8.40

基礎 841,724 831,588 1.01 2.70 2.70

外壁 2,533,860 2,533,860 1.00 8.13 8.24

柱 2,227,866 2,227,866 1.00 7.15 7.24

造作 585,442 597,025 0.98 1.88 1.94

内壁 5,740,520 5,740,520 1.00 18.43 18.67

天井 1,990,890 1,990,890 1.00 6.39 6.47

床 4,162,770 4,162,770 1.00 13.36 13.54

建具 1,464,329 1,492,805 0.98 4.70 4.85

その他工事 1,114,898 1,114,898 1.00 3.58 3.63

建築設備 8,300,156 7,479,668 1.11 26.64 24.32

合 計 31,154,123 30,754,496 1.01 100.00 100.00

4福 島県

福島市

屋根 2,407,822 2,784,029 0.87 7.04 8.05

基礎 987,313 978,047 1.01 2.89 2.83

外壁 2,432,377 2,432,377 1.00 7.12 7.03

柱 1,589,153 1,589,153 1.00 4.65 4.60

造作 646,780 649,560 1.00 1.89 1.88

内壁 8,711,154 8,711,154 1.00 25.48 25.19

天井 3,201,934 3,201,934 1.00 9.37 9.26

床 4,078,517 4,078,517 1.00 11.93 11.79

建具 1,595,639 1,626,681 0.98 4.67 4.70

その他工事 1,070,246 1,070,246 1.00 3.13 3.09

建築設備 7,462,168 7,462,168 1.00 21.83 21.58

合 計 34,183,103 34,583,866 0.99 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

6簡 易旅館 5群 馬県

伊勢崎市

屋根 1,381,335 1,518,192 0.91 19.66 21.19

基礎 359,402 355,242 1.01 5.12 4.96

外壁 737,344 737,344 1.00 10.50 10.29

柱 412,612 412,612 1.00 5.87 5.76

造作 288,821 288,821 1.00 4.11 4.03

内壁 1,494,543 1,494,543 1.00 21.27 20.86

天井 456,990 456,990 1.00 6.50 6.38

床 519,688 519,688 1.00 7.40 7.25

建具 438,231 445,676 0.98 6.24 6.22

その他工事 177,000 177,000 1.00 2.52 2.47

建築設備 759,460 759,460 1.00 10.81 10.60

合 計 7,025,426 7,165,568 0.98 100.00 100.00

6埼 玉県

蕨市

屋根 1,345,257 1,476,289 0.91 12.63 13.55

基礎 474,932 470,564 1.01 4.46 4.32

外壁 1,178,364 1,178,364 1.00 11.06 10.81

柱 1,083,539 1,083,539 1.00 10.17 9.94

造作 545,850 549,643 0.99 5.12 5.04

内壁 1,762,030 1,762,030 1.00 16.54 16.17

天井 509,988 509,988 1.00 4.79 4.68

床 941,818 941,818 1.00 8.84 8.64

建具 942,508 960,898 0.98 8.85 8.82

その他工事 265,511 265,511 1.00 2.49 2.44

建築設備 1,601,611 1,697,012 0.94 15.04 1558

合 計 10,651,408 10,895,656 0.98 100.00 100.00

7千 葉県

千葉市

屋根 1,485,040 1,700,680 0.87 8.46 9.54

基礎 491,659 485,908 1.01 2.80 2.73

外壁 1,308,020 1,308,020 1.00 7.45 7.34

柱 1,576,906 1,576,906 1.00 8.98 8.85

造作 918,695 936,620 0.98 5.23 5.25

内壁 3,349,876 3,349,876 1.00 19.08 18.79

天井 1,288,414 1,288,414 1.00 7.34 7.23

床 2,458,349 2,458,349 1.00 14.00 13.79

建具 2,296,738 2,341,552 0.98 13.08 13.14

その他工事 647,007 647,007 1.00 3.69 3.63

建築設備 1,733,200 1,733,200 1.00 9.87 9.72

合 計 17,553,904 17,826,532 0.99 100.00 100.00

8新 潟県

新潟市

屋根 1,741,207 1,987,837 0.88 15.39 17.20

基礎 1,046,368 1,037,490 1.01 9.25 8.98

外壁 1,172,807 1,172,807 1.00 10.37 10.15

柱 601,612 601,612 1.00 5.32 5.20

造作 134,824 137,455 0.98 1.19 1.19

内壁 2,158,012 2,158,012 1.00 19.08 18.67

天井 742,685 742,685 1.00 6.57 6.42

床 1,217,036 1,217,036 1.00 10.76 10.53

建具 337,061 343,637 0.98 2.98 2.97

その他工事 379,810 379,810 1.00 3.36 3.29

建築設備 1,781,000 1,781,000 1.00 15.74 15.41

合 計 11,312,422 11,559,381 0.98 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
6簡 易旅館 9山 梨県

富士吉田市

屋根 768,808 905,444 0.85 6.35 7.38

基礎 360,223 356,911 1.01 2.97 2.91

外壁 591,263 591,263 1.00 4.88 4.82

柱 836,381 836,381 1.00 6.91 6.82

造作 503,484 512,097 0.98 4.16 4.17

内壁 2,225,932 2,225,932 1.00 18.38 18.14

天井 562,611 562,611 1.00 4.65 4.58

床 1,768,655 1,768,655 1.00 14.61 14.41

建具 1,258,712 1,280,242 0.98 10.39 10.43

その他工事 382,582 382,582 1.00 3.16 3.12

建築設備 2,850,200 2,850,200 1.00 23.54 23.22

合 計 12,108,851 12,272,318 0.99 100.00 100.00

10長 野県

茅野市

屋根 665,277 752,052 0.89 8.49 9.47

基礎 310,677 307,820 1.01 3.97 3.88

外壁 995,754 995,754 1.00 12.71 12.54

柱 606,145 606,145 1.00 7.74 7.64

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 1,413,128 1,413,128 1.00 18.04 17.80

天井 524,668 524,668 1.00 6.70 6.61

床 1,227,989 1,227,989 1.00 15.67 15.47

建具 1,063,868 1,084,626 0.98 13.58 13.66

その他工事 299,699 299,699 1.00 3.83 3.78

建築設備 726,900 726,900 1.00 9.28 9.16

合 計 7,834,105 7,938,781 0.99 100.00 100.00

11静岡県

浜松市

屋根 1,048,282 1,185,015 0.89 9.39 10.35

基礎 465,775 461,527 1.01 4.17 4.03

外壁 1,187,358 1,187,358 1.00 10.63 10.37

柱 1,468,038 1,468,038 1.00 13.14 12.82

造作 733,941 733,941 1.00 6.57 6.41

内壁 1,814,759 1,814,759 1.00 16.25 15.85

天井 922,878 922,878 1.00 8.26 8.06

床 1,245,301 1,245,301 1.00 11.15 10.88

建具 892,504 909,638 0.98 7.99 7.95

その他工事 188,469 188,469 1.00 1.69 1.65

建築設備 1,200,927 1,330,208 0.90 10.75 11.62

合 計 11,168,232 11,447,132 0.98 100.00 100.00
12滋 賀県

長浜市

屋根 341,343 392,522 0.87 11.10 12.39

基礎 152,600 150,815 1.01 4.96 4.76

外壁 283,961 283,961 1.00 9.23 8.96

柱 196,774 196,774 1.00 6.40 6.21

造作 127,880 127,880 1.00 4.16 4.04

内壁 649,845 649,845 1.00 21.13 20.51

天井 266,604 266,604 1.00 8.67 8.41

床 252,772 252,772 1.00 8.22 7.98

建具 255,672 260,580 0.98 8.31 8.22

その他工事 103,072 103,072 1.00 3.35 3.25

建築設備 444,781 483,601 0.92 14.46 15.26

合 計 3,075,304 3,168,426 0.97 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
6簡 易旅館 13兵 庫県

姫路市

屋根 995,877 1,125,774 0.89 7.76 8.71

基礎 364,096 360,728 1.01 2.84 2.79

外壁 1,463,227 1,463,227 1.00 11.40 11.32

柱 1,183,333 1,183,333 1.00 9.22 9.16

造作 238,573 194,074 1.23 1.86 1.50

内壁 3,077,339 3,077,339 1.00 23.98 23.81

天井 1,360,767 1,360,767 1.00 10.60 10.53

床 1,674,316 1,674,316 1.00 13.05 12.96

建具 596,808 606,904 0.98 4.65 4.70

その他工事 431,900 431,900 1.00 3.37 3.34

建築設備 1,445,670 1,445,670 1.00 11.27 11.19

合 計 12,831,906 12,924,032 099 100.00 100.00

14和歌山県

橋本市

屋根 1,232,487 1,393,246 0.89 7.29 8.25

基礎 366,356 362,200 1.01 2.17 2.15

外壁 1,455,581 1,455,581 1.00 8.61 8.62

柱 1,997,569 1,997,569 1.00 11.82 11.83

造作 1,269,232 1,274,044 1.00 7.51 7.55

内壁 2,885,354 2,885,354 1.00 17.07 17.09

天井 1,040,232 1,040,232 1.00 6.15 6.16

床 1,846,871 1,846,871 1.00 10.93 10.94

建具 1,793,504 1,793,504 1.00 10.61 10.62

その他工事 505,243 505,243 1.00 2.99 2.99

建築設備 2,509,554 2,328,396 1.08 14.85 13.79

合 計 16,901,983 16,882,240 1.00 100.00 100.00

15岡 山県

笠岡市

屋根 1,136,094 1,373,312 0.83 8.50 10.08

基礎 ERR 0.00 0.00

外壁 1,721,530 1,721,530 1.00 12.88 12.63

柱 815,843 815,843 1.00 6.11 5.99

造作 611,811 611,811 1.00 4.58 4.49

内壁 2,914,719 2,914,719 1.00 21.82 21.39

天井 948,146 948,146 1.00 7.10 6.96

床 1,081,318 1,081,318 1.00 8.09 7.94

建具 1,425,914 1,453,737 098 10.67 10.67

その他工事 502,113 502,113 1.00 3.76 3.69

建築設備 2,203,310 2,203,310 1.00 16.49 16.17

合 計 13,360,798 13,625,839 0.98 100.00 100.00

16徳 島県

鳴門市

屋根 1,207,130 1,334,375 0.91 17.28 18.73

基礎 208,427 205,373 1.02 2.98 2.88

外壁 619,767 619,767 1.00 8.87 8.70

柱 509,234 509,234 1.00 7.29 7.15

造作 338,132 339,574 1.00 4.84 4.77

内壁 1,178,288 1,178,288 1.00 16.87 16.54

天井 440,437 440,437 1.00 6.31 6.18

床 787,985 787,985 1.00 11.28 11.06

建具 695,606 709,179 0.98 9.96 9.96

その他工事 195,957 195,957 1.00 2.81 2.75

建築設備 803,613 803,613 1.00 11.51 11.28

合 計 6,984,576 7,123,782 0.98 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
6簡 易旅館 17高 知県

高知市

屋根 639,387 738,413 0.87 11.04 12.38

基礎 318,376 315,448 1.01 5.50 5.29

外壁 486,201 486,201 1.00 8.40 8.15

柱 333,746 333,746 1.00 5.76 5.60

造作 204,053 208,005 0.98 3.52 3.49

内壁 1,002,483 1,002,483 1.00 17.32 16.81

天井 315,082 315,082 1.00 5.44 5.28

床 615,747 615,747 1.00 10.64 10.33

建具 510,134 520,088 0.98 8.81 8.72

その他工事 169,068 169,068 1.00 2.92 2.84

建築設備 1,194,964 1,258,639 0.95 20.64 21.11

合 計 5,789,241 5,962,920 0.97 100.00 100.00

18佐 賀県

伊万里市

屋根 324,527 371,651 0.87 12.01 13.66

基礎 320,757 288,998 1.11 11.87 10.62

外壁 164,191 164,191 1.00 6.08 6.03

柱 146,655 146,655 1.00 5.43 5.39

造作 234,192 238,761 0.98 8.67 8.77

内壁 29,102 29,102 1.00 1.08 1.07

天井 597,389 597,389 1.00 22.12 21.95

床 124,892 124,892 1.00 4.62 4.59

建具 235,819 235,819 1.00 873 867

その他工事 46,181 46,181 1.00 1.71 1.70

建築設備 477,550 477,550 100 17.68 17.55

合 計 2,701,255 2,721,189 0.99 100.00 100.00

19熊 本県

熊本市

屋根 2,835,161 3,142,196 0.90 7.93 8.87

基礎 700,039 691,852 1.01 1.96 1.95

外壁 4,643,932 4,643,932 1.00 13.00 13.10

柱 2,894,983 2,894,983 1.00 8.10 8.17

造作 1,351,573 1,395,172 0.97 3.78 3.94

内壁 7,132,405 7,132,405 1.00 19.96 20.13

天井 3,623,296 3,623,296 1.00 10.14 10.22

床 4,741,926 4,741,926 1.00 13.27 13.38

建具 3,404,886 3,471,322 0.98 9.53 9.80

その他工事 959,181 959,151 1.00 2.68 2.71

建築設備 3,447,179 2,741,288 1.26 9.65 7.74

合 計 35,734,561 35,437,523 1.01 100.00 100.00

20宮 崎県

日向市

屋根 1,103,249 1,264,082 0.87 8.29 9.61

基礎 466,058 461,701 1.01 3.50 3.51

外壁 980,446 980,446 1.00 7.37 7.45

柱 1,113,747 1,113,747 1.00 8.37 8.47

造作 723,945 723,945 1.00 5.44 5.50

内壁 2,247,896 2,247,896 1.00 16.89 17.09

天井 1,286,464 1,286,464 1.00 9.67 9.78

床 1,663,986 1,663,986 1.00 12.51 12.65

建具 1,505,332 1,531,081 0.98 11.31 11.64

その他工事 457,541 457,541 1.00 3.44 3.48

建築設備 1,757,665 1,420,946 1.24 13.21 10.80

合 計 13,306,329 13,151,835 1.01 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

6簡 易旅館

平 均

屋根 1,285,397 1,456,335 0.88 8.65 9.73

基礎 543,660 537,584 1.01 3.66 3.59

外壁 1,432,674 1,432,674 1.00 9.64 9.57

柱 1,116,969 1,116,969 1.00 7.51 7.46

造作 530,163 534,324 0.99 3.57 3.57

内壁 2,909,944 2,909,944 1.00 19.58 19.44

天井 1,175,107 1,175,107 1.00 7.90 7.85

床 1,797,856 1,797,856 1.00 12.09 12.01

建具 1,178,924 1,199,448 0.98 7.93 8.01

その他工事 479,604 479,603 1.00 3.23 3.20

建築設備 2,415,308 2,329,454 1.04 16.25 15.56

合 計 14,865,606 14,969,298 0.99 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

7銀 行 1北 海道

函館市

屋根 1,702,798 1,569,504 1.09 16.42 15.12

基礎 296,143 296,143 1.00 2.86 2.85

外壁 1,212,211 1,227,469 0.99 11.69 11.83

柱 566,941 566,941 1.00 5.47 5.46

造作 252,953 257,870 0.98 2.44 2.48

内壁 1,637,756 1,637,756 1.00 15.80 15.78

天井 822,269 822,269 1.00 7.93 7.92

床 1,398,874 1,398,874 1.00 13.49 13.48

建具 632,723 644,930 0.98 6.10 6.21

その他工事 978,245 1,088,446 0.90 9.43 10.49

建築設備 867,600 867,600 1.00 8.37 8.36

合 計 10,368,513 10,377,802 1.00 100.00 100.00

2岩 手県

盛岡市

屋根 1,747,075 1,610,311 1.09 10.87 10.00

基礎 840,789 1,195,133 0.70 5.23 7.42

外壁 1,670,478 1,823,006 0.92 10.39 11.32

柱 1,031,504 1,028,840 1.00 6.42 6.39

造作 597,677 517,750 1.15 3.72 3.21

内壁 2,498,835 2,498,835 1.00 15.54 15.51

天井 1,093,226 1,093,226 1.00 6.80 6.79

床 1,787,705 1,787,705 1.00 11.12 11.10

建具 1,494,194 1,294,376 1.15 9.29 8.04

その他工事 1,769,055 1,710,442 1.03 11.00 10.62

建築設備 1,548,800 1,548,800 1.00 9.63 9.61

合 計 16,079,338 16,108,424 1.00 100.00 100.00

3秋 田県

秋 田市

屋根 1,839,193 1,716,375 1.07 8.05 7.35

基礎 615,964 910,214 0.68 2.70 3.90

外壁 3,546,134 3,868,744 0.92 15.52 16.58

柱 1,578,670 1,578,670 1.00 6.91 6.76

造作 766,414 783,604 0.98 3.35 3.36

内壁 2,219,019 2,219,019 1.00 9.71 9.51

天井 1,348,889 1,348,889 1.00 5.90 5.78

床 2,821,263 2,821,263 1.00 12.35 12.09

建具 1,915,892 1,958,868 0.98 8.38 8.39

その他工事 1,902,426 1,839,394 1.03 8.33 7.88

建築設備 4,295,640 4,295,640 1.00 18.80 18.40

合 計 22,849,504 23,340,680 0.98 100.00 100.00

4山 形県

酒田市

屋根 2,144,408 2,001,208 1.07 13.12 12.01

基礎 617,766 912,880 0.68 3.78 5.48

外壁 1,491,669 1,626,995 0.92 9.13 9.76

柱 864,749 862,609 1.00 5.29 5.18

造作 183,129 187,172 0.98 1.12 1.12

内壁 1,481,680 1,481,680 1.00 9.07 8.89

天井 861,658 861,658 1.00 5.27 5.17

床 1,759,466 1,759,466 1.00 10.77 10.56

建具 1,563,698 1,575,114 0.99 9.57 9.45

その他工事 1,579,191 1,526,868 1.03 9.66 9.16

建築設備 3,796,693 3,868,042 0.98 23.23 23.21

合 計 16,344,107 16,663,692 0.98 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補 正率a/b 統合元 統合先
7銀 行 5福 島県

いわき市

屋根 1,816,832 1,681,500 1.08 15.83 14.41

基礎 531,178 784,925 0.68 4.63 6.73

外壁 1,067,946 1,165,032 0.92 9.30 9.98

柱 419,235 419,235 1.00 3.65 3.59

造作 167,694 167,694 1.00 1.46 1.44

内壁 2,385,373 2,385,373 1.00 2078 20.44

天井 606,346 606,346 1.00 5.28 5.20

床 1,170,327 1,170,327 1.00 10.20 10.03

建具 354,069 362,013 0.98 3.08 3.10

その他工事 976,744 944,382 1.03 8.51 8.09

建築設備 1,983,350 1,983,350 1.00 17.28 17.00

合 計 11,479,094 11,670,177 0.98 100.00 100.00

6茨 城県

日立市

屋根 945,658 890,838 1.06 13.53 12.48

基礎 266,490 383,745 0.69 3.81 5.38

外壁 670,032 730,944 0.92 9.59 10.24

柱 321,480 321,480 1.00 4.60 4.50

造作 243,478 247,878 0.98 3.48 3.47

内壁 817,236 817,236 1.00 11.69 11.45

天井 300,330 300,330 1.00 4.30 4.21

床 664,110 664,110 1.00 9.50 9.30

建具 497,871 509,038 0.98 7.12 7.13

その他工事 674,092 651,758 1.03 9.65 9.13

建築設備 1.588,242 1,620,390 0.98 22.72 22.70

合 計 6,989,019 7,137,747 0.98 100.00 100.00

7神 奈川県

藤沢市

屋根 1,117,800 1,043,150 1.07 17.77 16.21

基礎 168,933 324,064 0.52 2.69 5.04

外壁 769,824 839,808 0.92 12.24 13.05

柱 405,032 401,824 1.01 6.44 6.24

造作 223,462 184,777 1.21 3.55 2.87

内壁 697,604 697,604 1.00 11.09 10.84

天井 313,178 313,178 1.00 4.98 4.87

床 927,676 927,676 1.00 14.75 14.42

建具 520,020 531,684 0.98 8.27 8.26

その他工事 645,408 624,024 1.03 10.26 9.70

建築設備 500,234 546,890 0.92 7.95 8.50

合 計 6,289,171 6,434,679 0.98 100.00 100.00

8石 川県

珠洲市

屋根 1,190,963 1,102,251 1.08 14.85 13.57

基礎 448,842 646,333 0.69 5.60 7.96

外壁 721,421 788,589 0.92 8.99 9.71

柱 667,877 651,085 1.03 8.33 8.02

造作 267,087 195,272 1.37 3.33 2.40

内壁 1,258,871 1,258,871 1.00 15.69 15.50

天井 311,549 311,549 1.00 3.88 3.84

床 920,919 920,919 1.00 11.48 11.34

建具 426,453 369,423 1.15 5.32 4.55

その他工事 609,369 678,016 0.90 7.60 8.35

建築設備 1,197,820 1,197,820 1.00 14.93 14.75

合 計 8,021,171 8,120,128 0.99 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比
統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先

7銀 行 9福 井県

小浜市

屋根 2,496,469 2,339,949 1.07 13.54 12.75

基礎 614,223 907,699 0.68 3.33 4.95

外壁 2,484,184 2,710,460 0.92 13.48 14.77

柱 3,539,422 3,215,398 1.10 19.20 17.52

造作 507,367 432,572 1.17 2.75 2.36

内壁 2,524,416 2,524,416 1.00 13.69 13.75

天井 1,428,945 1,428,945 1.00 7.75 7.79

床 1,859,627 1,859,627 1.00 10.09 10.13

建具 1,268,553 1,081,430 1.17 6.88 5.89

その他工事 1,246,412 1,386,822 0.90 6.76 7.56

建築設備 465,700 465,700 1.00 2.53 2.54

合 計 18,435,318 18,353,018 1.00 100.00 100.00

10長 野県

上 田市

屋根 2,578,463 2,376,616 1.09 12.51 11.29

基礎 733,566 1,083,996 0.68 3.56 5.15

外壁 1,843,261 2,011,468 0.92 8.94 9.56

柱 710,204 710,204 1.00 3.44 3.37

造作 499,946 511,160 0.98 2.42 2.43

内壁 3,214,611 3,214,611 1.00 15.59 15.27

天井 1,195,667 1,195,667 1.00 5.80 5.68

床 2,076,648 2,076,648 1.00 10.07 9.87

建具 3,691,848 3,719,882 0.99 17.91 17.68

その他工事 299,699 299,699 1.00 1.45 1.42

建築設備 3,774,945 3,845,031 0.98 18.31 18.27

合 計 20,618,858 21,044,982 0.98 100.00 100.00

11岐 阜県

高山市

屋根 2,700,692 2,528,444 1.07 7.87 7.20

基礎 677,122 1,000,595 0.68 1.97 2.85

外壁 6,225,664 6,791,572 0.92 18.15 19.35

柱 5,863,537 5,478,353 1.07 17.10 15.61

造作 725,609 741,885 0.98 2.12 2.11

内壁 7,467,677 7,467,677 1.00 21.77 21.28

天井 3,572,780 3,572,780 1.00 10.42 10.18

床 1,274,903 1,274,903 1.00 3.72 3.63

建具 1,814,024 1,854,712 0.98 5.29 5.28

その他工事 1,956,433 2,176,829 0.90 5.70 6.20

建築設備 2,016,788 2,211,753 0.91 5.88 6.30

合 計 34,295,229 35,099,503 0.98 100.00 100.00
12三 重県

伊勢市

屋根 755,751 719,175 1.05 14.81 13.62

基礎 134,919 199,384 0.68 2.64 3.78

外壁 504,843 550,738 0.92 9.89 10.43

柱 341,962 341,962 1.00 6.70 6.48

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 584,305 584,305 1.00 11.45 11.07

天井 296,967 296,967 1.00 5.82 5.63

床 970,452 970,452 1.00 19.02 18.38

建具 328,463 354,380 0.93 6.44 6.71

その他工事 373,818 415,933 0.90 7.33 7.88

建築設備 811254 845,450 0.96 15.90 16.02

合 計 5,102,734 5,278,746 0.97 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正 率a/b 統合元 統合先

7銀 行 13島 根県

羽須美村

屋根 1,348,073 1,258,051 1.07 16.33 14.91

基礎 312,575 450,108 0.69 3.79 5.33

外壁 1,011,992 1,104,515 0.92 12.26 13.09

柱 505,121 503,870 1.00 6.12 5.97

造作 ERR 0.00 0.00

内壁 1,438,845 1,438,845 1.00 17.43 17.05

天井 579,138 579,138 1.00 7.02 6.86

床 373,964 373,964 1.00 4.53 4.43

建具 668,910 683,914 0.98 8.10 8.10

その他工事 931,473 963,981 0.97 11.29 11.42

建築設備 1,083,400 1,083,400 1.00 13.13 12.84

合 計 8,253,491 8,439,786 0.98 100.00 100.00

14広 島県

呉市

屋根 1,729,157 1,619,617 1.07 13.51 12.25

基礎 382,083 564,649 0.68 2.98 4.27

外壁 1,383,803 1,509,643 0.92 10.81 11.42

柱 777,207 776,990 1.00 6.07 5.88

造作 275,804 281,672 0.98 2.15 2.13

内壁 2,586,563 2,586,563 1.00 20.20 19.56

天井 906,525 906,525 1.00 7.08 6.86

床 2,184,701 2,184,701 1.00 17.07 16.52

建具 674,406 689,402 0.98 5.27 5.21

その他工事 884,573 1,006,284 0.88 6.91 7.61

建築設備 1,017,049 1,096,813 0.93 7.94 8.29

合 計 12,801,871 13,222,859 0.97 100.00 100.00

15山 口県

宇部 市

屋根 323,999 302,363 1.07 18.33 16.77

基礎 53,398 75,094 0.71 3.02 4.16

外壁 395,728 431,698 0.92 22.39 23.94

柱 196,346 196,016 1.00 11.11 10.87

造作 78,520 78,400 1.00 4.44 4.35

内壁 112,627 112,627 1.00 6.37 6.25

天井 106,677 106,677 1.00 6.03 5.92

床 220,867 220,867 1.00 12.49 12.25

建具 116,293 119,599 0.97 6.58 6.63

その他工事 99,766 96,460 1.03 5.64 5.35

建築設備 63,600 63,600 1.00 3.60 3.53

合 計 1,767,821 1,803,401 0.98 100.00 100.00

16愛 媛県

松山市

屋根 773,604 736,164 1.05 10.06 9.51

基礎 146,952 217,152 0.68 1.91 2.80

外壁 1,004,608 1,095,962 0.92 13.06 14.15

柱 430,092 420,170 1.02 5.59 5.43

造作 308,880 275,277 1.12 4.02 3.55

内壁 1,023,609 1,023,609 1.00 13.31 13.22

天井 524,347 524,347 1.00 6.82 6.77

床 402,948 402,948 1.00 5.24 5.20

建具 661,377 572,925 1.15 8.60 7.40

その他工事 697,320 721,656 0.97 9.07 9.32

建築設備 1,717,882 1,753,450 0.98 22.33 ,22.64

合 計 7,691,619 17,743,660 0.99 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
7銀 行 17熊 本県

水俣市

屋根 1,490,500 1,395,108 1.07 11.54 10.54

基礎 198,415 293,211 0.68 1.54 2.22

外壁 1,632,090 1,780,540 0.92 12.63 13.46

柱 531,148 528,424 1.01 4.11 3.99

造作 120,529 122,913 0.98 0.93 0.93

内壁 3,250,222 3,250,222 1.00 25.16 24.56

天井 2.230144 2.230144 1.00 17.26 16.85

床 1,496,069 1,496,069 1.00 11.58 11.31

建具 301,665 307,453 0.98 2.34 2.32

その他工事 982,284 1,092,940 0.90 7.60 8.26

建築設備 684,364 735,436 0.93 5.30 5.56

合 計 12,917,430 13,232,460 0.98 100.00 100.00

18大 分県

中津市

屋根 735,217 688,647 1.07 20.41 18.76

基礎 91,457 128,583 0.71 2.54 3.50

外壁 373,527 407,484 0.92 10.37 11.10

柱 140,484 138,867 1.01 3.90 3.78

造作 97,408 99,089 0.98 2.70 2.70

内壁 405,672 405,672 1.00 11.26 11.05

天井 177,029 177,029 1.00 4.91 4.82

床 488,851 488,851 1.00 13.57 13.32

建具 249,147 254,709 0.98 6.92 6.94

その他工事 118,429 134,728 0.88 3.29 3.67

建築設備 724,972 747,157 0.97 20.13 20.35

合 計 3,602,193 3,670,816 0.98 100.00 100.00

19宮 崎県

延岡市

屋根 1,697,039 1,602,029 1.06 12.94 12.06

基礎 737,023 1,089,117 0.68 5.62 8.20

外壁 1,141,232 1,245,044 0.92 8.70 9.37

柱 1,025,963 1,005,564 1.02 7.83 7.57

造作 259,460 224,669 1.16 1.98 1.69

内壁 1,760,751 1,760,751 1.00 13.43 13.26

天井 529,538 529,538 1.00 4.04 3.99

床 1,407,259 1,407,259 1.00 10.73 10.59

建具 648,719 561,953 1.15 4.95 4.23

その他工事 1,391,611 1,345,503 1.03 10.61 10.13

建築設備 2,511,824 2,511,824 1.00 19.16 18.91

合 計 13,110,419 13,283,251 0.99 100.00 100.00

20鹿 児島県

頴 娃町

屋根 1,898,230 1,812,450 1.05 18.96 17.72

基礎 444,712 656,395 0.68 4.44 6.42

外壁 1,782,605 1,945,073 0.92 17.80 19.01

柱 638,804 637,223 1.00 6.38 6.23

造作 300,428 281,453 1.07 3.00 2.75

内壁 863,335 863,335 1.00 8.62 8.44

天井 1,418,534 1,418,534 1.00 14.17 13.87

床 1,504,510 1,504,510 1.00 15.02 14.71

建具 751,070 703,634 1.07 7.50 6.88

その他工事 131,239 126,891 1.03 1.31 1.24

建築設備 280,800 280,800 1.00 2.80 2.74

合 計 10,014,267 10,230,298 0.98 100.00 100.00
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区分 団体名 部分別 部分別再建築費評点数

部分別再建築費評点数

構成比

統合元評点数a 統合先評点数b 補正率a/b 統合元 統合先
7銀 行

平 均

屋根 1,551,596 1,449,688 1.07 12.56 11.54

基礎 415,628 605,971 0.69 3.36 4.82

外壁 1,546,663 1,682,739 0.92 12.52 13.39

柱 1,027,789 989,186 1.04 8.32 7.87

造作 293,792 279,555 1.05 2.38 2.23

内壁 1,911,450 1,911,450 1.00 15.48 15.22

天井 931,187 931,187 1.00 7.54 7.41

床 1,285,557 1,285,557 1.00 10.41 10.23

建具 928,970 907,472 1.02 7.52 7.22

その他工事 912,379 941,553 0.97 7.39 7.49

建築設備 1,546,548 1,578,447 0.98 12.52 12.56

合 計 12,351,559 12,562,805 0.98 100.00 100.00
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2.非 木造家屋の主体構造部等に係る標準量に関する調査研究
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第1章 研究概要

本研究は、固定資産(家 屋)評 価基準の根幹を成す、主体構造部 の施工数量 について、 この実態

に関する調査研究 として継続 して行 っているものであ り、今年度は、鉄骨鉄筋コンクリー ト造(以

下SRC造 とい う)、 鉄筋 コンクリー ト造(以 下RC造 とい う)及 び鉄骨造(以 下S造 とい う)の

住宅 ・アパー ト用家屋及び事務所 ・店舗用家屋並びにS造 の工場 ・倉庫用家屋 について主要構造部

の施 工数量の実態を調査 し、現行評価基準を検討す るための基礎資料 を得 よ うとした ものである。

事務所、特に中小規模 の事務所は、従来、RC造 で造 られ ることが多かったが、近年はS造 が、

工期の早 さ、工事費の相対的な低下などによ り多用 され ている。また、1、2階 建ての店舗 、工場、

倉庫はいずれ も、柱間や階高の大 きい大空間のものが多 く造 られてお り、近年は都市近郊の駐車場

付 き店舗の増加、流通業の発展に伴 う関連施設の増加によ り、評価件数が多 くなっているものもで

あ り、かつ これ らについては、現行の評価基準の標準量が必ず しも適合 していない との指摘もある。

こ うした中で、調査 としては、指定市、人 口20万 人以上の市および東京都特別 区の110団 体を対

象に7つ の区分の建物 を各区分につき5棟 ずつ選び調査す るとい う、比較的大掛か りな ものを行 う

こととした ものである。

研究は、当初の基本的な検討を踏まえ、調査票を作成 し、各団体にそれを配布 し、回収 され た調

査票の記載内容を分析す るとい うものであった。調査期間は平成9年7月 ～10月 である。
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第2章 調査概要

2-1調 査対象

調査は、あらか じめ作成 した調査票を指定 した地方公共団体に送付 し回収するも のである。

調査先 として指定 した地方分共団体は、指定市、人 口20万 人以上(平 成8年3月31日 現在)の

市お よび東京都特別区で計110団 体である。

調査対象家屋の種別 としては、SRC造、RC造 及びS造 の住宅 ・アパー ト用家屋及び事務所 ・

店舗用家屋並びにS造 の工場 ・倉庫用家屋の7種 類 とした。

2-2調 査票(そ の1)

調査票は、以下の とお りである。

記載要領 に示 した調査対象家屋 の要件は次の とお りである。

(1)構 造及び用途

①SRC造 住宅 ・アパー ト用家屋(4～9階 建て)

②RC造 住宅 ・アパー ト用家屋(2～6階 建て)

③S造 住宅 ・アパー ト用家屋(2～6階 建て)

④SRC造 事務所 ・店舗用 家屋(4～9階 建て)

⑤RC造 事務所 ・店舗用 家屋(2～6階 建て)

⑥S造 事務所 ・店舗用 家屋(2～6階 建て)

⑥S造 工場 ・倉庫用 家屋(2～6階 建て)

(2)建 築年次

平成6年1月2日 以降に建設 され たもの

(3)抽 出棟数

構造 ・用途毎に5棟 ずつ 計35棟

(4)抽 出方法

①SRC造 住宅 ・アパー ト用家屋

抽出家屋の階数が4～9階 建てにできるだけ均等にば らつ くよ うにす ること

②RC造 住宅 ・アパー ト用家屋

抽 出家屋の階数が2～6階 建てにできるだけ均等にば らつ くよ うにす ること

③S造 住宅 ・アパー ト用家屋

抽 出家屋の階数が2～6階 建てにできるだけ均等にば らつ くよ うにす ること

④SRC造 事務所 ・店舗用家屋

抽 出家屋の階数が4～9階 建てにできるだけ均等にば らつ くよ うにすること
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⑤RC造 事務所 ・店舗用家屋

抽出家屋の階数が2～6階 建てにできるだけ均等にば らつ くよ うにす ること

⑥S造 事務所 ・店舗用家屋

抽出家屋の階数が2～6階 建てにできるだけ均等 にば らつ くようにすること

⑦S造 工場 ・倉庫用家屋

抽 出家屋 の階数が2～6階 建てにできるだけ均等 にば らつくようにすること

工場用のものについては、面積 が概ね1,000～3,000㎡ の間で、特殊なもの(ク リーンル ー

ム装置付きの もの等)を 除くこと。

倉庫 用 の もの につい て は、 面積 が 概ね1,000～3,000㎡ の間 で 、冷凍 、冷蔵 倉 庫及 び ラ ック

倉庫 を除 くこと。
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第1表

団 体 コー ド都道府県名 市町村名 番号 構造 用途

階層数

階高

m

軒高

m

柱間

m

建床

面積

平方m

延 べ

床面積

平方m

,

地階の

階 数

階

軸部構造 床構造

階

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立 方m

鉄骨

t

鉄筋

t

1 SRC

2 SRC

3 SRC

4 SRC

5 SRC

6 RC

7 RC

8 RC

9 RC

10 RC

11 S

12 S

13 S

14 S

15 S

第2表

団 体 コー ド都道府県名 市町村名 番号 構造 用途

階層数

階高

m

軒高

m

柱間

m

建床

面積

平方m

延 べ

床面積

平方m

地階の

階 数

階

軸部構造 床構造

階

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

鉄骨

t

鉄筋

t

16 SRC

17 SRC

18 SRC

19 SRC

20 SRC

21 RC

22 RC

23 RC

24 RC

25 RC

26 S

27 S

28 S

29 S

30 S

第3表

団体 コー ド都道府県名 市町村名 番号 構造 用途

階層数

階高

m

軒高

m

柱間

m

建床

面積

平方m

延 べ

床面積

平方m

地階の

階 数

階

軸部構造 床構造

階

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

鉄骨

t

鉄筋

t

31 S

32 S

33 S

34 S

35 S
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主体構造部 外周壁骨組間仕切骨組外部仕上げ内部仕上げ 建 具

施工畳

施工量

平方m

施工量

平方m

仕上げ面積

平方m

仕上げ面積

平方m

外部建具

合 計

平方m

内部建具

合 計

平方m

屋根構造 合計

コンクリート

立 方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立 方m

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

主体構造部 外周壁骨組間仕切骨組外部仕上げ 内部仕上げ 建 具
施工量

施工量

平方m

施工量

平方m

仕上げ面積

平方m

仕上げ面積

平方m

外部建具

合 計

平方m

内部建具

合 計

平方m

屋根構造 合計

コンクリート

立 方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立 方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

主体構造部 外周壁骨組間仕切骨組外部仕上げ内部仕上げ 建 具
施工量

施工量

平方m

施工畳

平方m

仕上げ面積

平方m

仕上げ面積

平方m

外部建具

合 計

平方m

内部建具

合 計

平方m

屋根構造 合計

コンクリート

立方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

立方m

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00
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非木造家屋の標準量等に関する調

(記載要領)

Ⅰ 総 括

1調 査対象団体

指定市、人口20万 人以上(平 成8年3月31日現在)の 市及び東 京都特別区 。

2調 査対象家屋

以下の条件に当てはま り、当該 自治体内で標準的な構造で、かつ明確計算によ り評価 した も

の。

(1)第1表

① 構造及び用途

鉄骨鉄筋 コンク リー ト造、 鉄筋コンク リー ト造及び鉄骨造の 住宅 ・アパー ト用家屋 を対

象 とする。

② 建築年次

平成6年1月2日 以降に建築 され たものとす る。

③ 棟 数

各構造毎5棟 ずつ。計15棟 。

④ 注意事項

・ 鉄骨鉄筋コンクリー ト造の家屋につ いては
、抽出家屋の階数 が、4～9階 にできる だ

け均等にばらつくようにすること

9階 建 て以下の調査対象家屋が少な く、5棟 抽 出できない場合は、10階 建 て以上の家

屋 を含めて、階数が重ならないよ うに抽出す ること。

・ 鉄筋 コン クリー ト造及び鉄骨造の家屋 につ いては、抽出家屋の 階数が
、2～6階に

できるだけ均等にばらつ くよ うにすること。

鉄骨造の家屋に、軽量鉄骨造の ものは含めないこと。

(2)第2表

① 構造及び用途

鉄骨鉄筋コンク リー ト造、鉄筋コンク リー ト造及 び鉄骨造の事務所 ・店舗用家屋 を対象

とす る。

② 建築年次

平成6年1月2日 以降に建築 されたものとす る。

③ 棟 数

各構造毎5棟 ずつ。計15棟 。
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④ 注意事項

・ 鉄骨鉄筋 コンクリー ト造の家屋 については、抽出家屋の階数が、4～9階 にできるだ

け均等にばらつくよ うにす ること。

9階 建 て以下の調査対象家屋が少な く、5棟 抽出できない場合は、10階 建て以上の家

屋 を含めて、階数が重な らないよ うに抽出すること。

・ 鉄筋 コンク リー ト造及び鉄骨造の家屋 については、抽出家屋 の階数が、2～6階 にで

きるだけ均等にばらつ くようにすること。

鉄骨造の家屋に、軽量鉄骨造の ものは含めないこと。

(3)第3表

① 構造及び用途

鉄骨造の工場 ・倉庫用家屋 を対象 とす る。(1階 ～2階 建ての もの)

② 建築年次

平成6年1月2日 以降に建築 された ものとす る。

③ 棟 数

計5棟 。

④ 注意事項

・ 軽量鉄骨造のものは含 めないこと。

・ 抽出家屋 の階数が、1～2階 にできるだけ均等 にば らつ くようにす ること。

・ 工場用の ものについては、面積が概ね1,000～3,000㎡ の間で、特殊なもの(ク リーン

ルーム装置付 きのもの等)を 除 くこと。

・ 倉庫用の ものについては、面積が概ね1,000～3,000㎡ の間で、冷凍、冷蔵倉庫及びラ

ック倉庫 を除 くこと。

3そ の他の留意事項

各項 目の数値 については、必ず、現地物件 の実測又は当該図面によること。

Ⅱ 記入方法

1共 通事項

上記1の2に よって抽出 した家屋 について、下記の要領 で記載すること。な お、1棟 につい

て調査表の1行 に対応するものであるので、注意す ること。

(1)構 造

鉄骨鉄筋コンク リー ト造は 「SRC」 、鉄筋 コンクリー ト造は 「RC」 、鉄骨造は 「S」

と記載す ること。
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(2)用 途

住宅、アパー ト、事務所 、店舗、工場 または倉庫 と記載すること。

(3)階 層数

階層数及び地階の階数を記入すること。

(注)階 層数には、塔屋部分および地階の階層は含めない こと。

(4)階 高

抽出 した個々の家屋 の基準 となる階高を記載すること。 なお、当該建物 に2種 以上の階高

がある場合には、最 も代表的な階高によることと し、 この代表的な階高が決定 しがたい場合

には、平均の階高を記載するものであること。単位はmと し、小数第3位 を四捨五入 して、

小数第2位 まで記載す ること。

(5)軒 高

抽出 した個々の家屋の軒高を記載すること。単位はmと し、小数第3位 を四捨五入 して、

小数第2位 まで記載す ること。

(6)柱 間

抽出 した個々の家屋の基準 となる柱間 を記載す ること。なお、当該建物 に2種 以上の柱間

がある場合には、最 も代表的な柱間によることとし、 この代表的な柱間が決定 しがたい場合

には、平均の柱間を記載す るものであること。単位はmと し、小数第3位 を四捨五入 して、

小数第2位 まで記載すること。

(7)建 床面積

建床面積を記載す ること。単位は㎡ とし、小数第3位 を四捨五入 して、 小数第2位 まで記

載す ること。

(8)延 べ床面積

各階の床面積の合計を記載すること。単位 は㎡ とし、小数第3位 を四捨五入 して、小数第

2位 まで記載すること。

(9)主 体構造部

主体構造部の施工量 を軸部構造、床構造、屋根構造の三つに分け、記載す ること。単位 は、

t又 はm3と し、小数第3位 を四捨五入 して、小数第2位 まで記載すること。

なお、主体構造部の施工量を軸部構造、床構造、屋根構造の三つに分けることができない

ときは、その合計施工量を合計欄 に記載すること。

⑩ 外周壁骨組

外周壁骨組の施工面積 を記載すること,単 位 は㎡で、小数第3位 を四捨五入 して、小数第

2位 まで記載すること。

なお、仕上げ面積の測定に当たっては、開 口部は面積に含めない ものであること。

(11)間 仕切骨組
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間仕切骨組 の施 工面積 を記載すること。単位は㎡で、小数第3位 を四捨五入 して、小数第

2位 まで記載す ること。

⑫ 外部仕上げ

外周壁体部の仕上げ面の面積 を記載するものであること。単位 は㎡で、小数第3位 を四捨

五入 して、小数第2位 まで記載すること。

なお、原則的には、外周壁骨組の施工量 と同 じ値 となる。

(13)内部仕上げ

内壁の仕上げ面の面積 を記載す るものであること。単位 は㎡で、小数第3位 を四捨五入 し

て、小数第2位 まで記載す ること。

(14)建具

「外部建具合計」、 「内部建具合計」は、当該家屋に係 る建具を外部 と内部 に振 り分 け、

それ ぞれの面積 を記載すること。 単位は㎡で、小数第3位 を四捨五入 して、小数第2位 まで

を記載すること。

建具の面積の測定に当たっては、木製建具の障子、ふすまの場合には、下図1の ようにそ

れ 自体の面積 、他の建具にあっては、下図2の よ うに取 り付 け枠ぬきの面積 とする。

鴨居 取 り付け枠

半柱

敷居

図1 図2
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2-3調 査票(そ の2)

S造 家屋の軸部部分鉄骨施工量 については、デ ッキプ レー ト分が含 まれている団体 と含まれて

いない団体 とが混在す ることか ら、統一性を持たせ るため、デ ッキプ レー ト分の施工量について

追跡調査 を行った。

調査票及び記載要領は、次の とお りである。
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市

番号 構造 用途

1 2 3

主体構造部の鉄骨

の使用量 合計

t

左の数量にデッキプレート分

は含まれ ていますか

デ ッキプ レート分

の使用 量

t

11 S 住 宅 ・アパ ー ト 含 む ・含 ま ない ・不 明

12 S 住 宅 ・アパ ー ト 含む ・含 ま ない ・不 明

13 S 住 宅 ・アパ ー ト 含 む ・含 ま ない ・不 明

14 S 住 宅 ・アパ ー ト 含 む ・含 まない ・不 明

15 S 住 宅 ・アパ ー ト 含 む ・含 まない ・不 明

26 S 事務所 ・店舗 含 む ・含 まな い ・不 明

27 S 事務所 ・店舗 含 む ・含 まな い ・不 明

28 S 事務所 ・店舗 含 む ・含 まな い ・不明

29 S 事務所 ・店舗 含 む ・含 まな い ・不明

30 S 事務所 ・店舗 含 む ・含 ま ない ・不明

31 S 工場 ・倉庫 含 む ・含 ま ない ・不明

32 S 工場 ・倉庫 含 む ・含 ま ない ・不 明

33 S 工場 ・倉庫 含 む ・含 ま ない ・不 明

34 S 工場 ・倉庫 含 む ・含 ま ない ・不 明

35 S 工場 ・倉庫 含む ・含 ま ない ・不 明

記載要領

1表 中番号は、平成9年7月4日 「非木造家屋の主体構造部 に係 る標準量に関す る調査について

(依頼)」 の回答 と一致す ること。

また、表 中 「1主体構造部の鉄骨の使用量合計」に ついても、平成9年7月4日 「非木造家屋

の主体構造部に係 る標準量に関す る調査について(依 頼)」 の回答 と一致すること。

2表 中 「1主体構造蔀 の鉄骨の使用量合計」 「3デ ッキプ レー ト分の使用量」の単位は、tで 、

小数第3位 を四捨五入 して、小数第2位 まで記載すること。

3表 中 「2左の数量にデ ッキプレー ト分は含まれていますか」については、該 当す る箇所に○ を

付けること。

4表 中 「3デ ッキプ レー ト分の使用量」は、 「2左 の数量にデ ッキプレー ト分は含まれています

か」で含まない と回答 した家屋 についても、記入す ること。
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第3章 分析

3-1地 域別 ・用途別サンプル数

地域別 ・用途別のサ ンプル数は、表3-1に 示す とお りで ある。関東、中部、近畿地方のサン

プル数が多いが、 これは、人 口20万 人以上の都市の数が これ らの地域に多いためである。

また、平成6年1月2日 以降の家屋のみではサンプル数 を全て満たせない一部の団体において

は、 平成6年1月1日 以前に建築 された家屋についても回答に含めている。この傾向は、サンプ

ル 数 の少 ない 、SRC造の住 宅 ・アパート 用家 屋及 び 事務所 ・店舗用 家屋 におい て著 しく、それ

ぞれ 全 体 の15.5%、10.9%を 占めて いる。

表3-1

北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄 計(A) ～H6

住宅 8 21 124 64 62 17 12 40 0 348 38(10.9%)

SRC造 家屋 依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 53.3% 46.7% 77.5% 61.0% 59.0% 37.8% 60.0% 80.0% 0.0% 63.3%

RC造 家屋

住宅 15 36 155 94 99 45 15 49 0 508 8(1.6%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

住 宅･ア パ ート用 割合 100.0% 80.0% 96.9% 89.5% 94.3% 100.0% 75.0% 98.0% 0.0% 92.4%

住宅 15 37 137 84 94 40 11 49 0 467 7(1.5%)

その他 0 0 0 2 0 2 0 0 0 4

S造 家屋 小計 15 37 137 86 94 42 11 49 0 471 7(1.5%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 100.0% 82.2% 85.6% 81.9% 89.5% 93.3% 55.0% 98.0% 0.0% 85.6%

事務所 7 19 73 40 31 10 2 21 4 207 32(15.5%)

店舗 4 2 18 10 4 3 2 4 1 48 5(10.4%)

SRC造 家屋 その他 9 1 10 1(10.0%)

小計 11 21 100 51 35 13 4 25 5 265 38(14.3%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 73.3% 46.7% 62.5% 48..6% 33.3% 28.9% 20.0% 50.0% 100.0% 48.2%

事務所 14 20 101 67 48 30 8 35 3 326 8(2.5%)

店舖 1 5 30 7 16 2 4 11 2 78 4(5.1%)

事務所 ・店舗用 RC造 家屋 その他 2 9 2 6 19 1(5.3%)

小計 15 27 140 76 70 32 12 46 5 423 13(0.1%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 100.0% 60.0% 87.5% 72.4% 66.7% 71.1% 60.0% 92.0% 100.0% 76.9%

事務所 9 25 81 54 63 28 11 33 1 305 7(2.3%)

店舗 6 18 50 36 23 12 4 15 4 168 3(1.8%)

S造 家屋 その他 2 12 3 4 21 1(4.8%)

小計 15 45 143 93 90 40 15 47 5 494 11(2.2%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 100.0% 100.0% 89.4% 88.6% 85.7% 88.9% 75.0% 94.0% 100.0% 89.8%

工場 6 18 65 52 40 18 4 18 2 223 4(1.8%)

倉庫 9 23 68 33 36 20 11 21 3 224 8(36%)

その他 0 1 5 5 0 0 0 0 0 11

工場 ・倉庫用 S造 家屋 小計 15 42 138 90 76 38 15 39 5 458 12(2.6%)

依頼数 15 45 160 105 105 45 20 50 5 550

割合 100.0% 93.3% 86.3% 85.7% 72.4% 84.4% 75.0% 78.0% 100.0% 83.3%

集 計

合計 94 229 937 554 526 227 84 295 20 2,967 127(4.3%)

依頼数 105 315 1,120 735 735 315 140 350 35 3,850

割合 89.5% 72.7% 83.7% 75.4% 71.6% 72.1% 60.0% 84.3% 57.1% 77.1%
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3-2建 築規模、形状及び施工量に関す る諸元の分析

3-2-1分 析 の概要

建築規模 、形状等に関する項 目である。階高、軒高、地階の有無、階層数、 柱間、延べ床面

積について、それぞれ棒 グラフ及び蝋燭 グラフを用途別に作成 し、その各用途の平均 と標準偏

差 を表す グラフを作成 した。

また、施工量についても同様 に用途別に作成 した。

3-2-2階 層数

図3-2-2-1か ら図3-2-2-7までは 構造 ・用途別に 階層数を示 したものである。

階層数は、主体構造部の補正項 目として使用 され 、SRC造 の住宅 ・アパー ト、事務所 ・店

舗の標準値 は6階 、RC、S造 の事務所 ・店舗 の標準値は4階 、その他のものは3階 が標準で

ある。

今 回 の 調査 では 、SRC、RC造 の 住宅 ・アパ ー トの平均 が それ ぞれ 約10.7階 、約4.4階 で

あ り、S造 の 工場 ・倉 庫 の平均 が約1.7階 で あ った。
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0 10 20 30 40 50 60
割合 件数

1F 0.0% 0

2F 0.6% 2

3F 0.6% 2

4F 0.3% 1
5F 1.4% 5

6F 1.4% 5

7F 5.5% 19

8F 9.5% 33

9F 12.1% 42

10F 16.1% 56

11F 16.1% 56

12F 10.6% 37

13F 9.2% 32

14F 11.2% 39

15F 5.2% 18

16F 0.3% 1

合計 348 無記入 0 標 準値: 6

最 大: 16 最小: 2 平均: 10.67

図3-2-2-1 SRC造 住 宅 ・アパ ー ト

0 20 40 60 80 100 120 140
割合 件数

1F 0.0% 0

2F 11.0% 56

3F 24.4% 124

4F 20.1% 102

5F 19.7% 100

6F 16.1% 82

7F 4.3% 22

8F 2.6% 13

9F 0.6% 3

10F 0.6% 3

11F 0.0% 0

12F 0.4% 2

13F 0.0% 0

14F 0.2% 1

合計 508 無記入 0 標準値: 3

最大: 14 最 小: 2 平 均: 4.40

図3-2-2-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト
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0 50 100 150 200
割合 件数

1F 0.0% 0
2F 19.1% 90

3F 41.4% 19.5

4F 20.4% 96

5F 11.0% 52

6F 5.9% 28

7F 1.1% 5

8F 0.6% 3

9F 0.4% 2

複合

住宅

合計 471 無記入 0 標 準値: 3

最 大: 9 最小: 2 平 均: 3.51

図3-2-2-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計265 無記入 0 標 準値: 6

最大:20 最小: 2 平均: 7.14

図3-2-2-4 SRC造 事務所 ・店舗
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割合 件数
2F 3.8% 10

3F 4.2% 11

4F 8.7% 23

5F 8.3% 22

6F 11.7% 31

7F 15.1% 40

8F 20.0% 53

9F 15.8% 42

10F 7.2% 19

11F 2.6% 7

12F 1.1% 3

13F 0.4% 1

14F 0.4% 1

19F 0.4% 1

20F 0.4% 1



0 20 40 60 80 100 120
割合 件数

1F 1.5% 5

2F 25.8% 84

3F 36.2% 118

4F 25.2% 82

5F 22.7% 74

6F 15.3% 50

7F 1.2% 4

8F 1.2% 4

9F 0.3% 1

10F 0.3% 1

複合

店舗

事務所

合計 423 無記入 0 標準値: 4

最大: 10 最 小: 1 平均: 3.79

図3-2-2-5 RC造 事務所 ・店舗

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
割合 件数

1F 2.2% 11

2F 33.4% 165

3F 26.5% 131

4F 15.0% 74

5F 14.2% 70

6F 7.3% 36

7F 0.8% 4

8F 0.6% 3

複合

店舗
事務所

合計 494 無記入 0 標 準値: 4
最大: 8 最小: 1 平均: 3.34

図3-2-2-6 S造 事務所 ・店舗

0 50 100 150 200 250 300
割合 件数

1F 31.2% 143

2F 64.8% 297

3F 2.6% 12

4F 1.3% 6

複合

倉庫
工場

合計 458 無記入 0 標準値: 3

最 大: 4 最小: 1 平均: 1.74

図3-2-2-7 S造 工場 ・倉庫
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3-2-3地 階 の有 無

図3-2-3-1か ら図3-2-3-7は 構造 ・用途別 に地階の有無を示 したものである。

地階の有無 は、主体構造部の補正項 目として使用 され、SRC造の住 宅・アパー ト、事務所 ・
店舗、RC造 の事務所 ・店舗 の標準値は地下1階 であ り、その他 の構造、用 途においては地階

のないものが標準 とされ ている。

調査結果によるとSRC造 の住宅 ・アパー トの88.8%に 地階は無 く、RC造 の事務所 ・店舗

にお いて も87.0%は 地 階 が無 い もの であ った。

割合 件数
無 88.8% 309

B1 11.2% 39

0 50 100 150 200 250 300 350

合計 348 無記入 0 標準値:

最大: 1 最小: 0 平均: 0.11

図3-2-3-1 SRC造 住 宅 ・ア パ ー ト

割合 件数
無 95.2% 478

B1 4.8% 24

0 100 200 300 400 500

合計 508 無記入 6 標準値:
-

最大 : 1 最小: 0 平均: 0.05

図3-2-3-2 RC造 住宅 ・アパ ー ト

割合 件数
無 98.7% 465

B1 1.3% 6

0 100 200 300 400 500

複合

住宅

合計 471 無記入 0 標準値:
-

最大: 1 最小: 0 平均: 0.01

図3-2-3-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト
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割合 件数
無 49.8% 132

B1 40.0% 106

B2 8.3% 22

B3 1.9% 5

0 20 40 60 80 100 120 140

複合

店舗

事務所

合計 265 無記入 0 標準値: 1
最 大: 3 最小: 0 平均: 0.62

図3-2-3-4 SRC造 事務所 ・店舗

割合 件数
無 87.0% 368

B1 12.5% 53

B2 0.5% 2

0 100 200 300 400

複合

店舗

事務所

合計 423 無記入 0 標準値:
-

最大 2 最小: 0 平均: 0.10

図3-2-3-5 RC造 事務所 ・店舗

割合 件数
無 95.3% 471

B1 4.7% 23

0 100 200 300 400 500

複合

店舗

事務所

合計 494 無記入 0 標準値:
-

最大: 1 最 小: 0 平均: 0.05

図3-2-3-6 S造 事務所 ・店舗

割合 件数
無 99.6% 456

B1 0.4% 2

0 100 200 300 400 500

複合

倉庫

工場

合計 458 無記入 0 標準値:
-

最大: 1 最小: 0 平均: 0.00

図3-2-3-7 S造 工場 ・倉庫

―112―



3-2-4階 高

階 高 とは 、あ る階 の床 面 か ら、そ の直 上階 の床 面 ま での高 さを言 う。

図3-2-4-1-1か ら図3-2-4-2は 構 造 ・用途別 の階 高 を示す もので あ る。

階高 は主 体構 造部 の補 正項 目と して使 用 され 、 その標 準値 は住 宅 ・アパー トにお け るSRC

造 が4m、RC造 、S造 が3.5m、 事務 所 ・店舗 は全 ての構 造 で4m、S造 の工場 ・倉庫 が4.

5mと な って い る。

今 回の調 査 で は、SRC、RC造 の住 宅 ・アパ ー トの平均 が それ ぞれ2.89m、2.88mで あっ

た。 また 、S造 の工場 ・倉庫 の平 均 は5.34mと な ってい る。

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.4-2.6 0.7% 2

2.6-2.8 28.3% 76

2.8-3.0 46.8% 126

3.0-3.2 16.0% 43

3.2-3.4 4.8% 13

3.4-3.6 1.5% 4

3.6-3.8 0.0% 0

3.8-4.0 0.0% 0

4.0-4.2 1.9% 5

0 20 40 60 80 100 120 140

合計 348 無記入 79 標準値: 4.00

最大 4.00 最小: 2.52 平均: 2.89

図3-2-4-1-1 SRC造 住 宅 ・アパ ー ト

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.2-2.4 0.3% 1

2.4-2.6 3.8% 15

2.6-2.8 38.6% 152

2.8-3.0 30.7% 121

3.0-3.2 11.9% 47

3.2-3.4 8.1% 32

3.4-3.6 5.1% 20

3.6-3.8 0.3% 1

3.8-4.0 1.3% 5

0 20 40 60 80 100 120 140 160

合計 508 無記入 114 標準値: 3.50

最大 3:92 最小: 2.30 平均: 2.88

図3-2-4-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.0-2.2 0.0% 0

2.2-2.4 0.5% 2

2.4-2.6 1.9% 7

2.6-2.8 11.8% 44

2.8-3.0 28.0% 104

3.0-3.2 34.1% 127

3.2-3.4 15.3% 57

3.4-3.6 7.0% 26

3.6-3.8 0.8% 3

3.8-4.0 0.0% 0

4.0-4.2 0.3% 1

4.2-4.4 0.0% 0

4.4-4.6 0.3% 1

0 20 40 60 80 100 120 140

複合

専住

合計 471 無記入 99 標準値: 3.50

最大 4.40 最小: 2.30 平 均: 3.02

図3-2-4-1-3 S造 住宅･ア パー ト

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.5-3.0 5.9% 12

3.0-3.5 18.7% 38

3.5-4.0 48.8% 99

4.0-4.5 21.2% 43

4.5-5.0 4.4% 9

5.0-5.5 1.0% 2

5.5-6.0 0.5% 1

6.0-6.5 0.5% 1

0 20 40 60 80 100

複合

店舗

事務所

合計 265 無記入 62 標準値: 4.00

最大: 6.00 最小: 2.55 平均: 3.71

図3-2-4-1-4 SRC造 事務所 ・店舗
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範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.0-2.5 0.3% 1

2.5-3.0 8.8% 29

3.0-3.5 44.1% 146

3.5-4.0 30.2% 100

4.0-4.5 15.1% 50

4.5-5.0 1.2% 4

5.0-5.5 0.3% 1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

複合

店舗

事務所

合計 423 無記入 92 標準値: 4.00

最大 5.00 最小: 2.40 平均: 3.47

図3-2-4-1-5 RC造 事務所 ・店舗

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.0-2.5 0.5% 2

2.5-3.0 7.3% 28

3.0-3.5 38.0% 146

3.5-4.0 32.8% 126

4.0-4.5 14.3% 55

4.5-5.0 5.5% 21

5.0-5.5 0.8% 3

5.5-6.0 0.3% 1

6.0-6.5 0.5% 2

0 20 40 60 80 100 120 140 160

合計 494 無記入 110 標 準値: 4.00

最大 6.20 最小: 2.40 平均: 3.58

図3-2-4-1-6 S造 事務所 ・店舗

複合

店舗

事務所

―115―



範囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.0-3.0 3.5% 12

3.0-4.0 27.0% 93

4.0-5.0 26.1% 90

5.0-6.0 15.1% 52

6.0-7.0 8.7% 30

7.0-8.0 10.1% 35

8.0-9.0 2.9% 10

9.0-10.0 2.3% 8

100-11.0 1.2% 4

11.0-12.0 0.6% 2

12.0-13.0 0.3% 1

13.0-14.0 0.3% 1

14.0-15.0 0.3% 1

15.0-16.0 1.4% 5

16.0-17.0 0.0% 0

17.0-18.0 0.0% 0

18.0-19.0 0.0% 0

19.0-20.0 0.0% 0

20.0-21.0 0.3% 1

0 20 40 60 80 100

複合

倉庫

工場

合計 458 無記入 113 標 準値: 4.50

最大 20.00 最小: 2.00 平均: 5.34

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

図3-2-4-1-7 S造 工場 ・倉庫

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舖

S造

事・店(全体)

S造

事務所

S造

店舖

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプ ル数(件) 269 394 372 203 162 38 384 238 135 384 238 135 345 179 161

平 均(m) 2.887 2.878 3.018 3.714 3.632 4.068 3.577 3.470 3.760 3.577 3.470 3.760 5.341 5.396 5.292

標 準 偏 差 0.223 0.260 0.250 0.499 0.416 0.656 0.539 0.420 0.657 0.539 0.420 0.657 2.403 2.379 2.430

図3-2-4-2 階高
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3-2-5軒 高

軒 高 は、地 盤 面か ら小屋 組 ま た は これ に代 わ る横 架材 を支 持す る壁 、敷 桁 、 または柱 の 上端

ま で の高 さを言 う。 図3-2-5-1か ら図3-2-5-11は 構 造 ・用途 別 の軒 高 を示 す もの

で あ る。

25

20

15

10

16F
15F
14F
13F
12F

5 11F
10F

8F

9F
階層数

7F

0m～

6m～8m～10m～
12m～ 14m～ 16m～

18m～ 20m～22m～

軒高

24m～26m～28m～30m～34m～36m～36m～38m～40m～ 42m～44m～46m～

2F

3F

4F

5F

6F

（件数)

6m～

8m

8m～

10m

10m～

12m

12m～

14m

14m～

16m

16m～

18m

18m～

20m

20m～

22m

22m～

24m

24m～

26m

26m～

28m

28m～

30m

30m～

32m

32m～

34m

34m～

36m

36m～

38m

38m～

40m

40m～

42m

42m～

44m

44m～

46m

46m～

48m

48m～

50m

計

計 2 1 1 2 2 1 6 9 19 11 17 27 39 23 15 16 16 18 10 1 2 2 240

2F 2 2

2

1

4

2

14

23

30

39

40

28

17

24

3F 1 1

4F 1

5F 1 2 1

6F 1 1

7F 4 9 1

8F 16 3 3 1

9F 1 1 8 10 8 1 1

10F 4 16 14 4 1

11F 2 22 10 4 1 1

12F 2 8 10 5 1 1 1

13F 1 8 3 4 1

14F 9 9 4 2

15F 1 2 4 4 1 2 14

16F

図3-2-5-1 SRC造 住 宅 ・アパ ー ト
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4m～ 6m～ 8m～
10m～ 12m～

14m～
16m～ 18m～

20m～ 22m～ 24m～ 26m～ 28m～
30m
32m～ 34m～ 36m～

38m～ 40m～ 42m～

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

9F
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13F

14F

階層数

軒高

図3-2-5―2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト
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(件数)
4m～

6m

6m～

8m

8m～

10m

10m～

12m

12m～

14m

14m～

16m

16m～

18m

18m～

20m

20m～

22m

22m～

24m

24m～

26m

28m～

30m

36m～

38m

42m～

44m

計

計 3 42 75 50 44 47 38 27 7 9 6 2 1 1 352

2F 3 32 3 38

3F 10 68 9 2 89

4F 3 41 27 2 73

5F 1 15 42 6 1 65

6F 3 31 14 3 1 52

7F 1 11 4 2 18

8F 1 7 2 10

9F 2 1 3

10F 1 1 2

12F 1 1

14F 1 1



90

80

70

60

50

40

30

20

10
9F

8F

7F

0

4m～ 5m～ 6m～
7m～ 8m～ 9m～

10m～ 1m～ 12m～ 13m～ 14m～

軒高

15m～ 16m～ 17m～ 18m～ 19m～ 20m～ 21m～ 22m～ 23m～ 24m～

2
5
m
～

26m～ 27m～

2F

3F

4F

5F

6F

階層数

4m～

5m

5m～

6m

6m～

7m

7m～

8m

8m～

9m

9m～

10m

11m～

12m

12m～

13m

13m～

14m

16m～

17m 22m～23m
(件 数)

10m～

11m

14m～

15m

15m～

16m

17m～

18m

18m～

19m

19m～

20m

21m～

22 m

24m～

25m

25m～

26m

27m～

28m

計

計 11 15 38 8 39 88 14 21 26 13 13 8 11 13 3 2 3 2 2 2 1 323

2F 1 15 36 5 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61

3F 0 0 2 2 35 84 12 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 139

4F 0 0 0 0 1 3 2 18 22 12 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 60

5F 0 0 0 1 0 0 0 0 3 1 12 8 7 4 1 1 0 0 0 0 0 38

6F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 9 1 0 3 0 0 1 0 16
7F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 00 0 3

8F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 00 0 2
9F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 1 4

図3-2-5-3-1 S造 住 宅 ・アパ ー ト(住 宅)
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2

1

0

8m～
9m～

10m～
11m～

12m～
3F

4F

9m～

10m

12m～

13m

13m～

14m

計

計 3 1 0 4

3F 3 0 0 3

4F 0 1 0 1
5F 0 0 0 0

6F 0 0 0 0

7F 0 0 0 0

図3-2-5-3-2 SC造 住 宅 ・アパ ー ト(複 合)
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12

10

8

6

4

2

0

4m～ 8m～
12m～ 16m～ 20m～ 24m～ 28m～ 32m～ 36m～ 40m～ 44m～ 48m～ 52m～ 56m～

64m～ 68m～ 72m～
76m～ 80m～

2F

4F

6F

8F

10F

12F

20F

階層数

軒高

(件数)
4m～
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6m～
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8m～
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12m～

14m

14m～

16m

16m～
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20m
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28m
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32m

32m～

34m

34m～

36m

36m～

38m

38m～

40m

40m～

42m

42m～

44m

46m～

48m

48m～

50m

56m～

58m

80m～

82m

計

計 1 2 2 5 3 4 4 9 9 6 11 9 16 24 11 8 9 2 5 3 3 1 2 1 150
2F 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3F 0 0 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4F 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5F 0 0 0 0 0 2 1 4 3 0 1 1 0 0

0

0

0

0

0

3

0 0 0 0 0 0 0 0 0
6F 0 0 0 0 0 0 1 1 6 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7F 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 5 4 3 3 1 1 0 1 0 0 0 0 0
8F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 10 12 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0
9F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 7 6 4 3 2 2 1 1 0 0 0
10F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 3 0 1 2 1 0 0 0
11F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0
12F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
14F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
20F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

図3-2-5-4-1 SRC造 事務所 ・店舗(事 務所)

1

0

16m～
20m～
24m～ 28m～

32m～
軒高

4F
8F
10F

階層数

(件数)

16m～

18m

30m～

32m
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34m

計

計 1 1 1 3
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(件数)

計 1 21 1. 3 4 3 5 3 3 4 1
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4F 1 0 01
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図3-2-5-4-3 SRC造 事務所 ・店舗(複 合)
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図3-2-5-4-2 SRC造 事務所 ・店舗(店舗)

3 1 34

2F 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

3F 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
4F 0 0 1 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 6
5F 0 0 0 0 1 2 2 2 0 0 0 0 0 7
6F 0 0 0 0 0 1 2 0 1 0 1 0 0 5
7F 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2
8F 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 5
9F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2
10F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

11F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

60m～m
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計

計 1 5 30 33 33 36 28 22 16 11 11 4 1 2 1 234

1F 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

2F 0 3 28 11 0 0 ,0 0 0 0 0 0 0 0 0 42
3F 0 0 2 22 31 16 3 0 0 0 0 0 0 0 0 74
4F 0 0 0 0 2 17 18 9 2 0 0 0 0 0 0 48

5F 0 0 0 0 0 3 7 10 9 4 3 0 0 0 0 36

6F 0 0 0 0 0 0 0 3 4 7 8 3 1 0 0 26

7F 0 0 0 0 0 0 ,0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

8F 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 3

9F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

図3-2-5-5-1 RC造 事務所 ・店舗(事 務所)
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計
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3
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6

18m～
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5
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5
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1

計

54

1F 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

2F 0 10 3 0 0 0 0 0 0 0 0 13

3F 0 0 10 3 1 0 0 0 0 0 0 14

4F 0 0 0 0 5 0 1 0 1 0 0 7

5F 0 0 0 0 0 2 4 3 1 0 0 10

6F 0 0 0 0 0 0 1 2 3 2 0 8

7F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8F 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

図3-2-5-5-2 RC造 事務所 ・店舗(店 舗)
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2

0

0

0

0

7F 0 0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

1

0

3

0

0

2

0

3

2

0

図3-2-5-5-3 RC造 事務所 ・店舗(複合)
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22m～



40

35

30

25

20

15

10

8F

7F

5 6F

5F

0

2m～ 4m～
6m～ 8m～

10m～ 12m～ 14m～
16m～ 18m～

軒高
20m～ 22m～

24m～ 26m～ 28m～
30m～ 32m～ 34m～ 36m～

38m～

1F

2F

3F

4F 階層数

(件数)

計

2m～

4m

1

4m～

6m

5

6m～

8m

38

8m～

10m

38

10m～

12m

27

12m～

1m

25

1m～

16m

21

16m～

18m

16

18m～

20m

23

20m～

22m

8

22m～

24m

4

24m～

26m

3

26m～

28m

2

28m～

30m

3

30m～

32m

1

38m～

40m

1

計

216

1F 1 1

2F 5 36 11 52

3F 2 27 23 10 62

4F 4 12 17 5 2 40

5F 3 3 11 15 4 36

6F 1 6 4 4 1 1 2 1 20

7F 2 1 3

8F 1 1 2

図3-2-5-6-1 S造 事務所 ・店舗(事 務所)
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25

20

15

10

8F

5
7F

6F

5F

0

2m～ 4m～ 6m～ 8m～
10m～ 12m～

軒高

14m～ 16m～ 18m～
20m～ 22m～ 24m～ 26m～ 28m～

1F

2F

3F

4F 階層数

(件数)

計

2m～

4m

4

4m～

6m

5

6m～

8m

26

8m～

10m

36

10m～

12m

12

12m～

1m

10

1m～

16m

7

16m～

18m

4

18m～

28m

4

20m～

22m

3

22m～

24m

2

24m～

26m

6

28m～

30m

1

計

120

1F 4 1 1 6

2F 4 25 24 2 1 56

3F 12 10 5 27

4F 3 7 10

5F 1 3 4 2 1 2 13

6F 1 1 1 3 1 7

7F

8F 1 1

図3-2-5-6-2 S造 事務所 ・店舗(店 舗)

3

2

1 6F

4F

0 3F 階層数
2F

2m～ 4m～

軒高

6m～ 8m～
10m～ 12m～ 14m～

(件数)

計

6m～

8m

1

8m～

10m

4

10m～

12m

1

12m～

1m

2

1m～

16m

1

16m～

18m

1

計

10

2F 3 3

3F 1 1 1 3

4F 2 2

5F 1 1 2

6F

図3-2-5-6-2 S造 事務所 ・店舗(複 合)
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25

20

15

10

5

0

2m～
3m～ 4m～

5m～
6m～
7m～

4F
8m～
9m～
10m～
11m～

軒高
12m～
13m～

14m～
15m～

16m～
17m～

18m～
19m～
20m～
21m～

1F

2F

3F

階層数

22m～
23m～

(件数)

計

2m～

3m

1

3m～

4m

1

4m～

5m

13

5m～

6m

12

6m～

7m

12

7m～

8m

30

8m～

9m

24

9m～

10m

28

10m～

11m

16

11m～

12m

14

12m～

13m

9

13m～

14m

3

14m～

15m

2

15m～

16m

1

16m～

17m

1

17m～

18m

1

21m～

22m

1

23m～

24m

1

計

170

1F 1 8 11 3 5 3 3 2 2 1 1 1 41

2F 1 5 1 9 25 21 25 1 8 8 1 2 1 121

3F 3 1 1 1 6

4F 1 1 2

図3-2-5-7-1 S造 工場 ・倉庫(工 場)
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1F

2F
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4F
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3m～

4m

4m～

5m

5m～

6m

6m～

7m

7m～

8m

8m～

9m

9m～

10m

計

10m～

11m

11m～

12m

6

12m～

13m

2

13m～

14m

15 25

14m～

15m

33

15m～

16m

20m～

21m

20

29m～30m

28

計

4 2 4 1 5 3 1 1 ～155

1F

2F

5

11
5

3F

4F～

2

11

4

13

12

11

22

4

16

6
20

2

1

3 2 4

1

1 4

3

1

1

60
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2

1

図3-2-5-7-2 S造 工場 ・倉庫(倉 庫)
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6m～

8m～

12m～

12m～

1
4
m
～

16m～

18m～ 2F
3F

0

20m～

(件 数)

計

6m～

7m

1

7m～

8m

1

8m～

9m

2

2F

20m～

21m

1

1 1 2 1

計

5

5

3F

図3-2-5-7-3 S造 工場 ・倉庫(複 合)
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3-2-6柱 間

図3-2-6-1-1か ら図3-2-6-2ま で は構 造 ・用 途別 に柱 間 を示 した もの で ある。

柱 間 は、 主体構 造部 の補正 項 目と して使 用 され、S造 の工場 ・倉庫 の標 準値 は12m、SRC

造 の住宅 ・アパ ー ト、事 務所 ・店 舗 の標 準値 は6m、RC、S造 の事務 所 ・店舗 の標 準値 は5

mで あ る。

今 回 の調 査 では 、S造 の事 務 所 ・店舗 の平 均 が6.36m、S造 の工場 ・倉 庫 の平均 が7.41mで

あっ た。

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

3.5-4.0 0.7% 2

4.0-4.5 0.7% 2

4.5-5.0 2.9% 8

5.0-5.5 4.3% 12

5.5-6.0 11.5% 32

6.0-6.5 27.6% 77

6.5-7.0 11.1% 31

7.0-7.5 13.3% 37

7.5-8.0 7.2% 20

8.0-8.5 9.0% 25

8.5-9.0 4.7% 13

9.0-9.5 3.9% 11

9.5-10.0 1.1% 3

10.0-10.5 1.1% 3

10.5-11.0 0.4% 1

11.0-11.5 0.4% 1

11.5-12.0 0.4% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計 348 無記入 69 標準値: 6.00

最大 11.50 最小: 3.60 平均: 6.86

図3-2-6-1-1 SRC造 住宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.5-3.0 0.6% 2

3.0-3.5 2.5% 8

3.5-4.0 2.2% 7

4.0-4.5 3.8% 12

4.5-5.0 4.4% 14

5.0-5.5 10.7% 34

5.5-6.0 14.2% 45

6.0-6.5 21.4% 68

6.5-7.0 15.4% 49

7.0-7.5 11.0% 35

7.5-8.0 5.3% 17

8.0-8.5 4.4% 14

8.5-9.0 2.2% 7

9.0-9.5 0.6% 2

9.5-10.0 0.3% 1

10.0-10.5 0.6% 2

10.5-11.0 0.0% 0

11.0-11.5 0.0% 0

11.5-12.0 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計 507 無記入 189 標準値:-

最大 11.67 最小: 2.90 平 均:6.20

図3-2-6-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

1.5-2.0 0.8% 3

2.0-2.5 0.0% 0

2.5-3.0 0.3% 1

3.0-3.5 1.7% 6

3.5-4.0 6.9% 25

4.0-4.5 9.7% 35

4.5-5.0 8.0% 29

5.0-5.5 22.7% 82

5.5-6.0 12.2% 44

6.0-6.5 14.1% 51

6.5-7.0 8.9% 32

7.0-7.5 8.9% 32

7.5-8.0 3.0% 11

8.0-8.5 0.8% 3

8.5-9.0 1.1% 4

9.0-9.5 0.6% 2

9.5-10.0 0.0% 0

10.0-10.5 0.3% 1

0 20 40 60 80 100

複合

住宅

合計 471 無記入 110 標準値: -

最大 10.00 最小: 1.82 平均: 5.60

図3-2-6-1-3 S造 住宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

3.0-3.5 0.9% 2

3.5-4.0 1.4% 3

4.0-4.5 0.9% 2

4.5-5.0 2.4% 5

5.0-5.5 9.0% 19

5.5-6.0 7.6% 16

6.0-6.5 25.1% 53

6.5-7.0 12.3% 26

7.0-7.5 10.9% 23

7.5-8.0 9.0% 19

8.0-8.5 10.0% 21

8.5-9.0 3.3% 7

9.0-9.5 4.7% 10

9.5-10.0 0.9% 2

10.0-10.5 0.5% 1

10.5-11.0 0.9% 2

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計 423 無記入 212 標準値: 6.00

最大 10.99 最 小: 3.10 平均: 6.76

図3-2-6-1-4 SRC造 事務所 ・店舗

範 囲(m)

以上 未満 割合 件数

3.0-3.5 0.3% 1.0

3.5-4.0 1.3% 4.0

4.0-4.5 3.7% 11.0

4.5-5.0 3.7% 11.0

5.0-5.5 18.3% 55.0

5.5-6.0 12.3% 37.0

6.0-6.5 23.6% 71.0

6.5-7.0 12.0% 36.0

7.0-7.5 10.6% 32.0

7.5-8.0 6.3% 19.0

8.0-8.5 4.3% 13.0

8.5-9.0 0.7% 2.0

9.0-9.5 2.0% 6.0

9.5-10.0 0.3% 1.0

100-10.5 0.3% 1.0

10.5-12.7 0.3% 1.0

0 20 40 60 80

複合用途

店舗

事務所

合計 423 無記入 122 標準値: 5.00

最大 12.67 最小: 3.10 平均: 6.20

図3-2-6-1-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(m)

以上 未満 割合 件数
2.5-3.0 0.3% 1

3.0-3.5 0.5% 2

3.5-4.0 1.5% 6

4.0-4.5 3.6% 14

4.5-5.0 7.6% 30

5.0-5.5 17.6% 69

5.5-6.0 12.7% 50

6.0-6.5 14.2% 56

6.5-7.0 11.5% 45

7.0-7.5 8.4% 33

7.5-8.0 6.1% 24

8.0-8.5 5.9% 23

8.5-9.0 3.3% 13

9.0-9.5 3.8% 15

9.5-10.0 1.3% 5

10.0-10.5 08% 3

10.5-11.0 0.3% 1

11.0-11.5 0.5% 2

11.5-12.0 0.0% 0

12.0-12.5 0.0% 0

12.5-13.0 0.0% 0

13.0-13.5 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70

複合

店舗

事務所

合計 494 無記入 101 標準値: 5.00
最大 13.25 最小: 2.97 平均: 6.36

図3-2-6-1-6 S造 事務所 ・店舗

範囲(m)

以上 未満 割合 件数

2.0-3.0 0.3% 1

3.0-4.0 2.8% 10

4.0-5.0 8.1% 29

5.0-6.0 11.1% 40

6.0-7.0 26.7% 96

7.0-8.0 17.8% 64

8.0-9.0 11.7% 42

9.0-10.0 6.1% 22

10.0-11.0 7.5% 27

11.0-12.0 1.9% 7

12.0-13.0 3.6% 13

13.0-14.0 0.8% 3

14.0-15.0 0.3% 1

15.0-16.0 0.3% 1

16.0-17.0 0.3% 1

17.0-18.0 0.0% 0

18.0-19.0 Ol3% 1

19.0-20.0 03% 1

20.0-21.0 0.3% 1

0 20 40 60 80 100

複合

倉庫
工場

合計 458 無記入 98 標準値: 12.00

最大 20.00 最小: 2.93 平均: 7.41

図3-2-6-1-7 S造 工場 ・倉 庫
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20
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16
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12

10

8

6

4

2

0

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事 ・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事 ・店(全 体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 279 318 361 211 164 44 301 231 58 393 242 138 380 188 167

平 均(m) 6.86 6.20 5.60 6.76 6.56 7.49 6.20 6.29 5.90 6.36 6.13 6.83 7.41 7.38 7.45

標 準 偏 差 1.29 1.29 1.25 1.35 1.29 1.35 1.21 1.19 1.30 1.51 1.25 1.81 2.47 2.54 2.40

図3-2-6-2 柱間
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3-2-7延 べ床 面積

図2-2-7-1-1か ら図3-2-7-2ま では用途 別 に延 べ床 面積 を示 した もの で ある。

範囲(㎡)

以上 未満 割合 件数
0-1,000 6.6% 23

1,000-2,000 17.2% 60

2,000-3,000 19.3% 67

3,000-4,000 18.4% 64

4,000-5,000 9.5% 33

5,000-6,000 6.6% 23

6,000-7,000 6.0% 21

7,000-8,000 4.6% 16

8,000-9,000 3.4% 12

9,000-10000 1.4% 5

10,000-11,000 1.7% 6

11,000-12,000 0.6% 2

12,000-13,000 1.4% 5

13,000-14,000 0.0% 0

14,000-15,000 0.6% 2

15,000-16,000 0.6% 2

16,000-17,000 0.0% 0

17,000-18,000 0.6% 2

18,000-19,000 0.0% 0

19,000-20,000 06% 2

20,000- 0.9% 3

0 10 20 30 40 50 60 70二

合計 348 無記入 0

最大 27,387 最小: 223 平均: 4,397

図3-2-7-1-1 SRC造 住宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡)

以上 未満 割合 件数
0-500 20.3% 103

500-1,000 24.2% 123

1,000-1,500 16.9% 86

1,500-2,000 13.2% 67

2,000-2,500 9.3% 47

2,500-3,000 5.3% 27

3,000-3,500 3.7% 19

3,500-4,000 3.1% 16

4,000-4,500 1.2% 6

4,500-5,000 1.0% 5

5,000-5,500 0.8% 4

5,500-6,000 0.2% 1

6,000-6,500 0.0% 0

6,500-7,000 0.2% 1

7,000-7,500 0.0% 0

7,500-8,000 0.0% 0

8,000-8,500 0.2% 1

8,500-9,000 0.0% 0

9,000-9,500 0.0% 0

9,500-10,000 0.0% 0

10,000- 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120 140

合計 508 無記入 0

最大 14,863 最小: 141 平均: 1,512

図3-2-7-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡)

以上 未満 割合 件数

0-250 21.9% 103

250-500 31.6% 149

500-750 20.8% 98

750-1,000 12.3% 58

1,000-1,250 5.5% 26

1,250-1,500 3.4% 16

1,500-1,750 2.1% 10

1,750-2,000 0.4% 2

2,000-2,250 0.4% 2

2,250-2,500 0.4% 2

2,500-2,750 0.2% 1

2,750-3,000 0.2% 1

3,000-3,250 0.2% 1

3,250-3,500 0.0% 0

3,500-3,750 0.2% 1

3,750-4,000 0.0% 0

4,000-4,250 0.0% 0

4,250-4,500 0.2% 1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

複合

住宅

合計 471 無記入 0

最大 4,428 最小: 69 平均: 597

図3-2-7-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡)

以上 未満 割合 件数

0-2,500 32.5% 86

2,500-5,000 36.6% 97

5,000-7,500 14.7% 39

7,500-10,000 4.2% 11

10,000-12,500 1.5% 4

12,500-15,000 0.8% 2

15,000-17,500 1.9% 5

17,500-20,000 1.1% 3

20,000-22,500 1.5% 4

22,500-25,000 1.1% 3

25,000-27,500 1.1% 3

27,500-30,000 0.4% 1

30,000-32,500 0.4% 1

32,500-35,000 0.4% 1

35,000-37,500 0.8% 2

37,500-40,000 0.0% 0

40,000-42,500 0.4% 1

42,500-45,000 0.0% 0

45,000-47,500 0.4% 1

47,500-50,000 0.0% 0

50,000- 0.4% 1

0 20 40 60 80 100

複合

店舗

事務所

合計 265 無記入 0

最大 73,616 最小: 236 平均: 5,986

図3-2-7-1-4 SRC造 事務所 ・店舗
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範 囲(㎡)

以上 未満 割合 件数
0-400 23.5% 76

400-800 34.6% 112

800-1,200 25.6% 83

1,200-1,600 16.0% 52
1,600-2,000 8.6% 28

2,000.2,400 3.4% 11

2,400-2,800 4.0% 13

2,800-3,200 3.7% 12

3,200-3,600 2.2% 7

3,600-4,000 1.5% 5

4,000-4,400 1.9% 6

4,400-4,800 0.9% 3

4,800-5,200 0.9% 3

5,200-5,600 0.3% 1

5,600-6,000 0.6% 2

6,000-6,400 00% 0

6,400-6,800 0.0% 0

6,800- 1.9% 6

0 20 40 60 80 100 120

複合

店舗

事務所

合計 420 無記入 3

最大 38,985 最小: 56 平均: 1,423

図3-2-7-1-5 RC造 事務所 ・店舗

範 囲(㎡)

以上 未満 割合 件数
0-1,000 ,60.5% 299

1,000-2,000 23.7% 117

2,000-3,000 8.7% 43

3,000-4,000 2.2% 11

4,000-5,000 2.0% 10

5,000-6,000 0.6% 3

6,000-7,000 0.4% 2

7,000-8,000 0.2% 1

8,000-9,000 0.0% 0

9,000-10,000 0.4% 2

10,000-11,000 0.4% 2

11,000-12,000 0.2% 1

12,000-13,000 0.0% 0

13,000-14,000 0.2% 1

14,000-15,000 0.0% 0

15,000-16,000 0.2% 1

16,000-17,000 0.0% 0

17,000-18,000 0.0% 0

18,000-19,000 0.0% 0

19,000-20,000 0.0% 0

20,000-30,000 0.2% 1

0 50 100 150 200 250 300

複合

店舗

事務所

合計 494 無記入 0

最大 27,355 最小: 56 平均: 1,346

図3-2-7-1-6 S造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡)

以上 未満 割合 件数

0-500 1.7% 8

500-1,000 15.1% 69

1,000-1,500 41.5% 190

1,500-2,000 17.2% 79

2,000-2,500 9.0% 41

2,500-3,000 7.2% 33

3,000-3,500 3.5% 16

3,500-4,000 1.5% 7

4,000-4,500 0.9% 4

4,500-5,000 0.4% 2

5,000-5,500 0.4% 2

5,500-6,000 0.4% 2

6,000-6,500 0.4% 2

6,500-7,000 0.2% 1

7,000-7,500 0.0% 0

7,500-8,000 0.2% 1

8,000-8,500 0.0% 0

8,500-9,000 0.0% 0

9,000-9,500 0.0% 0

9,500-10,000 0.0% 0

10,000- 0.2% 1

0 50 100 150 200

複合

倉庫

工場

合計 458 無記入 0

最大 18,967 最 小: 57 平均: 1,715

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

図3-2-7-1-7 S造 工場 ・倉庫

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事 ・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事 ・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工.倉(全 体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 348 508 471 265 207 48 420 324 77 494 305 168 458 223 224

平 均(㎡) 4,396.92 1,512.09 596.84 5,986.33 4,934.94 10,962.84 1,423.08 1,333.06 1,837.42 1,346.33 1,187.99 1,710.65 1,714.76 1,805.90 1,614.45

標 準 偏 差 3,767.80 1,397.89 488.92 8,226.26 5,667.48 14,404.94 2,432.15 1,208.59 5,086.10 1,990.07 1,298.25 2,894.90 1,270.82 1,580.77 864.35

図3-2-7-2 延べ床面積
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3-2-8主 体構造部鉄骨量

主体構造部 とは、家屋の骨組を構成するものを言 う。骨組 を鉄骨で組み、これ を鉄筋で補強

し、 その外 部 に仮 枠 を構成 し、 これ に コン ク リー トを打 ち込 ん で硬 化 して構 築 した基礎 、柱 、

梁 、壁体 、床 版 、小屋 組 、屋根 版等 を言 う。

図3-2-8-1-1か ら図3-2-8-3ま で は用途 別 に主 体構 造部 鉄骨 量 を示 した もの

であ る。

なお、S造 家屋 においては軸部部分に使用 された鉄骨量が判明 した棟数がサンプル数の約半

分に過ぎないため、S造 家屋軸部部分鉄骨使用量を調査 ・分析 したサンプルの傾向を表3-2

-8-1及 び図3-2 -8-4-1-1か ら図3 -2-8-4-3-4ま で に示 した
。

主 体 構 造 部 にお け る 鉄 骨 量 の 延 べ 床 面 積 当 た りの標 準 量 はSRC造 の住 宅 ・アパ ー トが

0.036t/㎡ 、S造 の住 宅 ・アパ ー トが0 .075t/㎡ 、SRC造 の事務 所 ・店 舗 が0.046t/㎡ 、S造

の事務 所 ・店舗 が0.074t/㎡ 、S造 の工場 ・倉 庫 が0 .079t/㎡ とな って い る。

調 査 結果 の 平均 値 で標 準 量 との差 が大 きい もの はSRC造 事 務 所 ・店 舗 の0 .094t/㎡(対 標

準量204%)、SRC造 住宅 ・アパ ー トの0.052t/㎡(同144%)、S造 事務所 ・店舗 の0 .098t/㎡

(同132%)等 が挙 げ られ る。
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-001 0.9% 3

0.01-0.02 5.6% 19

0.02-0.03 12.9% 44

0.03-0.04 15.5% 53

0.04-0.05 19.6% 67

0.05-0.06 14.1% 48

0.06-0.07 10.6% 36

0.07-0.08 7.9% 27

0.08-0.09 5.9% 20

0.09-0.10 2.6% 9

0.10-0.11 1.5% 5

0.11-0.12 0.3% 1

0.12-0.13 0.6% 2

0.13-0.14 1.2% 4

0.14-0.15 0.3% 1

0.15-0.16 0.0% 0

0.16-0.17 0.0% 0

0.17-0.18 0.0% 0

0.18-0.19 0.3% 1

0.19-0.20 0.0% 0

0.20-0.21 0.0% 0

0.21-0.22 0.0% 0

0.22-0.23 0.0% 0

0.23-0.24 0.0% 0

0.24-0.25 0.0% 0

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70

合計 348 無記入 7 標準量: 0.036

最大: 0.263 最小: 0.008 平均: 0.052

図3-2-8-1-1 SRC造 住 宅 ・ア パー ト
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.01-0.02 1.1% 3

0.02-0.03 1.1% 3

0.03-0.04 4.9% 13

0.04-0.05 5.3% 14

0.05-0.06 8.0% 21

0.06-0.07 10.2% 27

0.07-0.08 10.2% 27

0.08-0.09 9.8% 26

0.09-0.10 8.7% 23

0.10-0.11 9.1% 24

0.11-0.12 8.7% 23

0.12-0.13 6.4% 17

0.13-0.14 4.2% 11

0.14-0.15 2.7% 7

0.15-0.16 3.0% 8

0.16-0.17 2.3% 6

0.17-0.18 0.4% 1

0.18-0.19 1.5% 4

0.19-0.20 0.8% 2

0.20-0.21 0.4% 1

0.21-0.22 0.0% 0

0.22-0.23 0.0% 0

0.23-0.24 0.0% 0

0.24-0.25 0.8% 2

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.0% 0

0.27-0.28 0.0% 0

0.28-0.29 0.0% 0

0.29-0.30 0.4% 1

0 5 10 15 20 25 3.0

複合

店舗

事務所

合計 265 無記入 1 標 準量: 0.046

最大 0.298 最小 0.012 平均 0.094

図3-2-8-1-2 SRC造 事務所 ・店舗
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.04-0.05 1.7% 4

0.05-0.06 6.0% 14

0.06-0.07 9.0% 21

0.07-0.08 15.9% 37

0.08-0.09 17.2% 40

0.09-0.10 16.7% 39

0.10-0.11 12.9% 30

0.11-0.12 8.6% 20

0.12-0.13 5.6% 13

0.13-0.14 3.0% 7

0.14-0.15 1.3% 3

0.15-0.16 2.1% 5

0 10 20 30 40

合計 233 無記入 0 標 準量: 0.075

最大 0.156 最小: 0.044 平均: 0.092

図3-2-8-1-3 S造 住宅 ・アパー ト

範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.01-0.02 0.4% 1

0.02-0.03 0.0% 0

0.03-0.04 0.4% 1

0.04-0.05 3.2% 8

0.05-0.06 6.0% 15

0.06-0.07 10.7% 27

0.07-0.08 12.7% 32

0.08-0.09 13.9% 35

0.09-0.10 11.1% 28

0.10-0.11 12.3% 31

0.11-0.12 7.1% 18

0.12-0.13 6.0% 15

0.13-0.14 4.4% 11

0.14-0.15 3.6% 9

0.15-0.16 2.8% 7

0.16-0.17 2.0% 5

0.17-0.18 0.0% 0

0.18-0.19 1.6% 4

0.19-0.20 0.8% 2

0.20-0.21 0.8% 2

0.21-0.22 0.4% 1

0 5 10 15 20 25 30 35

合計 252 無記入 0 標準量: 0.074
最大 ： 0.217 最小: 0.012 平均: 0.098

図3-2-8-1-4 S造 事務所 ・店舗
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.02-0.03 1.5% 4

0.03-0.04 2.7% 7

0.04-0.05 4.6% 12

0.05-0.06 15.4% 40

0.06-0.07 11.2% 29

0.07-0.08 15.0% 39

0.08-0.09 12.3% 32

0.09-0.10 12.3% 32

0.10-0.11 6.2% 16

0.11-0.12 5.0% 13

0.12-0.13 4.6% 12

0.13-0.14 2.7% 7

0.14-0.15 1.9% 5

0.15-0.16 1.2% 3

0.16-0.17 0.4% 1

0.17-0.18 0.0% 0

0.18-0.19 0.4% 1

0.19-0.20 0.0% 0

0.20-0.21 0.0% 0

0.21-0.22 0.8% 2

0.22-0.23 0.0% 0

0.23-0.24 0.8% 2

0.24-0.25 0.0% 0

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.4% 1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

複合

倉庫

工場

合計 260 無記入 0 標準量: 0.070

最大: 0.270 最小: 0.027 平均: 0.085

図3-2-8-1-5 S造 工場 ・倉庫

―140―



10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄骨量

住宅

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-8-2-1 SRC造 住宅 ・アパ ー ト

10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄骨量

事務所

店舗

複合
標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-8-2-2 SRC造 事務所 ・店 舗
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1,000t

100t

10t

1t

鉄骨量

住宅

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡

図3-2-8-2-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト

10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄骨量

事務所

店舗

複合

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-8-2-4 S造 事務所 ・店舗
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10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄骨量

工場

倉庫

複合

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0.00

図3-2-8-2-5 S造 工場 ・倉庫

SRC造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

S造

住宅(全体)

S造

事 ・店(全 体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全 体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 341 264 207 47 233 252 144 99 258 132 124

平 均(t/㎡) 0.052 0.094 0.093 0.095 0.092 0.098 0.097 0.100 0.085 0.093 0.077

標 準 偏 差 0.028 0.042 0.039 0.050 0.023 0.034 0.031 0.039 0.035 0.039 0.030

図3-2-8-3鉄 骨 量
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住宅 ・アパ ー ト

表3-2-8-1 補正項目等における平均値等の対比

サンプル全体(A) 鉄骨量サンプル(B) 対比(B/A)

全体 住宅 複合 全体 住宅 複合 全体 住宅 複合

件 数(件) 471 467 4 233 233 0 49.5% 49.9% 0.0%

階 層 数(階) 3.51 3.51 3.25 3.43 3.43 97.8% 97.7%

階 高(m) 3.02 3.02 3.09 3.04 3.04 100.6% 100.6%

柱 間(m) 5.60 5.60 5.59 5.66 5.66 101.1% 101.1%

地 階(件) 6 6 0 4 4 66.7% 66.7%

軒 高(m) 10.79 10.80 10.13 10.82 10.82 100.3% 100.2%

建床面 積(㎡) 170 166 97.3%

延床面積(㎡) 597 597 550 573 573 96.1% 96.0%

事務所 ・店舗

サンプル全体(A) 鉄骨量サンプル(B) 対 比(B/A)

全体 事務所 店舗 複合 全体 事務所 店舗 複合 全体 事務所 店舗 複合

件 数(件) 494 305 168 21 252 144 99 9 51.0% 47.2% 58.9% 42.9%

階 層 数(階) 3.34 3.58 2.89 3.33 3.39 3.67 2.99 3.22 101.6% 102.6% 103.4% 96.7%

階 高(m) 3.58 3.47 3.76 3.65 3.63 3.50 3.83 3.64 101.5% 100.8% 101.8% 99.9%

柱 間(m) 6.36 6.13 6.83 5.64 6.47 6.25 6.80 6.36 101.8% 102.0% 99.7% 112.8%

地 階(件) 23 9 14 0 15 4 11 0 65.2% 44.4% 78.6%

軒 高(m) 12.34 13.07 11.12 11.26 12.68 13.48 11.68 10.99 102.8% 103.1% 105.0% 97.6%

建床面積(㎡) 603 680 112.8%

延床面積(㎡) 1,346 1,188 1,711 731 1,502 1,301 1,851 890 111.6% 109.5% 108.2% 121.7%

工場 ・倉庫

サンプル全体(A) 鉄骨量サンプル(B) 対 比(B/A)

全体 工場 倉庫 複合 全体 工場 倉庫 複合 全体 工場 倉庫 複合

件 数(件) 458 223 224 11 260 132 126 2 56.8% 59.2% 56.3% 18.2%

階 層 数(階) 1.74 1.82 1.65 2.09 1.68 1.75 1.61 2.00 96.8% 96.4% 97.8%

階 高(m) 5.34 5.40 5.29 4.94 5.34 5.58 5.09 100.1% 103.3% 96.2%

柱 間(m) 7.41 7.38 7.45 7.46 7.25 7.38 7.10 97.8% 100.1% 95.3%

地 階(件) 2 1 1 0 １ 0 1 0 50.0% 0.0% 100.0%

軒 高(m) 8.51 8.81 8.13 10.13 8.44 8.89 7.97 99.1% 100.8% 98.0%

建床面積(㎡) 1,276 1,326 103.9%

延床面積(㎡) 1,715 1,806 1,614 1,910 1,748 1,932 1,529 3,359 101.9% 107.0% 94.7%



5.0

4.8

4.6

4.4

4.2

4.0

3.8

3.6

3.4

3.2

3.0

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

全 体

(全サンプル)

住 宅

(全サンプ ル)

複 合

(全サンプ ル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

住 宅

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 372 368 4 199 199 0

平 均(m) 3.018 3.017 3.088 3.036 3.036 -

標 準 偏 差 0.250 0.251 0.085 0.235 0.235 -

30

25

20

15

10

5

0

図3-2-8-4-1-1 S造 住 宅 ・アパ ー ト 階 高

全 体

(全サンプル)

住 宅

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全体 住 宅 複 合

(鉄骨量サンプル)(鉄 骨量サンプル)(鉄 骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 327 323 4 178 178 0

平 均(m) 10.789 10.797 10.125 10.818 10.818 -

標 準 偏 差 3.952 3.974 1.387 3.588 3.588 -

図3-2-8-4-1-2 S造 住 宅 ・アパ ー ト 軒高
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11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

全 体

(全サンプ ル)

住 宅

(全サンプル)

複合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

住 宅

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 361 357 4 197 197 0

平 均(m) 5.601 5.601 5.593 5.664 5.664 -

標 準 偏 差 1.251 1.257 0.569 1.139 1.139 -

図3-2-8-4-1-3 S造 住宅 ・アパ ー ト 柱間

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

全体

(全サンプル)

住 宅

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

住 宅

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 471 467 4 233 233 0

平 均(㎡) 597 597 550 573 573 -

標 準 偏 差 489 491 28 490 490 -

図-3-2-8-4-1-4 S造 住宅 アパー ト 延べ床面積
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7.0

6.5

6.0

5.5

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

全体

(全サンプル)

事務所

(全サンプル)

店舗

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

事 務 所

(鉄骨 量サンプル)

店 舗

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 384 238 135 11 214 123 84 7

平 均(m) 3.577 3.470 3.760 3.645 3.632 3.498 3.829 3.640

標 準 偏 差 0.539 0.420 0.657 0.642 0.545 0.391 0.657 0.731

40

35

30

25

20

15

10

5

0

図3-2-8-4-2-1 S造 事務所 ・店舗 階高

全体

(全サンプル)

事務所

(全サンプル)

店 舗

(全サンプル)

複合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

事務所

(鉄骨量サンプル)

店 舗

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプル数(件) 346 216 120 10 198 113 78 7

平 均(m) 12.339 13.067 11.118 11.262 12.680 13.475 11.679 10.994

標 準 偏 差 5.620 5.689 5.460 3.115 6.033 6.140 5.961 2.654

図3-2-8-4-2-2 S造 事務所 ・店舗 軒高
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14

12

10

8

6

4

2

0

全体

(全サンプル)

事務所

(全サンプル)

店舗

(全サンプル)

複合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

事 務 所

(鉄骨量サンプル)

店 舗

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプル数(件) 393 242 138 13 222 128 87 7

平 均(m) 6.356 6.126 6.826 5.640 6.471 6.250 6.805 6.360

標 準 偏 差 1.505 1.245 1.806 1.227 1.540 1.292 1.830 1.139

図3-2-8-4-2-3 S造 事務所 ・店舗 柱間
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25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

全体

(全サンプル)

事務所

(全サンプル)

店 舗

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨 量サンプル)

事 務 所

(鉄骨量サンプル)

店 舗

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 494 305 168 21 252 144 99 9

平 均(㎡) 1.346 1.188 1.711 731 1.502 1.301 1.851 890

標 準 偏 差 1.990 1.298 2.895 365 1.959 1.456 2.550 463

図3-2-8-4-2-4 S造 事務所 ・店舗 延べ床面積
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4

2

0

全体

(全サンプル)

工場

(全サンプル)

倉庫

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

工 場

(鉄骨量サンプル)

倉 庫

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプル数(件) 345 179 161 5 205 107 98 0

平 均(m) 5.341 5.396 5.292 4.940 5.344 5.576 5.090 -

標 準 偏 差 2.403 2.379 2.430 2.840 2.320 2.506 2.082 -

30

25

20

15

10

5

0

図3-2-8-4-3-1 S造 工場 ・倉庫 階高

全体

(全サンプル)

工場

(全サンブル)

倉庫

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

工 場

(鉄骨量サンプル)

倉 庫

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 330 170 155 5 199 102 97 0

平 均(m) 8.513 8.814 8.132 10.128 8.441 8.887 7.972 -

標 準 偏 差 3.163 2.975 3.245 5.552 3.248 3.157 3.293 -

図3-2-8-4-3-2 S造 工場 ・倉庫 軒高
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0

全体

(全サンプル)

工場

(全サンプル)

倉 庫

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

工 場

(鉄骨量サンプル)

倉庫
(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 360 188 167 5 225 118 107 0

平 均(m) 7.412 7.376 7.452 7.460 7.249 7.385 7.099 -

標 準 偏 差 2.469 2.541 2.397 2.580 2.295 2.271 2.322 -

図3-2-8-4-3-3 S造 工場 ・倉庫 柱間

20,000

15,000

10,000

5,000

0

全体

(全サンプル)

工場

(全サンプル)

倉 庫

(全サンプル)

複 合

(全サンプル)

全 体

(鉄骨量サンプル)

工 場

(鉄骨量サンプル)

倉 庫

(鉄骨量サンプル)

複 合

(鉄骨量サンプル)

サンプ ル数(件) 458 223 224 11 260 132 126 2

平 均(㎡) 1.715 1.806 1.614 1.910 1.748 1.932 1.529 3.359

標 準 偏 差 1.271 1.581 864 1.103 1.466 1.882 764 1.858

図3-2-8-4-3-4 S造 工場 ・倉庫 延べ床面積
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3-2-9主 体構 造 部鉄 筋 量

図3-2-9-1-1か ら図3-2-9-3ま では用途 別 に主 体構 造部 鉄 筋量 を示 した もの

で あ る。

なお 、S造 にお いて は 、基準 表 上、床 構 造 と屋 根構 造 とは区分 され て標 準 量が示 され てい る

が、今 回 の調 査 で は区分 して回答 され たサ ンプル が殆 どなか った た め、これ を 区分 しなか った。

また 、S造 家屋 にお い ては床 ・屋 根構 造 に使 用 され た鉄筋 ・コン ク リー ト量が判 明 した棟 数

がサ ンプル数 の約 半分 に過 ぎな いた め、S造 家 屋床 ・屋 根構 造鉄 筋 ・コ ンク リー ト使 用量 を調

査 ・分析 したサ ン プル の傾 向 を表3-2-9-1及 び 図3-2-9-4-1-1か ら図3-2

-9-4-3-4ま で に示 した。

主体 構 造 部 にお け る鉄 筋 量 の延 べ床 面 積 当 た りの標 準 量 はSRC造 の 住 宅 ・アパ ー トが

0.064t/㎡ 、RC造 の住 宅 ・ア パ ー トが0.073t/㎡ 、SRC造 の事 務所 ・店舗 が0.080t/㎡ 、R

C造 の事 務所 ・店舗 が0.093t/㎡ で あ る。

調 査 結果 の平 均値 で標 準 量 との差 が大 きい ものはSRC造 の住宅 ・アパ ー ト0.096t/㎡(対

標 準量150%)、RC造 の住 宅 ・アパ ー ト0.096t/㎡(同132%)等 が挙 げ られ る。
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範 囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.01 0.0% 0

0.01-0.02 0.3% 1

0.02-0.03 0.0% 0

0.03-0.04 0.6% 2

0.04-0.05 1.5% 5

0.05-0.06 1.5% 5

0.06-0.07 7.1% 24

0.07-0.08 12.6% 43

0.08-0.09 18.5% 63

0.09-0.10 209% 71

0.10-0.11 12.4% 42

0.11-0.12 12.4% 42

0.12-0.13 6.2% 21

0.13-0.14 2.4% 8

0.14-0.15 1.8% 6

0.15-0.16 0.6% 2

0.16-0.17 0.0% 0

0.17-0.18 0.6% 2

0.18-0.19 0.3% 1

0.19-0.20 0.0% 0

0.20-0.21 0.0% 0

0.21-0.22 0.0% 0

0.22-0.23 0.0% 0

0.23-0.24 0.0% 0

0.24-0.25 0.0% 0

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.0% 0

0.27-0.28 0.0% 0

0.28-0.29 0.0% 0

0.29-0.30 0.0% 0

0.30-0.31 0.6% 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計348

最 大:0.308

無記入8

最 小:0.017

図3-2-9-1-1

標 準 量:0.064

平 均:0.096

SRC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.01 0.8% 2

0.01-0.02 3.0% 8

0.02-0.03 2.3% 6

0.03-0.04 4.2% 11

0.04-0.05 7.5% 20

0.05-0.06 4.9% 13

0.06-0.07 13.2% 35

0.07-0.08 113% 30

0.08-0.09 12.8% 34

0.09-0.10 10.2% 27

0.10-0.11 9.8% 26

0.11-0.12 8.3% 22

0.12-013 3.8% 10

0.13-014 3.0% 8

0.14-0.15 1.5% 4

0.15-0.16 1.1% 3

0.16-0.17 0.4% 1

0.17-0.18 0.4% 1

0.18-0.19 0.0% 0

0.19-0.20 0.8% 2

0.20-0.21 0.0% 0

0.21-0.22 0.0% 0

0.22-0.23 0 .0% 0

0.23-0.24 0.4% 1

0.24-0.25 0.0% 0

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合

店舗

事務所

合計265

最大:0.267

無記入0

最 小:0.006

図3-2-9-1-2

標準量:0.080

平 均:0.084

SRC造 事務所 ・店舗

範 囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.02 0.2% 1

0.02-0.04 0.4% 2

0.04-0.06 3.2% 16

0.06-0.08 22.8% 113

0.08-0.10 32.5% 161

0.10-0.12 28.0% 139

0.12-0.14 9.5% 47

0.14-0.16 2.2% 11

0.16-0.18 0.8% 4

0.18-0.20 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

合計508

最 大:0.192

無記入12

最 小:0.008

図3-2-9-1-3

標 準 量:0.073

平 均:0.096

RC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.02-0.03 0.2% 1

0.03-0.04 0.2% 1

0.04-0.05 0.2% 1

0.05-0.06 1.0% 4

0.06-0.07 2.9% 12

0.07-0.08 5.8% 24

0.08-0.09 15.2% 63

0.09-0.10 14.7% 61

0.10-0.11 14.0% 58

0.11-0.12 13.0% 54

0.12-0.13 11.4% 47

0.13-0.14 5.8% 24

0.14-0.15 5.1% 21

0.15-0.16 4.1% 17

0.16-0.17 2.4% 10

0.17-0.18 1.2% 5

0.18-0.19 1.2% 5

0.19-0.20 0.5% 2

0.20-0.21 0.5% 2

0.21- 0.5% 2

0 20 40 60 80

複合
店舗
事務所

合計423

最 大:0.250

無記入9

最 小:0.020

図3-2-9-1-4

標 準 量:0.000

平 均:0.111

RC造 事務所 ・店舗

範 囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.000-0.005 3.3% 10

0.005-0.010 28.5% 87

0.010-0.015 31.5% 96

0.015-0.020 20.0% 61

0.020-0.025 9.5% 29

0.025-0.030 3.0% 9

0.030-0.035 3.0% 9

0.035-0.040 0.0% 0

0040-0.045 0.7% 2

0.045-0.050 0.7% 2

0 20 40 60 80 100

合計325

最 大:0.050

無記入20

最 小:0.002

図3-2-9-1-5

標 準量:0014

平均:0.014

S造 住宅 ・アパー ト
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範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.000-0.005 2.7% 9

0.005-0.010 24.5% 83

0.010-0.015 29.8% 101

0.015-0.020 18.6% 63

0.020-0.025 11.2% 38

0.025-0.030 5.6% 19

0.030-0.035 2.4% 8

0.035-0.040 1.8% 6

0.040-0.045 1.8% 6
0.045-0.050 0.6% 2

0.050-0.055 0.3% 1

0.055-0.060 0.9% 3

0 20 40 60 80 100 120

合計340

最 大:0.059

無記入1

最 小:0.001

図3-2-9-1-6

複合

店舗

事務所

標 準 量:0.014

平 均:0.016

S造 事務所 ・店舗

範囲(t/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.000-0.005 8.7% 34

0.005-0.010 29.0% 114

0.010-0.015 24.2% 95

0.015-0.020 17.0% 67

0.020-0.025 8.4% 33

0.025-0.030 5.1% 20

0.030-0.035 3.1% 12

0.035-0.040 2.0% 8

0.040-0.045 1.3% 5
0.045-0.050 0.3% 1

0.050-0.055 0.3% 1
0.055-0.060 0.8% 3

合計396

0 20 40 60 80 100 120

最 大:0.060

無記入3

最 小:0.001

図3-2-9-1-7

複合

倉庫

工場

標 準 量:0.014

平 均:0.015

S造 工場 ・倉庫
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10,000t

1,000t
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鉄筋量

住宅

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-9-2-1 SRC造 住宅 ・アパ ー ト
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10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄筋量

事務所

店舗

複合
標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-9-2-2 SRC造 事務所 ・店舗
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10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄筋量

住宅

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-9-2-3 RC造 住 宅 ・アパ ー ト

10,000t

1,000t

100t

10t

1t

鉄筋量

事務所

店舗
複合

標準量

延べ床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

図3-2-9-2-4 RC造 事務所 ・店舗
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1,000t

100t

10t

1t

0t

1㎡

鉄筋量

住宅

標準量

10㎡

図3-2-9-2-5

100㎡ 1,000㎡

S造 住 宅 ・アパ ー ト

10,000㎡

建床+延 床面積

1,000t

100t

10t

1t

0t

1㎡

鉄筋量

事務所

店舗

複合
標準量

10㎡ 100㎡

図3-2-9-2-6

1,000㎡

S造 ・事務 所 ・店舗

10,000㎡ 100,000㎡

建床+延 床面積
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1,000t

100t

10t

1t

0t

鉄筋量

工場

倉庫

複合

標準量

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡

建床+延床面積

図3-2-9-2-7 S造 工場 ・倉庫

0.35

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0.00

SRC造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

住宅(全体〕

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

住宅

S造

事・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 340 265 207 48 496 321 75 18 305 339 187 135 393 194 191

平均(t/㎡) 0.096 0.084 0.085 0.077 0.095 0.111 0.108 0.121 0.014 0.016 0.016 0.016 0.015 0.015 0.014

標 準 偏 差 0.028 0.036 0.034 0.045 0.024 0.030 0.026 0.037 0.007 0.009 0.009 0.010 0.010 0.010 0.009

図3-2-9-3 鉄筋量
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表3-2-9-1 補正項 目等における平均値の対比

住宅 ・アパ ー ト

サ ンプル全体(A) 床 ・屋根構造部 サ ンプル(B) 対比(B/A)

全体 住宅 複合 全体 住宅 複合 全体 住宅 複合

件 数(件) 471 467 4 325 325 0 69.0% 69.6% 0.0%

階 層 数(階) 3.51 3.51 3.25 3.42 3.42 97.3% 97.2%

階 高(m) 3.02 3.02 3.09 3.03 3.03 100.5% 100.5%

柱 間(m) 5.60 5.60 5.59 5.64 5.64 100.7% 100.7%

地 階(件) 6 6 0 4 4 0 66.7% 66.7%

軒 高(m) 10.79 10.80 10.13 10.53 10.53 97.6% 97.5%

建床 面積(㎡) 170 184 108.0%

延床 面積(㎡) 597 597 550 592 592 99.2% 99.1%

事務所 ・店舗

サ ンプル全体(A) 床 ・屋根構造部サ ンプル(B) 対比(B/A)

全体 事務所 店舗 複合 全体 事務所 店舗 複合 全体 事務所 店舗 複合

件 数(件) 494 305 168 21 340 188 135 17 68.8% 61.6% 80.4% 81.0%

階 層 数(階) 3.34 3.58 2.89 3.33 3.30 3.63 2.84 3.35 99.0% 101.3% 98.3% 100.6%

階 高(m) 3.58 3.47 3.76 3.65 3.63 3.51 3.80 3.631111 101.6% 101.0% 101.0% 99.6%

柱 間(m) 6.36 6.13 6.83 5.64 6.49 6.26 6.86 5.756364 102.1% 102.2% 100.5% 102.1%

地 階(件) 23 9 14 0 21 8 13 0 91.3% 88.9% 92.9%

軒 高(m) 12.34 13.07 11.12 11.26 12.55 13.59 11.20 11.77 101.7% 104.0% 100.7% 104.5%

建床 面積(㎡) 596 604 101.4%

延床 面積(㎡) 1,346 1,188 1.711 731 1,488 1,286 1,859 773 110.5% 108.2% 108.7% 105.7%

工場 ・倉庫

サ ンプル全体(A) 床 ・屋根構造 部サ ンプル(B) 対比(B/A)

全体 工場 倉庫 複合 全体 工場 倉庫 複合 全体 工場 倉庫 複合

件 数(件) 458 223 224 11 396 195 193 8 86.5% 87.4% 86.2% 72.7%

階 層 数(階) 1.74 1.82 1.65 2.09 1.73 1.79 1.64 2.13 99.3% 98.8% 99.7% 101.6%

階 高(m) 5.34 5..40 5.29 4.94 5.43 5.47 5.41 3.45 101.6% 101.3% 102.2% 69.8%

柱 間(m) 7.41 7.38 7.45 7.46 7.51 7.47 7.54 9.5 101.4% 101.3% 101.2% 127.3%

地 階(件) 2 1 1 0 2 1 1 0 100.0% 100.0% 100.0%

軒 高(m) 8.51 8.81 8.13 10.13 8.48 8.73 8.21 7.52 99.6% 99.1% 100.9% 74.2%

建床 面積(㎡) 1,276 1,298 101.7%

延床 面積(㎡) 1,715 1,806 1,614 1,910 1,702 1,774 1,624 1,856 99.3% 98.2% 100.6% 97.2%



5.0

4.8

4.6

4.4

4.2

4.0

3.8

3.6

3.4

3.2

3.0

2.8

2.6

2.4

2.2

2.0

全体

(全サンプル)

専住

(全サンプル)

複合

(全サンプル)

全 体

(床屋根サンプル)

専 住

(床屋根サンプル)

複 合

(床屋根サンプル)

サンプ ル数(件) 372 368 4 242 242 0

平 均(m) 3.018 3.017 3.088 3.034 3.034

標 準 偏 差 0.250 0.251 0.085 0.250 0.250

図3-2-9-4-1-1 S造 住 宅 ・アパ ー ト 階 高

28

26

24

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

全体

(全サンプル)

専住

(全サンプル)

複合

(全サンプル)

全 体

(床屋根サンプル)

専 住

(床屋根サンプル)

複 合

(床屋根サンプル)

サンプ ル数(件) 327 323 4 217 217 0
平 均(m) 10.789 10.797 10.125 10.527 10.527
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図3-2-9-4-1-2 S造 住 宅 ・アパ ー ト 軒 高
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サンプ ル数(件) 361 357 4 245 245 0

平 均(m) 5.601 5.601 5.593 5.641 5.641

標 準 偏 差 1.251 1.257 0.569 1.205 1.205

図3-2-9-4-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト 柱 間
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平 均(㎡) 597 597 550 592 592

標 準 偏 差 489 491 28 516 516

図3-2-9-4-1-4 S造 住宅 ・アパー ト 延べ床面積
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平 均(m) 3.577 3.470 3.760 3.645 3.634 3.506 3.800 3.631

標 準 偏 差 0.539 0.420 0.657 0.642 0.560 0.432 0.653 0.664

図3-2-9-4-2-1 S造 事務所 ・店舗 階高
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標 準 偏 差 5.620 5.689 5.460 3.115 5.872 5.902 5.754 3.294

図3-2-9-4-2-2 S造 事務所 ・店舗 軒高
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平 均(m) 6.356 6.126 6.826 5.640 6.487 6.263 6.858 5.756

標 準 偏 差 1.505 1.245 1.806 1.227 1.582 1.353 1.807 1.295

図3-2-9-4-2-3 S造 事務所 ・店舗 柱間
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標 準 偏 差 1,990 1,298 2,895 365 2,300 1,472 3,175 389

図3-2-9-4-2-4 S造 事務所 ・店舗 延べ床面積
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標 準 偏 差 2.403 2.379 2.430 2.840 2.516 2,516 2.532 0.212

図3-2-9-4-3-1 S造 工場 ・倉庫 階高
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標 準 偏 差 3,163 2,975 3,245 5,552 3,195 2,988 3,427 1,146

図3-2-9-4-3-2 S造 工場 ・倉庫 軒高
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サンプ ル数(件) 360 188 167 5 307 165 140 2

平 均(m) 7.412 7.376 7.452 7.460 7.514 7.469 7.538 9.500

標 準 偏 差 2.469 2.541 2.397 2.580 2.483 2.590 2.365 0.707

図3-2-9-4-3-3 S造 工場 ・倉庫 柱間
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(床屋根サンプル)

複合

(床屋根サンプル)
サンプ ル数(件) 458 223 224 11 396 195 193 8

平 均(㎡) 1,715 1,806 1,614 1,910 1,702 1,774 1,624 1,856

標 準 偏 差 1,271 1,581 864 1,103 1,283 1,607 845 1,186

図3-2-9-4-3-4 S造 工場 ・倉庫 延べ床面積
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3-2-10主 体構 造部 コンク リー ト量

図3-2-10-1-1か ら図3-2-10-3ま で は用途 別 に主 体構 造部 鉄筋 量 を示 した もの

で あ る。

なお 、S造 にお いて は、基 準 表上 、床構 造 と屋根 構 造 とは 区分 され て標 準量 が示 され てい る

が 、今 回 の調査 で は 区分 して 回答 され たサ ンプル が 殆 どな か った ため 、これ を区分 しな か った。

主体構 造部 にお け る コン ク リー ト量 の延 べ床 面積 当た りの標 準 量 はSRC、RC造 の住 宅 ・

アパ ー トが0.592/㎡ 、SRC造 の事務 所 ・店舗 が0.661/㎡ 、RC造 の事務所 ・店 舗 が0.696/㎡

で あ る。

調 査 結果 の平 均値 で標 準 量 との差 が大 きい ものはSRC造 の住 宅 ・アパ ー ト0.778/㎡(対 標

準 量131%)、RC造 の住宅 ・アパ ー ト0.773/㎡(同131%)等 が 挙 げ られ る。

範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 0.6% 2

0.1-0.2 0.3% 1

0.2-0.3 0.3% 1

0.3-0.4 0.0% 0

0.4-0.5 2.4% 8

0.5-0.6 4.4% 15

0.6-0.7 20.4% 69

0.7-0.8 28.7% 97

0.8-0.9 22.5% 76

0.9-1.0 15.1% 51

1.0-1.1 3.8% 13

1.1-1.2 0.9% 3

1.2-1.3 0.0% 0

1.3-1.4 0.6% 2

0 20 40 60 80 100

合計 348

最 大:1.384

無記入10

最 小:0.001

図3-2-10-1-1 SRC造

平均:0.778

住宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 0.4% 1

0.1-0.2 0.4% 1

0.2-0.3 2.6% 7

0.3-0.4 7.2% 19
0.4-0.5 7.5% 20

0.5-0.6 10.9% 29

0.6-0.7 17.0% 45

0.7-0.8 17.7% 47

0.8-0.9 16.6% 44

0.9-1.0 10.2% 27

1.0-1.1 4.9% 13

1.1-1.2 2.3% 6

1.2-1.3 0.4% 1

1.3-1.4 0.4% 1

1.4-1.5 1.1% 3

1.5-1.6 0.0% 0

1.6-1.7 0.0% 0

1.7-1.8 0.4% 1

0 10 20 3b 40 50

合計 265

最 大:1.738

無記入0
最 小:0.065

図3-2-10-1-2 SRC造

複合

店舗

事務所

標 準 量:0.661

平均:0.720

事務所 ・店舗

範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 0.4% 2

0.1-0.2 0.0% 0

0.2-0.3 0.0% 0

0.3-0.4 0.4% 2

0.4-0.5 0.6% 3

0.5-0.6 5.4% 27

0.6-0.7 24.9% 124

0.7-0.8 31.6% 157

0.8-0.9 20.7% 103

0.9-1.0 9.5% 47

1.0-1.1 3.0% 15

1.1-1.2 1.6% 8

1.2-1.3 0.6% 3

1.3-1.4 0.4% 2

1.4-1.5 0.2% 1

1.5-1.6 0.4% 2

1.6-1.7 0.2% 1

合計508
最 大:1.662

0 20 40 60 80 100 120 140 160

無記入11

最 小:0.023

図3-2-10-1-3 RC造

標 準 量:0.592

平 均:0.773

住 宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.2-0.3 0.2% 1

0.3-0.4 0.5% 2

0.4-0.5 0.7% 3

0.5-0.6 6.0% 25

0.6-0.7 18.1% 75

0.7-0.8 24.2% 100

0.8-0.9 20.5% 85

0.9-1.0 14.3% 59

1.0-1.1 8.5% 35

1.1-1.2 4.1% 17

1.2-1.3 1.0% 4

1.3-1.4 0.7% 3

1.4-1.5 0.2% 1

1.5-1.6 0.2% 1

1.6-1.7 0.0% 0

1.7-1.8 0.2% 1

1.8-1.9 0.0% 0

1.9- 0.2% 1

合計423

最 大:1.931

0 20 40 60 80 100

無記入10

最 小:0.211

図3-2-10-1-4

範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.05 0.9% 3

0.05-0.10 7.4% 24

0.10-0.15 17.6% 57

0.15-0.20 22.3% 72

0.20-0.25 24.1% 78

0.25-0.30 16.7% 54

0.30-0.35 5.9% 19

0.35-0.40 1.9% 6

0.40-0.45 1.2% 4

0.45-0.50 0.9% 3

0.50-0.55 0.3% 1

0.55-0.60 0.0% 0

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.3% 1

0.70-0.75 0.0% 0

0.75-0.80 0.0% 0

0.80-0.85 0.0% 0

0.85-0.90 0.0% 0

0.90-0.95 0.0% 0

0.95-1.00 0.3% 1

合計325

RC造

複合

店舗

事務所

標 準 量:0.696

平 均:0.827

事務所 ・店舗

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無記入2 標 準量:0.130(床 構造)

0.150(屋 根 構 造)

最 大:0.996 最 小:0.028

図3-2-10-1-5

平 均:0.210

S造 住宅 ・アパ ー ト
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範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.05 0.9% 3

0.05-0.10 5.6% 19

0.10-0.15 16.8% 57

0.15-0.20 24.1% 82

0.20-0.25 23.8% 81

0.25-0.30 14.1% 48

0.30-0.35 7.4% 25

0.35-0.40 2.9% 10

0.40-0.45 2.1% 7

0.45-0.50 1.2% 4

0.50-0.55 0.3% 1

0.55-0.60 0.3% 1

0.60-0.65 0.3% 1

0.65-0.70 0.0% 0

0.70- 0.3% 1

合計340

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

複合

店舗

事務所

無記入0 標 準 量:0.130(床 構 造)

0.150(屋 根 構 造)

最 大:0.916 最 小:0.022

図3-2-10-1-6 S造

平 均:0.217

事務所 ・店舗

範 囲(m3/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.05 5.8% 23

0.05-0.10 8.3% 33

0.10-0.15 30.3% 120

0.15-0.20 25.5% 101

0.20-0.25 14.4% 57

0.25-0.30 6.6% 26

0.30-0.35 4.8% 19

0.35-0.40 2.8% 11

0.40-0.45 0.8% 3

0.45-0.50 0.3% 1

0.50-0.55 0.0% 0

0.55-0.60 0.3% 1

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.0% 0

0.70-0.75 0.3% 1

合計396

0 20 40 60 80 100 120

無記入0

複合

倉庫

工場

標 準 量:0.130(床 構 造)

0.150(屋 根 構 造)

最 大:0.712 最 小:0.017

図3-2-10-1-7 S造

平 均:0.172

工場 ・倉庫
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建床+延 床面積

1㎡ 10㎡ 100㎡ 1,000㎡ 10,000㎡ 100,000㎡
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SRC造

住宅(全 体)

SRC造

事 ・店(全 体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

住宅(全体)

RC造

事 ・店(全 体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

住宅

S造

事 ・店(全 体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 338 265 207 48 233 416 321 75 323 340 188 135 396 195 193

平均(m3/㎡) 0.778 0.720 0.735 0.666 0.092 0.827 0.807 0.896 0.209 0.217 0.216 0.220 0.172 0.180 0.162

標 準 偏 差 0.160 0.239 0.235 0.261 0.023 0.193 0.176 0.220 0.096 0.097 0.096 0.102 0.087 0.080 0.092

図3-2-10-3 コ ンク リー ト量
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3-2-11 外周壁骨組施工量

外周壁 骨組 とは 、非木 造家屋 の外周壁 の骨 組み にお いで主 体構 造部 を構成 してい ない もの で

あ る。 即 ち外周 壁 が鉄骨 鉄 筋 コン ク リー ト造 と異質 の材 料 を もって骨組 が施 工 され る場合 の骨

組 部 分 を言 う。

図3-2-11-1-1か ら図3-2-11-2は 、用途 別 に外周 壁骨組 施 工量 を示 した もの で

あ る。

外 周壁 骨組 施 工量 の標 準量 は住宅 ・アパ ー トが1.06㎡/㎡ 、事 務所 ・店舗 が0.79㎡/㎡ 、工場 ・

倉庫 が0.91㎡/㎡ で あ る。

今 回 の調査 では 、SRC造 の事務 所 ・店舗 の平 均 が0.551㎡/㎡ 、S造 の工場 ・倉 庫 の平均 が

0.602㎡/㎡ で あっ た。

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 22.7% 27

0.2-0.4 1.7% 2

0.4-0.6 4.2% 5

0.6-0.8 6.7% 8

0.8-1.0 11.8% 14

1.0-1.2 16.0% 19

1.2-1.4 11.8% 14

1.4-1.6 15.1% 18

1.6-1.8 4.2% 5

1.8-2.0 4.2% 5

2.0-2.2 0.0% 0

2.2-2.4 0.0% 0

2.4-2.6 0.0% 0

2.6-2.8 0.8% 1

2.8-3.0 0.0% 0

3.0-3.2 0.0% 0

3.2-3.4 0.0% 0

3.4-3.6 0.8% 1

合計348

0 5 10 15 20 25 30

最 大:3.439

無記入229

最 小:0.001

図3-2-11-1-1 SRC造

平 均:0.940

住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 18.1% 27
0.2-0.4 2.7% 4

0.4-0.6 3.4% 5

0.6-0.8 10.7% 16

0.8-1.0 19.5% 29

1.0-1.2 14.1% 21

1.2-1.4 10.7% 16

1.4-1.6 8.1% 12

1.6-1.8 6.0% 9

1.8-2.0 2.7% 4

2.0-2.2 1.3% 2

2.2-2.4 1.3% 2

2.4-2.6 0.7% 1

2.6-2.8 0.7% 1

0 5 10 15 20 25 30

合計508 無記入359 標 準 量:1.060

最 大:2.669 最 小:0.003 平 均:0.941

図3-2-11-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 0.5% 2

0.2-0.4 0.7% 3

0.4-0.6 1.6% 7

0.6-0.8 10.6% 45

0.8-1.0 19.2% 82

1.0-1.2 19.2% 82

1.2-1.4 20.0% 85

1.4-1.6 15.3% 65

1.6-1.8 5.9% 25

1.8-2.0 3.8% 16

2.0-2.2 2.1% 9

2.2-2.4 0.2% 1

2.4-2.6 0.5% 2

2.6-2.8 0.2% 1

2.8-3.0 0.2% 1

0 20 40 60 80 100

複合

住宅

合計471 無記入45 標 準 量:1.060

最 大:2.842 最 小:0.029 平 均:1.206

図3-2-11-1-3 S造 住 宅 ・アパー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 18.3% 28

0.1-0.2 6.5% 10

0.2-0.3 7.2% 11

0.3-0.4 6.5% 10

0.4-0.5 10.5% 16

0.5-0.6 10.5% 16

0.6-0.7 9.8% 15

0.7-0.8 8.5% 13

0.8-0.9 5.9% 9

0.9-1.0 2.0% 3
1.0-1.1 3.3% 5

1.1-1.2 1.3% 2

1.2-1.3 3.3% 5

1.3-1.4 1.3% 2
1.4-1.5 1.3% 2

1.5-1.6 2.6% 4

1.6-1.7 0.0% 0
1.7-1.8 0.7% 1

1.8-1.9 0.0% 0

1.9-2.0 0.7% 1

0 5 10 15 20 25 30

複合

店舗

事務所

合計265 無記入112 標 準量:0.790

最 大:1.972 最 小:0.004 平 均:0.551

図3-2-11-1-4 SRC造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 23.0% 35

0.1-0.2 3.9% 6

0.2-0.3 2.0% 3

0.3-0.4 0.0% 0

0.4-0.5 3.3% 5

0.5-0.6 2.6% 4

0.6-0.7 5.9% 9

0.7-0.8 4.6% 7

0.8-0.9 5.3% 8

0.9-1.0 12.5% 19

1.0-1.1 7.9% 12

1.1-1.2 7.9% 12

1.2-1.3 5.3% 8

1.3-1.4 7.2% 11

1.4-1.5 1.3% 2

1.5-1.6 2.0% 3

1.6-1.7 2.6% 4

1.7-1.8 0.7% 1

1.8-1.9 1.3% 2

1.9-2.0 0.0% 0

2.0-2.1 0.0% 0
2.1-2.2 0.7% 1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

複合

店舗

事務所

合計423 無記入271 標 準量:0.790
最 大:2.152 最 小:0.001 平 均:0.763

図3-2-11-1-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 0.7% 3

0.1-0.2 2.4% 10

0.2-0.3 1.7% 7

0.3-0.4 4.3% 18

0.4-0.5 8.1% 34

0.5-0.6 11.5% 48

0.6-0.7 10.0% 42

0.7-0.8 11.5% 48

0.8-0.9 13.9% 58

0.9-1.0 9.1% 38

1.0-1.1 6.7% 28

1.1-1.2 4.3% 18

1.2-1.3 3.3% 14

1.3-1.4 3.1% 13

1.4-1.5 1.7% 7

1.5-1.6 1.4% 6

1.6-1.7 2.9% 12

1.7-1.8 0.7% 3

1.8-1.9 0.5% 2

1.9-2.0 0.2% 1

2.0-2.1 0.7% 3

2.1-2.2 0.0% 0

2.2-2.3 0.7% 3

2.3-2.4 0.2% 1

2.4-2.5 0.2% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計494 無記入76 標 準 量:0.790

最 大:2.446 最 小:0.050 平 均:0.844

図3-2-11-1-6 S造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 9.7% 32

0.1-0.2 8.2% 27

0.2-0.3 2.4% 8

0.3-0.4 2.4% 8

0.4-0.5 11.5% 38

0.5-0.6 16.4% 54

0.6-0.7 13.9% 46

0.7-0.8 11.5% 38

0.8-0.9 9.7% 32

0.9-1.0 7.0% 23

1.0-1.1 2.4% 8

1.1-1.2 1.2% 4

1.2-1.3 0.6% 2

1.3-1.4 0.0% 0

1.4-1.5 0.3% 1

1.5-1.6 0.9% 3

1.6-1.7 0.3% 1

1.7-1.8 0.0% 0

1.8-1.9 0.3% 1

1.9-2.0 0.3% 1

2.0-2.1 0.3% 1

2.1-2.2 0.0% 0

2.2-2.3 0.0% 0

2.3-2.4 0.3% 1

2.4-2.5 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合

倉庫

工場

合計458 無記入128 標 準 量:0.910

最 大2.474 最 小:0.001 平 均:0.602

図3-2-11-1-7 S造 工場 ・倉庫

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

図3-2-11-2 外周壁骨組
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SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事 ・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事 ・店(全 体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 119 149 426 153 116 30 152 113 28 418 254 145 330 172 151

平均(㎡/㎡) 0.940 0.941 1.206 0.551 0.562 0.532 0.763 0.792 0.739 0.844 0.843 0.841 0.602 0.572 0.631

標 準 偏 差 0.642 0.588 0.389 0.424 0.419 0.482 0.535 0.506 0.635 0.402 0.390 0.425 0.367 0.351 0.389



3-2-12間 仕切骨組施工量

間仕切骨組 とは、内部の各部屋を区画する間仕切の骨組みを言 う。

間仕切壁には、本壁(耐 力壁)と 帳壁がある。本壁は、上部の荷重 を全面に受けてこれ を支

えた り、地震力に抵抗 させた りする壁であ り、主体構造 と しての効果 を果た しているものであ

る。 これに対 して帳壁は、部室、便所等 を区画す るために設 けられる間仕切のようにそれ 自体

が地震等に対 して倒れないよ うになっていればよく、取 り除いても構造的に差 し支えない壁で

ある。

評価基準における 「間仕切骨組」 とは、上記の帳壁に属 し、主体構造部 と異なる材料によっ

て施工され る間仕切の骨組部分を言 う。

図3-2-12-1-1か ら図3-2-12-2は 、用途別に間仕切骨組施工量を示 した もので

ある。

間仕切骨組施工量の標準量は住宅 ・アパー トが1.21㎡/㎡ で、事務所 ・店舗が0.52㎡/㎡ 、工

場 ・倉庫が0.10㎡/㎡ である。

今回の調査 では、RC造 の住宅 ・アパー トの平均が0.834㎡/㎡ 、RC造 の事務所 ・店舗 の平

均が0.389㎡/㎡ 、S造 の工場 ・倉庫の平均が0.271㎡/㎡ であった。
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.1 0.9% 3

0.1-0.2 1.5% 5

0.2-0.3 1.2% 4

0.3-0.4 0.9% 3

0.4-0.5 1.8% 6

0.5-0.6 2.4% 8

0.6-0.7 6.3% 21

0.7-0.8 9.9% 33

0.8-0.9 12.2% 41

0.9-1.0 21.5% 72

1.0-1.1 16.1% 54

1.1-1.2 9.0% 30

1.2-1.3 7.5% 25

1.3-1.4 4.2% 14

1.4-1.5 1.8% 6

1.5-1.6 0.9% 3

1.6-1.7 0.0% 0

1.7-1.8 0.6% 2

1.8-1.9 0.6% 2

1.9-2.0 0.6% 2

2.0-2.1 0.0% 0

2.1-2.2 0.0% 0

2.2-2.3 0.0% 0

2.3-2.4 0.0% 0

2.4-2.5 0.0% 0

2.5-2.6 0.0% 0

2.6-2.7 0.0% 0

2.7-2.8 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計348 無記入13

最 大:2.778 最 小:0.009 平均:0.956

図3-2-12-1-1 SRC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.1 3.0% 15

0.1-0.2 1.8% 9

0.2-0.3 3.2% 16

0.3-0.4 2.6% 13

0.4-0.5 6.7% 33

0.5-0.6 6.7% 33

0.6-0.7 11.3% 56

0.7-0.8 8.9% 44

0.8-0.9 14.2% 70

0.9-1.0 12.3% 61

1.0-1.1 8.5% 42

1.1-1.2 5.7% 28

1.2-1.3 5.7% 28

1.3-1.4 3.0% 15

1.4-1.5 2.0% 10

1.5-1.6 1.6% 8

1.6-1.7 1.8% 9

1.7-1.8 0.2% 1

1.8-1.9 0.2% 1

1.9-2.0 0.0% 0

2.0-2.1 0.0% 0

2.1-2.2 0.0% 0

2.2-2.3 0.4% 2

0 10 20 30 40 50 60 70

合計508 無記入14 標 準量:1.210

最 大:2.287 最 小:0.002 平均:0.834

図3-2-12-1-2 RC造 住宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.10 0.2% 1

0.10-0.20 0.0% 0

0.20-0.30 1.5% 7

0.30-0.40 1.3% 6

0.40-0.50 2.6% 12

0.50-0.60 4.5% 21

0.60-0.70 6.6% 31

0.70-0.80 7.7% 36

0.80-0.90 12.0% 56

0.90-1.00 8.5% 40

1.00-1.10 10.5% 49

1.10-1.20 8.5% 40

1.20-1.30 10.7% 50

1.30-1.40 7.9% 37

1.40-1.50 4.9% 23

1.50-1.60 3.2% 15

1.60-1.70 2.4% 11

1.70-1.80 2.1% 10

1.80-1.90 2.1% 10

1.90-2.00 1.1% 5

2.00-2.10 0.4% 2

2.10-2.20 0.4% 2

2.20-2.30 0.2% 1

2.30-2.40 0.2% 1

2.40-2.50 0.4% 2

0 10 20 30 40 50 60

複合

住宅

合計471 無記入3 標 準 量:1.210

最 大:2.410 最 小:0.017 平 均:1.072

図3-2-12-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.1 3.8% 10

0.1-0.2 15.0% 39

0.2-0.3 22.3% 58

0.3-0.4 13.8% 36

0.4-0.5 9.6% 25

0.5-0.6 13.5% 35

0.6-0.7 7.3% 19

0.7-0.8 6.2% 16

0.8-0.9 2.7% 7

0.9-1.0 2.3% 6

1.0-1.1 1.5% 4

1.1-1.2 0.8% 2

1.2-1.3 0.8% 2

1.3-1.4 0.0% 0

1.4-1.5 0.4% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計265 無記入5 標 準 量:0.520

最大:1.479 最 小:0.018 平 均:0.425

図3-2-12-1-4 SRC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 6.7% 27

0.1-0.2 16.5% 66

0.2-0.3 17.7% 71

0.3-0.4 19.5% 78

0.4-0.5 14.5% 58

0.5-0.6 9.2% 37

0.6-0.7 7.2% 29

0.7-0.8 3.7% 15

0.8-0.9 1.5% 6

0.9-1.0 1.0% 4

1.0-1.1 0.2% 1

1.1-1.2 0.5% 2

1.2-1.3 0.5% 2

1.3-1.4 0.5% 2

1.4-1.5 0.2% 1

1.5-1.6 0.0% 0

1.6-1.7 0.0% 0

1.7-1.8 0.2% 1

1.8-1.9 0.0% 0

1.9-2.0 0.2% 1

0 20 40 60 80

複合

店舗

事務所

合計423 無記入22 標準量:0.520

最 大:1.904 最 小:0.017 平 均:0.389

図3-2-12-1-5 RC造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.1 2.3% 11

0.1-0.2 5.6% 27

0.2-0.3 8.0% 39

0.3-0.4 11.1% 54

0.4-0.5 17.1% 83

0.5-0.6 16.9% 82

0.6-0.7 9.9% 48

0.7-0.8 8.2% 40

0.8-0.9 4.9% 24

0.9-1.0 6.0% 29

1.0-1.1 3.7% 1.8

1.1-1.2 0.8% 4

1.2-1.3 1.6% 8

1.3-1.4 1.0% 5

1.4-1.5 0.6% 3

1.5-1.6 0.2% 1

1.6-1.7 0.2% 1

1.7-1.8 0.6% 3

1.8-1.9 0.2% 1

1.9-2.0 0.4% 2

2.0-2.1 0.4% 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

複合

店舗
事務所

合計494 無記入9 標 準量:0.520

最 大:2.058 最 小:0.031 平 均:0.591

図3-2-12-1-6 S造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.05 12.5% 46

0.05-0.10 12.7% 47

0.10-0.15 11.7% 43

0.15-0.20 12.7% 47

0.20-0.25 7.9% 29

0.25-0.30 9.5% 35

0.30-0.35 6.5% 24

0.35-0.40 4.1% 15

0.40-0.45 4.3% 16

0.45-0.50 3.0% 11

0.50-0.55 2.4% 9

0.55-0.60 1.1% 4

0.60-0.65 1.6% 6

0.65-0.70 3.0% 11

0.70-0.75 1.1% 4

0.75-0.80 1.9% 7

0.80-0.85 1.4% 5

0.85-0.90 0.5% 2

0.90-0.95 1.4% 5

0.95-1.00 0.3% 1

1.00-1.05 0.0% 0

1.05-1.10 0.5% 2

0 10 20 30 40 50

複合

倉庫
工場

合計458 無記入89 標 準 量:0.100

最大:1.078 最 小:0.003 平 均:0.271

図3-2-12-1-7 S造 工場 ・倉庫

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 335 494 468 260 204 16 401 309 74 485 298 166 369 195 163

平 均(t/㎡) 0.956 0.834 1.072 0.425 0.416 0.470 0.389 0.390 0.410 0.591 0.648 0.483 0.271 0.322 0.211

標 準 偏 差 0.308 0.367 0.393 0.260 0.249 0.293 0.257 0.258 0.263 0.331 0.317 0.334 0.229 0.257 0.179

図3-2-12-2 間仕切り骨組
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3-2-13 外部仕上げ面積

非木造家屋の壁体構造部は、壁体、外周壁骨組 、間仕切骨組 、外部仕上げ及び内部仕上げの

4つ に区分 されるが、外部仕上げ とは、非木造家屋の外周 りにめぐらされている外周壁の外界

に面 している部分の壁面仕上げ と、その取付下地に相当する部分 を言 う。外部仕上げ面積は、

壁面仕上げ面積であ り、開 口部及び基礎の立ち上が り部分を除 く。

図3-2-13-1-1か ら図3-2-13-2は 、用途別 に外部仕上げ面積 を示 したものであ

る。

外部 仕上 げ面積 の標 準 量 は住 宅 ・アパ ー トが1.06㎡/㎡ 、事務所 ・店 舗 が0.79㎡/㎡ 、工場 ・

倉 庫 が0.91㎡/㎡ で あ る。

今回の調査では、RC造 の事務所 ・店舗の平均が1.044㎡/㎡ 、S造 の工場 ・倉庫の平均が0.745

㎡/㎡ であった。S造 の工場 ・倉庫以外の家屋 において平均面積が標準量を超えているが この

理 由としては、建物の形状の複雑化が考 えられ る。

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.3 0.9% 3

0.3-0.6 4.6% 16

0.6-0.9 17.6% 61

0.9-1.2 28.0% 97

1.2-1.5 27.4% 95

1.5-1.8 11.0% 38

1.8-2.1 6.1% 21

2.1-2.4 2.6% 9

2.4-2.7 0.6% 2

2.7-3.0 0.3% 1

3.0-3.3 0.0% 0

3.3-3.6 0.3% 1

3.6-3.9 0.3% 1

3.9-4.2 0.0% 0

4.2-4.5 0.0% 0

4.5-4.8 0.0% 0

4.8-5.1 0.0% 0

5.1-5.4 0.3% 1

5.4-5.7 0.0% 0

5.7-6.0 0.3% 1

0 20 40 60 80 100

合計348 無記入1 標 準 量:1.060

最 大:5.808 最 小:0.089 平 均:1.253

図3-2-13-1-1 SRC造 住宅 ・アパー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.4% 2

0.2-0.4 0.4% 2

0.4-0.6 4.8% 24

0.6-0.8 12.7% 64

0.8-1.0 18.7% 94

1.0-1.2 19.0% 96

1.2-1.4 16.7% 84

1.4-1.6 10.5% 53

1.6-1.8 7.7% 39

1.8-2.0 3.4% 17

2.0-2.2 1.8% 9

2.2-2.4 2.8% 14

2.4-2.6 0.4% 2

2.6-2.8 0.4% 2

2.8-3.0 0.2% 1

3.0-3.2 0.2% 31

0 20 40 60 80 100

合計507 無記入3 標 準 量:1.060

最 大:3.019 最 小:0.009 平 均:1.197

図3-2-13-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.6% 3

0.2-0.4 0.6% 3

0.4-0.6 1.7% 8

0.6-0.8 8.5% 40

0.8-1.0 17.1% 80

1.0-1.2 18.8% 88

1.2-1.4 20.3% 95

1.4-1.6 15.1% 71

1.6-1.8 6.8% 32

1.8-2.0 5.1% 24

2.0-2.2 3.4% 16

2.2-2.4 0.4% 2

2.4-2.6 0.9% 4

2.6-2.8 0.2% 1

2.8-3.0 0.4% 2

0 20 40 60 80 100

複合

住宅

合計471 無記入2 標 準量:1.060

最 大:2.905 最 小:0.075 平均:1.252

図3-2-13-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 1.1% 3

0.2-0.4 8.7% 23

0.4-0.6 22.3% 59

0.6-0.8 26.1% 69

0.8-1.0 16.3% 43

1.0-1.2 9.8% 26

1.2-1.4 8.0% 21

1.4-1.6 3.8% 10

1.6-1.8 1.1% 3

1.8-2.0 1.1% 3

2.0-2.2 0.4% 1

2.2-2.4 0.8% 2

2.4-2.6 0.0% 0

2.6-2.8 0.4% 1

0 10 20 30 40 50 60 70

複合

店舗

事務所

合計265 無記入1 標 準 量:0.790

最 大:2.754 最 小:0.041 平 均:0.815

図3-2-13-1-4 SRC造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.7% 3

0.2-0.4 1.7% 7

0.4-0.6 7.5% 31

0.6-0.8 19.7% 82

0.8-1.0 23.6% 98

1.0-1.2 17.5% 73

1.2-1.4 13.5% 56

1.4-1.6 5.5% 23

1.6-1.8 5.0% 21

1.8-2.0 2.4% 10

2.0-2.2 1.4% 6

2.2-2.4 0.5% 2

2.4-2.6 0.7% 3

2.6-2.8 0.0% 0

2.8-3.0 0.2% 1

0 20 40 60 80 100

複合

店舗

事務所

合計423 無記入7 標 準量:0.790

最 大:2.896 最 小:0.104 平 均:1.044

図3-2-13-1-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 0.4% 2

0.2-0.4 3.1% 15

0.4-0.6 15.5% 76

0.6-0.8 22.9% 112

0.8-1.0 26.1% 128

1.0-1.2 14.7% 72

1.2-1.4 7.1% 35

1.4-1.6 3.9% 19

1.6-1.8 3.1% 15

1.8-2.0 1.0% 5

2.0-2.2 1.2% 6

2.2-2.4 0.6% 3

2.4-2.6 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120 140

複合

店舗

事務所

合計494 無記入4 標 準量:0.790

最大:2.468 最 小:0.153 平 均:0.915

図3-2-13-1-6 S造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.9% 4

0.2-0.4 4.2% 19

0.4-0.6 31.5% 143

0.6-0.8 31.1% 141

0.8-1.0 20.0% 91

1,0-1.2 6.2% 28

1.2-1.4 2.0% 9

1.4-1.6 0.9% 4

1.6-1.8 1.3% 6

1.8-2.0 0.9% 4

2.0-2.2 0.2% 1

2.2-2.4 0.2% 1

2.4-2.6 0.4% 2

2.6-2.8 0.0% 0

2.8-3.0 0.2% 1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

複合

倉庫

工事

合計458 無記入4 標 準 量:0.910

最 大:2.845 最 小:0.039 平 均:0.745

図3-2-13-1-7 S造 工場 ・倉庫
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6

5

4

3

2

1

0

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全 体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 347 504 469 264 207 47 416 322 76 490 304 166 454 221 222

平均(㎡/㎡) 1.253 1.197 1.252 0.815 0.844 0.749 1.044 1.015 1.171 0.915 0.936 0.876 0.745 0.743 0.753

標 準 偏 差 0.564 0.449 0.415 0.397 0.353 0.526 0.412 0.373 0.546 0.381 0.372 0.396 0.329 0.297 0.361

図3-2-13-2 外部仕上げ
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3-2-14 内部仕上げ面積

内壁は、建物内の各部屋 を相互 に区分す る間仕切壁 と、外周壁の内側の壁 との2つ に区分 さ

れ るが、内部仕上げ面積 とはその外周壁の内側 における側面及び間仕切壁の壁面の仕上げ部分

と、その取付 下地に相当する部分の面積であ り、装飾、保温、防音等の機能を果たす ものであ

る。

図3-2-14-1-1か ら図3-2-14-2は 、用途 別 、地域 別 に内部 仕上 げ面積 を示 した

もの で ある。

内 部仕 上 げ面積 の標 準量 は住 宅 ・アパ ー トが3.0㎡/㎡ 、事務 所 ・店 舗 が1.61㎡/㎡ 、 工場 ・

倉 庫 が1.21㎡/㎡ であ る。

今 回 の調 査 では 、SRC造 の 事務所 ・店 舗 の平均 が1.307㎡/㎡ 、S造 の工場 ・倉庫 の平 均 が

0.721㎡/㎡ で あ った。

0 20 40 60 80

合計348 無記入4 標 準量:1.610

最 大:4.727 最 小:0.358 平均:2.529

図3-2-14-1-1 SRC造 住宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.0% 0

0.2-0.4 0.3% 1

0.4-0.6 0.0% 0

0.6-0.8 0.0% 0

0.8-1.0 0.6% 2

1.0-1.2 0.9% 3

1.2-1.4 0.3% 1

1.4-1.6 0.6% 2

1.6-1.8 2.3% 8

1.8-2.0 4.4% 15

2.0-2.2 13.7% 47

2.2-2.4 17.4% 60

2.4-2.6 20.6% 71

2.6-2.8 15.4% 53

2.8-3.0 7.0% 24

3.0-3.2 7.3% 25

3.2-3.4 4.4% 15

3.4-3.6 2.0% 7

3.6-3.8 0.9% 3

3.8-4.0 1.2% 4

4.0-4.2 0.0% 0

4.2-4.4 0.3% 1

4.4-4.6 0.3% 1

4.6-4.8 0.3% 1



範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 0.0% 0

0.2-0.4 0.6% 3

0.4-0.6 0.4% 2

0.6-0.8 0.2% 1

0.8-1.0 0.2% 1

1.0-1.2 0.4% 2

1.2-1.4 0.2% 1

1.4-1.6 1.0% 5

1.6-1.8 3.2% 16

1.8-2.0 6.1% 31

2.0-2.2 9.1% 46

2.2-2.4 17.4% 88

2.4-2.6 17.2% 87

2.6-2.8 16.0% 81

2.8-3.0 9.9% 50

3.0-3.2 5.7% 29

3.2-3.4 5.3% 27

3.4-3.6 2.2% 11

3.6-3.8 1.4% 7

3.8-4.0 2.2% 11

4.0-4.2 0.6% 3

4.2-4.4 0.8% 4

0 20 40 60 80 100

合計508 無記入2 標 準量:3.000

最 大:4.320 最 小:0.258 平均:2.559

図3-2-14-1-2 RC造 住 宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.5 0.0% 0

0.5-1.0 1.7% 8

1.0-1.5 2.3% 11

1.5-2.0 12.6% 59

2.0-2.5 33.8% 159

2.5-3.0 32.1% 151

3.0-3.5 11.9% 56

3.5-4.0 2.3% 11

4.0-4.5 2.6% 12

4.5-5.0 0.2% 1

5.0-5.5 0.0% 0

5.5-6.0 0.2% 1

6.0-6.5 0.2% 1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

複合

住宅

合計471 無記入1 標 準 量:3.000

最 大:6.277 最 小:0.530 平 均:2.523

図3-2-14-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.0-0.2 0.0% 0

0.2-0.4 2.3% 6

0.4-0.6 1.9% 5

0.6-0.8 6.8% 18

0.8-1.0 16.7% 44

1.0-1.2 19.0% 50

1.2-1.4 17.5% 46

1.4-1.6 14.8% 39

1.6-1.8 6.1% 16

1.8-2.0 5.3% 14

2.0-2.2 4.2% 11

2.2-2.4 1.5% 4

2.4-2.6 1.1% 3

2.6-2.8 0.8% 2

2.8-3.0 0.4% 1

3.0-3.2 0.0% 0

3.2-3.4 1.1% 3

3.4-3.6 0.4% 1

0 10 20 30 40 50

複合
店舗

事務所

合計265 無記入2 標 準量:1.610

最 大:3.527 最 小:0.238 平 均:1.307

図3-2-14-1-4 SRC造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 1.2% 5

0.2-0.4 1.4% 6

0.4-0.6 2.7% 11

0.6-0.8 3.4% 14

0.8-1.0 7.0% 29

1.0-1.2 14.0% 58

1.2-1.4 15.0% 62

1.4-1.6 18.4% 76

1.6-1.8 11.1% 46

1.8-2.0 8.9% 37

2.0-2.2 5.8% 24

2.2-2.4 2.9% 12

2.4-2.6 4.1% 17

2.6-2.8 1.2% 5

2.8-3.0 0.7% 3

3.0-3.2 0.2% 1

3.2-3.4 0.2% 1

3.4-3.6 0.5% 2

3.6-3.8 0.2% 1

3.8-4.0 0.7% 3

4.0-4.2 0.2% 1

0 20 40 60 80

複合
店舗

事務所

合計423 無記入9 標 準 量:1.610

最 大:4.186 最 小:0.081 平 均:1.515

図3-2-14-1-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 1.0% 5

0.2-0.4 1.4% 7

0.4-0.6 3.9% 19

0.6-0.8 5.7% 28

0.8-1.0 10.0% 49

1.0-1.2 13.5% 66

1.2-1.4 15.3% 75

1.4-1.6 17.6% 86

1.6-1.8 10.4% 51

1.8-2.0 8.6% 42

2.0-2.2 5.5% 27

2.2-2.4 3.1% 15

2.4-2.6 2.0% 10

2.6-2.8 0.6% 3

2.8-3.0 0.0% 0

3.0-3.2 0.2% 1

3.2-3.4 0.0% 0

3.4-3.6 0.6% 3

3.6-3.8 0.2% 1

3.8-4.0 0.0% 0

4.0-4.2 0.0% 0

4.2-4.4 0.2% 1

0 20 40 60 80 100

複合

店舗

事務所

合計494 無記入5 標 準 量:1.610

最 大:4.258 最 小:0.075 平 均:1.404

図3-2-14-1-6 S造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.0-0.2 16.6% 66

0.2-0.4 14.1% 56

0.4-0.6 13.4% 53

0.6-0.8 14.6% 58

0.8-1.0 11.6% 46

1.0-1.2 14.1% 56

1.2-1.4 6.3% 25

1.4-1.6 4.5% 18

1.6-1.8 2.5% 10

1.8-2.0 1.5% 6

2.0-2.2 0.5% 2

2.2-2.4 0.0% 0

2.4-2.6 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70

複合

倉庫
工事

合計458 無記入61 標 準量:1210

最 大:2.421 最 小:0.009 平 均:0.721

図3-2-14-1-7 S造 工場 ・倉庫
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0

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事・店(全体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全 体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 344 506 470 263 207 46 414 321 74 489 303 165 397 206 180

平均(㎡/㎡) 2.528 2.559 2.523 1.307 1.332 1.176 1.515 1.519 1.552 1.404 1.493 1.236 0.721 0.808 0.623

標 準 偏 差 0.521 0.579 0.646 0.523 0.491 0.573 0.616 0.545 0.798 0.554 0.514 0.606 0.483 0.495 0.463

図3-2-14-2 内部仕上げ
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3-2-15 外部建具面積

建具 とは、壁な どの開口部である窓、出入 口に立て込まれているもので、開閉、取 り外 しが

できる部分であ り、取付枠は開 口部の周辺にあって、建具 を取 り付ける部分である。 雨仕舞、

防音、断熱建具の主な ものは、大別 して窓の戸、出入 口の戸及びシャッターである。この うち、

一方の面が外部に面 しているのが外部建具である。 この外部建具の建て付 け面積が外部建具面

積 である。

図3-2-15-1-1か ら図3-2-15-2は 、用途別に外部建具面積を示 した ものである。

外 部建 具面積 め標 準 量は住 宅 ・アパ ー トが0.20㎡/㎡ 、事務所 ・店舗 が0.16㎡/㎡ 、 工場 ・倉

庫 が0.10㎡/㎡ で あ る。

今 回 の調 査 では 、S造 の住 宅 ・アパ ー トの平均 が0.281㎡/㎡ 、RC造 の事務 所 ・店舗 の平 均

が0.227㎡/㎡ で あった。 全 ての種 類 の家屋 にお い て平均 面積 が標 準 量 を超 えてい るが この理 由

と して は、建物 の形 状 の複雑 化 に よ り外壁 面 が増 えた こ とによ るもの と考 え られ る。
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.05 0.3% 1

0.05-0.10 0.9% 3

0.10-0.15 6.3% 21

0.15-0.20 24.7% 82

0.20-0.25 33.1% 110

0.25-0.30 17.8% 59

0.30-0.35 9.6% 32

0.35-0.40 2.1% 7

0.40-0.45 2.7% 9

0.45-0.50 0.3% 1

0.50-0.55 1.2% 4

0.55-0.60 0.0% 0

0.60-0.65 0.3% 1

0.65-0.70 0.3% 1

0.70-0.75 0.3% 1

合計348

0 20 40 60 80 100 120

最 大:0.710

無記入16

最 小:0.041

図3-2-15-1-1

標 準 量:0.160

SRC造

平 均:0.239

住宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.05 0.2% 1

0.05-0.10 0.4% 2

0.10-0.15 4.3% 21

0.15-0.20 26.2% 128

0.20-0.25 33.3% 163

0.25-0.30 14.5% 71

0.30-0.35 9.6% 47

0.35-0.40 4.3% 21

0.40-0.45 2.0% 10

0.45-0.50 1.8% 9

0.50-0.55 1.2% 6

0.55-0.60 0.4% 2

0.60-0.65 1.2% 6

0.65-0.70 0.2% 1

0.70-0.75 0.0% 0

0.75-0.80 0.0% 0

0.80-0.85 0.0% 0

0.85-0.90 0.2% 1

合計508

0 25 50 75 100 125 150 175

最 大:0.879

無記入19

最 小:0.017

図3-2-15-1-2

標 準 量:0.200

RC造

平 均:0.251

住宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.05 0.0% 0

0.05-0.10 0.2% 1

0.10-0.15 3.1% 14

0.15-0.20 15.9% 72

0.20-0.25 26.3% 119

0.25-0.30 24.7% 112

0.30-0.35 14.1% 64

0.35-0.40 5.5% 25

0.40-0.45 3.1% 14

0.45-0.50 3.5% 16

0.50-0.55 0.0% 0

0.55-0.60 1.8% 8

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.4% 2

0.70-0.75 0.2% 1

0.75-0.80 0.4% 2

0.80-0.85 0.0% 0

0.85-0.90 0.0% 0

0.90-0.95 0.2% 1

0.95-1.00 0.0% 0

1.00-1.05 0.0% 0

1.05-1.10 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120

複合

住宅

合計471 無記入18 標 準量:0.200

最 大:1.094 最 小:0.079 平均:0.281

図3-2-15-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト

―198―



範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.02 1.7% 4

0.02-0.04 1.7% 4

0.04-0.06 5.9% 14

0.06-0.08 4.7% 11

0.08-0.10 7.6% 18

0.10-0.12 9.3% 22

0.12-0.14 12.3% 29

0.14-0.16 13.1% 31

0.16-0.18 9.3% 22

0.18-0.20 11.0% 26

0.20-0.22 4.2% 10

0.22-0.24 3.0% 7

0.24-0.26 3.0% 7

0.26-0.28 1.7% 4

0.28-0.30 3.0% 7

0.30-0.32 1.7% 4

0.32-0.34 2.1% 5

0.34-0.36 2.1% 5

0.36-0.38 0.4% 1

0.38-0.40 0.0% 0

0.40-0.42 0.4% 1

0.42-0.44 0.0% 0

0.44-0.46 0.0% 0

0.46-0.48 0.4% 1

0.48-0.50 0.0% 0

0.50-0.52 0.0% 0

0.52-0.54 0.0% 0

0.54-0.56 0.0% 0

0.56-0.58 0.4% 1

0.58-0.60 0.0% 0

0.60-0.62 0.4% 1

0.62-0.64 0.0% 0

0.64-0.66 0.0% 0

0.66-0.68 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合

店舗

事務所

合計265 無記入29 標 準 量:0.160

最 大:0.675 最 小:0.010 平 均:0.165

図3-2-15-1-4 SRC造 事務所 ・店舗
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範 囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.02 0.8% 3

0.02-0.04 0.0% 0

0.04-0.06 1.3% 5

0.06-0.08 1.5% 6

0.08-0.10 2.3% 9

0.10-0.12 5.4% 21

0.12-0.14 7.0% 27

0.14-0.16 6.4% 25

0.16-0.18 8.5% 33

0.18-0.20 11.6% 45

0.20-0.22 9.8% 38

0.22-0.24 8.2% 32

0.24-0.26 5.2% 20

0.26-0.28 8.0% 31

0.28-0.30 5.7% 22

0.30-0.32 2.6% 10

0.32-0.34 3.6% 14

0.34-0.36 3.1% 12

0.36-0.38 1.3% 5

0.38-0.40 2.3% 9

0.40-0.42 0.3% 1

0.42-0.44 1.0% 4

0.44-0.46 0.5% 2

0.46-0.48 0.0% 0

0.48-0.50 0.8% 3

0.50-0.52 0.5% 2

0.52-0.54 0.8% 3

0.54-0.56 0.5% 2

0.56-0.58 0.3% 1

0.58-0.60 0.0% 0

0.60-0.62 0.3% 1

0.62-0.64 0.0% 0

0.64-0.66 0.0% 0

0.66-0.68 0.5% 2

0 10 20 30 40 50

複合

店舗

事務所

合計423 無記入35 標 準 量:0.160

最 大:0.675 最 小:0.007 平 均:0.227

図3-2-15-1-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.02 0.0% 0

0.02-0.04 0.9% 4

0.04-0.06 2.0% 9

0.06-0.08 2.2% 10

0.08-0.10 5.3% 24

0.10-0.12 5.7% 26

0.12-0.14 7.7% 35

0.14-0.16 7.7% 35

0.16-0.18 10.9% 50

0.18-0.20 8.8% 40

0.20-0.22 11.4% 52

0.22-0.24 7.9% 36

0.24-0.26 5.5% 25

0.26-0.28 5.5% 25

0.28-0.30 3.5% 16

0.30-0.32 2.8% 13

0.32-0.34 2.6% 12

0.34-0.36 1.3% 6

0.36-0.38 1.3% 6

0.38-0.40 0.9% 4

0.40-0.42 0.9% 4

0.42-0.44 1.3% 6

0.44-0.46 0.7% 3

0.46-0.48 0.4% 2

0.48-0.50 0.2% 1

0.50-0.52 0.4% 2

0.52-0.54 0.0% 0

0.54-0.56 0.7% 3

0.56-0.58 0.4% 2

0.58-0.60 0.4% 2

0.60-0.62 0.2% 1

0.62-0.64 0.0% 0

0.64-0.66 0.2% 1

0.66-0.68 0.0% 0

0.68-0.70 0.0% 0

0.70-0.72 0.0% 0

0.72-0.74 0.0% 0

0.74-0.76 0.2% 1

0.76-0.78 0.0% 0

0.78-0.80 0.2% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計494 無記入37 標 準 量:0.160

最 大:0.791 最 小:0.025 平 均:0.214

図3-2-15-1-6 S造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.02 0.9% 4

0.02-0.04 2.5% 11

0.04-0.06 8.8% 38

0.06-0.08 13.0% 56

0.08-0.10 11.1% 48

0.10-0.12 13.4% 58

0.12-0.14 12.7% 55

0.14-0.16 8.6% 37

0.16-0.18 6.0% 26

0.18-0.20 6.5% 28

0.20-0.22 3.0% 13

0.22-0.24 3.7% 16

0.24-0.26 1.9% 8

0.26-0.28 1.4% 6

0.28-0.30 0.2% 1

0.30-0.32 2.3% 10

0.32-0.34 0.2% 1

0.34-0.36 0.9% 4

0.36-0.38 1.2% 5

0.38-0.40 0.2% 1

0.40-0.42 0.5% 2

0.42-0.44 0.2% 1

0.44-0.46 0.2% 1

0.46-0.48 0.0% 0

0.48-0.50 0.2% 1

0.50-0.52 0.2% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合

倉庫

工場

合計458 無記入26 標 準 量:0.100

最 大:0.506 最 小:0.007 平 均:0.138

図3-2-15-1-7 S造 工場 ・倉庫

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

図3-2-15-2 外部建具
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SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事.店(全 体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事 ・店(全 体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事 ・店(全 体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 332 489 453 236 185 41 388 296 73 457 280 156 432 211 211

平均(㎡/㎡) 0.239 0.251 0.281 0.165 0.169 0.138 0.227 0.223 0.232 0.214 0.225 0.184 0.138 0.154 0.119

標 準 偏 差 0.085 0.098 0.117 0.095 0.096 0.085 0.104 0.096 0.118 0.109 0.105 0.101 0.082 0.083 0.076



3-2-16内 部建 具 面積

図3-2-16-1-1か ら図3-2-16-2は 、用 途別 に内部建 具面 積 を示 した もの であ る。

内 部建 具面 積 の標 準量 は住宅 ・アパ ー トが0.55㎡/㎡ 、事務所 ・店 舗 が0.18㎡/㎡ 、工場 ・倉

庫 が0.10㎡/㎡ であ る。

今 回 の調査 で は、SRC造 の事務所 ・店舗 の平均 が0.056㎡/㎡ 、S造 の 工場 ・倉 庫 が0.025

㎡/㎡ で あっ た。 全 ての種 類 の家屋 にお い て平均 面積 が標 準量 を大 幅 に 下回 って い るが この理

由 と して は 、① 一 室 の面積 が広 くなっ て きた こ と、② 区切 りが建 て付 けでな くな って きた こ と

が 考 え られ る。

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.05 0.3% 1

0.05-0.10 0.9% 3

0.10-0.15 5.4% 18

0.15-0.20 10.2% 34

0.20-0.25 15.7% 52

0.25-0.30 26.2% 87

0.30-0.35 24.4% 81

0.35-0.40 11.4% 38

0.40-0.45 2.7% 9

0.45-0.50 0.9% 3

0.50-0.55 1.2% 4

0.55-0.60 0.3% 1

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.0% 0

0.70-0.75 0.3% 1

0 20 40 60 80 100

合計348 無記入16 標 準 量:0.180

最 大:0.743 最 小:0.018 平 均:0.281

図3-2-16-1-1 SRC造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.05 0.4% 2

0.05-0.10 1.4% 7

0.10-0.15 3.7% 18

0.15-0.20 8.4% 41

0.20-0.25 17.9% 87

0.25-0.30 24.6% 120

0.30-0.35 20.7% 101

0.35-0.40 15.2% 74

0.40-0.45 4.3% 21

0.45-0.50 1.4% 7

0.50-0.55 1.0% 5

0.55-0.60 0.4% 2

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120

合計508 無記入21 標 準量:0.550

最 大:0.698 最 小:0.048 平均:0.289

図3-2-16-1-2 RC造 住宅 ・アパ ー ト

範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.05 0.4% 2

0.05-0.10 3.3% 15

0.10-0.15 6.9% 31

0.15-0.20 16.4% 74

0.20-0.25 18.7% 84

0.25-0.30 22.9% 103

0.30-0.35 12.7% 57

0.35-0.40 8.7% 39

0.40-0.45 5.6% 25

0.45-0.50 2.7% 12

0.50-0.55 1.3% 6

0.55-0.60 0.0% 0

0.60-0.65 0.0% 0

0.65-0.70 0.4% 2

0 20 40 60 80 100 120

複合

住宅

合計471 無記入21 標 準 量:0.550

最 大:0.662 最 小:0.030 平 均:0.266

図3-2-16-1-3 S造 住 宅 ・アパ ー ト
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.01 7.0% 16

0.01-0.02 14.5% 33

0.02-0.03 11.0% 25

0.03-0.04 8.3% 19

0.04-0.05 11.4% 26

0.05-0.06 7.5% 17

0.06-0.07 7.9% 18

0.07-0.08 7.9% 18

0.08-0.09 5.3% 12

0.09-0.10 3.9% 9

0.10-0.11 3.9% 9

0.11-0.12 5.7% 13

0.12-0.13 1.3% 3

0.13-0.14 0.9% 2

0.14-0.15 0.4% 1

0.15-0.16 0.4% 1

0.16-0.17 0.4% 1

0.17-0.18 1.3% 3

0.18-0.19 0.0% 0

0.19-0.20 0.4% 1

0.20-0.21 0.0% 0

0.24-0.25 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合

店舗

事務所

合計265 無記入37 標 準 量:0.180

最 大:0.241 最 小:0.001 平 均:0.056

図3-2-16-4 SRC造 事務所 ・店舗

範囲(㎡/㎡)
以上 未満 割合 件数
0.00-0.02 8.5% 32

0.02-0.04 16.1% 61

0.04-0.06 19.3% 73

0.06-0.08 16.1% 61

0.08-0.10 9.8% 37

0.10-0.12 8.7% 33

0.12-0.14 5.3% 20

0.14-0.16 3.7% 14

0.16-0.18 4.2% 16

0.18-0.20 2.1% 8

0.20-0.22 2.6% 10

0.22-0.24 0.8% 3

0.24-0.26 0.5% 2

0.26-0.28 0.5% 2

0.28-0.30 0.5% 2

0.30-0.32 0.3% 1

0.32-0.34 0.3% 1

0.34-0.36 0.5% 2

0 20 40 60 80

複合
店舗
事務所

合計423 無記入45 標 準 量:0.180

最 大:0.354 最 小:0.000 平 均:0.084

図3-2-16-5 RC造 事務所 ・店舗
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範囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数
0.00-0.01 5.1% 23

0.01-0.02 9.6% 43

0.02-0.03 12.7% 57

0.03-0.04 10.9% 49

0.04-0.05 9.8% 44

0.05-0.06 12.2% 55

0.06-0.07 6.0% 27

0.07-0.08 7.1% 32

0.08-0.09 4.0% 18

0.09-0.10 4.9% 22

0.10-0.11 3.8% 17

0.11-0.12 3.3% 15

0.12-0.13 2.9% 13

0.13-0.14 0.4% 2

0.14-0.15 0.7% 3

0.15-0.16 0.4% 2

0.16-0.17 1.3% 6

0.17-0.18 0.4% 2

0.18-0.19 1.8% 8

0.19-0.20 0.9% 4

0.20-0.21 0.4% 2

0.21-0.22 0.0% 0

0.22-0.23 0.0% 0

0.23-0.24 0.7% 3

0.24-0.25 0.0% 0

0.25-0.26 0.0% 0

0.26-0.27 0.7% 3

0 10 20 30 40 50 60

複合

店舗

事務所

合計494 無記入44 標 準 量:0.180

最 大:0.266 最 小:0.001 平 均:0.063

図3-2-16-1-6 S造 事務所 ・店舗

範 囲(㎡/㎡)

以上 未満 割合 件数

0.00-0.01 31.6% 97

0.01-0.02 25.1% 77

0.02-0.03 14.7% 45

0.03-0.04 11.4% 35

0.04-0.05 5.2% 16

0.05-0.06 5.2% 16

0.06-0.07 1.0% 3

0.07-0.08 1.0% 3

0.08-0.09 1.6% 5

0.09-0.10 0.7% 2

0.10-0.11 0.3% 1

0.11-0.12 0.7% 2

0.12-0.13 1.6% 5

0 20 40 60 80 100

複合
倉庫
工場

合計458 無記入151 標 準 量:0.100

最 大:0.129 最 小:0.000 平 均:0.025

図3-2-16-1-7 S造 工場 ・倉庫
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0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0.0

SRC造

住宅(全体)

RC造

住宅(全体)

S造

住宅(全体)

SRC造

事 ・店(全 体)

SRC造

事務所

SRC造

店舗

RC造

事・店(全体)

RC造

事務所

RC造

店舗

S造

事 ・店(全体)

S造

事務所

S造

店舗

S造

工 ・倉(全 体)

S造

工場

S造

倉庫

サンプル数(件) 332 46 450 228 180 39 378 290 71 450 278 152 307 16 130

平均(1㎡/㎡) 0.281 0.290 0.26 0.056 0.055 0.06 0.084 0.080 0.101 0.063 0.066 0.057 0.025 0.029 0.020

標 準 偏 差 0.085 0.090 0.100 0.041 0.037 0.052 0.062 0.055 0.080 0,048 0,045 0.054 0.024 0.027 0.020

図3-2-16-2 内部建具
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3-3 固定資産評価基準の標準量との比較

今 回の調 査 の項 目の 中で 、固定 資産 評価 基 準 の標 準 量 と対 応 で きる項 目につい て 、調 査 に よっ

て得 られ た平 均値 と標 準量 とを比 較 して み た。 そ の結 果 を表3-3-1に 示 す。

また 、主体構 造部 鉄骨 量 、鉄筋 量 、コン ク リー ト量 につ いて は、補 正項 目を加 味 した対比表(表

3-3-2-1-Aか ら表3-3-2-7-A)、 図(図3-3-2-1-Bか ら図3-3-2

-7-B)を 示 した
。 表 と図 とで比 率が 異 な るが、表 にお いて は 、サ ンプル 全体 の平 均値 に よ り

平均 的家 屋 を想 定 し対 比 させ た の に対 して 、図 にお いて は、1棟 毎 に対 比 させ た こ とに よ るもの

で あ る。

施工数量の平均値は、各項 目ともその多 くが固定資産評価基準の標準量 と数値が異なっている

ことが判 る。

主体構造部について、鉄骨量、鉢筋量、コンクリー ト量すべての項 目で平均値が標準量を上回

ってお り、特にSRC造 の事務所 ・店舗の鉄骨量における平均値 は標準量の約2倍 となっている。

また、建具について、外部建具の平均値が標準量 を大 きく上回っているのに対 し、内部建具の

平均値が標準量の約30%か ら50%程 度に しかな らない結果 となった。
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表3-3-1 標準量と調査結果との対比

構造 用途

階層数

階高

m

軒高

m

柱間

m

建床

面積

㎡

延 べ

床面積

㎡

主体構造部 外周壁骨組 間仕切骨組 外部仕上げ 内部仕上げ

施工量

施工量

(延床当)

㎡

施工量

(延床当)

㎡

外部建具

合 計

(延床当)

㎡

内部建具

合 計

(延床当)

㎡

地階の 床構造(延床当) 屋根構造(建床当) 合計 仕上げ面積 仕上げ面積

階

階 数

階

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

m3

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

ｍ3

数骨

t

鉄筋

t

コンクリート

m3

鉄骨

t

鉄筋

t

コンクリート

m3

(延床当)

㎡

(延床当)

㎡

標

準

量

SRC 住宅 ・アパート 6 1 4.00 6.00 0.036 0.064 0.592 0.036 0.064 0.592 1.06 1.21 1.06 3.00 0.20 0.55

RC 住宅 ・アパート 3 0 3.50 0.073 0.592 0.073 0.592 1.06 1.21 1.06 3.00 0.20 0.55

S 住宅 ・アパート 3 3.50 0.075 0.014 0.130 0.014 0.150 0.075 1.06 1.21 1.06 3.00 0.20 0.55

SRC 事務所・店舗 6 1 4.00 6.00 0.046 0.080 0.61 0.046 0.080 0.661 0.79 0.52 0.79 1.61 0.16 0.18

RC 事務所・店舗 4 1 4.00 5.00 0.093 0.696 0.093 0.696 0.79 0.52 0.79 1.61 0.16 0.18

S 事務所・店舗 4 4.00 5.00 0.074 0.014 0.130 0.014 0.150 0.074 0.79 0.52 0.79 1.61 0.16 0.18

S 工場 ・倉庫 3 4.50 12.00 0.079 0.014 0.130 0.014 0.150 0.079 0.91 0.10 0.91 1.21 0.10 0・10

H

9

調

査

SRC 住宅・アパート

(178%)

10.7

(10%)

0.1

(72%)

2.89

(114%)

6.86 4,397

(144%)

0.052

(150%)

0.096

(131%)

0.778

(144%)

0.052

(150%)

0.096

(131%)

0.778

(89%)

0.940

(79%)

0.956

(118%)

1.253

(84%)

2.529

(124%)

0.248

(53%)

0.289

RC 住宅 ・アパート

(147%)

4.4

(ERR)

0.1

(82%)

2.88 6.20 1,512

(132%)

0.096

(131%)

0.773

(132%)

0.096

(131%)

0.773

(89%)

0.941

(69%)

0.834

(113%)

1.197

(85%)

2.559

(126%)

0.251

(53%)

0.290

S 住宅･アパート

(117%)

3.5 0.0

(86%)

3.02 5.60 597

(123%)

0.092
(0%) (0%) (0%) (0%) (123%)

0.092

(100%)

0.014 0.210

(114%)

1.206

(89%)

1.072

(118%)

1.252

(84%)

2.523

(141%)

0.281

(48%)

0.266

[住 宅・アパート]

(117%)

3.5 0.0

(86%)

3.02 5.59 597

(123%)

0.092

(0%) (0%) (0%) (0%) (123%)

0.092

(100%)

0.014 0.210

(114%)

1.208

(89%)

1.075

(118%)

1.254

(84%)

2.526

(141%)

0.281

(49%)

0.267

SRC 事務所・店舗

(118%)

7.1

(60%)

0.6

(93%)

3.71

(113%)

6.76 5,986

(204%)

0.094

(105%)

0.084

(109%)

0.720

(204%)

0.094

(105%)

0.084

(109%)

0.720

(70%)

0.551

(82%)

0.425

(103%)

0.815

(81%)

1.307

(103%)

0.165

(31%)

0.056

[事務所]

(122%)

7.3

(60%)

0.6

(91%)

3.63

(109%)

6.56 4,935

(202%)

0.093

(106%)

0.085

(111%)

0.735
(202%)

0.093

(106%)

0.085

(111%)

0.735

(71%)

0.562

(80%)

0.416

(107%)

0.844

(83%)

1.332

(106%)

0.169

(31%)

0.055

[店 舗]

(103％)

6.2

(70%)

0.7

(102%)

4.07

(125%)

7.49 10,963

(207%)

0.095

(96%)

0.077

(101%)

0.66
(207%)

0.095

(96%)

0.077

(101%)

0.66

(67%)

0.532

(90%)

0.470

(95%)

0.749

(73%)

1.176

(86%)

0.138

(37%)

0.066

RC 事務所・店舗

(95%)

3.8

(10%)

0.1

(87%)

3.47

(124%)

6.20 1,423

(119%)

0.111

(119%)

0.827

(119%)

0.111

(119%)

0.827

(97%)

0.763

(75%)

0.389

(132%)

1.04４

(94%)

1.515

(142%)

0.227

(47%)

0.084

[事務所]

(95%)

3.8

(10％)

0.1

(88%)

3.51

(126%)

6.29 1,333

(116%)

0.108

(116%)

0.807
(116%)

0.108

(116%)

0.807

(100%)

0.792

(75%)

0.390

(128%)

1.015

(94%)

1.519

(139%)

0.223

(44%)

0.080

[店 舗]

(93%)

3.7

(20%)

0.2

(83%)

3.31

(118%)

5.90 1,837

(130%)

0.121

(129%)

0.896
(130%)

0.121

(120%)

0.896

(94%)

0.739

(79%)

0.410

(148%)

1.171

(96%)

1.552

(145%)

0.232

(56%)

0.101

S 事務所・店舗

(83%)

3.3 0.1

(90%)

3.58

(127%)

6.36 1,346

(132%)

0.098
(0%) (0%) (0%) (0%) (132%)

0.098

(114%)

0.016 0.217

(107%)

0.844

(114%)

0.591

(116%)

0.915

(87%)

1.401

(134%)

0.214

(35%)

0.063

[事務所]

(90%)

3.6 0.0

(87%)

3.47

(123%)

6.13 1,188

(131%)

0.097

(0%) (0%) (0%) (0%) (131%)

0.097

(114%)

0.016 0.216

(107%)

0.843

(125%)

0.648

(118%)

0.936
(93%)

1.493

(141%)

0.225

(37%)

0.067

[店 舗]

(73％)

2.9 0.1

(94%)

3.76

(137%)

6.83 1,711

(135%)

0.100
(0%) (0%) (0%) (0%) (135%)

0.100

(114%)

0.016 0.220

(106%)

0.841

(93%)

0.483

(111%)

0.876

(77%)

1.236

(115%)

0.184

(32%)

0.057

S 工場 ・倉庫

(57%)

1.7 0.0

(119%)

5.34

(62%)

7.41 1,715

(108%)

0.085

(0%) (0%) (0%) (0%) (108%)

0.085

(107%)

0.015 0.172

(6%)

0.602

(271%)

0.271

(82%)

0.745

(60%)

0.721

(138%)

0.138

(25%)

0.025

[工 場]

(60%)

1.8 0.0

(120%)

5.40

(62%)

7.38 1,806

(118%)

0.093
(0%) (0%) (0%) (0%) (118%)

0.093

(107%)

0.015 0.180

(6%)

0.572

(322%)

0.322

(82%)

0.743

(67%)

0.808

(154%)

0.154
(29%)

0.029

[倉 庫]

(57%)

1.7 0.0

(118%)

5.29

(62%)

7.45 1,614

(97%)

0.07７

(0%) (0%) (0%) (0%) (97%)

0.077

(100%)

0.014 0.162

(69%)

0.631

(211%)

0.211

(83%)

0.753
(51%)

0.623

(119%)

0.119

(20%)

0.020建具

表

軸部構造(延床当)



表3-362-1-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項目) (標準値) (平均値)

主

体

構

造

部

鉄骨量(t/㎡) 階層数(階) 0.036(6) 0.052(10.7)

階高(m) (4) (2.9)

鉄筋量(t/㎡) 柱間(m) 0.064(6) 0.096(6.9)

壁面積の大小(㎡/㎡) (0.96)

コンクリート量(m3/㎡) 地階(階) 0.592(1) 0.778(0.1)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 1.06(1.06) 0.940(0.940)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 1.21(1.21) 0.956(0.956)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 1.06(1.06) 1.253(1.253)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 3.00(3.00) 2.529(2.529)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.20(普 通) 0.248

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.55(普 通) 0.289

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.0% 0

20%-40% 3.5% 12

40%-60% 8.8% 20

60%-80% 10.6% 26

80%-100% 17.0% 58

100%-120% 19.4% 66

120%-140% 14.1% 48

140%-1605 12.3% 42

160%-180% 7.6% 26

180%-200% 8.5% 29

200%-220% 5.3% 18

220%-240% 2.6% 9

240%-260% 1.8% 6

260%-280% 0.6% 2

280%-300% 0.3% 1

300%-320% 0.9% 2

320%-340% 0.3% 1

240%-360% 0.6% 2

260%-280% 0.3% 1

380%-400% 0.3% 1

400%-500% 0.9% 2

500%-600% 0.0% 0

600%-700% 0.0% 0

700%-800% 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60

住宅

合計348 無記入7

最大:710% 最小:2㎝ 平均:134%

鉄骨量対比[明確計算/標準量]

範囲

以上 未満 割合 件数
0%-20% 0.0% 0

20%-40% 0.3% 1

40%-60% 0.6% 2

60%-80% 2.6% 9

80%-100% 10.3% 25

100%-120% 23.2% 79

120%-140% 32.9% 112

140%-160% 20.6% 70

160%-180% 12.6% 42

180%-200% 8.8% 20

200%-220% 1.8% 6

220%-240% 0.9% 3

240%-260% 0.0% 0

260%-280% 0.0% 0

280%-300% 0.6% 2

300%-320% 0.3% 1

320%-340% 0.0% 0

340%-360% 0.0% 0

360%-380% 0.0% 0

380%-400% 0.0% 0

400%-420% 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

住宅

合計248 無記入8

最大:419% 最小:31% 平均:139%

鉄筋量対比[明確計算/標準量]
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図3-3-2-1-B



SRC造 住宅 ・アパ ー ト

との対比(A)

H9調 査 経研:40 建設工事原価分析惰報(H6.6)大 成出版社

割合(B/A) 補 正値(B') 比率 補正項目 主要資材数量(C) 割合(C/A)

(補正係数) (B'/A)(B/A) アパ ート・マンション アパ ート・マンション

144.4%(178.3%) 0.039(1.118) 135.1%(178.3%) 0.056 155.6%

(72.3%) (0.945) (72.3%)

150.0%(114.3%) 0.068(1.060) 140.3%(114.3%) 0.084 131.3%

131.4%(10.0%) 0.633(0.955) 122.9%(10.0%) 0.727 122.8%

計(1.070)

88.7% 88.7%

79.0% 79.0%

118.2% 118.2%

84.3% 84.3%

124.0% 124.0%

52.5% 52.5%

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.9% 3

10%-20% 0.0% 0

20%-30% 0.3% 1

30%-40% 0.3% 1

40%-50% 0.0% 0

50%-60% 0.0% 0

60%-70% 1.2% 4

70%-80% 1.5% 5

80%-90% 5.6% 19

90%-100% 10.4% 35

100%-110% 18.0% 61

110%-120% 22.8% 77

120%-130% 19.2% 65

130%-140% 12.1% 11

140%-150% 12.7% 43

150%-160% 3.8% 13

160%-170% 4.4% 15

170%-180% 0.6% 2

180%-190% 1.2% 1

190%-200% 0.0% 0

200%-210% 0.6% 2

210%-220% 0.0% 0

0 10 20 30 40 50 60 70

住宅

合計348 無記入10

最大:235% 最小:0% 平均:121%
コンクリー ト量対比[明確計算/標準量]

SRC造 住 宅 ・アパ ー ト
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表3-3-2-2-A

標準量と調査結果

評点項日 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項目) (標準値) (平均値)

主

体

構

造

部

階層数(階) (3) (4.4)

階高(m) (3.5) (2.9)

鉄骨量(t/㎡)

鉄 筋量(t/㎡)

コンクリート量(m3/㎡)

柱 間(m) 0.073 0.096 (6.2)

壁面積の大小(㎡/㎡) (0.96)

地階(階) 0.592 (0) 0.773 (0.1)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 1.06 (1.06) 0.941 (0.941)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 1.21 (1.21) 0.834 (0.834)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 1.06 (1.06) 1.197 (1.197)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 3.00 (3.00) 2.559 (2.559)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.20 (普通) 0.251

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.55 (普通) 0.290

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.2% 1

10%-20% 0.2% 1

20%-30% 0.0% 0

30%-40% 0.0% 0

40%-50% 0.0% 0

50%-60% 0.2% 1

60%-70% 0.6% 3

70%-80% 0.6% 3

80%-90% 1.4% 7

90%-100% 7.6% 38

100%-110% 16.5% 82

110%-120% 21.9% 109

120%-130% 21.3% 106

130%-140% 13.7% 68

140%-150% 10.9% 54

150%-160% 7.2% 36

160%-170% 4.2% 21

170%-180% 2.2% 11

180%-190% 1.2% 6

190%-200% 0.2% 1

200%-210% 0.4% 2

210%-220% 0.2% 1

220%-230% 0.0% 0

230%-240% 0.2% 1

240%-250% 0.4% 2

250%-260% 0.0% 0

260%-270% 0.0% 0

270%-280% 0.2% 1

0 20 40 60 80 100

住宅

合計508 無記入11

最 大:280% 最 小:3% 平均:12%

コンクリー ト量対比[明確計算/標 準量]

図3-3-2-2-B
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RC造 住宅 ・アパ ー ト

との対比(A)

H9調 査 経研:40建 設工事原価分析情報(H6.6)大 成出版社

割合(B/A) 補 正値(B') 比率 補正項目
主要資材数量(C) 割 合(C/A)

(補正係数) (B'/A) (B/A) アパ ート・マンション アパ ート・マンション

(146.7%) (1.035) (146.7%) 0.010

(82.3%) (0.970) (82.3%)

131.5% 0.074 130.3% 0.096 131.5%

130.6% (ERR) 0.597 (1.005) 129.4% (ERR) 0.832 140.5%

計 (1.009)

88.8% 88.8%

68.9% 68.9%

112.9% 112.9%

85.3% 85.3%

125.5% 125.5%

52.7% 52.7%

.

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.2% 1

10%-20% 0.0% 0

20%-30% 0.0% 0

30%-40% 0.0% 0

40%-50% 0.2% 1

50%-60% 0.4% 2

60%-70% 1.2% 6

70%-80% 2.0% 10

80%-90% 6.9% 34

90%-100% 11.5% 57

100%-110% 13.3% 66

110%-120% 15.1% 75

120%-130% 13.7% 68

130%-140% 14.7% 73

140%-150% 10.9% 54

150%-160% 9.1% 45

160%-170% 4.6% 23

170%-180% 3.8% 19

180%-190% 1.6% 8

190%-200% 1.4% 7

200%-210% 0.2% 1

210%-220% 0.0% 0

220%-230% 0.0% 0

230%-240% 0.2% 1

240%-250% 0.6% 3

0 20 40 60 80

住宅

合計508 無記入12

最大:24% 最小:10% 平均:12%

鉄筋量対比[明確計算/標 準量]

RC造 住 宅 ・ア パー ト
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表3-3-2-3-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

(補正項 目) (標準 値)

主

体

構

造

部

鉄骨量(t/㎡) 階層数(階) 0.075 (3)

階高(m) (3.5)

鉄筋量(t/㎡) 柱 間(m)

壁面積の大小(㎡/㎡)

コンクリ-ト量(m3/㎡) 地階(階)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 1.06 (1.06)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 1.21 (1.21)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 1.06 (1.06)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 3.00 (3.00)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.20 (普通)

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.55 (普通)

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.0% 0

20%-40% 0.0% 0

40%-60% 0.0% 0

60%-80% 6.9% 16

80%-100% 13.3% 31

100%-120% 23.2% 54

120%-140% 25.8% 60

140%-160% 15.0% 35

160%-180% 10.7% 25

180%-200% 2.6% 6

200%-220% 1.7% 4

220%-240% 0.9% 2

0 10 20 30 40 50 60

住宅

合計471 無記入238

最大:228% 最 小:61% 平均:127%

鉄骨量対比[明 確計算/標 準量]

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.3% 1

20%-40% 4.0% 16

40%-60% 12.0% 48

60%-80% 22.1% 88

80%-100% 15.3% 61

100%-120% 13.0% 52

120%-140% 12.3% 49

140%-160% 6.3% 25

160%-180% 4.3% 17

180%-200% 2.3% 9

200%-220% 2.3% 9

220%-240% 2.5% 10

240%-260% 0.8% 3

260%-280% 1.3% 5

280%-300% 0.0% 0

300%-320% 0.5% 2

320%-340% 0.3% 1

340%-360% 0.3% 1

360%-380% 0.0% 0

380%-400% 0.3% 1

400%-420% 0.3% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

複合
住宅

合計471 無記入72

最大:417% 最小:1% 平均:108%

鉄筋量対比[明確計算/標準量]

図3-3-2-3-B
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S造 住 宅 ・アパー ト

との対比(A)

H9調 査

平均施工量(B) 割合(B/A) 補正 値(B') 比率 補正項目

(平均 値) (補正係数) (B/A) (B/A)

0.092 (3.5) 122.7% (116.7%) 0,074 (1.013) 124.3% (116.7%)

(3.0) (86.3%) (0.975) (86.3%)

0.014 (5.6)

0.210

計(0.987)

1.206 (1.206) 113.8% 113.8%

1.072 (1.072) 88.6% 88.6%

1.252 (1.252) 118.1% 118.1%

2.523 (2.523) 84.1% 84.1%

0.281 140.5% 140.5%

0.266 48.4% 48.4%

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.0% 0

20%-40% 0.7% 3

40%-60% 3.6% 15

60%-80% 4.8% 20

80%-100% 8.6% 36

100%-120% 8.6% 36

120%-140% 12.4% 52

140%-160% 12.6% 53

160%-180% 15.3% 64

180%-200% 8.6% 36

200%-220% 9.8% 41

220%-240% 5.0% 21

240%-260% 3.6% 15

260%-280% 2.4% 10

280%-300% 0.5% 2

300%-320% 1.7% 7

320%-340% 0.5% 2

340%-360% 0.0% 0

360%-380% 0.0% 0

380%-400% 0.2% 1

400%-420% 0.0% 0

420%-440% 0.0% 0

440%-460% 0.5% 2

460%-480% 0.0% 0

480%-500% 0.0% 0

500%-520% 0.2% 1

520%-540% 0.0% 0

540%-560% 0.0% 0

560%-580% 0.2% 1

580%- 0.2% 1

0 10 20 30 40 50 60 70

複合
住宅

合計471 無配入52

最大:676% 最小:21% 平均:163%

コンクリー ト量対比[明 確計算/標 準量]

S造 住 宅 ・アパ ー ト
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表3-3-2-4-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項 目) (標準値) (平均値)

主

体

構

造

部

鉄骨量(t/㎡) 階層数(階) (3) (4.4)

階高(m) (3.5) (2.9)

鉄筋量(t/㎡) 柱間(m) 0.073 0.096 (6.2)

壁面積の大小(㎡/㎡) (0.96)

コンクリート量(m3/㎡) 地階(階) 0.592 (0) 0.773 (0.1)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 1.06 (1.06) 0.941 (0.941)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 1.21 (1.21) 0.834 (0.834)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 1.06 (1.06) 1.197 (1.197)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 3.00 (3.00) 2.559 (2.559)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.20 (普通) 0.251

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.55 (普通) 0,290

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-25% 0.4% 1

25%-50% 0.8% 2

50%-75% 3.0% 8

75%-100% 8.0% 21

100%-125% 11.4% 30

125%-150% 11.4% 30

150%-175% 13.3% 35

175%-200% 8.3% 22

200%-225% 11.4% 30

225%-250% 9.5% 25

250%-275% 4.9% 13

275%-300% 3.0% 8

300%-325% 4.2% 11

325%-350% 2.3% 6

350%-375% 2.3% 6

375%-400% 1.5% 4

400%-425% 1.1% 3

425%-450% 1.5% 4

450%-475% 0.4% 1

475%-500% 0.0% 0

500%-525% 0.0% 0

525%-550% 0.8% 2

550%-575% 0.4% 1

575%-600% 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合
店舗
事務所

合計265 無記入1

最大:584% 最小:22% 平均:199%

鉄骨量対比[明 確計算/標準量]

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.4% 1

10%-20% 2.3% 6

20%-30% 1.9% 5

30%-40% 2.6% 7

40%-50% 4.5% 12

50%-60% 4.9% 13

60%-70% 8.3% 22

70%-80% 8.7% 23

80%-90% 11.7% 31

90%-100% 9.4% 25

100%-110% 7.9% 21

110%-120% 4.9% 13

120%-130% 9.1% 24

130%-140% 6.4% 17

140%-150% 3.4% 9

150%-160% 3.8% 10

160%-170% 2.3% 6

170%-180% 1.5% 4

180%-190% 1.5% 4

190%-200% 1.1% 3

200%-210% 0.8% 2

210%-220% 1.1% 3

220%-230% 0.8% 2

230%-240% 0.0% 0

240%-250% 0.0% 0

250%-260% 0.0% 0

260%-270% 0.4% 1

270%-280% 0.0% 0

280%-290% 0.0% 0

290%-000% 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合
店舗
事務所

合計265 無記入0

最大:295% 最小:8% 平均:101%

鉄筋量対比[明確計算/標準量]

図3-3-2-4-B
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SRC造 事務所 ・店舗

との対比(A)

H9調 査 経研:40 建設工事原価分析惰報(H6-6)大 成出版社

割合(B/A) 補 正値(B') 比率 補正項目
主要資材数量(C) 割合(C/A)

(補正係数) (B/A) (B/A) アパ ート・マンション アパ ート・マンション

(146.7%) (1.035) (146.7%) 0.010

(82.3%) (0.970) (82.3%)

131.5% 0.074 130.3% 0.096 131.5%

130.6% (ERR) 0.597 (1.005) 129.4% (ERR) 0.832 140.5%

計(1.009)

88.8% 88.8%

68.9% 68.9%

112.9% 112.9%

85.3% 85.3%

125.5% 125.5%

52.7% 52.7%

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.0% 0

10%-20% 0.4% 1

20%-30% 0.0% 0

30%-40% 2.6% 7

40%-50% 1.9% 5

50%-60% 6.0% 16

60%-70% 7.2% 19

70%-80% 7.9% 21

80%-90% 11.7% 31

90%-100% 12.5% 33

100%-110% 9.1% 24

110%-120% 8.3% 22

120%-130% 8.7% 23

130%-140% 7.5% 20

140%-150% 3.0% 8

150%-160% 4.9% 13

160%-170% 1.9% 5

170%-180% 1.9% 5

180%-190% 1.9% 5

190%-200% 0.8% 2

200%-210% 0.8% 2

210%-220% 0.0% 0

220%-230% 0.0% 0

230%-240% 0.4% 1

240%-250% 0.4% 1

250%-260% 0.0% 0

260%-270% 0.0% 0

270%-280% 0.0% 0

280%-290% 0.4% 1

0 10 20 30 40

複合
店舗
事務所

合計265 無記入0

最大:286% 最小:12% 平均:105%

コンクリー ト量対比[明 確計算/標 準量]

SRC造 事務所 ・店舗
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表3-3-2-5-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項 目) (標準値) (平均値)

主

体

構

造

部

階層数(階) (4) (3.8)

鉄筋量(t/㎡) 階高(m) 0.093 (4) 0.111 (3.5)

柱間(m) (5) (6.2)

壁面積の大小(㎡/㎡) (0.8)

コンクリート量(m3/㎡) 地階(階) 0.696 (1) 0.827 (0.1)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 0.79 (0.79) 0.763 (0.763)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 0.52 (0.52) 0.389 (0.389)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 0.79 (0.79) 1.044 (1.044)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 1.61 (1.61) 1.515 (1.515)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.16 (普通) 0.227

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.18 (普通) 0.084

施工の程度 (普通)

範囲
以上 未満 割合 件数

0%-10% 0.0% 0

10%-20% 0.3% 1

20%-30% 0.0% 0

30%-40% 0.3% 1

40%-50% 1.2% 4

50%-60% 2.2% 7

60%-70% 4.4% 14

70%-80% 13.7% 44

80%-90% 18.7% 60

90%-100% 24.0% 77

100%-110% 13.1% 42

110%-120% 16.5% 53

120%-130% 11.2% 36

130%-140% 6.5% 21

140%-150% 5.6% 18

150%-160% 4.4% 14

160%-170% 2.2% 7

170%-180% 2.2% 7

180%-190% 0.3% 1

190%-200% 0.3% 1

200%-210% 0.0% 2

210%-220% 0.6% 1

220%-230% 0.3% 0

230%-240% 0.0% 2

240%- 0.0% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

複合

店舗

事務所

合計423 無記入9

最大:272% 最小:19% 平均:114%

鉄筋量対比[明確計算/標準量]

図3-3-2-5-B
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RC造 事務所 ・店舗

との対比(A)

H9調 査 経研:40 建設工事原価分析情報(H6.6)大 成出版社

割合(B/A) 補 正値(B') 比率 補正項目
主要資材数量(C) 割 合(C/A)

(補正係数) (B/A) (B/A) 事務所等 店舗等 事務所等 店舗等

(95.0%) (0.995) (95.0%)

119.4% (87.5%) 0.097 (0.975) 114.5% (87.5%) 0.146 0.093 157.0% 100.0%

(124.0%) (1.080) (124.0%)

118.8% (10.0%) 0.726 (0.995) 114.0% (10.0%) 0.884 0.783 127.0% 112.5%

計(1.042)

96.6% 96.6%

74.8% 74.8%

132.2% 132.2%

94.1% 94.1%

141.9% 141.9%

46.7% 46.7%

範囲
以上 未満 割合 件数
0%-10% 0.0% 0

10%-20% 0.0% 0

20%-30% 0.2% 1

30%-40% 0.0% 0

40%-50% 0.2% 1

50%-60% 0.2% 1

60%-70% 1.0% 4

70%-80% 3.9% 16

80%-90% 9.2% 38

90%-100% 17.1% 71

100%-110% 171% 71

110%-120% 18.4% 76

120%-130% 10.9% 45

130%-140% 6.8% 28

140%-150% 5.3% 22

150%-160% 4.3% 18

160%-170% 2.4% 10

170%-180% 1.0% 4

180%-190% 1.0% 4

190%-200% 0.0% 0

200%-210% 0.2% 1

210%-220% 0.0% 0

220%-230% 0.2% 1

230%-240% 0.0% 0

240%-250% 0.2% 1

250%- 0.2% 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

複合

店舗

事務所

合計423 無記入9
最大:308% 最小:27% 平均:114%

コンクリー ト量対比[明 確計算/標 準量]

RC造 事務所 ・店舗
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表3-3-2-6-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項目) (標準値) (平均値)

主

体

構

造

部

鉄骨量(t/㎡) 階層数(階) 0.074 (4) 0.098 (3.3)

階高(m) (4) (3.6)

鉄筋量(t/㎡) 柱間(m) (5) 0.016 (6.4)

壁面積の大小(㎡/㎡)

コンクリート量(m3/㎡) 地階(階) 0.217 (0.1)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 0.79 (0.79) 0.844 (0.844)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 0.52 (0.52) 0.591 (0.591)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 0.79 (0.79) 0.915 (0.915)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 1.61 (1.61) 1.404 (1.404)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.16 (普通) 0.214

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.18 (普通) 0.063

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.4% 1

20%-40% 0.4% 1

40%-60% 1.6% 4

60%-80% 8.7% 22

80%-100% 19.0% 48

100%-120% 18.7% 47

120%-140% 20.6% 52

140%-160% 12.3% 31

160%-180% 8.3% 21

180%-200% 4.0% 10

200%-220% 3.2% 8

220%-240% 0.8% 2

240%-260% 1.2% 3

260%-280% 0.4% 1

280%-300% 0.4% 1

0 10 20 30 40 50 60

複合
店舗
事務所

合計494 無記入242

最大:285% 最小:16% 平均:126%

鉄骨量対比[明確計算/標準]

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.6% 2

20%-40% 4.1% 14

40%-60% 14.2% 48

60%-80% 18.9% 64

80%-100% 16.5% 56

100%-120% 13.3% 45

120%-140% 10.6% 36

140%-160% 7.1% 24

160%-180% 3.5% 12

180%-200% 2.1% 7

200%-220% 2.9% 10

220%-240% 2.4% 8

240%-260% 0.6% 2

260%-280% 0.3% 1

280%-300% 0.3% 1

300%-320% 0.6% 2

320%-340% 0.9% 3

340%-360% 0.0% 0

360%-380% 0.3% 1

380%-400% 0.3% 1

400%-420% 0.0% 0

420%-440% 0.6% 2

0 10 20 30 40 50 60 70

複合
店舗
事務所

合計494 無記入155

最大:429% 最小:5% 平均:110%

鉄筋量対比[明確計算/標準]

図3-3-2-6-B

―220―



S造 事務所 ・店舗

との対比(A)

H9調 査 怪研:8 建設工事原価 分析情報(H6.6)大成出 版社

割合(B/A) 補 正 値(B') 比率 補正項目 主要資材数量(C) 割 合(C/A)

(補正係数) (B/A) (B/A) 事務所等 店舗等 事務所等 店舗等

132.4% (82.5%) 0.078 (0.983) 125.8% (82.5%) 0.153 0.083 206.8% 112.2%

(89.5%) (0.980) (89.5%)

(127.2%) (1.093) (127.2%) 0.047 0.038

0.464 0.418

計(1.053)

106.8% 106.8%

113.7% 113.7%

115.8% 115.8%

87.2% 87.2%

133.8% 133.8%

35.0% 35.0%

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 0.6% 2

20%-40% 0.6% 2

40%-60% 3.2% 11

60%-80% 6.2% 21

80%-100% 9.1% 31

100%-120% 13.2% 45

120%-140% 13.2% 45

140%-160% 13.8% 17
160%-180% 12.6% 43

180%-200% 7.6% 26

200%-220% 6.8% 23

220%-240% 2.9% 10

240%-260% 3.2% 11

260%-280% 2.4% 8

280%-300% 1.8% 6

300%-320% 0.6% 2

320%-340% 0.6% 2

340%-360% 0.0% 0

360%-380% 0.6% 2

380%-400% 0.0% 0

400%-420% 0.6% 2

420%-440% 0.0% 0

440%-460% 0.0% 0

460%-480% 0.0% 0

480%-500% 0.0% 0

500%-520% 0.0% 0

520%-540% 0.0% 0

540%-560% 0.0% 0

560%- 0.3% 1

0 10 20 30 40 50

複合
店舗
事務所

合計494 無記入154

最大:644% 量小:13% 平均:154%

コンクリー ト量対比[明 確計算/標 準量]

S造 事務所 ・店舗
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表3-3-2-7-A

標準量と調査結果

評点項目 現行標準量(A)

平均施工量(B)

(補正項目) (標準値) (平均値)

主

体

情

造

部

鉄骨量(t/㎡) 階層数(階) 0.079 (3) 0.085 (1.7)

階高(m) (4.5) (5.3)

鉄筋量(t/㎡) 柱間(m) (12) 0.015 (7.4)

壁 面積の大小(㎡/㎡)

コンクリート量(m3/㎡) 地階(階) 0.172 (0.0)

工事形態 (普通)

外周壁骨組 施工量(㎡/㎡) 外周壁面積の大小 0.91 (0.91) 0.602 (0.602)

工事形態 (普通)

間仕切骨組 施工量(㎡/㎡) 間仕切面積の大小 0.10 (0.10) 0.271 (0.271)

外部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 外部仕上げ面積の大小 0.91 (0.91) 0.745 (0.745)

工事形態 (普通)

内部仕上げ 施工量(㎡/㎡) 内部仕上げ面積の大小 1.21 (1.21) 0.721 (0.721)

工事形態 (普通)

外部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.10 (普通) 0.138

施工の程度 (普通)

内部建具 施工量(㎡/㎡) 開口部面積 0.10 (普通) 0.025

施工の程度 (普通)

範囲

以上 未漁 割合 件数

0%-20% 0.0% 0

20%-40% 0.8% 2

40%-60% 4.7% 12

60%-80% 12.4% 32

80%-100% 15.9% 41

100%-120% 15.9% 41

120%-140% 10.9% 28

140%-160% 13.2% 34

160%-180% 3.9% 10

180%-200% 6.2% 16

200%-220% 3.1% 8

220%-240% 2.3% 6

240%-260% 1.2% 3

260%-280% 1.9% 5

280%-300% 0.8% 2

300%-320% 0.8% 2

320%-340% 1.6% 4

340%-360% 0.0% 0

360%-380% 0.8% 2

380%-400% 0.4% 1

400%-500% 0.4% 1

500%-600% 0.4% 1

600%-700% 0.4% 1

0 10 20 30 40 50

複合
倉庫

工場

合計458 無記入200

最大:610% 最小:33% 平均:137%

鉄骨量対比[明確計算/標準量]

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 1.9% 8

20%-40% 8.2% 34

40%-60% 11.3% 47

60%-80% 12.2% 51

80%-100% 10.3% 43

100%-120% 10.6% 44

120%-140% 9.1% 38

140%-160% 6.0% 25

160%-180% 5.5% 23

180%-200% 4.6% 19

200%-220% 4.6% 19

220%-240% 1.9% 8

240%-260% 2.6% 11

260%-280% 2.6% 11

280%-300% 1.0% 4

300%-320% 1.4% 6

320%-340% 0.5% 2

340%-360% 1.0% 4

360%-380% 0.7% 3

380%-400% 0.2% 1

400%-500% 2.2% 9

500%-600% 1.0% 4

600%-700% 0.7% 3

0 10 20 30 40 50 60

複合
倉庫
工場

合計88 無記入41

最大:669% 最小:7% 平均:18%

鉄筋量対比[明確計算/標準量]

図3-3-2-7-B
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S造 工場 ・倉庫

との対比(A)

H9調 査 隆研:40 建設工事原 価分析情報(H6.6)大成出版 社

割合(B/A) 補正値(B') 比率 補正項目 主要資材数量(C) 割合(C/A)

(補正係数) (B/A) (B/A) 工場 倉庫 工場 倉庫

107.6% (56.7%) 0.064 (1.000) 132.1% (56.7%) 0.113 0.087 143.0% 110.1%

(118.7%) (1.058) (118.7%)

(61.8%) (0.770) (61.8%) 0.027 0.029

0.330 0.287

計(0.815)

66.2% 66.2%

271.0% 271.0%

81.9% 81.9%

59.6% 59.6%

138.0% 138.0%

25.0% 25.0%

範囲

以上 未満 割合 件数

0%-20% 1.7% 7

20%-40% 4.5% 19

40%-60% 4.3% 18

60%-80% 6.9% 29

80%-100% 10.8% 45

100%-120% 11.2% 47

120%-140% 8.9% 37

140%-160% 6.7% 28

160%-180% 9.8% 41

180%-200% 6.0% 25

200%-220% 5.5% 23

220%-240% 4.5% 19

240%-260% 2.9% 12

260%-280% 4.3% 18

280%-300% 1.4% 6

300%-320% 2.6% 11

320%-340% 1.0% 4

340%-360% 0.5% 2

360%-380% 1.0% 4

380%-400% 1.4% 6

400%-420% 0.2% 1

420%-440% 0.2% 1

440%-460% 1.0% 4

460%-480% 0.2% 1

480%-500% 1.0% 4

500%-520% 0.5% 2

520%-540% 0.5% 2

540%-560% 0.0% 0

560%-580% 0.2% 1

580%-600% 0.2% 1

0 10 20 30 40 50

複合
倉庫
工場

合計458 無記入8

最大:587% 最小:11% 平均:167%

コンク リー ト量対比[明 確計算/標 準量]

S造 工場 ・倉庫
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第4章 おわ りに

3-3で 見た とお り、固定資産評価基準の標準量 と今回の調査結果 とを対比す ると、①主体構造

部 においてはSRC造 事務所 ・店舗用家屋の鉄骨施工量で約2倍 、SRC造 住宅 ・アパー ト用家屋

の鉄筋施工量で約1.4倍 、コンク リー ト施工量で1.2倍 であ り、②外部仕上げ面積ではRC造 事務所 ・

店舗用家屋 で1.3倍 、内部仕上げ面積 ではS造 工場 ・倉庫用家屋で0.6倍 、③外部建具面積 ではS造

住宅 ・アパー ト用家屋、RC造 事務所 ・店舗用家屋で約1.4倍 、内部建具面積ではS造 工場 ・倉庫

用家屋で0.25倍 と多 くの項 目において、補 正項 目を加味 しても補正 し得ない大きな乖離が生 じてい

る こ とが判 る。

このよ うな乖離 が生 じた原因 としては、①建物 の形状の複雑化(か つては矩形の建物が多 かった

が、最近 は敷地に合わせた形の建物が増えてきた こと)、 ②労務費の上昇により手間を省き、材料

を節約 しない建物が増 えたこと(材 工の比率の変化)す なわち工事の原単位構成の変化)、 ③地震

災害の教訓(防 災意識 の高ま り)等 が考 えられ る。

今 回の調査は、実態面か ら最近の建物の状況を調べ たもの だが、この結果か ら見る限 り、明確計

算に よりがたい家屋については、税の公平性を損ないかねない大きな乖離が生 じている。調査結果

の平均値を参考に理論的な裏付けを行い、固定資産評価基準の標準量及び補正項 目において標準 と

している数値についで早急に改善す る必要がある と考 える。
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3.建 築 設 備 の 評 価 の 取 り扱 い に 関 す る調 査 研 究
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3.建 築設備 の評価 の取 り扱いに関す る調査研究
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建築設備評価は、家屋評価 の中において何か と問題が生 じやすい部分別である。建築設備評価

に関する問題 が生 じやす いのは、次の ような建築設備の特性 によるものではないか と考えられ る。

①建築設備は、技術 の進歩が早 く、陳腐化が激 しい ことか ら建物に比べ耐用年数が著 しく短い。

②建築設備は、単にものの集合体でつ くられているものは少な く、システムとして構成 されてい

るものが多い。③建築設備 は、建物 と同等の長 い寿命 を持つ部分 と機能を保持 してい くために堪

えず部品交換が必要な寿命の短い部分 とが混在 し構成 され ている。④家具的に機能、装置が完結

してい るもの もある。

このよ うな建築設備 の特性が、現行 の固定資産評価制度の中に、まだまだ巧 く生か され ていな

いことが、建築設備の評価 を難 しくし、かつ問題 を発生 させている原因ではないか と考え られ る。

今 日まで建築設備評価 に関する問題 は、問題が生 じる とその都度対処療法的に処理を行ってき

た。 しか し、建築設備 の性能の高度化、機能 の多様化は、ますます進展 してい くもの と考えられ

る。 また建築工事費構成の中においても約3割 以上 を占めるよ うな事例 も多 くなってきている。

このよ うに建築設備は、技術進歩も激 しく、家屋評価に占める重み も大 きくなってきてお り、そ

の評価 のあ り方について抜本的に見直 しす ることを考えてい く必要がある。

そ こで、本研究は、現行の固定資産評価 における建築設備評価 に関す る問題点を洗出 し、建築

設備評価のあ り方について検討 し、納税者 に分か りやす く、かつ客観的で簡略な建築設備評価 方

法を確 立す るための基礎資料を得ることを 目標 としている。本稿 においては、建築設備の中で最

も評価 が難 しい と考えられ る空調設備を主体に検討 を してる。
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2現 行建築設備評価の問題点

2-1固 定資産評価における建築設備評価の問題点

現行の固定資産評価における現行建築設備評価 の問題点を、現行建築設備評価に関する制度 の

解 説文献、既 往の建築設備評価 に関する研究文献等を参考資料 として整理 してみ ると、次の よう

なことをあげることができる。

・家屋評価に建築設備 が含まれ る問題。

・建物設備評価の対象範囲の問題。

以下、 これ らの問題点について若干の考察を試みた ものである。

(1)家 屋評価 に建築設備が含 まれ る問題

現行の家屋評価の中に建築設備が含 まれ ているが、次のよ うな問題があることか ら家屋評価

に建築設備 を含めることは、馴染 まない とす る考 え方がある。

まず第1は 、建物に比べ建築設備の耐用年数が著 しく短 いことである。建築設備 の耐用年数

は、建築設備の技術革新が激 しいことか ら、陳腐化によって耐用年数が著 しく短い。 このこと

を考慮すると建物 と同一 に評価す ることは馴染まないのではないか。

第2は 、現行の評価基準にお ける建物評価 は構成資材の量等によって評価す る方法で作成 さ

れてお り、建築設備評価方法もこれ に準ずる方法によって作成 され ている。 しか し、建築設備

評価 は一般的に機能 によって評価 がな されてお り、現行の建築設備評価は合理性に欠 けてい る

のではないか。

第3は 、建築設備の技術革新や建築設備水準の向上の動向が激 しく、現行評価基準の ような

再建築費評価方式で作成 されているものは、既存建物の評価 に対応 してい くことが難 しい点が

多々ある。例えば、既存建物の建築設備 が旧式なもの となるのが早 く、再評価時点でその建築

設備 が特殊な もの となってお り、再評価 できない場合 があることである。

以上のように、家屋評価 に建築設備が含 まれ る問題 の源は、建築設備が建物 と同一 の不動産

性 を持 ていない ことが主要因 と考え られ る。 これ らの問題に対処す るためには、建築設備 の特

性 を巧 く生か した評価制度、評価方法 を考 えてい く必要がある。 その一提案 として、建築設備

評価 を家屋評価 か ら独立す ることによって建築設備 の特性 を巧 く生か した評価制度、評価方法

が考 えられる。

(2)建 物設備の評価対象範囲の問題

建築設備評価の対象 とな る範囲があいまいであるとい う問題である。特に問題 とされ る点 は、

家屋評価に含まれる建築設備 と償却資産 との区分である。 これ らの問題 を洗い出 しするために

は、まず現行の通達等を調べ建築設備 の評価対象 の範囲について把握 してお く必要があ り、現
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行の規定等 を要約する と建築設備 をその評価対象範囲は、次のと うりである。

① 家屋に含まれ る建築設備 とは、次のよ うに規定されている。家屋 とは、建物登記簿 に登記

され るべき家屋である。家屋 の何たるかは専 ら社会通念によって定め られるべきものであっ

て、一般的には、土地に定着 して建造 され 、屋根及び周壁又は これに類するものを有 し、独

立 して風雨 しのぎ得 る外界か ら遮断 した一定の空間を有 し、その 目的 とする居住、作業、貯

蔵等 の用に供 し得る状態にあるものをい うと解 されてい る。以上のように家屋 は、居住、作

業、貯蔵等の空間を与 えることに使命があ り、それ らの機能 を十分発揮せ しめるために、各

種の建築設備が施設 されることよ り建築設備は家屋に含 まれ るものである。

建築設備 とは、家屋 に付属 し、家屋 と構造上一体 となって効用 を発揮 しているものについ

ては、その建築設備 に付属す る一部の機械類 を除き、通常家屋の一部 として、その家屋に含

めて取 り扱 うものである。

② 家屋 に含 めて評価す るもの とされ る建築設備 は、次のよ うに規定 されている。

・家屋 の所有者が所有す るもので、家屋 と一体 となって家屋 の効用 を全 うするための設備 をい

う。

・家屋 と一体 とは、家屋 に取 り付け られ 、家屋 と構造上一体 となっているものであること。

・ 「家屋 に取 り付 けられ 、家屋 と構造上一体 となっているもの」の認定は、次によるものであ

る。

イ家屋 に取 り付 けられた ものが、毀損 しなければ分離 し得ない程度に、又は分離のために過

分の費用 を要す る程度に結合 している場合で、これ らが当該家屋の構成部分の一部 として

他 の部分 と不可分一体をな し、おのおのについて取引上独立性 を失 うに至るよ うな場合 に

は付合 した状態 と して民法第242条(不 動産の付合)の 規定に該 当 し、家屋の一部 とし

て取 り扱 うものである。

ロ家屋 に取 り付 けられた ものでな く、本来家屋 自体であるもの。

ハ家屋の範囲に含める とす る建築設備 は、単独で建築設備 として効用 を発揮 しているものは、

当該設備 ごとに判 定するもの とし、2以 上の機器、配管(配 線)等 が一体 となって一式の

建築設備 と して効用 を発揮 してい るものについては、一式の建築設備 として判定する。

ニまた、一式の建築設備 の主要部分が家屋に取 り付け られ 、家屋 と構造上一体 をな してる場

合においては、従たる部分の態様のいかんにかかわ らず、当該一式の建築設備 をすべて家

屋 に含めるものとす る。

・建築設備の技術革新に伴って、その取 り扱いをいかにす るか とい う問題は、不動産の主物従

物の考え方、付合の考え方によって取 り扱 うべ きもの とする。

・家屋 と償却資産の区分 家屋であるかいなかの判 定は
、その構造、利用状況ない しは効用、

価値等を総合的に勘案 して判定 され るべ きものである。特に建築設備 と償却資産の区分は、

判定が難 しいとい う問題がある。
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③ 建築設備 に含まれないものは、次のように規定 されている。

・単独で設備 として効用 を発揮 しているもの(そ の ものの効用に したがって他 に使用できるこ

と、その もの 自体に資産価値があるもの)で 、単に移動 を防止する 目的のみで取 り付け られ

て いるもの(構 造的に簡単に取 り外 しがで きること)は 除 く。

・消耗品に属するものは除 く。

・家屋 と構造上独立 している建築設備は除く。

・家屋自体の効用 を高めていない設備 は除く。

・家屋から離れて設置 され ている設備は除 く。

・独立 した機械的性格 の強い ものは除く。

・特定の生産又は業務 の用に供 される設備は除 く。

・家屋に取 り付け られ ているか否か、家屋 と構造上一体 となって いるか否かを問わず、家屋 に

含 めない もの として取 り扱 う建築設備 の特例がある。

以上の規定をみれば明 らかなよ うに、現行の家屋の中に含 める建築設備は、「家屋に取 り付

け られ、家屋 と構造上一体 となっているもの」 としてお り、物理的な ものを基本 に考えられ

たものであるといってよい。 この規定を3年 ごとの改正時に、その時代 に合 うよ う対処療法

的に基本にその考 え方 を守 り改正 してきたものであ り、今後の建築設備の進展を考えるとこ

のよ うな規定では追従 していくことは難 しくなると考 えられる。建築設備 は、本来システム

的に構成 されているもので、その価値は機能によって決 まるものである。 したがって、将来

を展望する と建築設備 の評価対象範囲は、機能、効用 といった視点か ら考えてい くことも大

切である。

現行の規定の中には、評価基準作成 当初の往時の建物 をイメージ したものもあ り、現在の

建築設備評価に馴染まない もの もある。 また、これ らの規定は、3年 ごとの改正時にその時

代に合 うよう対処療法的に改正を積み重ねてきた ことか ら、誤解が生 じやすい ものがある。

例えば建築設備 は 「家屋 と構造上一体 となってい るもの」 とい う規定がある一方 で 「システ

ム として一体であるもの」 とい う規定もあり分か り難い もの もあ り、規定の整理 をする必要

もある。償却資産 との整合を得るために多くの特例を設 けていることも抜本的に見直 しする

必要 もある。

家屋の実態は、経済、社会情勢、生活水準、建築技術等の要因によって変化 する、その中

で特に建築設備の水準の向上及び技術革新 の動 向は今後 も激 しいと考え られ 、建築設備の規

定 を抜本的に見直 しする必要がある。

2-2再 建築費評点基準表における建築設備の問題点

現行再建築費評点基準表における建築設備 を構成す る評点項 目、補正項 目とその補正係数の抽

出と使用状況等の視点か らの問題点 を検討 した ものである。なお、評点項 目、補正項 目の使用状
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況の検討では 「家屋評価に関する調査研究-小 現模非木造事務所用建物の建築設備に関する調査

研究-」 ・平成8年3月 ・(財)資 産評価 システム研究セ ンター(以 下小規模非木造事務所建築

設備調査 と省略す る)の 調査報告結果を利用 している。 この調査報告書の対象建物は、小規模非

木造事務所用建物 とやや偏 りがあるが、ここでは、む しろ標準的規模の建物でない方のが問題点

を洗出 しするのに都合 がよい と判断 した。

(1)評 点項 目と補正項 目の抽出について

再建築費評 点基準表 における建築設備の評点項 目、補 正項 目は、建築設備 の評価 を合理的か

つ適性に行 うために建築設備を どの よ うに分解 し評点項 目、補正項 目の抽出を した らよいか と

い う問題 であ り、現行の建築設備評点項 目には、次のよ うな ことが問題点 と して指摘 されてい

る。

まず第1は 、評点項 目、補正項 目が詳細に分解 され過 ぎている。 このことは、評点項 目、補

正項 目の量 を多 くし評価作業を繁雑に している。建築設備 を詳細に分解 し積算によって積み上

げる評価方法は、詳細項 目ごとの評価値の誤差の積み上げや評価作業の繁雑 さか らミスの発生

も多 くな り、評価の精度を必ず しも上げることにつなが らない。 また評価方法 を専門的かつ硬

直化す る要因になるおそれ もある。従 って、評価 システムは、ある程度ルースであるものの方

のが、建築設備 の技術革新、個別性 に対応す ることが可能であ り、建築設備評点項目、 補正項

目は、大まかに建築設備を分解 し抽出す ることが好ま しい。

第2は 、現行 の評点項 目、補正項 目の抽 出は ものは ものの集合体であるとした集積的な分類

によって行われ てい るが、建築設備は一般 に、機能によって評価が決まるものが多 く、建築設

備評価は、機能的な ものによって評価す ることが好ま しいと考え られる。従 って、評点項 目、

補正項 目の分類 も原則 として機能的な分類軸 とし、評点項 目、補正項 目の抽出方針 を考 えるこ

とが望ま しい。

第3は 、現行 の評点項 目、補正項 目の名称 に専門用語が多用 されている。 このことは、評価

基準の理解及び作業を難 しくしてい る。評点項 目、補正項 目の名称に専門用語をで きるだけ使

用 しない方針を定め、現行 の評価基準を見直 しす る必要がある。

第4は 、現行 の補正項 目及び補正係数に抽象的なものが多 く、客観的な評価が しに くい問題

である。補正項 目、補正係数は、原則 として客観的かつ定量的なもの とし、抽象的なものはで

きるだけ避 ける努力が求め られる。

第5は 、現行 の評価基準における補正項 目の 「程度」は、建築設備 は機能によって評価が決

まるものが多 く、程度の補正はほ とん ど必要ないのと考 えられる。仕事の良い悪いの補正項 目

であれば 「施工の程度」を設けれ ば済む ことである。
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(2)使 用状況からみた評点項 目と補正項 目について

① 評点項 目の使用状況の視点か らの問題 は、大 きく2つ の間題がある。 まず第一は、建築設

備は技術 の進展がめざま しく常に新 しい設備が出現 して くるので、この新 しい設備 を評点項

目として追加 していく必要があ り、評点項 目を追加す る方法が確 立 しているのか とい う問題

である。 この問題 の処置には、常に家屋か償却資産なのか、建築設備の評価対象範囲につい

ての判断が必要であ り、前述 した評点項 目の抽出 と同一の問題であ り、ここでは省略す る。

新 しい評点項 目の追加 の要望例 として 「小規模非木造事務所建築設備調査」の結果では、水

銀灯、ハロゲン灯、航空障害灯の照明器具設備、風向風速計、ガス漏れ警報機等が報告 され

ている。

第2は 、現在 の建築設備評価 にほ とん ど利用 され ない評点項 目の扱 いの問題であ り、特に、

その中では旧式の建築設備評点項 目の扱いである。現行 の制度においては、既存建物 の再評

価する際に必要な ものであるとし旧式の建築設備評点項 目が設置 されている。 しか し、在来

分家屋の再評価は、総合比準による再建築費評点数の算 出方法によるものであるが、全国の

8割(棟 数)を 占めてお り、在来分家屋の建築設備 を個 々に評価 し直す ことはほ とんど して

ないことになる。 したがって、旧式の建築設備評点項 目はほ とん ど使用 されていないことに

なる。例 をあげると 「小規模非木造事務所建築設備調査」の結果 においては、まった く使用

されなかった建築設備 として温風暖房設備 、熱風暖房設備等であると報告 され ている。

このよ うに使用 されない評点項 目を設置 していることは、単に再建築費評点基準表 を繁雑

に しているのみであ り、再建築費評点基準表 を簡素化す るためにも使用 されない評点項 目は

積極的に削除 していく制度 を考 えてお く必要がある。

② 補正項 目、補正係数の使用状況については、現行の再建築費評点基準表に設置 され ている

補正項 目お よび補正係数 は、使用上過不足なく定められているのか どうか とい う問題である。

補正項 目については、小規模非木造事務所建築設備調査によると、表1の ように現行再建

築費評点基準表の建築設備にはない補正項 目が設置 されている。なお、表1中 の空調設備 の

パ ッケージエアコンは、「固定資産評価事務質疑応答集」の中で固定資産税課が指導 したもの

である。 この表 に示 され ている補正項 目は、建築設備評価をす るために必須の もの として設

置 された ものであ り、これ らの補正項 目を現行再建築費評点基準表 に新たに設置することを

検討 しなければならない。
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表1.現 行基準表の建築設備補正項 目に設置 され てない補正項 目事例

建築設備 補正項 目名 補正項目の内容

動力配線設備 自家発電設備 ・有無による非常用の動力幹線回路系統が別個に設けられていること

に対する補正(1市)

受変電設備 ・有無による配線系統の複雑 さなどの差異に対する補正(1市)

電灯コンセン ト

配線設備

利用率 ・多 目的ビルの内装が分離課税の適用を受ける裸貸 しビル等について

標準評点数を平均標準評点数にするための補正(1市)

防災用配線の有無 ・自家発電設備または蓄電池設備がある場合の誘導灯、非 常用の配線

は一般の電灯配線 とは別個の回路を用いて施工されまた、配線には

特殊な非常用耐熱電線が使用されていることに対する補正(1市)

照明器具設備 利用率 ・多 目的 ビルの内装が分離課税の適用を受ける裸貸 しビル等について

標準評点数を平均標準評点数にするための補正(1市)

防災用器具の状況 ・防災用照明器具の設置の有無に対して 「誘導灯 ・非常灯の両方ある

もの」-「 誘導灯のみあるもの」-「 非常灯のみあるもの」-「 誘

導灯 ・非常灯の両方のないもの」により補正(1市)

施工割合 ・施工割合による補正率(5市)

(蛍光灯用器具) 設置床面積/延 床面積 ・延床面積1m2当た りの再建築費評点数を算出しているため、計算単位
が延床面積以外の部分別区分及び評点項 目について別途補正項 目を

設けている(1市)

1灯当た りw数 調整 ・w数 毎に補正係数を定めている(1市)

(白熱灯用器具) 設置床面積/延 床面積 ・延床面積1㎡当た りの再建築費評点数を算出しているため、計算単位
が延床面積以外の部分別区分及び評点項 目について別途補正項目を

設けている(1市)

(蛍光灯 白熱 灯

用器具)

蛍光灯率 ・蛍光灯/器 具数の率に応 じ補正係数を定める(1市)

電話配線設備 配 管 ・配管の補正(1市)

拡声器配線設備 スピーカー取付状況 ・ス ピー カー が埋込型で家屋 と一体 とな ってい る ものに対す る補正(1

市)

防災用 ・非常用放送設備の有無に対する補正(1市)

設置床面積/延 床面積 .延 床面積1m2当 た りの再建築費評点数を算出 しているため、計算単位
が延床面積以外の部分別区分及び評点項目について別途補正項目を

設けている(1市)
・設置面積割合を補正率 とする(1市)

電気時計記録

設備

電気時計の取付状況 ・電気時計が埋込型で家屋 と一体となっているものに対する補正(1市)

テ レビジ ョン

共同聴視設備

程 度 ・BS放 送のためのパラボラアンテナ設置、整合器等の増加による工

事費の増加に着 目した補正(1市)

アンテナを設置 しない

CATV方 式の共同聴

視設備

・CATV方 式の設備には、標準評点数に積算 されているアンテナ、

ブースター、アンプ及び整合器が設置されていないものがあり減点

補正を行 う(1市)

給 水 設 備 受水槽の状態 ・受水槽の地上式、地下式に対する補正(1市)

給 湯 設 備 施工率 ・施工床面積は延床面積によるが特に区画 された部分に当該設備がな

く他所の設備の効果を全く受けない独立性の強い部分は施工床面積

から除外する(1市)

方 式 ・給湯専用ボイラーと暖房と給湯兼用型ボイラーに対する補正(1市)

ガ ス 設 備 施工率 ・施工床面積は延床面積によるが特に区画 された部分に当該設備がな

く他所の設備の効果を全く受けない独立性の強い部分は施工床面積

から除外する(1市)

浄 化 槽 設 備 人槽 ・浄化槽の大きさ(～ 人槽)に 応 じた評点数を比率により算出(1市)

空 調 設 備 パ ッケー ジエ アコ ン ・レシプロ冷凍機に0.6の 減点補正(32市)
・非ダク ト方式の ものはダク トの施工がなされていないことを考慮 し

減点補正(1市)

施工率 ・施工床面積は延床面積によるが特に区画 された部分に当該設備がな

く他所の設備の効果を全 く受けない独立性の強い部分は施工床面積

から除外する(1市)

ダク トの状況 ・パッケージから吹出 口までのダク ト距離の長短に対する補正(1市)

設置床面積/延 床面積 ・延床面積1㎡ 当たりの再建築費評点数を算出 しているため、計算単位
が延床面積以外の部分別区分及び評点項 目について別途補正項目を

設けている(1市)

()内 は回答団体数 重複回答あり
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補正係数については、現行再建築費評点基準表に設置された建築設備補正項目の補正係数の増

減値が評価事例にどの程度対応できているのかという問題である。補正係数の増減値の範囲につ

いては、「小規模非木造事務所建築設備調査」による結果と現行再建築費評点基準表に設置された

建築設備補正項目の補正係数増減値との比較をしたものが表2で ある。表2の 左側は現行再建築

費評点基準表に設置された建築設備補正項目の補正係数であり、袖正係数調査結果は 「小規模非

木造事務所建築設備調査」の建築設備補正項目の補正係数増減値の最大値及び最小値を示したも

のである。オーバー件数比とは、分母が総回答件数(車 複回答)で 、分子が現行建築設備におけ

る補正項 目の補正係数範囲をオーバー し補正係数を設置 した件数である。なお、空調設備には、

レシプ ロ冷凍機以外の冷凍機 の回答が約8%含 まれている。

建築設備における補正項目の補正係数範囲をオーバーし補正係数を設置した件数が比較的に多
い もの
は、次の設備の補正項目の補正係数である

・動力配線設備の動力負荷、規模。

・電灯 コンセ ン ト配線設備の配置、規模。

・蛍光灯器具設備の取付。

・電話配線設備の配置、規模。

・テ レビジ ョン 共同聴視設備の器具数、規模。

・給 水設備の 設備 の多少、管材 、規模。
・排水設備の設備 の多少、管材、規模。

・衛生設備の設備 の多少、規模。

・ガス設備の設備 の多少、規模。

・空調設備の冷房能力、程度、規模 、ダク ト方式。

・換気扇設備の大きさ
。

・火災報知設備の規模。

・エ レベ ー ター設備 の着床 数。

この表に示されている 「小規模非木造事務所建築設備調査」結果の補正係数数値の最小、最大

の範囲は、建築設備評価をするために必須のものとして設置されたものであり、これらの補正係

数値の範囲を現行再建築費基準表に新たに設置するごとを検討しなければならない。
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表2.現 行基準表における建築設備の補正項目の補正係数範囲と補正係数の使用状況調査との比較

部
分
別

評点項目

建

築

設

備

電

気

設

備

動力配線設備

電灯コンセン ト配線設備

照

明

器

具

設

備

蛍光灯用器具

標
準
量

一

・
〇

平

方

メ
ー

ト

ル

-

一
・
〇

平

方

メ
ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平
方

メ

ー

ト

ル

補正項目及ぴ補正係数 計
算
単
位

補正係数調査結果

補正項目 増点補正率 標準 減点補正率 最大値 最小値
オーバー

件 数 比

操作方
式及び

監 視
方 式

1.0

中央監視あり

自動

0.75

中央監視なし

手動

延
べ

床
面
積

1.0 0.70 1/294

程 度
1.05

上 等 な もの

1.0

普 通 の も の

0.95

普 通 以 下 の もの 延
べ

床
面

積

1.05 0.95 0/294

動 力

負 荷

1.20

多 い もの

1.0

普 通 の もの

0.80

少 な い も の
2.37 0.04 90/294

規 模

1.05

1,000㎡ 程 度

の もの

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.93

10,000㎡ 程

度 の も の

1.10 36/294

配 線

方 法

1.0

金 属 管内に ビ

ニル電線 をお

さめたもの

0.65

ビニルケーブ

ルを露出配線

したもの

延

べ

床

面

積

1.0 0.65 0/388

程 度
1.05

上 等 な もの

1.0

普 通 の もの

0.95

普 通 以 下 の もの
1.05 0.95 0/388

配 置
1.25

密 度 の 高 い もの

1.0

普 通 の もの

0.70

程 度 の 低 い も の
1.70 0.15 33/388

フ ロ ア

コ ン

セ ン ト

1.15

全 館 に あ る もの

1.0

一 部 分 に あ る

もの

0.97

な い もの 1.97 0.97 1/388

スイ ッチ
1.06

特殊 なもの

1.0

普 通 の もの
1.06 1.0 0/388

規 模

1.05

1,000㎡ 程

度 の もの

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.93

10,000㎡ 程 度

の もの

1.10 43/388

配 置

1.40

密度 の 高 い

もの

1.0

普 通 の もの

0.50

密 度 の 低 い も

の

設

置

床

面

積

1.50 0.38 8/385

蛍光灯
型 式

1.70

カ バ ー 付 の も

の

1.0

下 面 開放 の も

の

1.70 0.49 1/385

取 付

1.0

埋 込 の もの

0.75

吊 り下 げ もの

0.60

直 付 の もの

1.0 0.6 146/385

点 灯

1.0

瞬 時 点 灯 の も

の

0.85

グ ロ ー 点 灯 の

もの

1.0 0.6 1/385

設 備
1.25←

上 等 な もの

1.0

普通のもの

0.90

普 通 以 下 の も の
1.3 0.8 3/385

―237―



表2-そ の2

部
分
別

建

築

設

備

評点項 目

電

気

設

備

照

明

器

具

設

備

電話配線設備

標
準
量

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ
ー

ト

ル

補正項目及び補正係数

補正項目 増点補正率 標準 減点補正率

天井高

1.60 1.0 0.70

3.5m程 度 の も

の

2.8m程 度 の

も の

2.4m程 度 の

もの

1.10 1.0

暗色のもの 普通のもの

1.15 1.0 0.70

密度が高いもの 普通のもの 密度が低いもの

フ ロア

ダ ク ト

3.00 1.0 0.80

全館にあるもの 一部分にある

もの

ないもの

規 模

1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程

度 の も の

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

程 度

1.05 1.0 0.95

上等なもの 普通のもの 普通以下のもの

計
算
単
位

設

置

床

面

積

延

べ

床

面

積

補正係数調査結果

最大値 最小値
オーバー

件数比

1.60 0.67 2/385

,1.0 0/385

2.00 0.04 91/359

3.00 0.80 0/259

11.06 1.0 41/259

1.05 0.70 2/259
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表2-そ の3

部
分
別

建

築

設

備

評点項目

電

気

設

備

テレビジョン

共同聴視設備
総体的なもの

衛

生

設

備

給 水 設 備

排 水 設 備

標
準
量

一

・
〇

平

方

メ
ー

ト

ル

一

・
〇

平
方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

補正項目及び補正係数

補正項目 増点補正率 標準 減点補正率

器具数
1.20

多 い もの

1.0

普通 のもの

0.80

少 な い もの

規模

1.05

1,000㎡ 程

度 の も の

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.93

10,000㎡ 程 度

の もの

方 式

1.03

プ レッシャー

タンク方式の

もの

1.0

高架水槽方式

のもの

0.80

直 結 給 水方式

のもの

集中性

1.20

建物全体に分散

して配置 されて

いるもの

1.0

普 通 の もの

0.80

局部 的に集中し

ているもの

設備の

多 少

1.30

給水 箇所の多い

もの

1.0

普通 のもの

0.70

給水箇所の少な

いもの

管 材

1.15

特殊 管のもの

1.0

白 ガ ス 管 の も

の

0.85

塩 化 ビニル 管 の

も の

水槽の
程 度

1.05

上等なもの

1.0

普 通のもの

0.95

普 通 以 下 の もの

規 模

1.05

1,000㎡ 程

度 の も の

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.93

10,000㎡ 程 度

の もの

方 式

1.30

放 流 が で き な

い もの

1.0

放流ができる

もの

集中性

1.20

建物全体に分散

して配置 されて

いるもの

1.0

普通のもの

0.80

局部 的に集中し

ているもの

設備の

多 少

1.30

排水箇所の多い

もの

1.0

普通 のもの

0.70

排 水箇所の少な

いもの

管 材

1.10

鋳鉄 管のもの

1.0

白 ガ ス 管 の も

の

0.85

塩 化 ビニ ル 管 の

もの

程 度
1.05

上等なもの

1.0

普 通のもの

0.95

普 通 以 下 の もの

規 模

1.05

1,000㎡ 程

度 の も の

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.93

10,000㎡ 程 度

の もの

計
算
単
位

延

べ
床
面
積

延

べ

床

面

積

延

べ

床

面

積

補正係数調査結果

最大値 最小値
オーバー

件数比

2.20 0.46 25/196

1.10 1.05 26/196

1.30 0.80 2/386

1.20 0.73 1/386

2.95 0.25 14/386

1.30 0.65 193/386

1.06 1.0 1/386

1.10 1.0 42/380

1.30 1.0 0/386

1.20 0.73 1/386

11.00 0.25 15/386

1.30 0.65 13/386

1.05 0.85 9/386

1.10 1.0 45/386
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表2-そ の4

部
分
別

建

築

設

備

評点項目

衛

生

設

備

甫生器具設備

ガ ス 設 備

空

調

設

備

空

調

設

備

(冷熱源種類別)

レ シプ ロ冷 凍 機 を

使 用 してい る も の

標
準
量

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

補正項目及び補正係数

補正項目 増点補正率 標準 減点補正率

設備の
多 少

1.30 1.0 0.70

器具数の多い

もの

普通のもの 器具数の少な

いもの

程 度
1.20 1.0 0.80

上等なもの 普通のもの 普通以下のもの

規 模

1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程

度 の もの

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

基 準

1.0 0.93

都市ガスのも

の

準都市ガス及

びプロパンガ

スのもの

集中性

1.15 1.0 0.80

建物全体に分散
して配置されて
いるもの

普通のもの 局部的に集中し

ているもの

設備の
多 少

1.30 1.0 0.70

口数の多いもの 普通のもの 口数の少ないも

の

規 模

1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程 度 の

も の

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

ペ リ メー

タ ー フ ァ

ル コイ ル

1.15 1.0

あるもの ないもの

冷 房

能 力

1.10 1.0 0.80

120Kcal/㎡

程 度 の もの

100Kcal/㎡

程 度 の も の

70Kcal/㎡

程 度 の もの

熱 源

方 式

1.06 1.0

ヒー トポ ン プ

の もの

水冷のもの

程 度
1.25 1.0 0.70

上等なもの 普通のもの 普通以下のもの

規 模

1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程

度 の もの

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

配 管

方 式

1.15 1.0

4パイ プのもの 2パ イプのも

の

ダク ト

方 式

1.20 1.0

2ダ ク トのもの 1ダク トの もの

制 御
方 式

1.05 1.0 0.96

個別制御のもの 温湿度制御の

もの

温度制御のもの

注)部 分空調の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限度

とする増点補正率を用い、空調されている部分の「使

用床面積」を計算単位 とする。

計
算
単
位

延

べ

床

面

積

延

べ

床

面

積

延

べ

床

面

積

補正係数調査結果

最大値 最小値
オーバー

件数比

3.00 0.40 21/369

1.20 0.80 0/369

1.10 1.0 47/369

1.0 0.80 5/274

1.15 0.30 6/274

1.30 0.10 11/274

1.10 0.50 38/274

1.15 1.0 0/255

1.68 0.50 30/255

1.25 0.60 11/255

1.25 1.0 32/255

1.15 0.80 6/255

1.20 0.80 84/255

1.25 0.80 6/255
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表2-そ の5

部
分
別

建

築

設

備

評点項目

換 気 扇

防

災

設

備

火 災 報 知 設 備

乗

用

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

(
規

格

型

)

交 流 型

標
準
量

一

台

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

一

台

補正項目及び補正係数

補正項目 増点補正率 標準 減点補正率

大きさ

1.60 1.0 0.80

径50cmの もの 径40cmの もの 径30cmの もの

施 設

範 囲

1.0 0.50

全館にあるも

の

一部分に

あるもの

感 知

方 式

1.0 0.90

煙感知器のも

の

煙感知器な し

スポット型方式

のもの

0.86

空気管方式の も

の

間仕切
1.05 1.0

多いもの 普通のもの

規 模

1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程 度 の

も の

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

積載量

1.07 1.10 0.93

750kg(11人

乗)の もの

600kg(9人

乗)の もの

400kg(6人

乗)の もの

着床数
1.20 1.0 0.87

13箇 所 のもの 8箇所のもの 5箇所のもの

速 度

1.06 1.0 0.90

105m/min

の も の

60m/min

の もの

45m/min

の も の

1.05 1.0 0.90
程 度

上等なもの 普通のもの 普通以下のもの

並 列

運転数

1.03 1.0

3台 連携の もの 並列運転の

ないもの

1.02

2台 連携の もの

計
算
単
位

台

数

延

べ

床

面

積

台

数

補正係数調査結果

最大値 最小値
オーバー

件数比

1.60 0.28 113/218

1.0 0.50 0/274

1.0 0.86 0/274

1.05 0.80 4/274

1.10 1.0 22/274

1.0 0.88 5/93

1.08 0.73 27/93

1.06 0.78 5/93

0.15 0.9 0/93

1.02 1.0 0/93
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(3)空 調設備の評点項 目と補正項 目について

空調設備の評点項 目と補正項 目に関す る問題点を、実務担 当者(仙 台市、堺市、北九州市、

佐世保市)を 対象にヒア リング調査 した結果を整理 したものを次に示す。

・中小規模の ビル においてはパ ッケージエアコンが主流 になってお り、個別分散方式を評点項 目

に追加すること。

・全ての空調設備 は中央熱源方式 と個別分散方式に分類 され るのか、その 「中間的」な空調設備

はないのか。

・評点項 目を中央熱源方式 と個別分散方式の2つ に絞 った場合、補正項 目だけで、評点数の差別

化ができるか。

・補正項 目の 「程度」補正は、評点数 の最終調整的補正項 目と しで残 してほ しい。

・パ ッケージエアコンにおいて評価対象 とす るもの、 しない もの の明確な線引きが必要である。

・ルームエアコン、ルームクー ラー等が評価対象外 とされていることか ら、評価対象 とすべきパ ッ

ケージエアコンの認定基準についての質疑が多い。 一応、ダク ト、配管等を施 し、建物全体の

冷暖房 を行 うものを評価対象 としてい るが、漠然 とした基準であ り、個別分散方式を評価基準

に載せ る以上、団体か らの意見に もあるよ うに明確な認定基準を示す必要がある。
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3建 築設備評価の考 え方

固定資産評価 における建築設備評価の考え方について、委員会において討議す るに 当た り、前

述の現行の建築設備評価の問題検討の結果を踏まえた ところ、これ らの問題に対処できる提案を

す るためには、現行固定資産評価制度の枠内を越 えて討議することが好ま しい と判断 され た。 こ

のよ うな前提条件 によって討議 された結果、次のよ うな建築設備評価の考 え方が示 された。

3-1固 定資産評価における建築設備評価

固定資産評価 にお ける建築設備評価を どのよ うな考 え方で組み立てるのかは、建築設備 をどの

よ うに捉 え、それ を制度 、評価方法 としてどのよ うに組み立てるのかである。すなわち、固定資

産評価制度の中へ建築設備評価 を合理的に納めるためには、どのよ うな筋道があるのか検討 して

み ることである。 そのとっかか りを得 るために、ここでは前述 したように現行の固定資産評価に

お ける建築設備評価 の問題 を検討 してきた、その結果は現行の評価制度 に建築設備の特性が生か

されていない ことに問題の源があるのではないか との知見を得た。

建築設備の特性 を端的 にいえば、建築設備が建物 と同一の不動産性を持っていない とい うこと

である。す なわち技術進歩による陳腐化が激 しく建物に比べ耐用年数が著 しく短い。 システム と

して構成 されているものが多 く、その構成は寿命 の長い部品 と寿命 の短い部品 とが混在 しつ くら

れてお り、その価値は機能 によって評価 されてい る。 この他には、家具的に機能、装置が完結 し

ているもの もある。 これ らの特性 をテクノロジイ的な視点か ら固定資産評価制度の中へ取 り込め

るのか検討 してみ ることである。すなわち、技術 と制度 との調和点を探す ことであ り、調整の結

果によっては制度の見直 しを考えることも必要にな る。

前述の建築設備の特性 をテクノロジイ的な視点か ら考慮す ると、次のよ うな提案 をす ることが

できる。

・現行の固定資産評価制度を踏襲す る。

・家屋評価か ら建築設備評価を独立 させ る。

① 現行の固定資産評価制度を踏襲する考え方は、前述した建築設備評価の問題点をそのまま引

き継 ぐことでもある。 しか し、次のような考 え方をすれ ば若干の問題処理にはなるもの と考 え

られる。第1は 、建築設備評価は、新築建物 のみを評価対象 とす る。 この場合には、既存建物

の建築設備評価を別途確立 しておかなければな らない。 その評価方法 としては、建築設備費指

数等 を利用す る物価補正係数による評価方法等が考え られ る。 この考 え方は、新築建物 と既存

建物の評価方法を分けることであ り、建築設備 の技術進歩による陳腐化要因の問題に対処がで

きる。 具体的には、再建築費評点基準表における建築設備部分別 の評点項 目か ら旧式の建築設

備を削除す ることである。第2は 、建築設備評価 は、機能的 な評価 を基本 とす る。機能的な視

点か ら建築設備 を分類 して評価項 目、補正項 目を抽出す ることによって、現行の評点項 目、補

正項 目の整理 ・統合が可能 となる。 しか し、建築設備 と償却資産 との区分があいまいである問
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題 は、そのまま残 ることになる。

② 家屋評価か ら建築設備評価を独立 させる考 え方は、現行の固定資産評価制度内において可能

なもの とするためには、若干の問題 はあるが、建築設備評価 を独立 させ ること によって建築設

備評価 の特性を考慮 した方法の提案が考え られ る。 また建築設備 と償却資産 との区分の整理 も

しやす くなる。 この考 え方の特徴を具体的 にあげると、建築設備の耐用年数が短いこと等 を考

慮す ることができる。 しか し、家屋評価 と建設設備評価 を単に分けることだけで評価作業は増

えることにな り現行 の評価 より繁雑 になる欠点もある。

3-2建 築設備の評価対象範囲

現行の固定資産評価基準による家屋 に含 まれ る建築設備は、前述 した ように 「家屋 と構造上一

体 となって効用を発揮 しているもの」としてお り、物理的なものを基本 に考えた ものであるといっ

てよい。 しか し、建 築設備の技術の進展はめ ざま しく、 このよ うな考 え方によって、現在の建築

設備の評価対象範囲を明確 に区分す ることは、難 しくなってきている。建築設備 の今後の発展を

考えると、建築設備 の評価対象範囲の考え方を検討 しておかなけれ ばな らない。

建築設備の評価対象範囲の考 え方 を提案するため、前述のよ うに現行の評価基準の問題点 を検

討 してきた。その主原因は、現行 の建築設備 の評価対象範囲の考え方が建築設備の特性を巧 く生

か してないこと等にあると考えられ る。

現在 の建築設備 の主たる特性 とは、建築設備がシステム として構成 されているものが多 く、そ

の構成 は寿命の長い部品 と寿命の短い部品 とが混在 しつ くられてお り、その価値は機能によって

評価 されていること、また家具的 に機能、装置が完結 しているもの もあること等である。 このよ

うに建築設備 は、システムで構成 され てお り、その価値は機能によって決 まっているものである

と捉 えることができる。 したがって、今後の建築設備の進展 を考 える と、建築設備の評価対象の

考え方は、建築設備のシステム、機能 、効用 といった視点か らも検討 を しておく必要がある。

この よ うなことを考慮 して、建築設備の評価対象範囲の考え方 を提案 してみると、次のとうり

である。

・現行の物理的なものを基本 とす る考え方を踏襲する。

・建築設備をシステム として捉 える。

以 上の建築設備の評価対象範囲の考え方について若干の考察をすると次の とうりである。

① 現行の 「家屋 と構造上一体 となるもの」 とす る考え方 を踏襲 してい くには、前述 した ように

現在の建築設備の特性 との乖離があるとい う問題があるが、まず現行の規定をわか りやす く整

理す ることが必要である。そ のためには、現行の規定を整理す る方針 を検討 しておかなければ

な らない。 その整理方針 となる項 目をあげてみ ると、次の とうりである。

・建築設備 の評価対 象範囲か ら除外するものを明確にす る。
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・耐用年数が著 しく短い建築設備は積極的に除外す る。

・建物 を購入す る視点か ら建築設備 の評価対象範囲 を決 める。

・償却資産等 との整合 を得 るための特例はできるだ け設 けない。

この他には、現行の規定には、す でに建築設備 をシステム的に捉 えているものもあ り、現行の

考 え方 に建築設備 をシステム として捉 える考え方を本格的に入れ ることができるのか どうか を検

討 していくこ とも必要である。

② 建築設備をシステムとして捉 え建築設備 の評価対象範囲を考えてみ ようとす るものである。

この考え方は、物理的なものに着 目す ることは① と同 じであるが、建築設備 を構成 しているシ

ステ ムの全体を評価対象範囲 とする考え方であ り、現行の建築設備評価のよ うに建築設備を細

か く分解す る必要がな くなる。また、家屋評価 か ら建築設備評価 を独立する考え方に整合す る

ことも可能であ り、建築設備 と償却資産 との区分 を明確にす ることも可能 と考え られ る。 しか

し、現行の建築設備評価でほ とん ど評価対象範囲になっていない中央監視設備 を全て評価対象

範囲 に含む ものとす ることも可能 となる問題 も生 じる。

何れに して も建築設備 の水準の向上及 び技術革新の動向は今後 も激 しと考 えられ、これ らの

変化 に対 して柔軟に対応す る.ことができるよ うな考え方を確立 してお くことが必要である。
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4建 築設備評価の具体化

4-1建 築設備評価の具体化の方針について

現行の建築設備評価の問題点および建築設備評価の考え方の検討結果を踏まえ、現行の固定資

産評価制度の中において建築設備評価の改正をするための方針について検討をしたものである。

前述した建築設備評価の考え方では、現行の固定資産評価制度の枠を越え検討したものであり、

その内容には当面の課題処理に活用できるものと、長期的な展望の視点から考え方を述べられて

いるものがある。ここでは、当面の課題である現行の建築設備評価を改正するために利用できる

ものを参考に、建築設備評価の改正をするための方針を整理したものである。その方針案を次に

提案する

(建築設備評価の改正の基本的方針 の提案)

・建 築設備 は機能的な視点か ら評価方法を考案す る。

・建築設備評価 は、新築建物のみを評価対象 とす る、(新築建物 と既存建物の評価方法を分 ける。

建築設備部分別の評点項 目か ら旧式の建築設備 を削除す る。)

・建築設備 をシステムとして捉 える考 え方 を入れ る。(現行の規定には、す でに建築設備 をシステ

ム的に捉 えているものもある。)

・現行の建築設備評価の規定を現在建築設備 の特性 を考慮 して見直 しをする。

(建築設備の評点項 目と補正項 目の抽出方針 の提案)

・機能的な視点か ら建築設備 を分類 し、評点項 目と補正項 目を抽 出する。(評点項 目、補正項 目の

整理 ・統合 が可能である。)

・建物 を購入す る視点か ら評点項 目及び補正項 目の抽出す る。

・評点項 目及び補正項 目は、詳細に分解す ることを避ける。

・評点項 目及び補正項 目の名称は、納税者 、評価員に理解 しやすいもの とする。(専 門用語の使用

はできるだけ避 ける。)

・補正項 目及び補正係数 は、原則 として客観的な もの とし、抽象的なものはできるだけ避 ける。

以上は、当面考え られ る方針 をあげたものであるが、建築設備の技術革新が激 しい等か ら評価

上の諸問題が発生す ることが多 く、その問題処理システムを設 けることも考えておく必要がある。

また、固定資産評価の継続性 を考慮す るとメンテナンスのことも考えておかなけれ ばな らない。

何れ に しても建築設備 の水準の向上及び技術革新の動向は今後 も激 しいもの と考えられ、これ

らの変化に対 して柔軟に対応す ることができるよ うな考え方を確立 してお くことが必要である。
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4-2空 調設備評価の提案

前述の建築設備評価の改正方針案を参考に、空調設備評価の改正の具体化を試みたものである。

以下に空調設備評価の具体的な提案を示す。

(1)空 調設備の評価対象範囲

空調設備評価 の改正案の評価対象範囲 を具体的に示 したものが、表3で ある。また、表3は 、

評価基準取扱通達 「家屋の建築設備の評価 上の取 り扱いについて、4、 家屋に取 り付 けられて

いるか否 か家屋 と構造上一体 となっているか否か問わず、家屋 に含めないもの として取 り扱 う

建築設備 は、次表 の例によ り判断す るものであること。」の改正案で もある。現行の規定に追加

されたものは、使用機器等では 「マルチ型ルームエアコンデ ィシ ョナー」である。現行の規定

から削除 された ものは、装置等 の名称では 「温風炉」、「石炭運搬装置及び灰だ し放置」、使用機

器等では 「ス トーカー」である。

表3 空調設備評価の評価対象範囲の改正(案)

(A)

設備の種類

(B)

設備の分類

(C)

装置等の名称

(D)

使用機器等

(E)

家屋に含めないもの

換 気 設 備 自 然 換 気 換気口及び換気筒 換 気 口

換 気 筒

機 械 換 気 送 風 機送風機、排風機及

び付属設備 排 風 機
天 井 付 扇 風 機

排 気 扇
ダ ク トダク ト及び付属設

備 エ ア ー フ ィ ル タ ー

吹 出 口

吸 込 口

局所機械換気 機 械 フー ド(ブ ース)

吸 気 ダ ク ト
エアー フィル ター

天 が い

排 気 ダ ク ト

排 気 口

排 煙 設 備 機 械 排 煙 設 備 排 煙 機

排 煙 ダ ク ト

排 煙 口
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(A) (B) (C) (D) (E)

設備の種類 設備の分類 装置等の名称 使用機器等
家 屋 に含 めない もの

空気調和設備 冷 凍 機 レ シ プ ロ 冷 凍 機

タ ー ボ 冷 凍 機

吸 収 式 冷 凍 機
ロ ー タ リ ー 冷 凍 機

ヒ ー トポ ン プ 圧 縮 機

蒸 発 器
凝 縮 器

熱 源 機 器

ポ ン プ

配 管

冷 温水 発 生機 ガスだき冷温水発生機

油だ き冷温水発生機

冷 却 塔 開 放 形
密 閉 形

鋳 鉄 製 ボ イ ラ ー温水ボ イラー及 び

蒸気ボ イラー 立 て ボ イ ラ ー

炉 筒 煙 管 ボ イ ラ ー

貫 流 ボ イ ラ ー

自然循環式水管ボ イラー

電 気 ボ イ ラ ー

ボイラー燃焼装置 石 炭 用

オ イ ル バ ー ナ ー

ガ ス バ ー ナ ー

太 陽 熱 利 用 コ レ ク タ ー

膨 張 水 槽

蓄 熱 槽
熱 交 換 器
ポ ン プ

配 管

暖 房 機 器 鋳 鉄 製 放 熱 器放熱器(温 水用又

は蒸気用) 鋼 板 製 放 熱 器
コ ン ベ ク タ ー

ベ ー ス ボ ー ド ヒ ー タ ー

フ ロ ア ー ヒ ー タ ー

赤 外 線 ヒー タ ー 赤 外 線 ヒ ー タ ー

ユ ニ ッ トヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ヒ ー タ ー

エ ア ー フ イ ル タ ーエアハ ン ドリング

ユニ ッ ト 冷 却 コ イ ル

加 熱 コ イ ル

加 湿 機 器
エ リ ミ ネ ー タ ー
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(A) (B) (C) (D) (E)

設備の種類 設備の分類 装置等の名称 使用機器等 家 屋 に含めな いもの

送 風 機
エ ア ー フ ィ ル タ ーフ ァンコイルユ

ニ ッ ト 冷 却 、 加 熱 コ イ ル

送 風 機

吹 出 口

誘 引ユニ ッ ト 誘 引 ユ ニ ッ ト

送 風 機パ ッケー ジ型エア

コンデ ィシ ョナー コ イ ル

圧 縮 機

凝 縮 器(蒸 発 器)
エ ア ー フ ィ ル タ ー

加 湿 装 置

自 動 制 御 装 置
ウ イ ン ド 型 ウ イ ン ド 型ルー ムエアー コン

デ ィシ ョナー ス プ リ ッ ト 型 ス プ リ ッ ト 型

マルチ型 ルームエアコンデ ィショナ

圧 縮 機小型 ヒー トポン

プパ ッケージ(水

熱源、空気熱源)

熱 交 換 機
送 風 機
エ ア ー フ ィ ル タ ー

吹 出 口

吸 込 口

加 湿 装 置 遠 心 式 加 湿 機
噴霧ノズル式加湿機

蒸 気 噴 射 加 湿 機
超 音 波 加 湿 機

蒸 発 式 加 湿 機
減 湿 装 置 冷 凍 機 に よ る 方 法

冷 凍 機

凝 縮 機
冷 却 機

送 風 機
吸着 剤 使 用脱 湿 機

エ ア ー カ ー テ ン 吹 出 口

送 風 口

吸 込 口

給 油 装 置 燃 料 タ ン ク
オ イ ル ポ ン プ

サ ー ビ ス タ ン ク

煙 突 及 び 煙 道 独 立 煙 突ボイ ラー の煙 突 ・

煙 道 独 立 煙 道

配 管 設 備 配 管 配 管
ポ ン プ

ダ ク ト設 備 吹 出 口 壁 付 吹 出 口

天 井 吹 出 口

吸 込 口 壁 付 吸 込 口

天 井 吸 込 口

ダ ク ト ダ ク ト

送 風 機
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(2)空 調設備評価基準表の提案

再建築費評点基準表における空調設備の評点項 目と補正項 目の改正案を次に示す。 主な改正

点は、空調設備の評点項 目か ら冷熱源種別を廃止す る、 自動温湿度調整設備、温風暖房設備 、

熱風暖房設備は廃止する。新規の評点項 目は 「機械排煙設備」である。

空調設備の評価項目(案)

評点項 目 標準評点 補正項 目

1)空 調設備 中央熱源方式
(中央に冷凍機 と

ボイラを設置)

建物規模の大小

冷房能力の大小
ペ リメー タにFCUの 有無

ゾー ニ ン グの大 小

配管方式

(2パ イ プ 、4パ イ プ)

ダク ト方式

(VAV、CAV)

制御 方式 の程 度

個別分散方式
程度a)エ ア コン システ ム

(住 宅用)

b)パ ッケー ジシ ステ ム
・ビル用 マル チ 冷房能力の大小

程度
ダク トの有無
ゾーニングの大小

制御方式の程度
・ヒー トポ ンプ

パ ッケー ジ
冷房能力の大小
程度
ダク トの有無
ゾーニングの大小

制御方式の程度

2)冷 房設備 (中央に冷凍機 を設置) 中央熱源方式に準ずる

3)暖 房設備 (中央 にボイ ラを設置) 中央熱源方式に準ずる

4)換 気設備 機 能(1、2、3種)

ダク トの有無

5)機 械排煙

設備

機械排煙の有無

注)

・1)～2)の 各設 備 にお い て部 分 空調 の場 合 は、 上記 補 正率 の ほか に1.25を 限度 とす

る増 点補 正 率 を用 い、空調 され て い る部 分 の 「使用 面積 」 を計算 単位 とす る。

・各設 備 とも標 準 量は1.0平 方 メー トル とす る。

・VAVは 変 風 量方式(VARIABLEAIRVOLUME)の 略

・CAVは 定風 量方 式(CONSTANNTAIRVOLUME)の 略
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以上の提案 にいたった経緯 を、解説する と、以下のとお りである。

①空調設備の評点項 目と補正項 目について

現行の再建築費評点基準表における空調設備が想定 しているものは下図のごとく中央機械室

に冷凍機 ・ボイ ラ ・空調機 を設置 し、ここか らダク トにて各階 ・各室に冷 ・温風 を供給す るシ

ステムを想定 している。空調設備のシステ ムには換気(排 煙 を含む)設 備 の評点 を含む もの と

している。 したがって、空調設備の評点は冷凍機の種類(タ ーボ ・レシプ ロ ・吸収式)の みが

指標 となっている。

現行の空調設備評価の問題点 として以下のよ うな ものがある

・最近の空調方式は中央式 よ り個別分散方式が多 く採用 されているが(5 ,000m2程 度までの中

規模 ビル に特 に多い)評 点項 目がない。

・ダク ト方式は中央空調機方式は殆 ど採用 されず 、各階空調機方式が多い。 この方式を標 準 と

すべ きである。

・機械排煙方式は非常電源の必要性な どがあり、コス トに大きな影響を与 える。

・温風暖房設備 は現在殆 ど使われ ない。

(a)空調 設 備

屋 外

32℃
70%

室 内
26℃
50%

新
鮮
空
気
ダ
ク
ト

レ
タ
ン
ダ
ク
ト

エ
ア
フ

ィ
ル
タ

空
気
冷
却
器

空
気
加
熱
器

送
気
ダ
ク
ト

送
風
口
モー タ

ボ
イ
ラ
ー

冷凍機 真空ポンプ

(b)中央式空気調和装置

外気干冷機

外気

冷凍機ボイラー
ポンプ

図 空調設備
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以上のことか ら次のよ うな改正案の提案ができる。

評点項目に熱源種類別を中央式に個別分散式を加える

イ中央式 ターボ冷凍機 を使用 してい るもの(含 むボイラ)

空冷 ヒー トポンプチラーユニ ッ トを使用 しているもの

吸収冷凍機 を使用 しているもの(含 むボイラ)

直炊冷温水発生機 を使用 しているもの

補正項 目について

(現状) (改正案)

・ペ リメー タに フ ァン コイル の有 無 同左

・冷房能力の大小 同左

・熱源方式(ヒ ー トポンプか水冷か) 不要

・程度(ゾ ーニン グ及び排煙設備 の有無) 同左

・規模 同左

・配管方式(2パ イプか4パ イプか) 同左

・ダク ト方 式(2ダ ク トか1ダ ク トか) 現在 は2ダ ク トは殆 ど採用 されない

定風量か変風量に変える

・制御方式

ロ個別分散式 … 空気熱源 ヒー トポンプユニ ッ トを使用す るもの

空気熱源パ ッケー ジを使用するもの

補正項 目

・空気熱源 ヒー トポンプユニ ッ ト

冷房能力の大小

機械排煙設備の有無

ダクト方式(天 井埋込みカセッ トか天井埋込みダクトタイプ)

・空気熱源パ ッケージ

冷房能力の大小

ゾーニングの大小

機械排煙の有無

制御方式
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②ルームエアコンとパ ッケージエアコンの評価 について

空調設備の内、標記 システムの評価 については “昭和38年 通達”および昭和63年 の “改正通

達”によってきた。 しか し、この業界の技術 の進歩は著 しく、改正通達によっても評価 の判断

に迷 う状況が多 くなっている。その進歩の主なものを以下に示す。

・空気熱源 ヒー トポ ンプ(冷 暖房)シ ステムが主流 となってきた。即 ち、コンプ レッサー技術

の進歩によ り、寒冷地 において も(本 州の北端 まで)空 気を熱源 とす るヒー トポンプが適用

可能 とな り、全国的に普及 している。

・従って、水冷式パ ッケージの実施例は少な くなっている。

・1台の室外機 で複数 の室内機 を受け持つ、いわゆるマルチシステムが数多 く出現 した。

・ウィン ド型エア コンは殆 ど採用 されない。

以上のことを踏まえて、評価 の判断 を以下のよ うに提案す ることができる。

イルームエア コンは住宅用、パ ッケージエアコンは業務用 と割 り切 る。

ロルームエアコンの内以下の2条 件を備えるものは評価の対象外 とする。

・室内機 と室外機が一対一であるもの。

・室内機が壁掛け型又は床置き型 であるもの。

以上のものは建物 との取 り合 いが少な く、後付けが比較的簡単であ り、家屋 と一体ではな

い と判断 し、評価 の対象外 とす る。

室外機 と室内機が家対家であって も、室内機 が天井 カセ ッ ト或 はビル トイ ンのものは家屋

との取 り合いがあ り、評価の対象 とする。

マルチ型 は建物 との一体性があ り、全て評価 の対象 とする。

ハ業務用の物は建物全体の空調システムを観察 し、以下の如 く判断する。

・室外機 と室内機が一対一である物は、基本的には評価の対象外 とす る。ただ し、以下の条

件を一つで も備 えるものは評価 の対象 とす る。

・天井名を通 るダク トに接続 しているもの。

・室外機 と室内機 が複数の階にまたがるもの。(配 管シャフ トを通 じて建て屋 と一体)

・室外機一台 に袴数の室内機 が繋がるものは全て評価の対象 とす る。
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5固 定資産評価制度における建築設備評価の展望

(社)日 本建築学会固定資産評価小委員会

5-1建 築設備の発達 と家屋の評価

建築設備が家屋 の重要な位置 を占めるよ うになったのは、家屋の長い歴史の中でもつい最近の

ことである。 ここ数十年の建築生産の歴史の中で、室内の環境 をよ り快適に、よ り安全に とい う

要求が急速に高まったのは、それ を可能 とす る建築技術の発達や 、設備 システムの開発が可能に

なったからであって、現在 、建築が構成する空間には、さまざまな建築設備が装備 され、 もはや

設備を無視 して建築空間 を考 える事は困難 になってきたのである。建築設備の内容を細か く考え

る と建築に装備 される設備 の種類 には三通 りあることが分かる。

第一 に、人体における血管や神経のよ うな機能 を果たすために設 けられるもので、ガス、水道、

電気のよ うに気候風土に関係な く、文明の象徴 として人間の生活空間に基本的 に組み込まれてい

ているものである。 これ らの設備は今では文明社会 においては、家屋 と一体不可分な関係 と して

機能 を果 た していて、これ を止 められ ることは基本的な生活環境を脅か され ることになる。従 っ

て公共的なシステムによって供給 されることが当然視 されて いる設備である。 これ を仮 に基本的

設備 と呼ぶ ことにす る。

第二は、人体 にとっての道具のような関係 にある設備 で、機能や性能が次々に新 しく更新 され、

人間生活の高度化や産業の発達を伴って早い速度 で変化 していく設備 である。 空調設備や情報設

備が代表的な設備であるが、こ うした設備 はシステム相互の離合集散 もまた激 しい。家屋 との一

体性を考えるよ りも、取 り替 え可能な備品的な設備 であると考えた方が現実的である。 これを仮

に付加的設備 と呼ぶ ことにす る。

第三は都市化や家屋の大型化に応 じて必要性が高まってきた防災設備 である。人間生活の安全

を担保する此れ等の設備 は、法律によって義務的に装備 されるよ うになってきている。機 能的 に

は第2の 範疇にはいるといえるが義務的にとい う点が問題である。 これ を仮に義務的設備 と呼ぶ

ことにする。

現在では家屋のユーザーは家屋 の程度 よ りもむ しろ建築設備の装備の状態や、性能如何の方に、

関心が強 くなっている。基本的設備に属するもの については、あるのが当然 と考 えられ るから、

ユーザー としての主たる選択 の対象にはなっていない ことが多いが、付加的設備は選択の 自由が

あるだけに、重要な選択肢 となっているといえる。義務的設備は大都市に立地 した り、近代的な

建物 を利用す るための義務的 に負担すべ き費用 として考 えられ るのだろ うか。

固定資産評価においてこ うした特色のある設備 を課税の対象 として どう考えればいいのか、個

別 に対処すべ き課題であろ う。

5-2現 行の建築設備評価

現行の家屋の評価システムはその基本を分析的手法 においている、このことは建築設備 におい
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て も例外ではない。こうした手法は家屋 の個別性を評価 に反映 させるために考え られた手法であっ

て、具体的には、家屋 を構成す る部分を、細か く分析 し、各部分を生産す るための価格情報 を、

評点基準表の形で集積す る事で、家屋の個別的な評価が公正に且つ精緻 に求められ るとい う考え

方が基本 となってい る。家屋 は人工的な構造物 と しては極めて大形なので、分析的 な手法を とる

ことで膨大な数の評点項 目が求 められ、それ らを細か く分類す ることで、家屋の個別的な違いを

精緻に評価 に反映 させ ることができる。反面現行の家屋 の評点基準表のよ うな大部 なものが必要

とな る所以である。

実は、こ うした分析的手法では、特 にシステム全体が発達 している時には、検討項 目が次々に

増加 して、次第に複雑な、あるいは大がか りなものにな りやすい。したがってそれ を防 ぐために、

常にシステ ムの整理合理化が求め られ ることに もなるのである。分析的な手法では物事を細か く

分解 して考察す る程結果 も精密 になると考え られやす いが、一方そのために個々の細かい変化 の

修正に手間取 り易 く、あるいはシステム全体の姿が見えに くくなるとい うマイナ ス面もある。家

屋の評価システムが しば しば評点項 目な どの整理合理化 を行 ってきたのも、こ うした分析的 シス

テムの特徴 によるもの と考え られる。

家屋 の評価 システムが一般の人に分か りにくい姿 となってい るのも、こ うした分析的手法では

専門的解析手法を加味す ることが有効なので、 どうしても一般の納税者 にシステムについての専

門的な説明が必要になって くるか らである。 この点納税者か らも う少 し分か り易い評価 システ ム

を求 める声が出て くるのもやむ を得ない ことなのか も知れない。 しか し、こ うした専門知識 を駆

使 した高度なシステムは時間をかけて説明をすれば反論 もまた難 しく、それな りの説得性があっ

たのも事実である。

ただ現在は、国家的 に制度全般の見直 しが求め られている時期であ り、資産課税制度 として、

このよ うな複雑 な専門知識 に基づ く手法 を維持することは、社会的、経済的 さらには建築技術的

環境 の急激 な変化 に対応 しに くい とい うことも事実であって、家屋評価を分か りやす くして欲 し

い とい う世論の意味す るところが、一般 の納税者に とって課税の仕組みが理解 しやす く、 しか も

課税の根拠 とな る考え方が説明 しやすいシステムを求めているのだとすれば、システム全体を抜

本的に見直す時期 にきている と考えて もいいのではなかろ うか。

こ うした観点か ら建築設備 の評価 をど うす るかを考 える とき、第一に建築設備 の家屋 に対す る

付合つま り一体性 について再検討する必要がある。家屋 と構造上一体 となってい る建築設備 は家

屋 の評価 に含 まれ ることになっているが、一つの設備の中に構造上一体 となっている部分 とそ う

でない部分 とが共存す ることで、たとえば照明器具や浄化槽のよ うに設計如何 に家よって家屋 に含

まれた り含まれ なかった りす る煩雑 さを どう解決す るかとい う問題 である。第二 に設備技術の開

発速度が非常に急速なために基準表の評点項 目が常に改正を必要 とす るよ うな事態が生 じる点に

ある。例えばエ レベータの古 くなって使 われ なくなった制御 システムは評点項 目に残っていて も

再び使われる可能性は極 めて小 さい。実際 には評価担当者の判断 を混乱 させ るだけで整理 して し
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まった方がいい。又建築設備の中には耐用性 の極めて短い ものが含まれているか ら、設備 の種類

ごとにその特性 を考慮 しなが ら家屋 との一体性の関係を検討するべ きであろ う。

5-3家 屋評価 システムの中で建築設備 をどう取 り扱 うか

(1)技 術進歩に伴 う性能ア ップが古い設備 を駆逐す る現実を どう評価 に結び付 けるか

建築設備 はその主要 な目的が物やシステムの持つ性能向上や経済的効率の向上にある以上、

家屋本体に比べて、製品や生産手法の変化の速度が遥かに早いのが特徴である。家屋の居住空

間 としての性能ア ップ とい う目的が明瞭で あると、そう した設備は技術 の開発 目標 が立てやす

く、革新的な変化 を呼びやすい。新 しい高性能 な、あるいは高機能で しか も経済的な設備機器

やシステムが登場する と、現在使 っている旧式な設備 システムを使 いつづける根拠が乏 しくな

り、設備を更新す るインセンティブが働 きやす いのである。 しか も、設備の変化は循環型では

な く方向性 を持 っていて、つねに新 しい価値観 を生み出すか ら、た とえシステムの外形が元に

戻ったよ うに感 じて も、内容は決 して前のシステム と同 じにはならない。 このことは空調シス

テムやエ レベータシステムなどの進歩の様子を見れ ばよく分かるであろう。 ただ し、 これ らの

設備でも、室内気候や環境条件に対す る性能アップや垂直方向の輸送力ア ップといった、求め

られてい る目標 が根本的に変わるわけではな い。例 えば空調技術の発達は空調をす るとい う目

的が変化 してい くのではな く、機能が高度化す るのであって、変化が可逆的でない ところに特

徴がある。

このよ うに変化の激 しい建築設備 の評価 を分析的な手法で行 うには、単に機械類、配管類な

どの個 々の変化 と家屋 との一体性 との関係 を追 うのではなく、 システムが室内の居住性や作業

性等 とどう関係 しているのかを中心にその存在理由を考 えた上で、その効用 を評価 の基本 にす

る必要がある。

ただ現行 のような再評価 を基本 とす るシステムでは、旧式の機器で も現在それ を使 っている

家屋がある限 り評点項月から外す事が難 しいので、新 旧とり混 ざった 評点項 目が並列 され るこ

とにな り、新 しく登場 したもの、現在 よく使われているもの、すでに使われていない もの といっ

た判別が しにくい。例 えば古い空調設備 のボイラーだけを取 り替える場合などを考えた場合、

最新式のボイ ラー にす るか、あるいは全 くボイラーを止 めて、 ヒー トポンプ式に して しま うか

とい う選択 はあって も、旧式の現在では使われ なくなっ て しまったボイラーをわざわざ新たに

特 注 して使用す る とい う選択はほ とん ど考 えられない。つま り、評点項 目に残 された旧式のボ

イラーは再評価す るために しか使われ る事はないことになる。家屋 との一体性や、再評価手法

の考 え方 こだわって いると、こ のような矛盾は解決 できない。

建築設備 のよ うな技術の進歩によって耐用性 が短縮 されてい くと同時 にその内容 も一新 して

しま うものの評価 は、再評価 には馴染 まない と考 えられるので、思い切 って再評価の手法か ら
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外 して しま う方が実状 にあっているのではないか。

(2)シ ステムの中の機器類は入れ替 えが可能なものが多い

建築設備はそのほ とん どが工業製品の組み合わせで出来ている。特 に機器類は工業化が進ん

でいるか ら、性能ア ップは 日進月歩で、 しかもそれぞれの機器類が単品 としてグ レー ドア ップ

できる仕組みになっているものが多い。 こ うした仕組みは家屋 としてではなく道具 として考え

られ る事が普通であるか ら、建築設備だけではなく家電やAV製 品、パ ソコン といった分野に

おいて も、とくに大型化 した り業務用 になると、同 じよ うな仕組みが見 られる。 これ らの技術

は半導体 を中心 として、例 えばガス給湯器がマイコンを組み込む ことで急速に電子機器化 して

きたよ うに、機器類 の制御方式に共通する部分が増えてきているか ら、家屋 との関係を考える

際にも、家屋 に附随す る付加機能的装置 として、取 り替え自在の仕組み として考えてい く方が

分か り易い。建築設備 も空調設備 のよ うな付加機能的なシステムは、家屋 との一体性に関係 な

くシステ ムごと償却資産 として考えてい くことができるのではないか。

5-4建 築設備 と家屋 との関係

現在の評価 では建築設備は家屋 との一体性にあいまいな点があることはすでに述べた。建築設

備 は家屋 と一体 となることを目的 として発達 してきたのではな く、家屋 とい う一体的な存在 と無

関係 に発達 しているか らである。

最初に述べたよ うに、建築設備 と家屋 との関係には三通 りの考え方がある。第一 に基本的設備

として、人体に例えれば構造体が骨格であるのにたい して、設備は神経系統や血管 に例えられ る

とい う考 え方 があ り、第二に家屋 に付加 される効用 として、設備を人間にとっての道具 とす る考

え方がある。 さらに第三に防災のよ うな安全性の確保のための義務的な法律 による規制 された設

備がある。

第一 の考え方は、血管の ようにエネル ギーを常時補給す ることや神経のよ うにコン トロールす

る事が、現代の人間の生活や活動 の場においては必須であるとい う考え方であって、こ うした設

備は、基本的 に家屋 との一体性を保つべ きであると考えていい。第二の考え方は、 これに対 して

家屋 の性能に新たな価値観を付け加 える点に 目的があるものであって、取 り替えやシステムの変

更が可能であ り、絶対 に必要な ものとい うより、ある事が望ま しい ものであるから、資力 に応 じ

て家屋に取 り入れ られ るべきもので、家屋 との一体性 をことさら考える必要はなく償却資産的な

性格 を持っている と考 えていい。第三の考え方には前二者 の考え方が混合 して入っているが、義

務的にある点が異なる。 このなかには消火器の ように道具性の強い ものか らスプ リンクラーのよ

うに一体性の強い ものまであって個別 に判断することになるが、政策的には防災設備 を家屋 とす

るのか、償却資産 とす るのかいかなる課税対象 とす るべ きか とい う基本的な判断か ら出発するの

が妥 当であろ う。
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以下今後の建築設備評価についていくつかの提案 を示す。今後建築設備 が どう発達 してい くか

について軽々 しく予測することはできないが、現行のやや硬直 した評価 システムを見直すために

はつ ぎに述べ るよ うない くつかの発想の転換が必要であろ う。

提案1空 調設備 、エ レベーター設備 といった道具性の強い付加的な設備で、技術の進歩の早

いものは、家屋との一体性 を考えずシステム ごと償却資産 に含 める。

提案2給 排水、ガス、電気 といった公共サー ビスに基づ く設備 は、家屋の保持すべき最低文

化水準 として、家屋 との一体性 を重視 し家屋評価 に含 める。 この場合照明器具のよ う

な従来家屋に含まれなかった道具性の強いものを どう考えるか議論が出るが、こうし

た基本設備は公共的 に家屋に供給す るとい うシステムが重要であって、配管 、配線、

受変電 といった供給 システム部分につ いて家屋 と一体であるとして評価 してはど うか、

ガス給湯器のよ うに道具性の強い ものは償却資産 とするのである。

提案3設 備の再評価 を止 め、新設時 にのみ評価を行い、その後は経年減価 と物価指数による

調整のみにする。

5-5家 屋評価制度の今後

A.家 屋の評価システムを簡素化す るため に必要 と考 えられ る諸条件

・専門的知識 がない納税者に とっても分か り易いシステムであること

現 在でもこの ことに対す る配慮は随所にな されてはいるが、基 本的なシステムの構成に専

門的な分析や構法上の知識 が必要で、評価ハ ン ドブ ックを読んで も、難解な用語 が多 く一般

納税者が理解するのはたいへんな努力が必要である。評価担 当者や納税者双方に とって分か

り易い用語や文章に置き換える作業が必要であろ う。

・評価の対象 となる要素を簡素化する

現行では家屋の生産に必要なあらゆる要素が加味 されているが、例 えば延床面積の よ うな

だれでも分かる指標 を中心 に構成できないか。専門的に見ても一般的に見て も合理性があ り

分かり易い指標 をアンケー トや具体的な調査を行 って見つけてい く事ができないか。

考 えられる指標:用 途、階数、階高、施工の程度、仕上げの程度

・土地 と家屋を一体 として評価できないか

宅地特に都市計画区域内にある宅地は、原 則 として家屋が存在す る事 を前提 として価格 が

構成 され る。逆に家屋 には全て敷地 とい う土地が附随するのが原則 である。容積率や立地条

件の といった家屋 についての具体的な指標か ら、家屋 に附随する土地の価格を評価できない

か。例 えば、都市計画上の容積率の指定が土地の価格 に大きく関係す るのも、そこにどれだ

けの建物をたてることができるか とい う、潜在的な家屋 に対する期待感が あるか らで、こ う

した土地の価格 に強い影響 を持つ立地条件な どを指標 として一体評価 の手法を考え出す こ と
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ができないだろ うか。活発な議論 を期待 したい。

B.家 屋の評価は新増築時にのみ行 い再評価を止 める

現行の ように家屋の再評価 を基本 とす る評価 システムでは、家屋 が存在する限 り、それ ら

の家屋 を再評価す るために、現在では使われな くなって しまった構法や材料で も評点基準表

か ら外す ことが難 しい。現在 、評点項 目の見直 しが行われて整理統合が進め られているが、

この よ うな再評価 による制約が評点項 目を複雑 に していて抜本的な合理化に繋が らない。再

評価 を止 めることで、家屋の評価は新増築時にのみ行 う事 にな り、評点項 目は現在行われて

いる材料や構法のみ を対象 とすればよく、評点項 目は分か り易 く、簡素化 され るはずである。

在来分は新増築時の評価 をもとに経年減価 と物価変動の影響のみ を考慮 してきめることにな

る。 この方法は現在で も一部便宜的に行われでいる措置を実質的には変わらないので実務的

には支障 なく、基本的な考 え方をかえる事で、分か り易い評価手法 として納税者に も説明で

きるのではないか。
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6お わ りに

固定資産評価にお ける建築設備 に関す る問題点を洗 出 し、建築設備評価 のあ り方等 については

現行の固定資産評価制度の枠 を越 え検討 を行 ったものである。これ らの検討結果の具体化 を検証

す るために、建築設備 の中 で最 も評価が難 しい といわれている空調設備の再建築費評点基準表 に

おける評価の具体的な提案を試みたものである。今後 の課題 としては、再建築費評点基準表にお

ける諸建築設備評価の具体化 について検討 していく必要がある。また、今回は建築設備評価 のみ

の視点か ら検討を行ったが、家屋評価 との関連によって検討 をしなければ対応できない問題 もあっ

た。今後、これ らの問題は家屋評価体制のあ り方の見直 しに含め検討 していく必要があ り、その

見直 しに際 しては、家屋評価のあ り方を非事業用家屋 と事業用家屋 または住居用家屋 と非住居用

家屋 とに区分する視点か らも検討 してみ ることも大切である。
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① 自治省編 「地方税法」第341条(固 定資産税に関する用語の意義)
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④ 固定資産税課 ・資産評価室編 「平成6年 度版 固定資産評価基準解説(家 屋編)」(財)地
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参考資料

資-1.現 行 の事務所、店舗、百貨店用建物、再建築費評点基準表における建築設備 の空調設備

部

分

別

評 点 項 目 及 び 標 準 評 点 数

標

準

量

建

築

設

備

空

調

設

備

補正項 目

補 正 項 目 及 び 補 正 係 数

増点補正率 標 準 減点補正率

計
算
単
位

(冷熱源種類別)

空

調

設

備

タ ー ボ 冷 凍 機 を

使 用 し て い る も の

レ シ プ ロ 冷 凍 機 を

使 用 し て い る も の

吸 収 式 冷 凍 機 を

使 用 し て い る も の

18,400

17,800

19,200

一

・

〇

平

方

メ

ー

ト

ル

ペ リメ ー

ター フ ァ

ン コ イ ル

1.15 1.0

あ る も の な い も の

冷 房
能 力

1.10 1.0 0.80

120Kcal/㎡

程 度 の もの

100Kcal/㎡

程 度 の もの

70Kcal/㎡ 程

度 の もの

熱 源
方 式

1.06 1.0

ヒー トポ ン プ

の もの

水冷のもの

程 度

1.25 1.0 0.70

上等 な も の 普 通 の も の 普通以下のも

の

規 模
1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程 度

の もの

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

配管方式
1.15 1.0

4パ イプのも

の

2パ イプのも

の

ダ ク ト

方 式

1.20 1.0

2ダ ク トの も

の

1ダ ク トの も

の

制御方式

1.06 1.0 0.96

個別制御のも

の

温湿度制御の

もの

温度制御のも

の

延

べ

床

面

積

自 動 温 湿 度 調 整 設 備 850

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

(冷 熱源種類別)

冷

房

設

備

タ ー ボ 冷 凍 機 を 使 用

し て い る も の
15,600

一

・

〇

平

方

メ

ー

ト

ル

(注)部 分空調の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限 度と

する増点補正率を用い、空調 されている部分の 「使用床面

積 」を計算単位とする。

温度制御

1.0 0.70

冷暖房共の も

の

暖房のみのも

の

0.50

冷房のみのも

の

制御方式
1.60 1.0

上 等 な もの 普 通 の もの

程 度

1.30 1.0 0.80

上 等 な も の 普 通 の もの 普通以下のも
の

ペ リメ ー

タ ー フ ァ

ン コ イ ル

1.17 1.0

あ る も の な い も の

延

べ

床

面

積

レ シ プ ロ 冷 凍 機 を

使 用 し て い る も の

吸 収 式 冷 凍 機 を

使 用 し て い る も の

(暖 熱源種類別)

14,400

16,900

直

接

冷 房
能 力

1.10 1.0 0.80

120Kcal/㎡

程 度 の も の

100Kcal/㎡

程 度 の もの

70Kcal/㎡ 程

度 の もの

熱 源
方 式

1.07 1.0

ヒー トポ ンプ

の もの

水冷のもの

程 度

1.25 1.0 0.70

上 等 な もの 普通 の も の 普通以下のも

の

規 模
1.05 1.0 0.93

1,000㎡ 程 度

の もの

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

延

べ

床

面

積

煙 管 ボ イ ラ ー を 使 用

し て い る も の
9,700 一

・

〇

(注)部 分冷房の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限度 と

する増点補正率を用い、冷房されている部分の 「使用床面

積」を計算単位 とする。

方 式

型 式

1.05

高温水のもの

1.20

フ ァ ン コ イ ル

の もの

1.0

温 水 の もの

コ ンベ ク タ ー

の も の

0.90

蒸 気 の も の

放熱器のもの

延

べ
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事務所、店舗、百貨店用建物

部

分

別

空

調

設

備

暖

房

設

備

評 点 項 目 及 び 標 準 評 点 数

セ ク シ ョ ナ ル ボ イ ラ ー を

使 用 し て い る も の
8,500

標

準

量

平

方

メ

ー

ト

ル

補正項 目

程 度

補 正 項 目 及 び 補 正 係 数

増点補正率

1.20

上 等 な も の

標 準

温 水 缶 を使 用 して い る もの

1.0

普 通 の も の

減点補正率

7,000

0.80

普通以下のも

の

1.05 1.0

計
算
単
位

規 模 1,000㎡ 程 度
の もの

3,000㎡ 程 度

の もの

10,000㎡ 程 度

の もの

床

面

積

(注)部 分直接暖房の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限

度 とする増点補 正率 を用い、暖 房 され て いる部分 の

「使用床面積」を計算単位 とする。

(暖 熱源種類別)
一

・
○

平

方

メ

ー

ト

ル

方 式
1.05 1.0 0.90

建

築

設

備

温

風

暖

房

設

備

煙 管 ボ イ ラ ー を

使 用 し て い る も の

セ ク シ ョ ナ ル ボ イ ラ ー を

使 用 し て い る も の

11,900

10,300

ダ ク ト

程 度

規 模

1.05

1.20

上等 な もの

1.05

1,000㎡ 程 度

の もの

1.0

1.0

普 通 の も の

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.85

0.80

普通以下のも

の

0.93

10,000㎡ 程 度

の もの

延

べ

床

面

積

温水 缶 を使 用 して い る もの 9,300

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

(注)部 分温風暖房の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限

度とする増点補正率を用い、暖房 されている部分の 「使用

床面積」を計算単位とする。

ダ ク ト
1.05

複 雑 な もの

1.0

普 通 の もの

0.85

簡 素 な も の

熱 風 暖 房 設 備 5,700

程 度

規 模

1.20

上 等 な もの

1.05

1,000㎡ 程 度

の もの

1.0

普 通 の もの

1.0

3,000㎡ 程 度

の もの

0.80

普通以下のも
の

0.93

10,000㎡ 程 度

の も の

延

べ
床
面
積

パ ネ ル ヒ ー テ ィ ン グ

換

気

設

備

換 気 設 備

(注)部 分熱風暖房の場合は、上記補正率のほかに1.25を 限

度とする増点補正率を用い、暖房されている部分の 「使用

床面積」を計算単位とする。

11,000

4,600

一
・
〇

平
方

メ

ー

ト

ル

一

・
〇

平

方

メ

ー

ト

ル

熱源方式

機 能

方 式

1.60

1種 換気のも

の

1.0

温水方式のも

の

1.0

2種 又は3種

換気のもの

1.0

排風機のあ る

もの

0.70

電気方式のも

の

0.50

有圧扇のもの

設
置
床
面
檀

ダ ク ト
1.20

複雑なもの

1.0

普 通 の もの

0.80

簡 素 な も の

程 度
1.20

上等 な もの

1.0

普 通 の もの

0.80

普通以下のも
の

設

置

床

面

積

換 気 扇 22,400 一
台
大 き さ

1.60 1.0 0.80

径30㎝ の も の

台
数

天 井 扇 32,500 一
台
大 き さ

1.20

径140㎝220

Wの もの

1.0

径90㎝93Wの

も の

台
数
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高温水のもの 温 水 の も の 蒸 気 の もの

複 雑 な もの 普 通 の も の 簡 素 な も の

径50cmの もの 径40cmの もの

0.93



資-2.空 調設 備 システ ム の解 説(最 近 あ ま り使用 され な い空調 設備 は 、資表1のc,d,f,hで あ る)

煙突

冷却塔
冷却水

配管

外気

循環ポンプ
温水

制御弁

給気 ダク ト

湿気 ダ ク ト

送風器
サーモ

ス タッ ト

給気

排煙機

排 風 機

排気

冷水

燃料
ボイ ラ 効力 冷凍機

湿気
室内

熱源設備 搬送設備

(配管系)

空調機設備 搬送 設備

(ダ ク ト系)

自動制御設備 排煙設備 換気設備

資図1 空気調和設備の基本的な構成例
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資表1

方式名称 概 要

a.定 風 量

単一ダ ク ト

空調機で温湿度調整、浄化

などを行った空気をダク ト

を通し送風する。

送風量は一定で、温 ・湿度

を変化させ ることによ り、

負荷変動に対応させる。

最 も基本的な方式である。

b.変 風 量

単一ダ ク ト

(VAV)

定風量方式が送風量を一

定 とし、供給空気の温 ・湿

度を変化 させるのに対 し、

変風量方式は温 ・湿度は一

定 とし、ゾーンごとにまた、

は室ごとに風量を変化させ

ることにより、負荷変動に

対応する。送風量を変動 さ

せるための変風量(VAV)

ユニットや送風機の容量制

御が必要 となる。

c.二 重 ダ ク ト

(デ ュアルダ クト)

空調機 で温風 と冷風 を作

り、それぞれダク トを通 し

送風 し、別個の各室または

ゾーンごとに冷 ・温風を混

合させ、負荷に対応 させる。

2系統のダク トと混合用の
ユニッ トが必要 となる。

d.フ ァ ン コ イ

ル ユ ニ ッ ト

熱源設備で作 られた冷 ・温

水を室内のファンコイルユ
ニッ トに供給 し、室内の空

気をコイルを通過 させるこ

とにより、冷却 ・減湿 ・加

熱を行 う。

冷 ・温水の供給方式は、冷

水または温水供給の二管方

式、冷温水同時供給可能の

三管、四管方式がある。

e.ダ ク ト併用

ファンコイ

ルユ ニ ッ ト

単一 ダク ト方式 と同様 に調

整空気 を室 内に送風す ると

ともに 、室 内 に設 置 した

フ ァ ンコ イル ユ ニ ッ トへ

冷 ・温水 を送 り、空調 す る。
一般的 に空調機 で

、インテ

リア負荷 と換 気。ファンコ

イルで 、ペ リメー タ負荷 に

対応す る。

空気調和システムの概要と特徴

外気

外気

概 念 図

空調機

冷温水

空調機

冷温水

排気

給気ダク ト

湿 気

給気ダクト

湿気

温風
冷風

給気

室内

給気

室内 排気

VAV
ユ
ニ ッ ト

給気

室内
排気

外気

温水
冷水

空調機

ファンコイル

ユニッ ト

冷温水

外気

空調機

冷温水

冷温水

湿気

給気ダ クト

湿気

排気

給気

室内

室内

室内

給気

室内

混合
ユニ ット

給気

室内

排気

外気●●
混入

フ ァ ンコ イ ル

ユ ニ ッ ト

特 徴
・空 気の 温 ・湿度調 整 、

浄化 、臭 気除 去 、気流

分布 、換 気 に有利 とな

る。
・外気冷房 が しやすい

。
・個別 運転 ・制御 が で き

ない。
・搬送 動力

、 ダ ク トの 占

有スペー スが大 きい。

・定風量 と同様に、空気

式に共通す る一般的な

利点がある。
・別個運転 ・制御が可能

である。
・定風量に比べ搬送能力

が小さい。
・風量変動が室内の気流

分布、換気回数に影響

するので、最小絞 り風

量を検討する必要があ

る。
・空気式 に共 通す る一般

的 な利点 がある。
・冷 ・暖房 を切 り替 えず

同時 に行 える。
・個別制御 が容 易である

。
・冷 ・温風 の混 合損 失 が

発生す る。
・搬 送能力 、 ダ ク トの 占

有スペー スが大きい。
・温度制御 が難 しい

。
・個別 運転 ・制御 が容 易

であ る。

・空気 式 に比べ搬 送動 力

が小 さい。

・ペ リメー タ負荷 処理 に

適す る。
・換気機 能 を考 え る必 要

がある。

・加 湿 ・空気 浄化機 能 が

劣 る。
・ファン コイルの設 置 ス

ペ ースが必要で ある。
・水配 管、結 露水 の処理

が必要 とな る。

・温水 の可能性 が ある
。

・イ ンテ リア、ペ リメー

タ 部 分 ご と に 個 別 運

転 ・制御 が容 易であ る。
・ダ ク ト占有 スペ ース が

小 さい。

・フ ァン コイ ルの設 置 ス

ペー スが必 要であ る。

・水 配管 、結 露水 の処理

が必要 となる。

・温水 の可能性 が ある。
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方式名称 概 要

f.パ ネ ル エア 単一ダクト方式 と同様に調

整空気を室内へ送風する。

また、室内天井や壁に設け

たパネルへ冷 ・温水を供給

し、各面を冷却、加熱 し、

面からの放射により快適感

を与える。

g.空 気 熱源

ヒー トポ ン

プユ ニ ッ ト

小型 ヒー トポンプユニット

を個々に設置 して空調を行

う。

マルチユニット方式は1台

の屋外ユニッ トに対 し複数

の屋内ユニットを接続運転

する。

ウォールスルー型は外壁面

に設置する。スプ リッ ト型

は屋外 と室内ユニットを分

け冷媒配管で接続する。

h.水 熱 源 ヒー

トポ ンプ

ユニ ッ ト

室内の小型水熱源 ヒー ト

ポンプユニットは補助熱源

や、冷却塔により温度調整

した熱源水を直接受け空調

を行 う。冷房 ・暖房負荷が

同時に発生する場合には熱

回収が可能である。

i.パ ッ ケ ー ジ

ユ ニ ッ ト

圧縮機などの冷凍サイクル

機器、送風機、フィルタ、

制御 システムを一体化 した
ユニッ トにより、室内へ調

整 空気 を送風 して空調す

る。
ユニッ トの機種、能力は豊

富である。

温水、冷却塔を用いない空

気熱源 ヒー トポ ンプパ ッ

ケージユニットもある。
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特 徴
・放射熱 を利用するので

在室者の快適度が高い。
・空気式に比べダク ト占

有スペースが小さい。
・冷却面での結露対策が

必要である。
・建築内装材 との調整が

必要 となる。
・放射面が大きいため制

御に時間がかかる。
・個別運 転 ・制御 が容 易

である。

・単品 で独 立 して い る こ

とか ら、据 付 け、 メン

テナンスが容易 である。

ただ し、大 規模建 築 で

多 数設 置す る場合 は メ

ンテナ ンス上不利 とな

る。

・増設 やニ ュー アル が容

易であ る。

・ウォール スルー 型 は運

転 音が伝わ りやす い。

・加温 、空 気浄化 能 力が

劣

・分散配置が容易である。
・個別運転、制御が容易

である。
・冷房、暖房の切替えが

容易である。
・冬期の熱回収が可能で

ある。
・冷凍機の運転音が室内

に伝わ りやすい。
・空気浄化能力が劣 る。
・分散配置が容易である。
・個別運転、制御 が容易

である。
・空気式に比べ搬送動力

が小さい。
・冷凍機の運転音が伝わ

りやすい。




